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〔論　説〕

コンビニ会計と本部による見切り販売制限問題の再考
―毎年１店舗あたり468万円分の食品が捨てられる　　 

コンビニで食品ロスは削減されていくのか（２）

木　村　義　和

第1ડ は̲͛に

第2ડ コンビニ会計に関するव฻႕と฻႕

第3ડ ロスΙλーΐは存ह̱たのか（ո上、１１˓号）

第4ડ ֨৾ୃ࢖տ員会によるΓήン本部にచするෳੰந౾ྵ႓

第5ડ 本部による見切り販売の制限が争ͩれたव฻႕

　第1୯　は̲͛に

　第2୯　व฻႕（ո上、本号）

　第3୯　व฻႕の分析

第6ડ Γήン - イτήン൐大िධ上઀ि店ম࠯の઩ࠢと行ଽの൲̧

第7ડ ͍ࠫにか̢て

第ĵડ　֨৾ୃ࢖տ֥ٛͥ͢ͅΓήϋུ໐ͅచ̳ͥෳੰந౾ྵ႓

第ˍ୯　͉̲͛ͅ

　コンビニ会計にచするஶફは、最ࣞव平成19年 )2007年 *6月11日฻決でい̻

お̠の決಍はついた。̭ のた͛、コンビニ会計がव฻で争ͩれる̭とはなくな̽

た。
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　̷̱て、̭れոࣛのコンビニ関するव฻では、見切り販売についての争いが

௩̢てくるよ̠になる。見切り販売の効果については、第1ડで੆͓ているが、

、は減る場合͜ある。̭のた͛ףは٨஝する。一༷で、本部のਓף店のਓྷح

長いۼ、本部はྷح店が見切り販売をする̭とをཐ̱ٺて̧た。

　̱か̱、コンビニ会計のඤယがྶらかとなり、見切り販売によ̽てྷح店の

ਓףが٨஝される̭とをྷح店が知ると̭ͧになると、ఉくのྷح店は見切り

販売する̭とをབ͚よ̠にな̽た。

　̭の࠯に関̱、大̧なインΩ·トをဓ̢たম࠯が、2009年に̧ܳた。̷れは、

տによるΓήン本部にచするෳੰந౾ྵ႓である。̷̭で、ま̴は、̭の৾࢖

ෳੰந౾ྵ႓について見て͙る。

第ˎ୯　֨৾ୃ࢖տ֥ٛͥ͢ͅΓήϋུ໐ͅచ̳ͥෳੰந౾ྵ႓

տは、2009年に「Γήン本部は、見切り販売を行お̠と̱、ྌは行̽て৾࢖　

いるྷح者にచ̱、見切り販売の৾り͛͞をဒܻなくさ̵、̽͜て、ྷح者が

ুらの合理的な経営฻౯に̿ܖいて෱ܤに߸るΟイリー੸品の原ث相൚ڣの໅

౜をࠚ減するܥ会を৐̵ͩている行ևを৾り͛͞なけれ͊ならない。」とのෳ

ੰந౾ྵ႓を੄̱た。

　̷̱て、৾࢖տは、「ྷح店で෱ܤされた੸品の原ث相൚ڣについては，ح

ྷ店ܖ本ࠀ࿩に̧̿ܖ、̷ の஠ڣをྷح者が໅౜する̭ととされていると̭ͧ、

Γήン本部は、Γήン本部がコンビニに߸るフρンΙλイΒম業におけるచث

と̱てྷح者からਓ਋̱ているΙλーΐとઠするロイμルテͻのڣについて、

੸品の原ڂから൚ڣ店で販売された੸品の売上ྷح、̧̿ܖ࿩にࠀ本ܖ店ྷح

に一定の率を઺̲て（。とい̠「ף売上総၌」ո下）ڣをओ̱֨いたڣ相൚ث

算定する̭とと̱、ロイμルテͻのڣがྷح店で෱ܤされた੸品の原ث相൚ڣ

のఉسにऒֲされない༷৆をनဥ̱ている。」と̱て、ܡに本ࣂで検討̱てい

るコンビニ会計を、Γήン本部がनဥ̱ていると෇定̱た。̷̱て、̭ の上で、

店ྷح͍ݞڣからロイμルテͻのףは、売上総၌ף者がංる実ৗ的な၌ྷح」
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で෱ܤされた੸品の原ث相൚ڣを͚܄営業๯をओ̱֨いた͜のとな̽ていると

̭ͧ、平成19年3月1日から平成20年2月29日までの1年ۼに、ྷح店の̠̻ྫै

ևにಒ੄̱た࿩1100店において෱ܤされた੸品の原ث相൚ڣの平޳は࿩530万

円とな̽ている。」とコンビニ会計の͜とでఉڣの੸品が෱ܤされているとい

̠実ఠを෇定̱ている1。

　̷̱て、Γήン本部は、

　「˫ˢ˟（΂ペτーΏοンフͻールΡ΃;ンΓρー / スーΩーΨイΎー）は、

者がΟイリー੸品に߸る見切り販売を行お̠と̱ている̭とを知̽たと̧ྷح

は、൚ྷحڂ者にచ̱、見切り販売を行ͩないよ̠にさ̵る」

「˫ˢ˟は、ྷح者が見切り販売を行̽た̭とを知̽たと̧は、൚ྷحڂ者に

చ̱、見切り販売を再͍行ͩないよ̠にさ̵る」

者が見切り販売を৾り͛͞ないと̧は、˫ˢ˟の上ংに൚たるΟͻスྷح」　

トリ·ト・マΥΐλーとઠするਲ業員らは、൚ྷحڂ者にచ̱、ྷح店ܖ本ࠀ

࿩のٜੰ൝のະ၌ףな৾եいをするকをাऐするな̱̓て、見切り販売を行ͩ

ないよ̠ྌは再͍行ͩないよ̠にさ̵る」

な̓の行ևによ̽て、「見切り販売を行お̠と̱、ྌは行̽ているྷح者にచ̱、

見切り販売の৾り͛͞をဒܻなくさ̵ている。」と৾࢖տは෇定̱ている。

　ࠫ論的に、৾࢖տは、「（Γήン本部は）ྷح者がুらの合理的な経営฻౯に

会を৐̵ͩܥ減するࠚの໅౜をڣ相൚ثに߸るΟイリー੸品の原ܤいて෱̿ܖ

ている。」と฻౯̱、見切り販売のཐٺをগ͛るよ̠にෳੰந౾ྵ႓を੄̱た

のである。

第ˏ୯　ෳੰந౾ྵ႓ͅచ̳ͥΓήϋུ໐͈฽؊

　̭のෳੰந౾ྵ႓にచ̱て、Γήン本部はすぐに฽؊を見̵、2009年6月に「࢖

1　なお、第1ડで੆͓たとおり、2020年の֨৾ୃ࢖տ員会による「コンビニ΀ンスストア本

部とྷح店との৾֨൝に関する実ఠ಺औ༭࣬੥」ではコンビニ一店舗あたりの年ۼ食品෱

。は468万円（中؇౵）とな̽ているڣのܤ
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ୃ৾֨տ員会からのෳੰந౾ྵ႓に関する໺社見ٜについて」を発表̱2、ষの

よ̠な見ٜをা̱た。

　Γήン本部は、

)1* 見切り販売の制限は、本部とྷح店အとのۼで஠ఘ的ڶつ日常的に発୆̱

たমયではないと、෇ে̱ている3。

)2* ఉくのྷح店΂ー΢ーから、見切り販売にచ̱฽చのփ見をいただいてい

る4。

と̱、見切り販売を制限̱ていないকを৽ಫ̱、͚̱ͧఉくのྷح店΂ー΢ー

が見切り販売に฽చ̱ているとの見ٜをা̱た。

　̷̱て、Γήン本部は、Οイリー੸品の見切り販売について、「հօな見切

り販売は、中長ܢ的にྷح店အの၌ףにはなりま̵ͭ。」と、見切り販売ুఘ

を๛定する見ٜをা̱ている。

　̷の理ဇと̱ては、下記の２തである。

)1* コンビニはΟͻス΃;ント੸法とは։なる。コンビニは、ౙ品ۯ理のഔೲ

により、઀ܰ࿅店舗における୆産଻࢜上に͌た̧͚に৾りழͭで̧た業ఠで

あ̽て、ڒثあり̧ではない。

)2*「ౙ品ۯ理」、「発ಕୈഽの࢜上」、「売り切る഼力」をਹণ̱ている̭と。

すな̻ͩ、Γήン本部は、「24 時ۼ営業がܖ本のコンビニにおいて、Οイリー

2　Γήン - イτήン・ΐλΩン「֨৾ୃ࢖տ員会からのෳੰந౾ྵ႓に関する໺社見ٜにつ

いて」https://www.sej.co.jp/mngdbps/_material_/localhost/pdf/2009/062202.pdf accessed accessed 
on 2021.9.30.

3　̭のതにつ̧、Γήン本部は、「ࣽٝのྵ႓において、஠国12,323 店舗 )5月末 * のΓήン

- イτήンの̠̻、໺社がΟイリー੸品の見切り販売を制限̱ていたと৾࢖տから୰ྶを

਋けた店舗の数は34店舗で̱た。」と୰ྶ̱ている。Γήン - イτήン・ΐλΩン・ஜࠇಕ

2४ચ。

4　̭のതにつ̧、Γήン本部は、「また、ఉくのྷح店΂ー΢ーအが見切り販売については、

見切り販売により一໤ඵثにな̽て̱ま̠、ࢭ常的な౵下̬はࠫ果的に店の૞ှをྫく̱

て̱ま̠、か̢̽てྷح 店΂ー΢ーအの၌ףを下̬て̱ま̠൝、฽చのփ見͞ޑい࠼ැを

お঵̻であるとい̠ ম実は、ྫ ণされる̧͓ではないと考̢ております。 」と੆͓ている。

Γήン - イτήン・ΐλΩン・ஜࠇಕ2४ચ。
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੸品は、ま̴はお客အのニーΒにあ̽た੸品・数ၾ൝の਑ါ予௶を̱̽かりと

ၛててୈഽのࣞい発ಕを実ঔ̱ていく̭とがਹါです。੸品が店舗͒ො品され

たあと͜、売り切る഼力を̱、売れॼりが੄れ͊ষの発ಕを変̢る൝̱て、発

ಕのୈഽをよりࣞ͛ていく、さらに̷れを߫り༐̱続ける̭とによ̽て෱ܤロ

スを減ら̱ていく、̭̠い̽た৾りழ͙が、ז続的なྷح店အの၌ףにつなが

る。」と考̢ているকをা̱た。

　さらに見切り販売は、客にষのよ̠な࠼ැを༴か̵るとΓήン本部は੆͓て

いる。一つ࿒は、)1* お客အのΓήン - イτήンのڒثにచするະ૞ۜである。

すな̻ͩ、同̲時ۼఝに౵下̬̱た੸品とଔ੻ڒثの੸品が໼͍、Ȩ一໤ඵثȩ

となる̭と൝で、お客အがΓήン - イτήンのڒثにచ̱ະ૞ۜを୆̲るޔれ

があるとΓήン本部は੆͓ている。

　ඵつ࿒は、)2* ήρンΡイιーΐのኲఅである。見切り販売をすると໅のႲ

ङが୆̲、ήρンΡイιーΐがኲఅされるとの見ٜをΓήン本部はা̱た。

三つ࿒は、)3* 競争である。すな̻ͩ、Γήン本部は、見切り販売をするڒث

と「Οͻス΃;ントストア͞スーΩー൝とのڒث競争・౵下̬競争に̧ࣺےま

れるخෝ଻」があると̱た。

　Γήン本部は、ո上のよ̠に੆͓、Οイリー੸品の見切り販売は、中長ܢ的

なণതで見れ͊、決̱てྷح店の၌ףにはならないと౯̱࡞ている。

　さらに、Γήン本部は、੸品の෱ܤロス原ثをྷح店が໅౜する̭とについ

て、「コンビニম業をވ同̱て営͚Γήン本部とྷح店のۼでの࿨ڬ分౜̷̱

て๯ဥ分౜に関する合փのࠫ果」であると̱ている。෱ܤロスをྷح店အが໅

౜する̭とと̱ているのは、̓の੸品をいくつ発ಕするかの決定ࡀがྷح店に

あるた͛であると̱ている5。

5　̭のതにつ̧、Γήン本部は、「お客အにと̽てဳ̱い時に、 ဳ̱い੸品が、ဳ̱いだけ

あるેఠを֋঵するた͛には、店舗で行ͩれるౙ品ۯ理を ೒̱て、品ఁ̢とお客အの਑

ါとのΆλΛίをで̧る限り減ઁさ̵る̭とがຈါになります。͕とͭ̓のྷح店အは、

OFC のアΡΨイス͜਋けながら、̭のౙ品ۯ理を実践̱、෱ܤロスを最઀限にする഼力を

̱ております。」と̱ている。Γήン - イτήン・ΐλΩン・ஜࠇಕ2४ચ。
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　最ࢃに、Γήン本部は、販売ܢ限切れΟイリー੸品の෱ܤについて、「Οイリー

੸品の෱ܤ削減は経営のਹါه題と෇েするとと͜に、෱ܤ削減に࢜け、「ౙ

品ۯ理」「売り切る഼力」にಕ力̱ています。」と੆͓ている。

　̭のよ̠にΓήン本部は、見切り販売はྷح店の၌ףにならないと৽ಫ̱、

տがෳ৾࢖、店が見切り販売をする̭とに๛定的な見ٜをা̱た。̱か̱ྷح

ੰந౾ྵ႓を੄̱たޣגは大̧く、本部が見切り販売の制限あるいはཐٺを̱

たとྷح店が৽ಫするव฻႕が相ষいて੄される̭とにな̽た。

第ˏ୯　֨৾ୃ࢖տ֥ٛȶέρϋΙλͼΒȆΙͿーϋུ໐͈̳͂৾֨ͥͅ۾಺

औ༭࣬੥ Į ĸ඾ȫ࠮ഝͅచ̳ͥ৘ఠ಺औȷȪĳı11ාĸྷح

　本部による見切り販売の制限あるいはཐٺに関するव฻႕を検討するஜに、

տ員会「フρンΙλイΒ・Ιェーン本部との৾֨に関する಺औ༭࣬੥֨৾ୃ࢖

- 店にచする実ఠ಺औ」（2011年7月7日）（ո下、2011年実ఠ಺औ༭࣬੥とྷح

する。）について分析をする。

１　2011年実ఠ಺औ༭࣬੥のඤယ

の2011年7月に「フࢃտ員会は、Γήン本部にෳੰந౾ྵ႓を੄̱た֨৾ୃ࢖　

ρンΙλイΒ・Ιェーン本部との৾֨に関する಺औ༭࣬੥ - 店にచする実ྷح

ఠ಺औ」を࢖表̱た。̭の2011年実ఠ಺औ༭࣬੥は、2010年 12 月1日時തに

おいて、本࠯಺औచય業ఠの本部と̱৾֨ているྷح者が経営̱ている店舗 

10,000 店がచયとな̽ており、̷の83.9ɓを໾͛ているのがコンビニである。

̭の2011年実ఠ಺औ༭࣬੥において、৾࢖տは「本部がྷح店にచ̱て、੸品

のॽ入数ၾ、੸品の෱ܤ、੸品の販売ڒث൝に関̱ڎਅの制限をهすྌは૧ܰ

ম業を導入する̭とがఉく見਋けられる。」と੆͓た。

　̷̱て、ྷح店のٝ൞ম႕の中には、ڎਅの制限をهすྌは૧ܰম業を導入

するषに、本部がྷح店にచ̱て行̠行ևが、ඊ୸޺গ法上問題となるお̷れ

があるྌは৾֨ഐୃاの۷തからၣփす̧͓͜のがあ̽たと̱ている。̷のඤ
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ယは下記の೒りである。

・本部が୭定̱た࿒ດ数ၾをో成するた͛、経営ঐ導員から੸品のॽ入数ၾが

店の΂ー΢ーະह時にੳ手に経営ঐ導員に੸品を発ಕされྷح、制されたりޑ

ॽ入れさ̵られた̭と͜ある。

・本部が୭定̱た販売ܢ限をً̨た੸品を販売̱た実ୡがあると、再ࠀ࿩（ࠀ

࿩ࢵ૧）のषのါளとされるྷح店ບثにおいてະ၌なບثをされるた͛、本

部の୭定する販売ܢ限に合理଻を̲ۜないが、੸品を෱̵̰ܤるをංない。

　̷の上で、৾֨上࿹̱קた౷պにある本部がྷح店にచ̱て、੸品のॽ入数

ၾ、੸品の෱ܤ、੸品の販売ڒث൝に関̱ڎਅの制限をهすྌは૧ܰম業を導

入するषに、フρンΙλイΒ・Ώステθによる営業を的ږに実ঔするた͛にຈ

ါな限ഽを಼̢て、ୃ常な੸۝ਠにચら̱てະ൚にະ၌ףをဓ̢る場合、ྷح

店の販売ڒث（再販売ڒث）をࢰ௵する場合ྌはྷح店がݯރする੸品（࿨ྩ）

のڒثをະ൚にࢰ௵する場合には、ඊ୸޺গ法上問題となるお̷れがあるとの

฻౯をা̱ている。

２　2011年実ఠ಺औ༭࣬੥における本部によるॽ入数ၾのޑ制と੸品の販売ث

についてڒ

2011年実ఠ಺औ༭࣬੥では、本部のॽ入数ၾのޑ制に関Ⴒ̱、ྷح店で販売す

る੸品のॽ入数ၾについて、本部から「াされている」とٝ൞̱たྷح店のڬ

合は、コンビニでは48.8% に͜な̽ている6。

　ষいで、「াされている」とٝ൞̱たྷح店の̠̻「本部からাされた数ၾ

にྖたない数ၾの੸品をॽ入れる̭と͞ॽ入̷の͜のを行ͩない̭とがある」

とٝ൞̱たྷح店にచ̱、本部からাされたॽ入数ၾ̓おりに੸品をॽ入れな

か̽た時の本部のచ؊についてৗ問̱たと̭ͧ、コンビニでは「༐品する̭と

がで̧ないのに、本部がঐা̱たとおりの数ၾをॽ入れるよ̠ঐ導された」と

տ員会「フρンΙλイΒ・Ιェーン本部との৾֨に関する಺औ༭࣬੥֨৾ୃ࢖　6 - 店にྷح

చする実ఠ಺औ」22༁ո下（2011年7月7日）
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のٝ൞が32.8%、「̷のఈະ၌ףな৾եいがあ̽たྌはະ၌ףな৾եいをする

কাऐされた」とのٝ൞が12.1% であ̽た7。

　さらに、「̷のఈະ၌ףな৾եいがあ̽たྌはະ၌ףな৾եいをするকাऐ

された」とٝ൞̱たྷح店にచ̱、本部から̓のよ̠なະ၌ףな৾եいがあ̽

たかྌはাऐされたかについてৗ問̱たと̭ͧ、コンビニでは「ࠀ࿩ࢵ૧のݵ

୲」とのٝ൞が48.1%、「ࠀ࿩のٜક」とのٝ൞が27.8% であ̽た8。

　̷̱て、ྷح店で販売する੸品の販売ڒثについてৗ問̱たと̭ͧ、「本

部からଔ੻された販売ڒثでの͙販売̱ている」とのٝ൞が、コンビニでは 

45.9% であ̽た。ষいで、「本部からଔ੻されたڒثとは։なるڒثで販売す

る̭と͜ある」とٝ൞̱たྷح店にచ̱、「෱ܤリス·をٝ๰するた͛に見切

り販売を行̽た̭とがあるか๛か」をৗ問̱たと̭ͧ、「見切り販売を̱た̭

とがある」とのٝ൞が、コンビニでは89.8% であ̽た9。

　さらに、「見切り販売を̱た̭とがある」とٝ൞̱たྷح店にచ̱、本部か

らଔ੻された販売ڒثとは։なるڒثで੸品を販売̱たと̧、ྌは販売̱よ

̠と̱たと̧の本部のచ؊についてৗ問̱たと̭ͧ、コンビニでは、「ଔ੻ث

店の໅౜ྷحがڣ஠ثで販売するよ̠ঐ導された」とのٝ൞が13.4%、「原ڒ

となるॽழ͙であるのに、見切り販売を̱ないよ̠ঐ導された」とのٝ൞が

11.9%、「̷のఈະ၌ףな৾եいがあ̽たྌはະ၌ףな৾եいをするকাऐさ

れた」とのٝ൞が7.0% であ̽た10。

　また、「̷のఈະ၌ףな৾եいがあ̽たྌはະ၌ףな৾եいをするকাऐさ

れた」とٝ൞̱たྷح店にచ̱、本部から̓のよ̠なະ၌ףな৾եいがあ̽た

かྌはাऐされたかについてৗ問̱たと̭ͧ、コンビニでは「ࠀ࿩ࢵ૧のݵ୲」

とのٝ൞が52.3%、「ࠀ࿩のٜક」とのٝ൞は38.6% であ̽た11。

。ಕ6、22༁ո下ࠇտ員会「2011年実ఠ಺औ༭࣬੥」・ஜ֨৾ୃ࢖　7

。ಕ6、23༁ո下ࠇտ員会「2011年実ఠ಺औ༭࣬੥」・ஜ֨৾ୃ࢖　8

。ಕ6、29༁ո下ࠇտ員会「2011年実ఠ಺औ༭࣬੥」・ஜ֨৾ୃ࢖　9

。ಕ6、29༁ո下ࠇտ員会「2011年実ఠ಺औ༭࣬੥」・ஜ֨৾ୃ࢖　10

。ಕ6、30༁ո下ࠇտ員会「2011年実ఠ಺औ༭࣬੥」・ஜ֨৾ୃ࢖　11
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　ষいで、「ଔ੻ڒثで販売するよ̠ঐ導された」ྌは「̷のఈະ၌ףな৾ե

いがあ̽たྌはະ၌ףな৾եいをするকাऐされた」とٝ൞̱たྷح店にచ̱、

̭れを਋けて̓のよ̠なచ؊をन̽たかについてৗ問̱たと̭ͧ、コンビニで

は「਋け入れ̰るをංなか̽たた͛਋け入れた」とのٝ൞が42.6% であ̽た12。

　さらに、「਋け入れ̰るをංなか̽たた͛਋け入れた」とするྷح店にచ̱、

̷のࠫ果「ະ၌ףを๭̽たか๛か」をৗ問̱たと̭ͧ、コンビニは83.3% が「ະ

၌ףを๭̽た」とのٝ൞であ̽たなお、ະ၌ףのߓఘ的ඤယと̱ては、「෱ܤ

ロスが௩̱حた」とのٝ൞があ̽た13。

３　2011年実ఠ಺औ༭࣬੥から分かる̭と

　ո上の೒り、̭の2011年実ఠ಺औ༭࣬੥によれ͊、̭の2011年൚時、ఉくの

コンビニྷح店が本部のଔ੻ڒثでの販売をঐাされ、見切り販売を̱よ̠と

すれ͊、本部からࢵ૧ݵ୲な̓のྷح店のະ၌ףをΙρつかされ、ྷح店はະ

本փながら͜本部のঐাにਲ̰ͩるをංない実ఠがある̭とがྶらかにな̽

た。̷̱て、̷のࠫ果、෱ܤロスが௩ྷح、̱ح店がະ၌ףを๭̽ている̭と

が分かる。

　̷̱て、本部のཐٺ行ևにచ̱てະྖを঵つྷح店の中には、本部にచ̱て

ஶફを೹ܳする͜の͜ઁなから̴いた。̷のࠫ果、2010年代になると、見切り

販売に関するఉくのव฻႕が੄される̭とにな̽た。

ո上のതを൩ま̢、ষのડでは見切り販売に関するव฻႕について分析をする。

第Ķડ　ུ໐ͥ͢ͅࡉ୨ͤ์ค͈ଷ̦ࡠ௔̹ͩͦव฻႕

第ˍ୯　͉̲͛ͅ

は大̧くఉ数ޣגտがΓήン本部にచ̱てෳੰந౾ྵ႓を੄̱た̭との৾࢖　

。ಕ6、31༁ո下ࠇտ員会「2011年実ఠ಺औ༭࣬੥」・ஜ֨৾ୃ࢖　12

。ಕ6、31༁ո下ࠇտ員会「2011年実ఠ಺औ༭࣬੥」・ஜ֨৾ୃ࢖　13
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のव฻႕が࡛れた。ո下で本部による見切り販売の制限が争ͩれたव฻႕を分

析する。なお、本ડでは、本部による見切り販売の制限を論̲るので、̭れに

関する฻কの͙を৾り上̬る。

第ˎ୯　व฻႕

)1* ໛ؖ౷व平成23年9月15日฻決（฻႕๩੥ L06650494・฻႕時༭2148号160

༁）ȇ໛ؖࣞव平成25年3月28日฻決の原ૣ。

Ⱥ原࣬ྷح店、๭࣬本部、一部෇ယȻ

ȺমմのٽါȻ

　原࣬ྷح店が、๭࣬本部にచ̱、競合店を੄店さ̵た̭とがञྩະ၎行͍ݞ

ະ法行ևに൚たる、ロイμリテͻの算定に関する୰ྶをట̽た̭とがञྩະ၎

行͍ݞະ法行ևに൚たる、Οイリー੸品14について再販売ڒثをࢰ௵̱た̭と

がະ法行ևに൚たる、ॽ入୶からのॽ入代߄に一定ڣ߄を上઺̵̱たڣ߄を原

࣬から৾ං̱た̭とがະ൚၌ංに൚たると৽ಫ̱、ञྩະ၎行͍ݞະ法行ևに

。た̱ݥ୏ۺく༐̿ܖ໼͍にະ൚၌ංにݥฅੲ୏ٺくఅ̿ܖ

Ⱥ฻কȻ

ӱ原࣬が平成16年11月にံ12月から౵下̬販売をٳইすると೒知̱たषに、ˠ

˩（Οͻストリ·トマΥーΐλー）が本࠯店舗にြ店̱、原࣬にచ̱、౵下̬

販売を͛͞るよ̠にঐ導するな̱̓たた͛、原࣬が同月からの౵下̬販売を͞

͛、平成17年1月から一部のΟイリー੸品に限̽て·ーεンによる౵下̬販売

をٳই̱た̭と、̷れոࣛ、本部社員が毎਩のよ̠に本࠯店舗にြ店̱、౵下

̬販売を͛͞るよ̠にঐ導̱た̭と、平成19年11月1日に൚時のˠ˩、˫ ˢ （˟΂

14　Οイリー੸品とは、「ༀ๑、ΙルΡ൝、๭࣬がྷح店で販売する̭とをଔ੻する੸品の

̠̻、品ৗがႦ̱͞اすい食品͍֩ݞ料であ̽て、原௱と̱て毎日店舗にො品される੸品」

をい̠。
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ペτーΏοンフͻールΡ΃;ンΓρー / スーΩーΨイΎー）͍ݞリ·ルート౜

൚者が本࠯店舗にြ店̱、原࣬にచ̱、౵下̬販売を͛͞るよ̠にޑくঐ導す

るとと͜に、̷れに؊̲ない場合には、本ࠀ࠯࿩のٜੰない̱ٜ࿩൝のະ၌ף

な৾եいをする̭と͜検討するকをাऐ̱た̭とが෇͛られる。

Ӳ̭れらのম実によれ͊、๭࣬は、原࣬にచ̱て౵下̬販売を͛͞るよ̠にঐ

導する̭とで、原࣬にచ̱て̷の販売する੸品の販売ڒثをດ੔઀売ڒثに֋

঵さ̵よ̠と̱、原࣬の੸品の販売ڒثのুဇな決定をࢰ௵̱た͜のとい̠͓

̧であり、相手༷と̷の৾֨の相手༷との৾֨をະ൚にࢰ௵するૄ࠯をつけて、

൚ڂ相手༷と৾֨を行̽ている͜のと෇͛られ、かつ、上記࠯ૄ௵ࢰが原࣬の

ম業ڰ൲におけるুဇな競争をஷٺするお̷れがないとい̢ない̭とはྶらか

で、๭࣬の行ևにୃ൚な理ဇがあるとい̠̭とはで̧ないから、「ະୃ࢖な৾

༷֨法」13ࣜの֨৾ັ࠯ૄ௵ࢰにڂ൚する。

ӳո上のとおり、๭࣬が原࣬にచ̱て౵下̬販売を͛͞るよ̠にঐ導̱た行և

は、֨৾ັ࠯ૄ௵ࢰとい̠ະୃ࢖な༷৾֨法をဥいた͜のとい̧̠͓であり、

ඊ޺法19ૄに֑฽する͜のと෇͛られる。

Ƀ若ۙの分析Ʉ

　本࠯では、本部がྷح店に౵下̬販売を͛͞るよ̠にޑくঐ導するとと͜に、

̷れに؊̲ない場合には、本ࠀ࠯࿩のٜੰない̱ٜ࿩൝のະ၌ףな৾եいをす

る̭と͜検討するকをাऐ̱ていたとい̠ম႕である。本部が౵下̬販売を͞

͛るよ̠にޑくঐ導̱た̭とは、原࣬の੸品の販売ڒثのুဇな決定をࢰ௵̱

た͜のとい̧̠͓であり、原࣬のম業ڰ൲におけるুဇな競争をஷٺするお̷

れがないとい̢ない̭とはྶらかで、๭࣬の行ևにୃ൚な理ဇがあるとい̠̭

とはで̧ないから、「ະୃ࢖な༷৾֨法」13ࣜの֨৾ັ࠯ૄ௵ࢰにڂ൚すると

व฻所は෇定̱て、ඊ޺法19ૄに֑฽するとࠫ論̿けている。

　本࠯でಕ࿒す̧͓തが2തある。1ത࿒は、「౵下̬販売を͛͞るよ̠にޑく

ঐ導するとと͜に、̷れに؊̲ない場合には、本ࠀ࠯࿩のٜੰない̱ٜ࿩൝の
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ະ၌ףな৾եいをする̭と͜検討するকをাऐ̱ている̭と」をव฻所が෇定

̱た̭とである。すな̻ͩ、ࠀ࿩ٜੰをাऐ̱ながら౵下̬販売を͛͞るよ

̠に本部はঐ導̱ていたとい̠ম実を൐ނ౷वが෇͛た̭とである。2ത࿒は、

上記の行ևをव฻所はඊ޺法に֑฽すると̱た̭とである。

)2* ൐ނ౷༷व฻所平成24年1月20日฻決（฻႕๩੥ L06730929）

Ⱥ原࣬ྷح店、๭࣬本部、ݕܤȻ

ȺমմのٽါȻ

　コンビニのフρンΙλイΐー（ྷح店）と̱て店舗を経営̱ていた原࣬が、

同ストアのフρンΙλイΎー（本部）であ̽た๭࣬にచ̱、Οイリー੸品につ

いて、઎和60年10月14日から平成20年4月30日までのۼ、原࣬が౵下̬̱て販

売する̭とを๭࣬からழ૕的・ࠑ続的に޺গྌはཐٺされた͛にఅٺを਋けた

と̱て、ະ法行ևに̿ܖくఅٺฅੲを͛ݥたমմである。

Ⱥ฻কȻ

ӱ本࠯ス·ールトτーニンΈにおいて、๭࣬社員˝が௲जに、原࣬にచ̱て見

切り販売を޺গするよ̠なঐ導を行̽た̭と、本࠯ストアトτーニンΈにおい

て、原࣬が、๭࣬社員˞にచ̱、見切り販売についてのৗ問を̱た̭と、̭れ

にచ̱、๭࣬社員˞が௲जに、原࣬にచ̱て見切り販売をޑく޺গするよ̠な

ঐ導を行̽たとする原࣬のރ੆はにͩかにनဥ̱ඳい。̷̱て、ఈに、１号店

の本࠯ス·ールトτーニンΈにおいて、๭࣬が原࣬にచ̱、見切り販売を޺গ

するよ̠な行ևを行̽たとのম実を෇͛るに௷るબݶはない。

Ӳ઎和61年൚時に、๭࣬社員が原࣬を͚܄店舗の΂ー΢ーにచ̱て、見切り販

売の制限行ևを̱た̭とをၔັけるબݶはఈにはなく、઎和62年੉̭ͧから

๭࣬社員˟から1号店の౜൚˫ˢ˟（΂ペτーΏοンフͻールΡ΃;ンΓρー

/ スーΩーΨイΎー）を̧֨ࠑいだ๭࣬社員 D は、઎和62年੉̭ͧに、๭࣬社
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員˟から1号店の̧̨֨ࠑを਋けたष、ًݲに原࣬から見切り販売の૭̱੄が

あ̽たとの༭࣬は਋けなか̽たと੆͓ている̭と、˫ˢ˟は、ౙඊでྷح店と

のࠀ࿩ٜੰ͞ࢵ૧について決定するࡀ限はခ̱ていない̭とな̓からすると、

原࣬のރ੆のよ̠に、๭࣬社員˟が、原࣬がΟイリー੸品の販売を行̽た̭と

を知̽て、௲जに、上記のよ̠な「ࠀ࿩֑฽」、「ࠀ࿩ٜੰ」とい̠࡞ဩをঀ̽

て、Οイリー੸品の見切り販売をޑく޺গするঐ導を̱たとまでは、ೄ̻に෇

͛るには௷りない。

ӳ２号店ٳ店ࣼの見切り販売ཐٺ行ևのခྫについて͜、2号店ٳ店ࣼ、๭࣬

社員 F が、原࣬にచ̱、見切り販売を޺গするঐ導を行い、̭れにより、原࣬

が実षに見切り販売をする̭とをཐ̬られたとのম実を෇͛るには௷りない。

Ӵ本ڎ࠯見切り販売ཐٺ行ևの存हは、い̴れ̭͜れを෇͛るに௷りないから、

๭࣬の原࣬にచするະ法行ևは成ၛ̱ない。

Ƀ若ۙの分析Ʉ

　本࠯では、「Οイリー੸品の見切り販売をޑく޺গするঐ導を̱た」とव฻

所に෇定されなか̽たた͛に、原࣬ྷح店の୏ݥが෇͛られなか̽たম႕であ

る。本部が見切り販売の制限を̱ていないのであるなら͊、ྷح店の୏ݥが෇

͛られないのは൚டである。

)3* ൐ނ౷༷व฻所平成24年10月18日（฻႕๩੥ L06730816・฻႕ΗイθΒ

1389号212༁）

Ⱥ原࣬ྷح店、๭࣬本部、ݕܤȻ

ȺমմのٽါȻ

　๭࣬本部とのۼで̷のྷح店となるࠀ࿩を̷れ̸れ೿̱ࠫ、コンビニを経営

̱て̧た原࣬らが、Οイリー੸品の販売ܢ限が୭定され同ܢ限がท̽た੸品に

つ̧、ॽ入原ثを下ٝるڒثで販売̱た場合より͜、売れॼりを෱̱ܤた場合
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の༷がྷح店である原࣬らから๭࣬に঑໡ͩれるࠀ࿩上のచثのڣがఉくなる

とのࠀ࿩ૄ࠯の下で、๭࣬が、原࣬らにచ̱、見切り販売をະ൚にཐٺする経

営ঐ導を行い、原࣬らによる見切り販売のܥ会をະ൚にி৐さ̵、原࣬らが本

ြංられる̧͓၌ףを減ઁさ̵た̭とな̓がྷح店ࠀ࿩上の経営ঐ導義ྩ֑฽

に൚たると৽ಫ̱て、๭࣬にచ̱、ञྩະ၎行によるఅٺฅੲ୏̱ݥた。

Ⱥ฻কȻ

ӱ๭࣬がജٳするコンビニ΀ンス・ストアম業においては、๭࣬は、ྷح店と

๭࣬とはඊၛ̱たম業者である̭とをஜ೹に̱た上で、Οイリー੸品につ̧、

、客のニーΒに合̽た੸品、数ၾの਑ါ予௶をၛててୈഽのࣞい発ಕを実ঔ̱ࡺ

̭れを߫り༐す̭とにより෱ܤ੸品を減ら̱ていく̭とが၌ףのڐ大につなが

るとい̠考̢にྷحڎ、̧̿ܖ店にచ̱ては、見切り販売を̴͛ۑ、で̧る限

りଔ੻売ثを֋঵̱て販売するよ̠に˫ˢ˟（΂ペτーΏοンフͻールΡ΃;

ンΓρー / スーΩーΨイΎー）൝を೒̲てঐ導̱て̧た͜のである̭とが෇͛

られる15。

Ӳ๭࣬においては、Οイリー੸品について、時ۼఝ͞ྷحڎ店によ̽て同一の

੸品のڒثが։なる̭とはࡺ客のະ૞ۜをઉ̧、͌いては長ܢ的に͙ると、๭

࣬のフρンΙλイΒ・Ιェーンのث౵を下̬、ྷح店の၌ףに͜つながらない

と̱て、見切り販売をଔ੻̱ないとの経営༷ૻをनဥ̱ている͜のである。

ӳ本ࠀڎ࠯࿩において͜、ྷح店が、੸品ೊႥ、品̸̢ͧ൝においてވ೒̱た

ൡ一的なイιーΐを঵つ̭と、ྷح店は、๭࣬による市場಺औ、੸品ૂ༭͍ݞ

15　ࣞ田教授は、฻কの̭の部分につ̧、「व฻႕は、౵下̬販売・見切り販売をଔ੻̵̴、

ଔ੻売ثによる販売をݞخ的に֋঵̱たいとい̠༷ૻの࿒的が、発ಕୈഽの࢜上によるܥ

会ロス・෱ܤロスの೩減、ڒثະൡ一によるࡺ客のະ૞ۜのઉြ、̷れによるΙェーンの

のれͭুڒثఘの೩下、ྷح店の၌ףの೩下をཡগするതにあるとい̠本部の৽ಫをܖ本

的にఄਹ̱ている。」と̱ている。̷̱て、代表的なव฻႕と̱て、本฻決である൐ނ౷

व平成24年10月18日฻決、໛ؖࣞव平成26年11月7日฻決を̬ݷている。ࣞ田੓「࡛実႒

࿩ࠀと̱てのフρンΙλイΒ߿ - ౵̧֨販売制限問題を͛ぐるव฻႕に௲̱て -」法学૧

༭1236=5ے号488༁ո下（2016年11月）。
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コンビニ会計と本部による見切り販売制限問題の再考

हࡩ品の販売ۯ理の知見に̧̿ܖ、๭࣬ڎ店舗において販売するのにഐ合する

੸品ࢹ成をྖたす੸品をॽ入れ、हࡩ品ۯ理をటら̴、かつ、ࠧ品、品ະ௷、

஛ഽ͍ݞ品ৗの೩下な̓のない品̸̢ͧによ̽て、ະၻ品のෳੰを͚܄ഐୃな

हࡩ品の֋঵に഼͛る̭と、๭࣬は、ྷح店の販売௯ૺにފ力するた͛、ྷح

店のڎ店舗に౜൚者を෩̱ࡍて、൚ڂ店舗の品̸̢ͧ、੸品のೊႥ、販売のે

ܖに࢜ક๯൲、̱ރঐ導を行い、最૧の販売ૂ༭൝を೹・࡞を۷察さ̵、੩ޙ

̿く੸品ࢹ成についての੩࡞൝の義ྩを໅̠̭とがܰ定されている͜のであ̽

て、๭࣬が、ࡺ客のニーΒに合̽た੸品、数ၾの਑ါ予௶をၛててୈഽのࣞい

発ಕを実ঔ̱てい̧、̭れを߫り༐す̭とにより෱ܤ੸品を減ら̱ていく̭と

が「๭࣬のΙェーンήρンΡ」とい̠のれͭのث౵をࣞ͛、ྷح店̭͜れをށ

਋する̭とがで̧るとの考̢にྷحڎ、̧̿ܖ店にచ̱ては、ౙ品ۯ理のഔೲ

を͛ۑる一༷で、見切り販売を͛ۑない、で̧る限りଔ੻売ثを֋঵̱て販売

する̭とを੩࡞・ঐ導する̭とを͜ଵ෇̱ている͜のとٜする̭とがで̧る。

Οイリー੸品について、見切り販売をଔ੻̱ないとする๭࣬の経営༷ૻ͜、一

つのম業ڰ൲のスΗイルと̱て、̭れুఘを֑法とい̠̭とはで̧ない。

Ӵ๭࣬が、๭࣬の上記経営༷ૻにྷح、̧̿ܖ店にచ̱、Οイリー੸品につい

ての見切り販売をଔ੻̱ないと̱てଔ੻売ثで販売するよ̠に୰ං・ঐ導する

̭とは、経営ঐ導の一۪と̱て֑法とい̠̭とはで̧ない͜のの、ౙなる୰ං・

ঐ導を಼̢て、見切り販売を行̠̭とよりࠀྷح࿩上のະ၌ףが୆̴るな̓と

૭̱࢜けたり、๭࣬の経営ঐ導にਲ̠よ̠̠̱̓ڭたり、ྌは見切り販売はح

けて見切り販売をする̭࢜のম実を૭̱ܺݹ࿩上の֑฽行ևであるな̓とࠀྷ

とがࠀ࿩֑฽となる͜のであるとࢋ導̱たりするな̓、ྷح店のুဇなڒث決

定のܥ会を్̽ている͜のとい̢るよ̠な経営ঐ導൝が行ͩれていれ͊、̷の

よ̠なঐ導൝は、ྷح店の販売ڒث決定のুဇを֑法に૟ٺする͜のとい̠̭

とがで̧る。

ӵ๭࣬が原࣬らの見切り販売のܥ会をະ൚にཐ̱ٺた̭と͞、フρンΙλイΒ・

Ιェーンの׋営৽ఘと̱ての義ྩ֑฽があ̽た̭とは෇͛られない。
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Ƀ若ۙの検討Ʉ

　本࠯では、「ྷحڎ店にచ̱ては、見切り販売を̴͛ۑ、で̧る限りଔ੻売

を֋঵̱て販売するよ̠に˫ˢ˟൝を೒̲てঐ導̱て̧た͜のである̭とがث

෇͛られる」と̱て、๭࣬本部がଔ੻ڒثを֋঵̱て販売するよ̠にঐ導̱て

いたに͜かかͩら̴、原࣬ྷح店の୏ݥはݕܤされている。

　̷の理ဇは、第4ડでা̱たΓήン本部の「֨৾ୃ࢖տ員会からのෳੰந౾

ྵ႓に関する໺社見ٜについて」に一౿するよ̠なඤယである。ߓఘ的には、)1*

一໤ඵثを๰ける、)2* ୈഽのࣞい発ಕを実ঔする̭とで෱ܤを減らすとい̠

２തである。

　̭の上で、๭࣬が、๭࣬の経営༷ૻにྷح、̧̿ܖ店にచ̱、Οイリー੸品

についての見切り販売をଔ੻̱ないと̱てଔ੻売ثで販売するよ̠に୰ං・ঐ

導する̭とは、経営ঐ導の一۪と̱て֑法とい̠̭とはで̧ない」と̱、「ౙ

なる୰ං・ঐ導を಼̢て、見切り販売を行̠̭とよりࠀྷح࿩上のະ၌ףが୆

̴るな̓と૭̱࢜けたり、๭࣬の経営ঐ導にਲ̠よ̠̠̱̓ڭたり、ྌは見切

り販売はࠀྷح࿩上の֑฽行ևであるな̓とܺݹのম実を૭̱࢜けて見切り販

売をする̭とがࠀ࿩֑฽となる͜のであるとࢋ導̱たりするな̓」とい̽た႕

にڂ൚するよ̠な「ྷح店のুဇなڒث決定のܥ会を్̽ている͜のとい̢る

よ̠な経営ঐ導൝」が行ͩれていれ͊、֑法となると̱た。

　本࠯ではྷح店のڒث決定ࡀの༗વが෇͛られ、本部による̷の૟ٺは、「ଔ

੻ڒثによる販売のޑ制」、「販売ڒثのুဇな決定のཐٺ」、「౵下̬の޺গ・

制限」によ̽て୆̲ていると฻౯されている。̷̱て、本฻決では、ڒث決定

は、ञྩະ၎行ない̱ະ法行ևにあたるとされている16。̭れはఉくٺの૟ࡀ

のव฻႕で見られる߹࢜である。

16　ࣞ田੓・ஜࠇಕ15、492༁。
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コンビニ会計と本部による見切り販売制限問題の再考

)4* ໛ؖ౷༷व฻所平成25年3月28日฻決（฻႕๩੥ L06850200・฻႕時༭

2209号10༁）ȇ໛ؖࣞव平成26年11月7日฻決の原ૣ

Ⱥ原࣬ྷح店、๭࣬本部、一部の原࣬につ̧一部෇ယ、̷のఈの原࣬につ̧୏

Ȼݕܤݥ

ȺমմのٽါȻ

　コンビニのフρンΙλイΒ・Ιェーンを׋営する๭࣬とのۼで̷のྷح店と

なるࠀ࿩を̷れ̸れ೿̱ࠫ、コンビニを経営̱て̧た原࣬らが、๭࣬が、原࣬

らが๭࣬に঑໡̧̠͓ロイμリテͻの算定൝の୰ྶをటり、また、原࣬らが販

売するΟイリー੸品の౵下̬販売を޺গ̱たと̱て、ະ法行ևྌはञྩະ၎行

に̿ܖいてఅٺฅੲ߄の঑໡を͛ݥたমմである。

Ⱥ฻কȻ

ӱྷح店΂ー΢ーは、ඊၛ̱たম業者であり、店舗における販売੸品について

は、̷のڒث決定ࡀがྷح店΂ー΢ーに༗વされているのであるから、ুらの

経営฻౯と̱て、Οイリー੸品の౵下̬販売を実ঔ̱、ྌは、実ঔ̱よ̠と̱

ているྷح店΂ー΢ーにచ̱て、๭࣬が、本׋࠯営༷ૻに̧̿ܖ、Οイリー੸

品の౵下̬販売を̱た場合のΟιリΛトに関する୰ྶを行̠̭と͞、Οイリー

੸品の౵下̬販売を̱ないよ̠に୰ං・ঐ導をする̭とは、̷れが୰ං・ঐ導

のํսඤにと̓まる͜のと෇͛られる場合は֑法とはい̢ないが、ౙなる୰ං・

ঐ導を಼̢て、Οイリー੸品の౵下̬販売を行̠̭とによりྷح店ࠀ࿩上のະ

၌ףが୆̲るな̓と੆͓たり、本׋࠯営༷ૻにਲ̠̭とを৏ᑵに͛ݥたり、同

をྶ࢜店΂ー΢ーが౵下̬販売のփྷح、たり̱ڭ営༷ૻにਲ̠よ̠に̠̓׋

ているに͜かかͩら̴、̭れを教াす͛ݥにা̱て̷の༷法を教াするよ̠ږ

る̭とをݵ୲̱たり、ྌは౵下̬販売を行̠̭とがྷح店ࠀ࿩上の֑฽行ևで

あるな̓とܺݹのম実を੆͓るな̱̓て、ྷح店΂ー΢ーを̱て౵下̬販売を

౯ැさ̵、ྌは、制限̱た場合は、ྷح店がခするڒث決定ࡀにచする֑法な
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૟ٺとなるとい̧̠͓である。

Ӳ原࣬の౵下̬販売を実ঔするকの発࡞にచ̱て、౜൚˫ˢ˟（΂ペτーΏο

ンフͻールΡ΃;ンΓρー / スーΩーΨイΎー）が、「ఖ࿒だ」、「常ে的に考

̢てΟイリー੸品の౵̧֨販売する̭とুఘおか̱い」な̓と੆͓た̭とは、

౯定的かつࣞգ的なఠഽを̽͜て、原࣬においてΟイリー੸品の౵下̬販売を

実ঔする̭とはで̧ないক੆͓ている͜のであ̽て、̭れを๭࣬のྷح店΂ー

΢ーにచする୰ං・ঐ導と見る̭とはで̧ないから、上記˫ˢ˟のచ؊は、原

࣬がခするڒث決定ࡀにచする૟ٺであるとい̧̠͓である。

ӳ原࣬については、๭࣬によるΟイリー੸品にచする౵下̬販売޺গない̱制

限行ևが෇͛られるۼܢが存ह̱、同原࣬らのڒث決定ࡀが૟ٺされていると

෇͛られる。

Ƀ若ۙの検討Ʉ

　本࠯では、「๭࣬が、本׋࠯営༷ૻに̧̿ܖ、Οイリー੸品の౵下̬販売を

̱た場合のΟιリΛトに関する୰ྶを行̠̭と͞、Οイリー੸品の౵下̬販売

を̱ないよ̠に୰ං・ঐ導をする̭とは、̷れが୰ං・ঐ導のํսඤにと̓ま

る͜のと෇͛られる場合は֑法とはい̢ない」と̱つつ、「ౙなる୰ං・ঐ導

を಼̢て、Οイリー੸品の౵下̬販売を行̠̭とによりྷح店ࠀ࿩上のະ၌ף

が୆̲るな̓と੆͓たり、本׋࠯営༷ૻにਲ̠̭とを৏ᑵに͛ݥたり、同׋営

༷ૻにਲ̠よ̠に̠̱̓ڭたり、ྷح店΂ー΢ーが౵下̬販売のփ࢜をྶږに

া̱て̷の༷法を教াするよ̠͛ݥているに͜かかͩら̴、̭れを教াする̭

とをݵ୲̱たり、ྌは౵下̬販売を行̠̭とがྷح店ࠀ࿩上の֑฽行ևである

な̓とܺݹのম実を੆͓るな̱̓て、ྷح店΂ー΢ーを̱て౵下̬販売を౯ැ

さ̵、ྌは、制限̱た場合は、ྷح店がခするڒث決定ࡀにచする֑法な૟ٺ

となる」と̱ている。すな̻ͩ、୰ං・ঐ導は֑法ではないが、「（ܺݹのম実

を੆͓る൝̱て）౵下̬販売を౯ැさ̵る」あるいは、「౵下̬販売を制限する」

場合には֑法行ևになると̱たതにඅಭがある。
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コンビニ会計と本部による見切り販売制限問題の再考

)5* ໛ؖࣞव平成25年3月28日฻決（฻႕๩੥ L06820190・฻႕時༭2209号10

༁ *ȇ໛ؖ౷व平成23年9月15日฻決の原ૣ

Ⱥ一ૣ原࣬の୏ݕܤݥȻ

Ⱥ฻কȻ

ӱ一ૣ๭࣬が、一ૣ๭࣬のଔ੻ڒثոٸのڒثで੸品を販売̱よ̠とするྷح

店にచ̱、̷の販売による͞ޣג長年の経ࡑにચら̱て店舗経営上のະ၌があ

ると฻౯̱ている̭とをഥ̢、̭れを中গするよ̠に͛ݥたと̱て͜、̷れが

ೄ̻に販売ڒثのޑ制であるとかুဇなփএ決定のཐٺであると͙るのは相൚

ではなく、本ࠀ࠯࿩に̿ܖく上記の੩࡞、ঐ導のํսであれ͊、ݺされるとٜ

される。

Ӳ一ૣ原࣬が見切り販売のٳইを೒̱࣬てոࣛ、本部社員がອ้に本࠯店舗を

ངれるな̱̓て、見切り販売の中গを͛ݥたম実を෇͛る̭とがで̧る。̱か

̱ながら、̭れらはい̴れ͜、本ࠀ࠯࿩に̿ܖく੩࡞、ঐ導のํսඤの行ևで

あり、一ૣ原࣬のڒث決定ࡀを૟ٺする行ևであるとはい̢ない。

ӳ本部社員は、見切り販売をٳই̱よ̠とする一ૣ原࣬にచ̱、̷れが၌ףに

ならない̭とをা̱て୰ං̱ていたにと̓まる̭とはྶらかである。一ૣ原࣬

があくまで͜見切り販売ٳইに൩͙切る̭とにな̽てからは、̷れを一்࣫͜

く中গ̱て͜ら̠との༷ૻにഢ換̱、長ܢ的な売上٨஝ॐ、෱ܤロスのٜકが

ຈါであると̱て、̭ れを͛ۑ、見切り販売実ঔࢃの営業成ୡの資料をা̱て、

見切り販売が၌ږף༗のതで͜ංॐでない̭とを୰ං̱ていた͜のであり、一

ૣ原࣬において͜、売上̬͞෱ܤのଔ֊、客の਋けগ༷͛な̓を見ޭ͛ながら、

見切り販売の実ঔ̷͞の༷法をুらの฻౯で決定̱てい̽た͜のである。

Ӵ本部社員は、本ࠀ࠯࿩上の義ྩであるঐ導、੩࡞を果た̱たとい̧̠͓であ

り、本部社員の発࡞には、̷の場の͞りとりから、ఉઁۜૂ的な発࡞にな̽た

が減ઁ̱ף店舗の売上̬͞၌࠯いのある͜のの、見切り販売を行̽ていた本࠹

ていた̭と͞ఈのྷح店のփ࢜を਋けて、一ૣ原࣬にచ̱、ޑい಺ঊで見切り
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販売を͛͞るのがၻいとのփ見を੆͓たにす̨ない͜のと෇͛られる。

ӵ一ૣ๭࣬の౜൚者らは、本ࠀ࠯࿩のঐ導੩࡞義ྩに̧̿ܖ、一ૣ原࣬にచ̱、

Οイリー੸品の見切り販売によ̽て、本࠯店舗の経営ેޙが٨஝̱ているか๛

か、一ૣ原࣬にと̽て経営ેޙの٨஝のた͛の最ၻな༷法はةかとい̠۷തか

ら、ຈါなΟーΗをাすな̱̓て、発ಕၾの見ೄ̱、Οイリー੸品の見切り販

売の༷法͞೾ഽの見ೄ̱について੩࡞、ঐ導を行̽た͜ので、̭れがޑ制͞ু

ဇなփএ決定のཐٺにな̽た̭とを෇͛る̭とはで̧ない。

Ƀ若ۙの検討Ʉ

　本฻決は、「本部社員がອ้に本࠯店舗をངれるな̱̓て、見切り販売の中

গを͛ݥたম実を෇͛る̭とがで̧る」と̱つつ͜一ૣ原࣬の୏ݥは෇͛られ

なか̽た。̷の理ဇは、「一ૣ๭࣬のଔ੻ڒثոٸのڒثで੸品を販売̱よ̠

とするྷح店にచ̱、̭れを中গするよ̠に͛ݥたと̱て͜、̷れがೄ̻に

販売ڒثのޑ制であるとかুဇなփএ決定のཐٺであると͙るのは相൚ではな

く、本ࠀ࠯࿩に̿ܖく上記の੩࡞、ঐ導のํսであれ͊、ݺされるとٜされる。」

と฻౯されているからである。本部社員は、「見切り販売実ঔࢃの営業成ୡの

資料をা̱て、見切り販売が၌ږף༗のതで͜ංॐでない̭とを୰ං」あるい

は「ޑい಺ঊで見切り販売を͛͞るのがၻいとのփ見を੆͓た」に͜かかͩら

̴、̭れがޑ制͞ুဇなփএ決定のཐٺにな̽た̭とを෇͛る̭とはで̧ない

と฻౯を̱ている。

)6* ൐ࣞނव平成25年8月30日฻決（฻႕๩੥ L06820451・฻႕時༭2209号10༁）

Ⱥ原࣬ྷح店、๭࣬本部、一部෇ယȻ

ȺমմのٽါȻ

　本࠯は、৾࢖տが、๭࣬本部が見切り販売のཐٺ行ևを̱ていた̭とを෇定

̱、ෳੰந౾ྵ႓を੄̱た̭とから、原࣬ྷح店が、見切り販売のཐٺ行ևに
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よ̽てఅٺを๭̽たと৽ಫ̱て、๭࣬にచ̱、ඊ޺法25ૄに̧̿ܖ、అڣٺの

঑໡を͛ݥたমմである。

Ⱥ฻কȻ

１　๭࣬による原࣬らにచするழ૕的な見切り販売ཐٺ行ևの成๛について

ӱ本࠯ෳੰந౾ྵ႓の記शඤယに本ྷح࠯店ࠀ࿩のඤယを໵̵考ၪすると、๭

࣬において、本ྷح࠯店ࠀ࿩にྷح、̧̿ܖ店΂ー΢ーにచ̱、ࡺ客のニーΒ

に合̽た੸品、数ၾの਑ါ予௶をၛててୈഽのࣞい発ಕを実ঔ̱てい̧、̭れ

を߫り༐す̭とにより෱ܤ੸品を減ら̱ていく̭とが๭࣬の本部Ιェーンとい

̠のれͭのث౵をࣞ͛、ྷح店̭͜れをށ਋する̭とがで̧るとの考̢に̿ܖ

̧、ౙ品ۯ理のഔೲを͛ۑる一༷で、見切り販売を̴͛ۑに、で̧る限りଔ੻

、ঐ導するにと̓まる場合についてまで・࡞を֋঵̱て販売する̭とを੩ڒث

本࠯ෳੰந౾ྵ႓が֑฽行ևに܄まれる͜のと෇定̱たと͙る̭とはで̧な

い。

Ӳྷح店΂ー΢ーは、ࠀྷح࿩上の義ྩに֑฽̱ない限り、ুࡨの経営฻౯に

よるম業ڰ൲をする̭とがで̧るのであり、๭࣬がଔ੻ڒثと̱てٳা̱たث

をুらの฻౯で決定する̭とڒث制され̴、੸品の販売ޑで販売する̭とをڒ

が༗વされている。̷̠すると、๭࣬が、ྷح店΂ー΢ーにచ̱、Οイリー੸

品をଔ੻ڒثで販売するよ̠に͛ݥる੩࡞・ঐ導の֖を಼̢て、見切り販売が

࿩に֑฽する行ևであるとঐഊ̱、あるいは、見切り販売を行̠̭とࠀ店ྷح

よりྷح店ࠀ࿩のࢵ૧がで̧なくなるな̓のະ၌ףが୆̴る̭とを૭̱࢜ける

な̱̓て、経営上の฻౯にޣגを͖ݞすম実上のޑ制を̢ح、̭れによりྷح

店΂ー΢ーがခする੸品のڒث決定ࡀの行ঀがཐ̬られ、見切り販売の৾り͞

͛をဒܻなくさ̵ているとບثで̧る場合には、本࠯ෳੰந౾ྵ႓の෇定̱た

֑฽行ևに܄まれると͙るのが相൚である。

ӳΏステθマニνアルの記श͞๭࣬による୰ྶ൝において、੩࡞・ঐ導の֖を

಼̢て、見切り販売がྷح店ࠀ࿩に֑฽する行ևであるとঐഊ̱たり、見切り
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販売を行̠̭とよりࢵ૧がで̧なくなるな̓と૭̱࢜けたり̱て、๭࣬が原࣬

らの経営上の฻౯にޣגを͖ݞすよ̠なম実上のޑ制を̢حた̭とを෇͛るに

௷りるબݶはない。

Ӵ見切り販売をࣾඳにする๭࣬のτΐΏステθについて͜、๭࣬が、Οイリー

੸品はଔ੻ڒثで販売される̧͓とい̠考̢༷にၛ̻、見切り販売൝を行̠場

合にଔ੻ڒثでの販売と։なる入力がຈါであり、̷れがఉઁの時ۼをါする

͜のであ̽たと̱て͜、๭࣬のτΐΏステθが一切見切り販売ので̧ないॽအ

であ̽た̭とを෇͛るに௷りるબݶはないので、̭のതを̽͜て、見切り販売

を行お̠と̱、ྌは行̽ているࡢșのྷح店΂ー΢ーにచ̱、見切り販売の৾

り͛͞をဒܻなくさ̵ているとບثする̭とはで̧ない。

ӵྷح店がΟイリー੸品を౵下̬̱た場合の࠙༭௡౾の୭౾について๭࣬の会

計Ώステθは、ྷح店から会計処理のૂ༭が送૞され会計Ώステθにより処理

されるष、会計上の։常౵と݃ͩれる͜のが会計部੤に୭౾された౤末のْ࿂

上に表াされるॽအとな̽ている͜のの、̷の։常౵とは、Οイリー੸品に限

ら̴、૧໳、੥ୠ൝の本ြ౵下̬がで̧ない੸品が౵下̬された場合を͛܄、

相൚数のࣜ࿒について୭定されている̭とが෇͛られるから、会計Ώステθの

上記ॽအを̽͜てྷح店΂ー΢ーによる見切り販売を制限する̭とを࿒的と̱

て୭けられていると෇͛る̭とはࣾඳであり、ஜ฻াのとおり、๭࣬において

Οイリー੸品はଔ੻ڒثで販売される̧͓との考̢༷にၛ̻、ྷح店΂ー΢ー

にచ̱̭れにਲ̽てଔ੻、੩࡞する̭とは֑฽行ևとはい̢ない̭とにચらす

と、実ष上、Οイリー੸品の見切り販売のম実が上記ॽအを೒̲て๭࣬に฻ྶ

するॽழ͙とな̽ていたと̱て͜、̷の̭とだけを̽͜て、見切り販売を行お

̠と̱、ྌは行̽ているྷح店΂ー΢ーにచ̱、見切り販売の৾り͛͞をဒܻ

なくさ̵ているとບثする̭とはで̧ない。

２　๭࣬による原࣬らにచするࡢ༆的な見切り販売ཐٺ行ևの成๛について

ӱ๭࣬は、ྷح店΂ー΢ーにచ̱ては、一۹̱て、ౙ品ۯ理のഔೲを͛ۑる一
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༷で、Οイリー੸品について͜ଔ੻ڒثを֋঵̱て販売する̭とを੩࡞、ঐ導

̱ているのであり、๭࣬のΏステθマニνアル、๭࣬のτΐ・会計Ώステθ、

๭࣬による෱ܤに関する୰ྶ、๭࣬によるήρンΡイιーΐのޑ಺൝と相ま̽

て、原࣬らと̱ては、ٳ店൚੝の時തから、Οイリー੸品の見切り販売につい

てܝ࠹されているとい̠෇েが相൚೾ഽࡥޑとな̽ていたとଔ෇される。

Ӳ̱たが̽て、๭࣬が、原࣬らにచ̱、販売Ώステθに関する୰ྶ、ঐ導の֖

を಼̢て、ߓఘ的にΟイリー੸品の౵下̬はで̧ないྌは޺গされているな̓

と੆͓た場合には、見切り販売の実ঔのخ๛につ̧、̭れを̱てはならないと

のޑい૤理的なޑ制を਋ける͜のであり、一౞୆̲た̭のよ̠な૤理ેఠは、

๭࣬からྶা的にഁୃされなけれ͊、̷のままࠑ続̱、ুࡨの店舗の経営に関

する฻౯と̱て͜、見切り販売の実ঔを見合ͩさ̰るをංないままۼܢが経ً

̱ていく̭とが೒常であると考̢られる。

ӳ原࣬˴1にచする見切り販売ཐٺ行ևについて

　本部社員によるΟイリー੸品の౵下̬はで̧ないルールにな̽ているকの発

制とޑすম実上の͖ݞをޣגは、見切り販売の実ঔに関する経営上の฻౯に࡞

な̽ており、見切り販売を行お̠と̱ているྷح店΂ー΢ーにచ̱、̷のခす

る੸品のڒث決定ࡀの行ঀをཐ̬、見切り販売の৾り͛͞をဒܻなくさ̵てい

る͜のと̱て、本࠯ෳੰந౾ྵ႓にい̠֑฽行ևに൚たると෇͛るのが相൚で

ある。

Ӵ原࣬˴2にచする見切り販売ཐٺ行ևについて

　本部社員によるΟイリー੸品の౵下̬はで̧ないকの発࡞は、見切り販売の

実ঔに関する経営上の฻౯にޣגを͖ݞすম実上のޑ制とな̽ており、見切り

販売を行お̠と̱ているྷح店΂ー΢ーにచ̱、̷のခする੸品のڒث決定ࡀ

の行ঀをཐ̬、見切り販売の৾り͛͞をဒܻなくさ̵た͜のと̱て、本࠯ෳੰ

ந౾ྵ႓にい̠֑฽行ևに൚たると෇͛るのが相൚である。

ӵ原࣬˴3にచする見切り販売ཐٺ行ևについて

　本部社員によるΟイリー੸品の౵下̬販売はで̧ないকの発࡞は、見切り販
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売の実ঔに関する経営上の฻౯にޣגを͖ݞすম実上のޑ制とな̽ており、̷

の̭͜ࢃの૤理ેఠをࡥ定اするকの発࡞をされる中で、見切り販売を実ঔで

̧なか̽た͜のであるから、見切り販売を行お̠と̱ているྷح店΂ー΢ーに

చ̱、̷のခする੸品のڒث決定ࡀの行ঀをཐ̬、見切り販売の৾り͛͞をဒ

ܻなくさ̵た͜のと̱て、本࠯ෳੰந౾ྵ႓にい̠֑฽行ևに൚たると෇͛る

のが相൚である。

Ӷ原࣬˴4にచする見切り販売ཐٺ行ևについて

　本部社員によるΟイリー੸品の౵下̬はで̧ないকの発࡞は、տు経営ۼܢ

中とはい̢、実षに営業中の店舗において、見切り販売を̱よ̠と̱たと̭ͧ、

見切り販売はで̧ないとྶږに̬࣬られた͜のであり、̷のࢃの見切り販売の

実ঔに関する経営上の฻౯にޣגを͖ݞすম実上のޑ制とな̽ており、一౞見

切り販売をٳই̱た͜ࢃ、本部社員からྷح店ࠀ࿩のࢵ૧がで̧なくなるকা

ऐされるな̓、ྷح店ࠀ࿩上のະ၌ףが୆̴るক̬࣬られて見切り販売を中౯

̱、̷の͜ࢃ本部社員からࢵに見切り販売を̱ないよ̠͛ݥ続けられ、平成21

年3月中੐まで見切り販売を再ٳで̧な̽たম実経ًを総合すると、๭࣬ਲ業

員による上記の࡞ڎ൲は、原࣬˴4店舗をٳ店̱た平成17年9月1日から平成21

年3月中੐までのۼ、見切り販売を行お̠と̱、ྌは行̽ているྷح店΂ー΢ー

にచ̱、̷のခする੸品のڒث決定ࡀの行ঀをཐ̬、見切り販売の৾り͛͞を

ဒܻなくさ̵た͜のと̱て、本࠯ෳੰந౾ྵ႓にい̠本֑࠯฽行ևに൚たると

෇͛るのが相൚である。

続する̭とがで̧なくࠑ店΂ー΢ーである原࣬らは、๭࣬との৾֨をྷح　３

なれ͊、̷れ̸れがম業৽であるڎ店舗の経営上大̧な঑વをြす̭ととなる

た͛、๭࣬からのါ୏にਲ̰ͩるをංないၛ場にあると෇͛られるから、๭࣬

の৾֨上の౷պは、原࣬らにచ̱て࿹̱קており、๭࣬の৾֨上の౷պが原࣬

らに࿹̱קている̭とを၌ဥ̱て見切り販売のཐٺ行ևがされたと෇͛られる

から、๭࣬の原࣬らにచするஜ฻াの֑ڎ฽行ևは、ୃ常な੸۝ਠにચら̱て
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ະ൚に৾֨の実ঔについて原࣬らにະ၌ףをဓ̢た͜のであり、一๊ঐ定14ࣜ

4号にڂ൚する͜のと̱て、ඊ޺法19ૄに֑฽する֑法な行ևであるとい̠͓

̧である。

Ƀ若ۙの検討Ʉ

　本࠯では、本部によるழ૕的な見切り販売ཐٺ行ևについては෇͛られな

か̽た。「見切り販売を̴͛ۑに、で̧る限りଔ੻ڒثを֋঵̱て販売する̭

とを੩࡞・ঐ導するにと̓まる場合」には、ෳੰந౾ྵ႓の෇定̱た֑฽行և

とはならないと̱、̭の֖を಼̢て、見切り販売を行̠̭とよりྷح店ࠀ࿩の

けるな̱̓て、見切り࢜が୆̴る̭とを૭̱ף૧がで̧なくなるな̓のະ၌ࢵ

販売の৾り͛͞をဒܻなくさ̵ているとບثで̧る場合にの͙、ෳੰந౾ྵ႓

の෇定̱た֑฽行ևとなると̱ている。̷̱て、Ώステθマニνアル、τΐΏ

ステθ、࠙༭௡౾の୭౾̱た会計Ώステθは、見切り販売を行お̠と̱、ྌは

行̽ているࡢșのྷح店΂ー΢ーにచ̱、見切り販売の৾り͛͞をဒܻなくさ

̵ているとは̢࡞ないとव฻所は฻౯̱た。

　̱か̱、ڎ原࣬ࡢ人にచするࡢ༆的な見切り販売ཐٺ行ևの成๛については、

෇定されている。「Οイリー੸品の౵下̬はで̧ないルールにな̽ている」ক

の発࡞を本部社員は行な̽ており、̭れは、見切り販売の実ঔに関する経営上

の฻౯にޣגを͖ݞすম実上のޑ制であるとव฻所は฻౯̱た。̷̱て、̭の

上で、̭れは、見切り販売の৾り͛͞をဒܻなくさ̵ている͜のと̱て、本࠯

ෳੰந౾ྵ႓にい̠֑฽行ևに൚たると෇͛るのが相൚であるとव฻所は฻౯

̱ている。

　̭のよ̠にव฻所は「見切り販売を̴͛ۑに、で̧る限りଔ੻ڒثを֋঵̱

て販売する̭とを੩࡞・ঐ導する」は֑法ではないが、「Οイリー੸品の౵下

̬はで̧ないルールにな̽ている」と見切り販売をྶږに޺গする場合には、

見切り販売ཐٺ行ևと̱てෳੰந౾ྵ႓に֑฽する行ևであると฻౯̱ている

よ̠である。
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　̽͜と͜、本࠯でಕ࿒す̧͓തは、ྷح店の本部にచする૤理的ેޙについ

て͜分析を̱ているതである。本฻決では、「原࣬ྷح店らにచ̱、販売Ώス

テθに関する୰ྶ、ঐ導の֖を಼̢て、ߓఘ的にΟイリー੸品の౵下̬はで̧

ないྌは޺গされているな̓と੆͓た場合には、見切り販売の実ঔのخ๛に

つ̧、̭れを̱てはならないとのޑい૤理的なޑ制を਋ける͜のである。」と

̱、「一౞୆̲た̭のよ̠な૤理ેఠは、๭࣬からྶা的にഁୃされなけれ͊、

̷のままࠑ続̱、ুࡨの店舗の経営に関する฻౯と̱て͜、見切り販売の実ঔ

を見合ͩさ̰るをංないままۼܢが経ً̱ていく̭とが೒常であると考̢られ

る。」と฻౯̱ている。̭のよ̠に原࣬ྷح店らにచ̱、販売Ώステθに関す

る୰ྶ、ঐ導の֖を಼̢て、本部がྷح店に見切り販売を޺গするক̬࣬る̭

とは、ޑい૤理的ޑ制を਋ける͜のであるから、見切り販売の実ঔを見合̵ͩ

̰るをංなくなると฻౯̱ているതが本࠯のඅಭである。

)7* ൐ࣞނव平成26年5月30日฻決（฻႕๩੥ L06920372・฻႕ΗイθΒ1403

号299༁）

Ⱥ原࣬ྷح店、๭࣬本部、ݕܤȻ

ȺমմのٽါȻ

　平成18年6月１日に๭࣬とྷح店ܖ本ࠀ࿩を೿̱ࠫた原࣬が、๭࣬にはະ࢖

ୃな༷৾֨法第14ૄ4号にڂ൚̱、ඊ޺法19ૄに֑฽する行ևがあり、̭れに

よりఅٺを਋けたと̱て、ඊ޺法25ૄに̿ܖいて、అڣٺの঑໡を͛ݥた。

Ⱥ฻কȻ

１　本࠯ෳੰந౾ྵ႓において֑฽行ևとされた行ևは、๭࣬が、ྷح者にచ

̱て、Οイリー੸品をଔ੻ڒثで販売するのがབま̱いকの੩͞࡞ঐ導をする

֖を಼̢て、Οイリー੸品の見切り販売がྷح店ܖ本ࠀ࿩に֑฽する行ևであ

るとঐഊ̱たり、見切り販売を行̠̭とによりྷح店ܖ本ࠀ࿩上のະ၌ףが୆
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̲る̭とを૭̱࢜けたり、๭࣬の経営ঐ導にਲ̠よ̠̠̱̓ڭたり̱て、ྷح

店がခする੸品のڒث決定ࡀの行ঀを࡛実にཐ̬、見切り販売の৾り͛͞をဒ

ܻなくさ̵たとບثされる行և（̭のよ̠にບثされる行ևを、ո下、)「本

。฽行և」とい̠。）であるとٜされる֑࠯

行ևについてٺ೒ཐވ　２

ӱ原࣬は、見切り販売の৾り͛͞をဒܻなくさ̵ている行ևと̱て、（ア）研

ਘ時からٳ店にঢる一Ⴒのཐٺ行և（੸品෱ܤの͙をஜ೹とする၌ף୰ྶと研

ਘ、日常的ঐ導）、（イ）見切り販売をࣾඳにする、੸品෱ܤをஜ೹と̱たτΐ

Ώステθ、（;）ଔ੻ڒثոٸのڒثで販売すると̧には、˫ ˢ （˟΂ペτーΏο

ンフͻールΡ΃;ンΓρー / スーΩーΨイΎー）に相౴する̭とを義ྩ̿ける

Ώステθマニνアル、（΀）ྷح店がΟイリー੸品を౵下̬̱た場合に、本部

の会計部੤に࠙༭がྺる௡౾の୭౾、（΂）෱ܤ൚டとい̠୰ྶ、（΃）見切り

販売を๛定する৽ಫを߫り༐̱、（΅）定ث販売に̿ܖくήρンΡイιーΐの

。಺を৽ಫするޑ

Ӳྷح店にచ̱、ౙ品ۯ理のഔೲを͛ۑる一༷、見切り販売を̴͛ۑ、で̧る

限りଔ੻ڒثを֋঵̱て販売するよ̠に੩࡞・ঐ導する̭とが本֑࠯฽行ևに

൚たらない̭とはஜ記のとおりであり、原࣬が৽ಫする（ア）研ਘ時からٳ店

にঢる一Ⴒのཐٺ行և、（;）Ώステθマニνアル、（΂）෱ܤ൚டとい̠୰ྶ、

（΃）見切り販売を๛定する৽ಫの߫り༐̱、（΅）定ث販売に̿ܖくήρンΡ

イιーΐのޑ಺については、̷れらが上記੩͞࡞ঐ導の֖を಼̢る͜のと෇͛

るに௷りるબݶがない。

ӳ（イ）見切り販売をࣾඳにする、੸品෱ܤをஜ೹と̱たτΐΏステθについ

ては、ږかに、ྷح店が見切り販売をする場合、ΨーコーΡのス΅λンだけで

は௷り̴、手఑̻ഴ჏を̱、かつ、実हڣ߄ࡩと帳༧上のहڣ߄ࡩとのᄘၗを

ਘୃするた͛のहࡩ変ࢵ༭࣬੥͒の೏حഴ჏をするຈါがある͜のの、見切り

販売にచ؊で̧ないॽအであ̽たとはい̢ない。
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Ӵ（΀）ྷح店がΟイリー੸品を౵下̬̱た場合に、本部の会計部੤に࠙༭が

ྺる௡౾の୭౾について͜、༕論の஠ਇকによれ͊、୺ら見切り販売を制限す

る̭とを࿒的とする͜のとはい̴̢、̭れによりΟイリー੸品の見切り販売の

ম実が๭࣬に฻ྶするॽழ͙とな̽ていたと̱て͜、Οイリー੸品をଔ੻ڒث

で販売するよ̠੩࡞・ঐ導する̭とはݺされるのであるから、上記௡౾の存ह

を̽͜て、本֑࠯฽行ևに൚たるとまではい̢ない。

ӵ̱たが̽て、原࣬が৽ಫするވ೒ཐٺ行ևに本֑࠯฽行ևに൚たる行ևが

あ̽たとは෇͛る̭とがで̧ない。

行ևについてٺ༆的ཐࡢ　３

ӱ原࣬は、研ਘۯ͍ݞ理տుۼܢ中のঐ導を೒̲て、๭࣬がౙ品ۯ理をਹণ̱

ており、Οイリー੸品の見切り販売をଔ੻̱ない考̢༷である̭とを෇েする

̭とになるが、ఈ༷では、ۯ理տుࠀ࿩೿ࠫஜに๭࣬からါതのٽ୰をဥいて、

をুら決͛る̭とになる̭との୰ྶを਋けており、見切りث者が੸品の売ྷح

販売がࠀ࿩֑฽であるとか、̷れによ̽てࠀ࿩ٜੰ൝のະ၌ףを਋けるとい̽

たঐ導がされた̭とを෇͛るに௷りるબ͜ݶない。

Ӳ原࣬は、ྷح店ܖ本ࠀ࿩೿ࠫஜからྷح店予定者にచ̱見切り販売がで̧な

いとのঐ導をഔೲ̱、̷れによりै੄されたેఠをྷح店ܖ本ࠀ࿩೿ࠫࢃにଵ

ୃ̵̴、̭れを၌ဥ̱て見切り販売の制限を続けていたから、ྷح店ܖ本ࠀ࿩

೿ࠫࢃにະैևによる見切り販売のཐٺを行̽たとい̢ると͜৽ಫするが、ح

ྷ店ܖ本ࠀ࿩೿ࠫஜࢃのેޙに関する୰াにચらすと、原࣬の上記৽ಫはनဥ

で̧ない。

ӳˠ˩（Οͻストリ·トマΥーΐλー）が、「見切り販売を続けていたら๟̱

いࠫ果になりますよ。」と੆͓た̭とに争いがないが、̷れո上にࠀ࿩ٜੰを

াऐする発࡞があ̽た̭とを෇͛るに௷りるબݶはなく、ˠ˩の発̱た「๟̱

いࠫ果」がఉ義的で、ࠀ࿩のٜੰを൚டに͚܄表࡛とはいいがたい̭と͞、原

࣬が̷の͜ࢃ๭࣬のྷح店と̱て見切り販売を続けている̭とな̓にચらす
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と、ˠ˩がྷح店ܖ本ࠀ࿩のٜੰをඹ̵ͩたとは෇͛られない。

Ӵ原࣬が৽ಫするࡢ༆ཐٺ行ևについて͜、本֑࠯฽行ևに൚たる行ևがあ̽

たとは෇͛る̭とがで̧ない。

Ƀ若ۙの検討Ʉ

　本࠯では、「本࠯ෳੰந౾ྵ႓において֑฽行ևとされた行ևは、๭࣬が、

͞࡞で販売するのがབま̱いকの੩ڒث者にచ̱て、Οイリー੸品をଔ੻ྷح

ঐ導をする֖を಼̢て、Οイリー੸品の見切り販売がྷح店ܖ本ࠀ࿩に֑฽す

る行ևであるとঐഊ̱たり、見切り販売を行̠̭とによりྷح店ܖ本ࠀ࿩上の

ະ၌ףが୆̲る̭とを૭̱࢜けたり、๭࣬の経営ঐ導にਲ̠よ̠̠̱̓ڭたり

̱て、ྷح店がခする੸品のڒث決定ࡀの行ঀを࡛実にཐ̬、見切り販売の৾

り͛͞をဒܻなくさ̵たとບثされる行ևであるとٜされる。」と̱た上で、

原࣬が৽ಫする見切り販売の৾り͛͞をဒܻなくさ̵ている行ևである（ア）

研ਘ時からٳ店にঢる一Ⴒのཐٺ行և（੸品෱ܤの͙をஜ೹とする၌ף୰ྶと

研ਘ、日常的ঐ導）、（イ）見切り販売をࣾඳにする、੸品෱ܤをஜ೹と̱たτ

ΐΏステθ、（;）ଔ੻ڒثոٸのڒثで販売すると̧には、˫ˢ˟に相౴す

る̭とを義ྩ̿けるΏステθマニνアル、（΀）ྷح店がΟイリー੸品を౵下

̬̱た場合に、本部の会計部੤に࠙༭がྺる௡౾の୭౾、（΂）෱ܤ൚டとい

̠୰ྶ、（΃）見切り販売を๛定する৽ಫを߫り༐̱、（΅）定ث販売に̿ܖく

ήρンΡイιーΐのޑ಺の஠てにおいて、原࣬が৽ಫするވ೒ཐٺ行ևに本࠯

֑฽行ևに൚たる行ևがあ̽たとは෇͛る̭とがで̧ないとव฻所は฻౯̱て

いる。

　̷̱て、「研ਘۯ͍ݞ理տుۼܢ中のঐ導」͞「ྷح店ܖ本ࠀ࿩೿ࠫஜから

、店予定者にచ̱見切り販売がで̧ないとのঐ導」について͜、व฻所はྷح

本֑࠯฽行ևに൚たる行ևがあ̽たとは෇͛る̭とがで̧ないと̱ている。

　本฻決はఈの฻決と同̲く、「Οイリー੸品をଔ੻ڒثで販売するのがབま

̱いকの੩͞࡞ঐ導をする֖を಼̢て、見切り販売の৾り͛͞をဒܻなくさ̵
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ている行և」でなけれ֑͊฽行ևにならないとव฻所が฻౯̱たതが本฻決の

අಭとなる。

)8*໛ؖࣞव平成26年11月7日฻決（฻႕๩੥ L06920523・฻႕時༭2244号28༁）ȇ

໛ؖ౷༷व฻所平成25年3月28日のࢱஶૣ

Ⱥࢱஶ人（原 ஶ人（๭ࢱ店）、๭ྷح࣬・ ・࣬本部）、一部のࢱஶ人の͙一部෇ယ。

̷のఈのࢱஶ人の୏ݥはݕܤ。Ȼ

Ⱥ฻কȻ

ӱ一ૣ原࣬らは、本׋࠯営༷ૻুఘ、ྷح店がခするڒث決定ࡀを૟ٺするඤ

ယであるとঐഊするが、一ૣ๭࣬は、コンビニのフρンΙλイΒΙェーンと̱

て、品ఁ̢をਰ実さ̵、஛ഽۯ理を行い、੸品をౙ品ۯ理する̭とによりࡺ客

のါབに௲̱た੸品を೹ރするとい̠手法をनဥ̱ている。̭れによれ͊、Ο

イリー੸品の౵下̬販売をଔ੻̱ないとい̠༷ૻはະ合理とはい̢ない。̷̱

て、一ૣ๭࣬はྷح店にచ̱、営業にຈါなΦ;Χ;൝を੩࡞・ঐ導するၛ場

にあり、ྷح店΂ー΢ーはඊၛの営業৽ఘと̱て、ুࡨの経営฻౯にਲ̽て経

営をする̭ととされているから、ྷح店΂ー΢ーが౵下̬販売を̱た、あるい

は̭れを̱よ̠とするのにచ̱、本部社員らが本׋࠯営༷ૻに̧̿ܖ੩࡞・ঐ

導を行̠̭とুఘはݺされる͜のとい̧̠͓である。̷̠すると、本部社員ら

のྷح店΂ー΢ーにచする౵下̬販売を制限・޺গするよ̠な࡞൲については、

本׋࠯営༷ૻに̿ܖく੩࡞・ঐ導の限ഽであれ͊ڒث決定ࡀを૟ٺする行ևと

はい̢ないが、੩࡞・ঐ導を಼̢た場合に、ྷح店΂ー΢ーにచするڒث決定

。となるとい̧̠͓であるٺの૟ࡀ

Ӳ౵下̬販売を制限・޺গするよ̠な一ૣ๭࣬の本部社員らの࡞൲については、

̷れがྷح店͒の本׋࠯営༷ૻに̿ܖく੩࡞・ঐ導のํսにと̓まるか̨りは

ঐ導を಼・࡞く੩̿ܖ営༷ૻに׋࠯とい̠̭とはで̴̧、本ٺの૟ࡀ決定ڒث

̢る࡞൲について、ڒث決定ࡀの૟ٺと̱てञྩະ၎行・ະ法行ևを問̧̠͓
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̭とになる。

ӳ̭れら一Ⴒのমૂにચら̵͊、5月7日の本部社員の「ఖ࿒だ。」とい̠発࡞は、

一ૣ原࣬が౵下̬販売の実ঔが࡛実的とはい̢ない౲ٴで、෱ܤロスΙλーΐ

問題を論̲ていた中でなされた౯༌的なৃ࡞にす̴̨、本部社員が、一ૣ原࣬

にచ̱、੸品の౵下̬販売を制限・޺গするとい̽たਇকの͜のではなく、本

部社員の発࡞により一ૣ原࣬が౵下̬販売の実ঔをཐ̬られるとい̠よ̠な͜

のではなか̽たとٜするのが相൚である。ո上からすれ͊、5月7日の本部社員

の発࡞については、一ૣ原࣬のڒث決定ࡀを૟ٺする͜のとは෇͛られない。

Ӵո上によれ͊、一ૣ原࣬については、一ૣ๭࣬によるڒث決定ࡀの૟ٺ行և

を෇͛る̭とはで̧ない。

Ƀ若ۙの検討Ʉ

　本࠯は、「本部社員らのྷح店΂ー΢ーにచする౵下̬販売を制限・޺গす

るよ̠な࡞൲については、本׋࠯営༷ૻに̿ܖく੩࡞・ঐ導の限ഽであれ͊ث

店ྷح、ঐ導を಼̢た場合に・࡞する行ևとはい̢ないが、੩ٺを૟ࡀ決定ڒ

΂ー΢ーにచするڒث決定ࡀの૟ٺとなるとい̧̠͓である」と฻౯されたത

にඅಭがある17。

17　࿦ോ教授は、本฻決の「౵下̬販売を制限・޺গするよ̠な一ૣ๭࣬の本部社員らの࡞

൲については、̷れがྷح店͒の本׋࠯営༷ૻに̿ܖく੩࡞・ঐ導のํսにと̓まるか̨

りはڒث決定ࡀの૟ٺとい̠̭とはで̧ない」と̠࡞฻౯について、「৾֨上の౷պで࿹

 店は見切り販売ྷح、を考̢ޣגの本部との՛ࢃࣽ、れれ͊ͩ࡞する本部からఖ࿒だとק
をം͛て̱ま̠。̷̠すると、̭̠̱た OFC の࡞൲は、まさに౵下̬販売を行̠̭とに

よりྷح店ࠀ࿩上のະ၌ףが୆̲るな̓と੆͓る場合と同အと考̢、੩࡞・ ঐ導を಼̢た

͜のと考̢る̧͓であり、本׋࠯営༷ૻをݺယ̱、本部社員の࡞൲を੩࡞・ঐ導のํսඤ

と̱たव฻所の฻౯は、 実ৗ的にྷح店のڒث決定ࡀの༗ࢌを൝۽ণする̭とにつながり

か̴͇ਉ࣊で̧ない。」と੆͓ている。࿦ോ秀和「コンビニ΀ンス・ストアのフρンΙλ

イΒࠀ࿩において本部がྷح店のڒث決定ࡀを૟̱ٺたと̱てఅٺฅੲୣහが෇͛られた

ম႕ ) Γήン - イτήン・ΐλΩンڒث決定ࡀ૟ٺম࠯ * 」ؗථ大学法経学部ܮါ第28号
92༁ո下 )2018年 *。
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〔論　説〕

ճ࣢঩ॲのࠨॳশに̤̫る会計ੜၑの࠿൦

池　田　幸　典

ˍȅ͉̲͛ͅ

　日本では，暗号資産の会計処理は，企業会計ܖ੔տ員会が2018年2月に࢖表

̱た実ྩచ؊༭࣬第38号ȸ資߄決済法におけるب想೒ىの会計処理൝に関する

൚࿂の৾եいȹ（ո下，「実ྩచ؊༭࣬第38号」と͐ࡤ）でܰ定されているが，

̭れは「ຈါ最઀限のࣜ࿒について」（実ྩచ؊༭࣬第38号，第2ࣜ）൚࿂の৾

りեいを定͛たॻ定ルールの଻ڒがޑく，実ྩచ؊༭࣬第38号࢖表ࢃの暗号資

産ビΐΥスのૺജにฺ̽て٨ഁがຈါである。企業会計ܖ੔տ員会では，2022

年8月にഩঊ記჏֊ഢခثબ࠴表াࡀ၌൝（ࢃ੆）の会計処理を定͛た実ྩచ

؊༭࣬第43号ȸഩঊ記჏֊ഢခثબ࠴表াࡀ၌൝の発行͍ݞ༗ခの会計処理ݞ

決済法上の߄表̱た。また，2022年3月にはȸ資࢖াに関する৾եいȹをٳ͍

暗号資産ྌは߄ဏ੸品৾֨法上のഩঊ記჏֊ഢࡀ၌にڂ൚する ICO トー·ン

の発行͍ݞ༗ခに߸る会計処理に関する論തのା理ȹを࢖表̱，ICO（トー·

ンの発行による資߄಺ో）によ̽て発行されるトー·ン（ഩঊ的な記჏・記号）

の発行͍ݞ༗ခに߸る会計処理について，2023年2月7日࡛ह検討をૺ͛ている。

さらに2023年2月7日の時തでは，「資߄決済に関する法ၙ」（ո下，「資߄決済法」

と͐ࡤ）の٨ୃによ̽て૧たにഴ場するഩঊ決済手౲（ࢃ੆）の会計処理につ

いて͜ルールを検討̱ている。̱か̱，暗号資産の会計処理については検討を

ૺ͛ていない。
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　̱か̱，暗号資産ビΐΥスのૺജにฺい，暗号資産のဥഷ͞༗ခ࿒的͜ఉအ

٨͛て暗号資産の会計処理について検討するຈါが୆̲，ている̭とから̱ا

て̧ていると͜考̢られる。̷̭で本ࣂでは，暗号資産について，̷の決算時

における会計処理，とりͩけܢ末ບثについて検討する 1。

　本ࣂでは，ౙに༗ခ࿒的༆に会計処理するのではなく，༗ခにฺ̠リス· 2，

௲̻༗ခにฺ̽て発୆̱̠るఅ৐のخෝ଻に࿒を࢜ける̧͓である̭とを論̲

ていく。

　

ˎȅճ号঩ॲ͂ਔ༏ٽැ　Ƚ࠿൦ํսْ͈೰Ƚ

Ȫˍȫճ号঩ॲ͈೰݅

　࡛行の資߄決済法の第2ૄ第5ࣜ 3によれ͊，暗号資産とは，ӱ໤品ࣔ入͞࿨

ྩ೹ރな̓を਋ける場合に，̭れらの代ثの༕済のた͛にະඅ定の者にచ̱て

ঀဥする̭とがで̧，かつ，ະඅ定の者を相手༷と̱てࣔ入・売ݕを行̠̭と

がで̧る़産的ث౵であ̽て，ഩঊૂ༭処理ழ૕をဥいて֊ഢする̭とがで̧

る͜の，またはӲະඅ定の者を相手༷と̱てӱに̬ࠇる͜のと相互に交換を行

̠̭とがで̧る़産的ث౵であ̽て，ഩঊૂ༭処理ழ૕をဥいて֊ഢする̭と

がで̧る͜のをঐす（ただ̱，ࢃ੆の߄ဏ੸品৾֨法にい̠ഩঊ記჏֊ഢࡀ၌

を表াする͜のをੰく）。ただ̱，ࢃ੆の法定೒͞ى法定೒࠺ىての資産は暗

号資産に܄まない（資߄決済法第2ૄ第6ࣜ）。

1　ICO（initial coin offering）൝によ̽て૧ܰ発行̱た暗号資産͞トー·ン（ഩঊ的な記჏・

記号）の会計処理，マイニンΈ（暗号資産৾֨ΟーΗの検બै業を最்͜く行̽て，一定

時ۼඤに発୆̱たす͓ての৾֨ΟーΗをڒොするた͛のήロΛ·をै成̱，̷のήロΛ·

を１つにつな̬たήロΛ·Ιェーンに૧̱くै成̱たήロΛ·をັけ̢حる̭とによ̽て

ै業༭ਫをංる̭と）によ̽て৾ං̱た暗号資産の会計処理な̓，決算時における会計処

理ոٸの論തについては，̭̭では検討̱ない。

2　「リス·」とい̠ࢊはఉ義的である（ݛ༗ [2020]8-11༁）が，本ࣂではఅ৐発୆のخෝ଻

とい̠փྙでဥいている。

3　ո下，අにಕ৷がない限り，資߄決済法およ͍߄ဏ੸品৾֨法のૄ໲は2022年12月8日࡛

हの࡛行法に依ݶする。
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暗号資産の決算時における会計処理の検討

　̭れはਲြ，ب想೒ىと͊ࡤれていたが，2019年の法٨ୃにより，暗号資産

とࡤઠが٨͛られ，同時に定義について͜٨͛られた。法ၙ上，ਲြのب想೒

決済法第2߄の定義と，暗号資産の定義との֑いは，暗号資産の定義には資ى

ૄ第5ࣜにおけるഩঊ記჏֊ഢࡀ၌に関する໲࡞をͭ܄でいるのにచ̱て，ب

想೒ىの定義には̷の໲࡞が܄まれないとい̠തである。

Ȫˎȫճ号঩ॲ͈ਔ༏ٽැ

　ഩঊ記჏֊ഢࡀ၌とは，߄ဏ੸品৾֨法第2ૄ第3ࣜのか̭̽੥̧によると，

ഩঊૂ༭処理ழ૕をဥいて֊ഢする̭とがで̧る़産的ث౵に表াされる場合

の同法第2ૄ第2ࣜڎ号に̬ࠇるࡀ၌（૞ుの਋ٸ）ࡀף国の者にచするࡀ၌で

̭れにڂ൚する͜の͚͜܄），合名会社・合資会社の社員ٸ）ࡀ国法人の社員

̿ܖ国の法႓にٸ）集౬ൎ資ス΅ーθ঵分，（͚܄൚する͜の͜ڂで̭れにࡀ

くࡀ၌で̭れにڂ൚する͜のを͚܄）な̓）をঐす。

　ഩঊ記჏֊ഢခثબ࠴表াࡀ၌൝とは，߄ဏ੸品৾֨法第2ૄ第2ࣜのܰ定に

よりခثબ࠴と͙なされるࡀ၌（̭れを「͙な̱ခثબ࠴」とい̠）の̠̻，

ഩঊૂ༭処理ழ૕をဥいて֊ഢする̭とがで̧る़産的ث౵（ഩঊ̷ܕܥのఈ

の໤にഩঊ的༷法により記჏される͜のに限る）に表াされる͜のをঐ̱てい

る（߄ဏ੸品৾֨業൝に関するඤຸڝ႓第1ૄ第4ࣜ第17号，同第6ૄの3，߄ဏ

੸品৾֨法第29ૄの2第1ࣜ第8号）。ഩঊ記჏֊ഢခثબ࠴表াࡀ၌൝の定義に

「၌ࡀと͙なされる࠴બثဏ੸品৾֨法第2ૄ第2ࣜのܰ定によりခ߄」まれる܄

には，߄ဏ੸品৾֨法第2ࣜ第1ૄのڎ号のခثબ࠴ڼ）࠴，ञ࠴，ൎ資૞ుの

਋ףબ࠴な̓）に表াされる̧͓ࡀ၌（ခثબ࠴表াࡀ၌）͜܄まれており，

ήロΛ·Ιェーン（ΥΛトχー·上に৾֨ΟーΗを記჏するた͛のήロΛ·が

１つにつなが̽た͜の）൝をဥいてࡀ၌の記჏・֊ഢ൝が行ͩれるခثબ࠴な

̓͜ഩঊ記჏֊ഢခثબ࠴表াࡀ၌൝にڂ൚する。

　ഩঊ決済手౲とは，ࢃ٨ୃの資߄決済法によれ͊，ո下に̬ࠇる͜のをい̠
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4。ήロΛ·Ιェーンによ̽て記჏される़産 （決済法第2ૄ第5ࣜ߄資ࢃ٨ୃ）

的ث౵の̠̻，ث౵を೒ىにႲ൲さ̵たステーήルコイン 5と͊ࡤれる͜のが，

̭れ（ഩঊ決済手౲）にڂ൚する。

　　一　໤品൝をࣔ入̱，若̱くはৰり਋け，ྌは࿨ྩの೹ރを਋ける場合

に，̭れらの代ثの༕済のた͛にະඅ定の者にచ̱てঀဥする̭とが

で̧，かつ，ະඅ定の者を相手༷と̱てࣔ入͍ݞ売ݕを行̠̭とがで

̧る़産的ث౵（ഩঊ̷ܕܥのఈの໤にഩঊ的༷法により記჏されて

いる೒࠺ى資産 6に限り，ခثબ࠴，ഩঊ記჏ञࡀ法（平成਱߇年法

ၙ第ຐඵ号）第ඵૄ第一ࣜにܰ定するഩঊ記჏ञࡀ，第三ૄ第一ࣜに

4　資߄決済法は႓和4年6月10日法ၙ第61号によ̽て٨ୃされているが，ঔ行日は「ື࢖の

日からܳ算̱て一年を಼̢ないํսඤにおいてଽ႓で定͛る日」であり，2023年2月7日の

時തでは٨ୃ法のঔ行日は決ま̽ていない。本ࣂでは，資߄決済法のૄ໲は̭のؿ所だけ

٨ୃ法に̽ݶている。

5　ステーήルコインは，ث౵をհ定さ̵るॽழ͙が̷れ̸れ։なる。大༆すると，ステー

ήルコインには，৽な͜のと̱ては，法定೒ىを౜༗とするΗイί（法定೒ى౜༗߿），

༆の暗号資産を౜༗とするΗイί（暗号資産౜༗߿），౜༗を঵た̴アルΌリΒθ൝によ̽

てث౵をհ定さ̵るॽழ͙を঵つΗイί（ྫ౜༗߿）があるが，̭ の͕かに͜，コκΟͻテͻ

にႲ൲さ̵るΗイίのڒث౵をコκΟͻテͻثを౜༗と̱て（原࿳な̓の੸品・௺߄ܲ）

ステーήルコイン͜存हする。ステーήルコインの中で最৾֨͜ၾがఉいテΎー（tether）
は法定೒ى（テΎーの場合はༀΡルを౜༗に̱ている）を౜༗とするΗイίに௺̱，2022
年5月にڒثがཕ၂̱た terra USD（日本経済૧໳ [2022] を४ચ）は౜༗を঵たないΗイί

に௺する。ただ̱，アルΌリΒθによ̽てث౵を֋঵するΗイίのステーήルコインは法

定೒ىのၔັけがないた͛，೒࠺ى資産たるഩঊ決済手౲にڂ൚̵̴，法的には暗号資産

にڂ൚する̭とになる（ളᰧ [2022]23༁）。つまり，٨ୃ資߄決済法では，ステーήルコ

インが2ਅ႒に区༆され，「法定೒ىのث౵とႲ൲̱たڒث（႕ȇ１コインɁ１円）で発行

され，発行ڒثと同ڣでੲۺを࿩する͜の൝」のよ̠に，法定೒ىに႒য̱た「ΟΐΗル

マΥー႒য߿」の͜のと，「ΟΐΗルマΥー႒য߿ոٸのアルΌリΒθでث౵のհ定をদ

͙る͜の൝」のよ̠に，暗号資産に႒য̱た「暗号資産߿」の͜のに分けられ，ஜ者の͙

がഩঊ決済手౲にڂ൚する（ളᰧ [2022]23༁）。

6　೒࠺ى資産は「本ཆ೒ى若̱くはٸ国೒ىを̽͜て表াされ，ྌは本ཆ೒ى若̱くはٸ

国೒ىを̽͜てञྩの၎行，໡࿗̷̱のఈ̭れらに੔̴る͜の（ո下̭のࣜにおいて「ञ

ྩの၎行൝」とい̠。）が行ͩれる̭ととされている資産をい̠」（ࢃ٨ୃ資߄決済法第2
ૄ第7ࣜ）。
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暗号資産の決算時における会計処理の検討

ܰ定するஜ໡৆঑໡手౲̷のఈ̭れらに႒する͜のと̱てඤຸڝ႓で

定͛る͜の（ၠ೒଻̷のఈのমૂをېմ̱てඤຸڝ႓で定͛る͜のを

ੰく。）をੰく。ষ号において同̲。）であ̽て，ഩঊૂ༭処理ழ૕を

ဥいて֊ഢする̭とがで̧る͜の（第三号に̬ࠇる͜のにڂ൚する͜

のをੰく。）

　　ඵ　ະඅ定の者を相手༷と̱てஜ号に̬ࠇる͜のと相互に交換を行̠̭と

がで̧る़産的ث౵であ̽て，ഩঊૂ༭処理ழ૕をဥいて֊ഢする̭

とがで̧る͜の（ষ号に̬ࠇる͜のにڂ൚する͜のをੰく。）

　　三　අ定૞ు਋7ࡀף

　　四　ஜ三号に̬ࠇる͜のに੔̴る͜のと̱てඤຸڝ႓で定͛る͜の 8

　ո上の3つのࣜ࿒は，暗号資産と႒য̱ているが，法的には暗号資産ではない。

　ఈ༷，トー·ンとは，「ഩঊ的な記჏・記号」（企業会計ܖ੔տ員会 [2022a]

第1ࣜ）をঐ̱ている。̭れは߄ဏ੸品৾֨法上の「ഩঊ記჏֊ഢࡀ၌」にڂ

൚する場合と，資߄決済法上の「暗号資産」にڂ൚する場合が考̢られる。会

計上の検討చયとなるトー·ンがഩঊ記჏֊ഢࡀ၌か暗号資産のい̴れかにڂ

൚すれ͊，̷れらの定義を൚ては͛れ͊よい。̱か̱，トー·ンとはౙなるഩ

ঊ的な記号なので，記号の္Ⴅのよ̠に़産的ث౵がない͜の͜あれ͊，NFT

（non-fungible token, 非代ఢ଻トー·ン） 9のよ̠に「͕かでは代ͩりが効かない

ȸ一ത໤ȹ」（大೓ [2021]333༁）と̱てのઁܛ଻から੸品ث౵を঵つ͜の͜ある。

̷̷͜͜，トー·ンは法的に定͛られたٽැではないので，トー·ンの଻ৗに

7　අ定૞ు਋ࡀףとは「૞ు਋ࡀףを၌ဥ̱たഩঊ決済手౲」（河合 [2022]26༁）であり，「߄

஘૞ుの਋ࡀףであ̽て，਋ు者が૞ుࠀ࿩により਋け入れた߄஘の஠ڣをဖಡ߄により

߄資ࢃ٨ୃ）「をྖたす͜のをい̠࠯႓で定͛るါຸڝ理する͜のである̭と̷のఈඤۯ

決済法第2ૄ第9ࣜ）。

8　̭れについてはඤຸڝ႓のඤယをఞた͇͊ならない。

9　NFT とは，代ͩりが存ह̱ないഩঊΟーΗであり，ήロΛ·Ιェーン上に記჏される。ΡΛ

トٰ͞Ίーθ΅λρ·Ηーな̓のよ̠なコンテンΜ͞，໲লΟーΗな̓の̠̻，ఈの͜の

で代ఢがで̧ない͜のをঐ̱ている。
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؊̲て法的にはအșな͜のと̱てեͩれる̭とになる。

Ȫˏȫུ࠿̫̤ͥͅࣂ൦ํսْ͈೰

　ま̴，ഩঊ記჏֊ഢခثબ࠴表াࡀ၌൝については，実ྩచ؊༭࣬第43号ȸഩ

ঊ記჏֊ഢခثબ࠴表াࡀ၌൝の発行͍ݞ༗ခの会計処理ٳ͍ݞাに関する৾

եいȹで会計処理が৾りեͩれているが，͙な̱ခثબ࠴と同အの会計処理を

行̠のが原௱である（実ྩచ؊༭࣬第43号，第27ࣜ）。̱たが̽て，̭れにつ

いては，ခثબ࠴の会計処理に߸る問題を検討するのと同̲̭とであり，本ࣂ

の検討ํսからੰٸする。

　ഩঊ決済手౲は೒࠺ى資産である̭とがඅಭである。ഩঊ決済手౲は೒࠺ى

資産なので，೒ىと同အにե̽てよいとする見ٜ͜ある 10が，೒ىと։なり発

行ఘの૞ဥેఠに՛اにฺ̠అ৐のخෝ଻（૞ဥリス·）が存हする 11̭とか

ら，ञࡀと同အにեい，఩ു֨൚߄を計上するຈါがあるとする見ٜ͜ある。

࡛実に，企業会計ܖ੔տ員会の討݈では，ഩঊ決済手౲について，࡛߄に႒য

する͜のと̱て会計処理する༷法と，߄஘ञࡀと同အに会計処理する༷法の両

者が検討されている（੐ۏ経理ૂ༭ [2022]6༁）。̱か̷̱のࢃの討݈を経て、

企業会計ܖ੔տ員会はഩঊ決済手౲を「೒ى的な͜のと̱て」（企業会計ܖ੔

տ員会 [2022b] 第16ࣜ，企業会計ܖ੔տ員会 [2022c] 第19ࣜ）৾りե̠༷࢜で

検討̱ている。̭のよ̠に，ഩঊ決済手౲は暗号資産と։なり，市場ڒثは೒

ༀΡ）ىٸの交換τートに؊̲て変൲するにす̴̨，かりにഩঊ決済手౲がى

ルな̓）とႲ൲する͜のであ̽たと̱て͜，̷れはىٸと൝ثの͜のである̭

とから，ىٸ換算会計を׳ဥ̱て৾りեͩれる̧͓問題であるた͛，本ࣂの検

討ํսからはੰٸする。

10　ഩঊ決済手౲はΟΐΗルマΥー႒য߿のステーήルコインを法的に定義̱た͜のとٜさ

れる。ステーήルコインは一定の法定೒ىにႲ൲̱たث౵を঵つよ̠なॽழ͙をခ̱てい

るので，「఩ৰచચ表では，アービトρーΐ࿒的の場合をੰ̧，ܖ本的に࡛߄ဖ߄と̱て

ե̠༷が」ഐ切であるとい̠見ٜが͙られる（村上 [2022]135༁）。

11　̽͜と͜，発行ఘの૞ဥリス·の下၂は市場ڒثの೩下に฽דされるであ̠ͧ。
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暗号資産の決算時における会計処理の検討

　ഩঊ記჏֊ഢࡀ၌は，૞ు਋ࡀף，合名・合資会社の社員ࡀ，あるいは集౬

ൎ資ス΅ーθ঵分な̓がήロΛ·Ιェーン上で発行される͜のであり，̭れら

は̭れまでのခثબ࠴の会計処理を検討する中で݈論されて̧た͜のであり，

本ࣂの検討ํսからはੰٸする。

　なお，トー·ンは，̷の଻ৗによ̽て，暗号資産にڂ൚する場合͜あれ͊，

ഩঊ記჏֊ഢࡀ၌にڂ൚する場合͜ある 12が，̷の̻̓らに͜ڂ൚̵̴，ౙな

るഩঊΟーΗと̱てեͩれる場合͜存हする。̷̭で本ࣂでは，暗号資産にڂ

൚するトー·ンの会計処理については検討చયに̢حるが，トー·ン஠๊の会

計処理については৾りեͩない。

　̱たが̽て，本ࣂでは，資߄決済法上の暗号資産の͙を検討చયとする。

ˏȅճ号঩ॲ͈༗ခ࿒എ

　暗号資産は৽に，決済࿒的，送߄࿒的，およ͍ൎܥ・ൎ資࿒的で༗ခする̭

とが考̢られる。実षに，実ྩచ؊༭࣬第38号が࢖表された2018年2月の時ത

では，ビΛトコインのڒثがݢ൯̱たࢃに၄ࣞ下̱ 13，ൎܥの手౲と̱ての暗

号資産の存ह（とくにڒثの၄ࣞ下）が·ローΒアΛίされていた。

　また，暗号資産は൚੝はب想೒ىと͊ࡤれていたよ̠に，「೒ى」と̱ての

。ఞされていたとい̢る 14ܢෝがܥの手౲と̱ての߄ෝ，すな̻ͩ決済・送ܥ

12　企業会計ܖ੔տ員会は，2023年2月˓日࡛ह，発行̱たトー·ンの̠̻，資߄決済法上

の暗号資産，または߄ဏ੸品৾֨法上のഩঊ記჏֊ഢࡀ၌にڂ൚する͜のについて，トー

·ン発行時の発行者およ͍༗ခ者の会計処理を検討̱ている。

13　暗号資産৾֨所の1つであるビΛトフρイμーのΙλートによれ͊，ビΛトコインは

2017年1月に1ビΛトコインɁ10万円೾ഽであ̽た͜のが，2018年1月10日時തでは1ビΛト

コインɁ180万円೾ഽまでݢ൯̱た（池田 [2018]88༁）。̭のۼ，一時的には1ビΛトコイン

Ɂ200万円を಼̢た̭と͜あ̽たが，̷の2018，ࢃ年１月16日から1月17日にかけて一๓で

40ɓ೾ഽ（1ビΛトコインɁ1,600,000円೾ഽから1ビΛトコインɁ1,000,000円೾ഽまで）下

၂̱たࢃすぐに30ɓ೾ഽ（1ビΛトコインɁ1,000,000円೾ഽから1ビΛトコインɁ1,300,000
円೾ഽに）上ઌするな̓，၄ࣞ下を߫り༐̱ていた。

14　ただ̱，ビΛトコインをは̲͛とする暗号資産は，市場ڒثの変൲があまりに̱ࠣ͜い
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　̱か̱，暗号資産は，ίロΐェ·トを行̠षの資߄಺ో手౲と̱てဥいられ

る̭と͜ある。̷のࠫ果，ίロΐェ·トの४ح者はίロΐェ·トを行̠࿒的で，

暗号資産にచ̱て資߄を੄̱，̷̱て発行された暗号資産を༗ခする̭とにな

る。

　あるいは，あるழ૕ఘが発行̱た暗号資産をఉく༗ခする̭とによ̽て，൚

。力を行ঀする̭と͜あり̠るޣגழ૕ఘにచするڂ

　また，暗号資産৾֨をฺ̠ࠀ࿩のમळをήロΛ·Ιェーン上に੥̧ࣺ͚̭と

により，ૄ࠯をྖた̱た時にু൲的にࠀ࿩を処理・၎行さ̵る̭と͜で̧る。

̭れにより੥࿂によりࠀ࿩ඤယを৾り交ͩすຈါがなくなり，また，ࠀ࿩がু

൲的に၎行される̭とにより，ࠀ࿩の၎行が円اڲされる。̭れをスマートコ

ントρ·トとい̠ 15。スマートコントρ·トܥෝを၌ဥする࿒的で暗号資産を

ဥいるΉース͜௩̢ている。ただ̱̭れ（スマートコントρ·トܥෝを၌ဥす

るた͛に暗号資産をဥいる̭と）は，၌ဥ࿒的であ̽て，༗ခ࿒的ではない。

スマートコントρ·トܥෝを၌ဥ̱て代߄の決済を行̠た͛に暗号資産を༗ခ

̱ているので，༗ခ࿒的と̱ては決済࿒的とٜされる。

　また，暗号資産৾֨のୃږ଻を検બ̱て暗号資産৾֨をઇ෇̱，暗号資産৾

֨ΟーΗをήロΛ·にڒො̱てΥΛトχー·上にあるήロΛ·Ιェーンに記჏

するषに，暗号資産をఉく༗ခ̱ている者が̷のै業を行い，ै業༭ਫをංる

̭とがある 16。̭のै業の̭とをಚ造（minting, forging）とい̠。つまりಚ造࿒

た͛に，೒ىと̱てのܥෝを਱分に発ܞで̧ているとはい̴̢，̷れ̢͠に，法定೒ىと

の交換τートがࡥ定されるॽழ͙を঵つ「ステーήルコイン」がఉく発行されるにঢ̽て

いる。

15　スマートコントρ·トܥෝが実௡されている暗号資産の代表႕と̱て，イー΍リアθ

（ethereum）がある。

16　̭のよ̠に̱てै業༭ਫの਋ႀ者を決定するॽழ͙を，ίルーフ・΂ή・ステー·（proof 
of stake）といい，̭のॽழ͙を৾り入れている暗号資産には，άアコイン（peercoin）͞

Υ·ストコイン（nxtcoin）な̓が̬ݷられる（ただ̱άアコインの場合はࢃ੆のίルーフ・

΂ή・χー·との໵ဥ）。̱か̱，ήロΛ·をै成̱て৾֨ΟーΗをڒො̱，̷のήロΛ

·をήロΛ·Ιェーンにັけ̢حるࠁで記჏̱て，̷のै業の見༐りと̱て༭ਫを਋ႀす

る者を決定するॽழ͙（̭れをコンΓン΍ス・アルΌリΒθとい̠）には，̭れոٸの༷
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的で暗号資産を༗ခするΉース͜ありංる。

　̭のよ̠に，࡛ हでは，暗号資産は決済・送߄࿒的，ൎܥ・ൎ資࿒的の͕かに͜，

အșなဥഷでဥいられ，ίロΐェ·ト͒の੄資࿒的，ޣג力行ঀ࿒的，あるい

はಚ造࿒的な̓で暗号資産を༗ခする̭と͜見られる。

　࡛हでは，̭̠̱た࡛ેを൩ま̢，暗号資産の会計処理を考察するຈါがあ

る。すな̻ͩ，暗号資産の会計処理を༗ခ࿒的༆に考察するຈါがある 17。

ːȅճ号঩ॲ͈ࠨॳশ͈ٛࠗੜၑ̪࡛ͬ͛ͥે

　日本では，暗号資産の決算時の会計処理については，実ྩచ؊༭࣬第38号に

よ̽て定͛られている。̷̭では，ڰ発な市場 18が存हする場合は̷の暗号資

産を市場ڒثでບ̱ث，ບثओڣは൚ܢのఅףとする（第5ࣜ）。̭れにచ̱て，

されるが，処ثでບث発な市場が存ह̱ない場合は，̷の暗号資産は৾ං原ڰ

分見ࣺڣثが৾ං原ثを下ٝる場合は，処分見ࣺڣثまで఩ৰచચ表ڣثを切

り下̬，切下ڣは൚ܢのఅ৐と̱，൚ڂఅ৐の࿗入れは行ͩない（第6-7ࣜ）。

　̱か̱，国ष会計ܖ੔ૣ݈会（IASB）͞国ष़ྩ༭࣬ܖ੔ٜ৷ঐૻտ員会

法͜存ह̱，൚ैڂ業を̽͜と்͜く行̽た者にήロΛ·ै成ࡀ限をဓ̢る（つまり༭ਫ

をဓ̢る）ॽழ͙であるίルーフ・΂ή・χー·（proof of work）͞，৾֨ٝ数・༗ခၾ・

༗ခۼܢな̓をܖயにਹါഽを決定̱，最͜ਹါഽのࣞい者にήロΛ·ै成ࡀ限をဓ̢

るॽழ͙であるίルーフ・΂ή・インεーΗンス（proof of importance）な̓がある（ളᰦ

[2018]37-39༁ȈコンΓン΍ス・αイスڼ৆会社 [2019]158-162༁）。

17　ただ̷̱れは，暗号資産を༗ခ࿒的༆に会計処理を։に̱なけれ͊ならない̭とをփྙ

̱ない。暗号資産を༗ခ࿒的༆に会計処理を検討̱たࠫ果と̱て，༗ခ࿒的に関߸なくす

͓て同̲会計処理にな̽たと̱て͜，̷ れはࠫ果論にً̨ない。ਹါなのは討論のࠫ果（ࠫ

論）ではなく討論のً೾であり，ࠫ論あり̧で検討するのは，ࡕに૥̧͚͓である。

についى想೒ب၌ဥ者の༗ခするى想೒ب交換業者ྌはى想೒ب」，とは「発な市場ڰ」　18

て，ࠑ続的にૂڒث༭が೹ރされる೾ഽにب想೒֨৾ى所ྌはب想೒ى販売所において਱

分な数ၾ͍ݞອഽで৾֨が行ͩれている場合」をঐす（実ྩచ؊༭࣬第38号，第8ࣜ）。また，

暗号資産の৾֨所はఉ数あるが，暗号資産のܢ末ບثにष̱ては「༗ခするب想೒ىのਅ

႒̮とに，೒常ঀဥするুࡨの৾֨実ୡの最͜大̧いب想೒֨৾ى所ྌはب想೒ى販売所

における৾֨ڒث֨৾）ڒثがない場合には，ب想೒֨৾ى所のܨ配౵ྌはب想೒ى販売

所が೹াするڒث）をဥいる」（実ྩచ؊༭࣬第38号，第9ࣜ）。
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によれ͊，販売࿒的の暗号資産（๞らは暗号೒ىと̱ている）は౒ء資産と

͙なされて国ष会計ܖ੔第2号（IASB[2016]）をഐဥするが，̷れոٸの͜の

については，暗号資産は໤理的な実ఘを঵た̴，ྫࠁのث౵を঵つ分ၗخෝ

な存हである̭とから，「໤理的な実ఘを঵たないে༆خෝな非ى໸଻資産」

（IASB[2020]par.8）たるྫࠁ資産と見なされ，国ष会計ܖ੔第38号（IASB[2020]）

のܰ定にਲ̠とされる（IASB[2019]）。̱たが̽て，IASB ͞国ष़ྩ༭࣬ܖ੔

ٜ৷ঐૻտ員会では，૧たな会計ܖ੔の୭定は見送られ，ܡ存の会計ܖ੔を൚

ては͛る̭とでచ؊̱よ̠と̱ている（池田 [2020]4༁）。

　日本の実ྩచ؊༭࣬第38号は「ຈါ最઀限のࣜ࿒について」（実ྩచ؊༭࣬

第38号，第2ࣜ）൚࿂の৾りեいを定͛たॻ定ルールの଻ڒがޑく，実ྩచ؊

༭࣬第38号࢖表ࢃの暗号資産ビΐΥスのૺജ͞，暗号資産のဥഷ͞༗ခ࿒的の

。大な̓にచ̱ては਱分にచ؊̱ていないڐ

　ఈ༷，国ष会計ܖ੔ૣ݈会͞国ष़ྩ༭࣬ܖ੔ٜ৷ঐૻտ員会のచ؊は，暗

号資産とい̠૧̱いࣜ࿒にܡ存の会計ܖ੔を൚ては͛よ̠と̱たࠫ果と̱て，

暗号資産とい̠૧̱いࣜ࿒が঵つඅಭ（ဥഷ͞༗ခ࿒的，リΗーンとリス·な

̓）を਱分に௴̢ているとはい̢ない。

　では暗号資産は，決算時に̓のよ̠に会計処理すれ͊よいであ̠ͧか。̷れ

がষ୯のه題である。

ˑȅࠨॳশ̤̞̀ͅճ号঩ॲ͉͈̠̓ٛࠗ͢ͅੜၑ̧̳͓̥

　第3୯でྶらかに̱たよ̠に，暗号資産は決済・送߄࿒的，ൎܥ・ൎ資࿒的

の͕かに͜，အșなဥഷでဥいられる。̷のた͛，暗号資産の会計処理を，͌

とま̴༗ခ࿒的༆に考察するຈါがある。

Ȫˍȫͬ۟࢐ஜ೹̳͂ͥાࣣ

　ま̴，ൎܥ・ൎ資࿒的で暗号資産を༗ခ̱ている場合は，暗号資産の༗ခ者
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は，暗号資産を市場 19で売ฃ（交換）̱，暗号資産の市場20 ڒثの変൲によ̽

て売ฃףをංよ̠と̱ている 21。暗号資産の༗ခ者は，暗号資産の市場ڒثの

変൲によるఅףを，市場で暗号資産を売ݕする̭とでယօに実࡛する̭とがで

̧る̭とから，暗号資産の市場ڒثの変൲は൚ܢのఅףをࢹ成すると考̢られ

る。̱たが̽て，暗号資産をൎܥ・ൎ資࿒的で༗ခ̱ている場合は，̷の暗号

資産を市場ڒثでບ̱ث，̷のບثओڣは൚ܢの੗၌ףに͛܄る̧͓であると

考̢られる。

　̭れにచ̱，暗号資産を決済・送߄࿒的で༗ခ̱ている場合は，၌ףを࿒的

に༗ခ̱ているͩけではない̭とから，ൎܥ・ൎ資࿒的で༗ခ̱ている場合と

は同̲でないと͙る̭と͜で̧る。̱か̱，決済・送߄࿒的で暗号資産を༗ခ

̱ていたと̱て͜，ࠫ果と̱て交換を行̠തでは，ൎܥ・ൎ資࿒的で暗号資産

を༗ခする場合と変ͩらない。決済・送߄手౲と̱て༗ခ̱ている暗号資産͜，

ൎܥ・ൎ資࿒的で暗号資産を༗ခする場合と同အに，市場ڒث変൲によるఅ৐

発୆のخෝ଻がある 22。

　たと̢͊，A 社が300万円の੸品を販売̱て1ビΛトコインを਋け৾り（̭の

時തでの相場は1ビΛトコインɁ300万円），̷の400ࢃ万円分の੸品のॽ入れを

行̽て1ビΛトコイン分の঑໡をါݥされたので手঵̻の１ビΛトコインで঑

໡を行̽た場合（̭の時തでは1ビΛトコインɁ400万円），ࠫ果と̱て400万円

19　暗号資産はྦྷۼの「৾֨所」で売ฃされているが，本ࣂではई၄を๰けるた͛，̭れら

の৾֨所について͜「市場」とࡤઠする。

20　̭の場合の「市場」は，ڰ発な৾֨が行ͩれている市場をঐ̱，̷̱て，̷̭で成ၛす

る市場ڒثは，͌とま̴૞ှに౵する͜のである̭とをஜ೹とする。ڰ発な市場で成ၛす

る市場ڒثに݃義をͭޖでいたのでは，݈論が成りၛたない。ൎ̬売りが発୆̱てཕ၂が

୆̲ているよ̠な市場でついたڒثの૞ှ଻については，༆の問題になる。

21　本ࣜ（本୯の（１））とষࣜ（本୯の（２））では，暗号資産の市場が存हする̭とをஜ

೹にする。市場が存ह̱ない場合の暗号資産の会計処理については，本୯の（３）で論̲る。

22　送߄手౲と̱ての暗号資産͜，ث౵変൲によるఅ৐を๭るخෝ଻がある。ڒثがౣ時ۼ

で၄ࣞ下するよ̠なેޙでは，ビΛトコインな̓のよ̠な暗号資産を「̭̻らは1万円送̽

たつ͜りが，（৾֨が）ઇ෇されたと̧には8000円のث౵̱かない」（大೓ [2021]250༁，گ

。だけで大̧なఅ৐が発୆̱て̱ま̠߄が発୆̱，送ޙඤは֨ဥ者による）よ̠なેࡪ
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の代߄の決済を300万円分のビΛトコインで行̠̭とになり，決済にฺ̠၌ף

（100万円）が発୆する。ఈ༷，B 社が300万円の੸品を販売̱て1ビΛトコイン

を਋け৾り（̭の時തでの相場は1ビΛトコインɁ300万円），̷の100ࢃ万円分

の੸品のॽ入れを行̽て1ビΛトコイン分の঑໡をါݥされたので手঵̻の１

ビΛトコインで঑໡を行̽た場合（̭の時തでは1ビΛトコインɁ100万円），

ࠫ果と̱て100万円の代߄の決済を300万円分のビΛトコインで行̠̭とにな

り，決済にฺ̠అ৐（200万円）が発୆する。̭のよ̠に，暗号資産の市場ث

が発୆する̭とから，交換をஜ೹に暗号資産ףの変൲にฺ̽て決済にฺ̠అڒ

を༗ခ̱ている場合は，̷の暗号資産の市場ڒثの変൲をບثఅףとするのが

བま̱い。̷̷͜͜決済・送߄の手౲と̱て暗号資産を༗ခ̱ているとい̠̭

とは，̷の暗号資産を೒ىの代ဥ໤と̱て঵̽ているのであ̽て，̱たが̽て

かかる暗号資産は，相場が変൲するٸ国೒ىと同အに会計処理するのがఏ൚で

あ̠ͧ。

　༗ခ࿒的に関߸なく，市場が存हする̭とによ̽て，暗号資産は市場ڒث変

൲によるఅ৐のخෝ଻を常に༴̢ている 23。̭の市場ڒث変൲の存हは，అ৐

だけでなく，၌ףを୆͚࡙ஂに͜なり̠るが，̷のڒث変൲がఅףを୆͚には

交換がຈါであり，かつ，市場が存हする̭とによ̽ていつで͜交換によるఅ

のף定さ̵る̭とがで̧、交換をஜ೹と̱ているとい̠̭とは、̭のఅږをף

発୆をஜ೹と̱ている̭とになる。̱たが̽て，交換をஜ೹と̱た༗ခ࿒的で

暗号資産を༗ခ̱ている場合は，決算時に市場ڒثでບ̱ث，ບثओڣは൚ܢ

のఅףとするのがఏ൚であ̠ͧ。

23　企業によ̽ては，暗号資産の༗ခには市場ڒثの下၂によるఅ৐発୆のخෝ଻（リス·）

がある̭とを෇ে̱ているた͛，暗号資産をฺ̠৾֨が発୆̱たら，̷の時തの時ثで暗

号資産を「ু൲的に円に交換するࠀ࿩」を暗号資産「交換業者とࠫ͐」̭と͜あるとい̠

（EY ૧日本ခ限ୣහ۬औ法人編 [2020]135༁）。̷のよ̠なリス·ۯ理ఘ制がなけれ͊，暗

号資産の༗ခによ̽てఅף（とりͩけఅ৐）が発୆するのはະخ๰となる。
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Ȫˎȫͬ۟࢐ஜ೹̱̞͂̈́ાࣣ

　੄資͞ಚ造な̓，交換をஜ೹と̱ない༗ခ࿒的で暗号資産を༗ခ̱ている場

合，たと̷̢の暗号資産に市場が存ह̱ていて市場ڒثの変൲があ̽たと̱て

͜，̷れを実࡛さ̵るփ଎͞予定は存ह̱ない。̱たが̽て̭の場合，暗号資

産を৾ං原ثでບثす̧͓とする見ٜ͜あり̠るが，市場が存ह̱，市場ڒث

が変൲するո上は，市場ڒث変൲によるఅ৐発୆のخෝ଻が常に存हする。̱

たが̽て，交換をஜ೹と̱ない場合であ̽て͜，൚ڂఅ৐発୆のخෝ଻を఩ৰ

చચ表でাす̭とがで̧るよ̠に、市場ڒث変൲を暗号資産ບثに૕りࣺ͚ຈ

ါがあり、̷̭で、市場ڒثがあれ͊暗号資産を決算時に市場ڒثでບثする

のがఏ൚であるとい̢る。

　̱か̱，交換をஜ೹と̱ない場合は，暗号資産のບثओڣを実࡛さ̵るփ଎

͞予定がない̭とから，̷̠̱た暗号資産のບثओڣを൚ܢのఅףにするのは

ഐ切であるとはい̴̢，̱たが̽て൚ڂ暗号資産のບثओڣは̷のఈの༫گ၌

成ါளとするのが，ఏ൚ࢹ24の （ڣ႑計ף၌گ఩ৰచચ表では̷のఈの༫）ף

な会計処理であるとい̢よ̠。

Ȫˏȫঌા̦ంह̱̞̈́ાࣣ

　では，ڰ発な市場をခさない暗号資産を༗ခ̱ている場合は，̓のよ̠に会

計処理すれ͊よいであ̠ͧか。

　༗ခ̱ている暗号資産に市場が存ह̱ない場合は，̷̷͜͜市場ڒثが存ह

̱ないので，市場ڒثでບثする̭とはで̧ない。市場が存ह̱ない暗号資産

は，交換をယօに行̠̭とがで̴̧，かりに交換をஜ೹に༗ခ̱ていると̱て

͜，交換によるఅףをယօに実࡛さ̵る̭とがで̧ない 25。市場がなけれ͊市

場ڒثの変൲にฺ̠అ৐のخෝ଻͜ない̭とから，̭の場合は，༗ခ࿒的に関

24　̷のఈの༫گ၌ףの଻ৗについては、ఉအな見༷が存हするが、̷れについて論̲るの

は本ࣂのਇকではなく、かつ̷れを論̲るঞ໙͜ないた͛、̭̭では૘れない̭とにする。

25　̻ͧͭ͜，交換をஜ೹と̱ないで暗号資産を༗ခ̱ている場合で͜，市場が存ह̱なけ

れ͊，換̱߄て交換にฺ̠అףを実࡛さ̵る̭とはယօではない。
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߸なく，൚ڂ暗号資産を৾ං原ثでບثする̱かない。

　̱か̱，市場ڒثが存ह̱ない場合で͜，暗号資産のث౵が೩下̱てఅ৐が

発୆するخෝ଻はॼ̽ている。暗号資産のث౵が೩下̱たࠫ果と̱て暗号資産

の処分見ࣺڣثが৾ං原ثを下ٝる場合には，৾ං原ثをٝਓで̧る見ࣺ͙が

ၛたない̭とから，൚ڂ暗号資産については処分見ࣺڣثまでບڣثを切り下

̬，̷のບثの切下ڣは൚ܢのఅ৐とするຈါがある 26。

Ȫːȫ઀گ

　本୯のࠫ論はո下のよ̠にା理で̧る。

ບܖث੔ ບثओڣのեい

市場がある場合 交換をஜ೹とする場合 市場ڒث ൚ܢのఅףとする

交換をஜ೹と̱ない場合 市場ڒث ̷のఈの༫گ၌ףとする

市場がない場合 処分خෝڣثが৾ං原ثを下

ٝ̽ていない場合

৾ං原ث ບثओڣは発୆̱ない

処分خෝڣثが৾ං原ثを下

ٝる場合

処分خෝڣث ൚ܢのఅ৐とする

˒ȅ̤ͩͤͅȽ༗ခ࿒എ༆͈̥ٛࠗͣ༗ခςΑ·༆͈ٛࠗੜၑ͒Ƚ

　本ࣂでは，暗号資産の決算時のບث問題について検討̱た。̷̭では，暗号

資産をౙに༗ခ࿒的༆に会計処理するだけでなく，市場がある場合と市場が存

ह̱ない場合とでは会計処理を։に̱なけれ͊ならない̭とを論̲た。また，

交換をஜ೹とする場合と交換をஜ೹と̱ない場合とでは，༗ခ̱ている暗号資

産にచ̱て։なる会計処理をするຈါがある̭とを論̲た。

　市場がある場合は，̷の市場ڒثの変൲によ̽てఅ৐を๭るخෝ଻が常に存

हする。̱たが̽て，市場が存हする場合には，かかるఅ৐発୆خෝ଻をাす

た͛に，൚ڂ暗号資産の市場ڒثの変൲を，資産ບثに฽דさ̵るຈါがある。

̷の場合で͜，交換をஜ೹とする場合は，交換する̭とで̷の市場ڒثの変൲

が実࡛̱て̱ま̠から，交換によるఅ৐の発୆のخෝ଻を常に༴̢ている。市

26　̭れは，࡛行の実ྩచ؊༭࣬第38号（第6ࣜ）のܰ定と同̲である。
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場ڒثでບ̱ثたषに୆̲るບثओڣを൚ܢのఅףと̱て処理するのは，̭̠

̱たఅ৐発୆のخෝ଻が存ह̱，̷れをஜ೹に̱て暗号資産を༗ခ̱ていると

い̠̭とを൩ま̢た͜のである。また，交換をஜ೹に̱ない場合であ̽て͜，

市場が存ह̱て常に交換خෝであるとい̠̭とは，市場ڒثの変൲をいつで͜

実࡛さ̵る̭とがで̧て̱ま̠̭とから，交換によるఅ৐の発୆のخෝ଻を常

にはらͭでいるが，೒常は交換する̭とをփ଎̱ていないので，൚ڂఅ৐͞，

൚ڂఅ৐の発୆خෝ଻に見合̠だけの၌ףを実࡛̱てږ定さ̵よ̠とは̱てい

ない。市場ڒثでບ̱ثたषに୆̲るບثओڣを̷のఈの༫گ၌ףと̱て処理

するのは，̭̠̱たఅ৐発୆のخෝ଻が存हするが，̷のఅ৐発୆خෝ଻が存

हする̭とによ̽て͜たらされる交換అףを୆̵̲̱͛るよ̠な暗号資産の༗

ခ༷法を̱ているͩけではない̭とを൩ま̢た͜のである。

　ఈ༷，市場がない場合は，̷̷͜͜市場ڒثが存ह̱ないので市場ڒثの変

൲によ̽てఅ৐を๭るخෝ଻は存ह̱ないが，ث౵が೩下̱てఅ৐が発୆する

，するがثでບثෝ଻はॼ̽ている。̷̭で，市場がない場合は暗号資産を原خ

処分خෝڣثが৾ං原ثを下ٝる場合は処分خෝڣثまでث౵を切り下̬るຈ

ါがある̭とを論̲たが，̭れは暗号資産のث౵が೩下̱てఅ৐が発୆するخ

ෝ଻を考ၪ̱た͜のである。

　̭れらのఅ৐（市場ڒثの変൲によるఅ৐，およ͍ث౵೩下によるఅ৐）の

発୆خෝ଻を「リス·」と͐ࡤとすれ͊，本ࣂのࠫ論は「༗ခリス·༆の会計

処理」（あるいは「༗ခリス·に̿ܖく会計処理」）を೹া̱た͜のとい̠̭と

がで̧る。ౙに「༗ခ࿒的༆の会計処理」を৽ಫするのではなく，༗ခの෸ࢃ

にあるఅ৐発୆のخෝ଻（すな̻ͩリス·）に࿒を࢜ける̧͓である。

（本ࣂは，日本༧記学会第36ٝ関ୌ部会（2020年10月25日，༆ຸ大学を৽टࢷ

とする΂ンρインٳट）におけるൡ一論題༭࣬を٨題̱，ඤယにਘୃを̢حた

͜のである。）
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〔論　説〕

ܑުの་ڟとం௽
―ȶႋ૽Քȷの৘கとއ௔ႁ―

野　末　英　俊

１ȅは̲͛に

２ȅ企業の変革

３ȅ競争と経済のس୸ا

ːȅ「隣人愛」の実践と競争力

ˑȅ͚す͍

ˍȅ͉̲͛ͅ

　ΏνンペーΗーがঐഊ̱たよ̠に、変اが資本৽義の本ৗである。資本৽義

にあ̽ては、経済社会の̱く͙が୲̴̢変اする。社会の変اとވに、企業は

୲̴̢、ুらを変革さ̵るຈါがある。よ̽てၛつ社会が、企業の存ၛのܖ๕

である。ႝ木߽介は、「アιリ΃の૯の国力を分析̱よ̠とする͜のは、アι

リ΃経済に̧ͩ͛てခ၌なૄ࠯をဓ̢ているুட的౷๕の研究の͙にと̓まら

̴、アιリ΃の経済的社会のܖ本的なඤ部ࢹ造の分析にまでၛ̻入ら͇͊なら

ない。な̶なら͊ࢃ者̷̭はুட的資࡙をٳ発̱၌ဥ̱一つの経済力にまでࣞ

͛る͜のだからである )1*」と੆͓ている。経済の発ജの本ৗ理ٜのた͛には、

ুட的ૄ࠯と社会的ૄ࠯のໝ܉的ণڙがຈါであり、最終的に、̭れをܰ定す

るのは、社会的ါ֦であるとい̠̭とをঐഊ̱た͜のである。
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　資本৽義は、੸品 ) ໸ى * 経済が、一๊اするఘ制である。「資本৽義的୆

産အ৆の঑配的である社会のີは、ȸݴ大なる੸品集ୟȹと̱て࡛ͩれ、ࡢș

の੸品は̭のີの成ளࠁఠと̱て࡛ͩれる。̱たが̽て、ͩれͩれの研究は੸

品の分析を̽͜てইまる )2*」マル·スにと̽て、ى໸は、「࿒に見̢る神 )3*」

であ̽た。̱ か̱、ى໸は手౲であ̽て、࿒的ではない。資本৽義は、੸品)ى໸*

経済が一๊اするఘ制である。̭̭では、市場における਑ါを͛ݥて、企業ۼ

の競争がജٳされる。̱か̱、競争はඵਹ଻を͜つ。競争は、神ではなく、行

ً̧̨た競争は、さま̰まな問題を୆̲さ̵る。߃年の、૧ুဇ৽義の一๊ا

は、競争を௯ૺ̱、効率的な、経済社会のࢹ造をࢹಃ̱よ̠と̱ているが、社

会の分౯な̓の໅の௰࿂を͜つ。

　M.E. εーΗーは、国と̱てのث౵۷、໲ا、制ഽ、Ⴄঃの֑い͜す͓て、

競争で成ࢗするた͛のਹါなါள )4* である、と੆͓ている。経済の発ജにと̽

てਹါな͜のは、ুட的ૄ࠯とވに、社会的ါ֦がਹါである。社会のあり༷

͞、社会的ါ֦が国͞企業の競争力に、大̧なޣגを̱͖ݞている。企業にと̽

て、最͜大̧なه題は、「ז続 )5*」であるが、企業の֋঵は、ますますࣾඳな

される中で、企ٳᛥႧな競争がജ、̱ا題とな̽ている。経済がΈローΨルه

業の存続はယօではない。資本৽義の発ജとと͜に、市場における競争の中で、

企業の大ܰ࿅اがૺജ̱た。੝ܢ資本৽義においては、企業の競争力において、

資本力͞企業ܰ࿅が、大̧な࿨ڬを౜̽た。̭̭では、資本زが社会の঑配者

であ̽た。̱か̱、ࣽ日、企業の競争力は、ຈ̴̱͜、企業ܰ࿅͞資本によ̽

て決定される͜のではない。ペンローΒは、企業を୆産資࡙の集合ఘと̱てと

ら̢ている。「企業は、一つのۯ理ౙպとい̠だけではなく、୆産資࡙の集合

ఘで͜ある。̷の୆産資࡙は、ۯ理上の決定によ̽て、さま̰まなဥഷ͞時ܢ

に配分される。̭の۷തから企業のܥෝを考̢る場合、企業のܰ࿅は、ဥいる

୆産資࡙のةらかの৲ഽによ̽て最͜ഐ切に௶定される。企業の໤的資࡙はခ

の͜のからなり、ίρント、୭๵、ാ౷およ͍ഛட資࡙、原料、฼製品、෱ࠁ

خまれる。…企業には、၌ဥ܄さ̢͜がࡩ໤、໗産໤、̷̱て最終製品のहܤ
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ෝな人的資࡙、すな̻ͩ、ະ੃Ⴏおよ͍੃Ⴏ労働者、মྩ、ۯ理、़ྩ、法ၙ、

ܿ੅およ͍経営にͩࠈるスΗΛフ͜存हする )6*」̭れは、ى໸の͙が、企業

の競争力の決定ါ֦ではない̭とをা̱ている。

　企業۪ޏは、ݢ௸に変̱اており、අ定の分野におけるඊ୸的大企業が、長

的に市場঑配を֋঵する̭とはယօではない。大企業は、ܰ࿅の経済、ํսܢ

の経済、௸ഽの経済な̓によ̽て、コストの削減の実࡛がخෝである。̱か̱、

年は、企業ܰ࿅がຈ̴̱͜競争力の࡙ஂとならない̭とが、ষ第にྶらかに߃

な̽ている。ࣽ日では、੸品 ) ໸ى * 経済のიழ͙の中で、知ে・ૂ༭の࿨ڬ

がࣞま̽ている。)7* ఈ༷において、経営者の͜つث౵۷・૬いταルの企業

໲ا )8* を֗成̱、企業の一ఘاを଎り、イΦαーΏοンを௯ૺ̱、競争力の

。を、଎るຈါがあるاޑ

　ࣽ日、資本৽義国において、૧ুဇ৽義が一๊̱اている。૧ুဇ৽義は、

市場における競争の͜たらす効果、୆̧ॼるた͛のイΦαーΏοンのࠫ果、競

争力のႦる企業はൕఋされ、効率的な経済社会ࢹ造をࠁ成̱、国力の࢜上に࿨

ၛてよ̠とする͜のである。̱か̱、競争は、ඵਹ଻を͜つ。競争だけでは、

社会の੨問題の஠てをٜ決で̧ない。競争の͜たらす໅の௰࿂が、社会の分౯

を͜たら̱、一ఘاをஷ̱ٺ、社会のհ定と発ജにచ̱て໅のޣגを̱͖ݞて

いる。߃年、競争によ̽て、社会の分౯が、ࡐಠとな̽ている。分౯̱た社会

は、一࿂において、࠲஠なイΦαーΏοンの創੄のஷٺにैဥする。経済社会

の発ജのた͛には、競争の͜たらす໅の௰࿂ )社会の分౯ *を࣪໚するຈါが

あり、̭̭でຈါな̭とがらは、同ۜである。本ࣂでは、ࣽ日の企業社会のه

題である競争と企業の変革の問題について、分析をদ͙る。

ˎȅܑު͈་ڟ

　マΛ·ス・;ェーΨーは、߃代資本৽義が、ౙなる営၌ୈ神による͜のでは

なく、「隣人愛 )9*」の実践のୈ神がਹါである̭とをঐഊ̱た。資本৽義の発
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ജを୶導̱て̧たのは、営၌を৽൲ܥとするஜܢ的੸人とは։なる࠸実・޺ ・ဳ

ഐୃ၌੕をඅಭとする、߃代資本৽義のୈ神を̽͜た人た̻であ̽た。

　中世社会に͜੸人が存ह̱、੸人は、営၌ୈ神を̽͜ていた。̱か̱、中世

໑࠺ఘ制をٜఘ̱、資本৽義を成ၛさ̵た原൲力は、πーロΛΩ෠村における、

൲であ̽た。中世ոஜの社会においてڰ実な઀੸品୆産者によるুဇな経済࠸

͜、ޫ౷的に、੸品 ) ໸ى * 経済は存ह̱ており、社会の一部においてܥෝ̱

ていた。ࢽსが発ో̱た౷֖は、ၛ౷にࠃまれ、ఉくの੸人が集ਯ̱て、広ํ

սの交օڰ൲̱ていた。੸人のڰ൲は、営၌ୈ神をਔսの社会に広͛、༗͞ۯ

໤ၠ、߄ဏな̓が成長̱た。̱か̱、;ェーΨーは、̭の中世੸人の営၌ୈ神

は、߃代資本৽義のୈ神となる̭とはなか̽た̭とをঐഊ̱ている。また、大

೓ݛဎは、πーロΛΩにおいて、資本৽義の࡙ၠとな̽たのは、സ市ではなく、

෠村における઀੸品୆産者 ) ࿉૕໤ࢥ業 * であり、̭の෠村ࢥ業のুဇでজ的

なڰ൲が、中世社会をٜఘ̱てい̽たと̱ている。「߃代 )すなͩ ȸ̻資本৽義ȹ

の時代 *ոஜには、࡛໤だけで̽͜てমをすま̵ていくȸুட経済ȹがなおఉ

かれઁなかれ࿹ସであるが、̭れにచ̱て、交換の෾介໤を̱てのى໸をঀဥ

するȸى໸経済ȹが̱だいに発ోをと̬て、ついには社会の஠࿂を঑配するよ

̠になる。̭̠̱たȸى໸経済の発ోȹのࠫ果と̱てȸ産業資本ȹが୆まれ、

ȸ資本৽義ȹの発ోがお̭なͩれるのである )10*」、「̷れは一๊にȸވ同ఘȹඤ

部における分業関߸のૺജ )Ɂ手ࢥ業の成ၛと成長 *と̱て࡛れる－は、̷の

౜い手である੨ࡢ人のজ的ڰ൲をますますڰ発なら̱͛るఈはない。̱か̷̱

れは、̻ͧͭ͜、なͭらか原ই的な集౬଻ )Ɂވ同ழ૕ *をआೲと̱て̠̻た

てられているȸވ同ఘȹ関߸̷の͜のとࠫޫྭ੖するにいたるであ̠̱ͧ、場

合によ̽ては̷れをٜఘに͙̻͍くࡏܓをさ̢୆̲るであ̠ͧ )11*」̭の中世

の෠村ࢥ業が、߃代資本৽義の࡙ܳとな̽た。̭の෠村ࢥ業から分̱اた、πー

ロΛΩの΃ルό͹ン෩ίロテスΗントのޣגを਋けた、産業資本 ) 業ࢥ * が、

資本৽義の発ജを୶導̱た。

　資本৽義の成ၛとވに、੸品 ) ໸ى * 経済が、一๊̱اた。̭̭では、ஜܢ
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的੸人とは։なり、「隣人愛」の実践のୈ神を̽͜た企業が੄࡛̱た。中世πー

ロΛΩにおける෠ྦྷのুဇなজ的な経済ڰ൲が、中世໑࠺制のٜఘと、߃代資

本৽義成ၛの原൲力であ̽た。中世の経済において、૖人は、୆業的であり、

大੸人 ) いͩ͠るஜܢ的੸人 *は、̱̱͊͊、ൎܥ・ཙࡏ的であ̽た。̭れら

のஜܢ的੸人 ) ࣞ၌఩̱を͚܄ * 。によ̽て、ম業を行̽ていたܥい営၌൲ޑ

̱か̱、̭のよ̠な営၌൲ܥを中૤とするஜܢ的大੸人の営၌ୈ神は、߃代資

本৽義の中૤と̱てのୈ神となる̭とはで̧なか̽た。資本৽義では、社会的

な୆産໤͞΍ービスが、ߛșまで੸品اされる。資本৽義においては、労働͜

また੸品̱ا、労働力੸品と̱て、労働市場において売ฃされる。

　;ェーΨーは、資本৽義のୈ神を分႒̱ている。古くからある資本৽義（営

၌৽義）と߃代資本৽義である。「߄஘ဳはͩれͩれの知る限り人႒のႤঃと

と͜に古い。あとで見るよ̠に、߄஘ဳ͒の઩൲にかられて一切をな̬̠̽た

Ⴒ中は－たと̢͊ȸ߄࿏けのた͛には౷ࣲ͒͜஑を઺り入れて、฿がઘ̧ઙ̬

るの͜かまͩなか̽たȹあの΂ρンΘの஑長のよ̠に－決̱て、߃代ඊুの資

本৽義ȸୈ神ȹが大ၾ࡛યと̱て－̭れがਹါなതである－੄࡛する、̷の࡙

ஂとな̽た૤ૂの঵̻৽ではなか̽たのだ。̠̭࢜見̴な営၌ڰ൲は、実ष̷

れがخෝでありさ̢すれ̭͊̓であれ、Ⴄঃ上いつの時代に͜存ह̱ていた)12*」

̱か̱、߃代資本৽義を୶導̱たのは、̭のよ̠なஜܢ的੸人ではなか̽た。

;ェーΨーは、߃代資本৽義のඅಭと̱ての「隣人愛」の実践のୈ神をঐഊ̱

た。̭̠̱て、ஜ߃代的な大੸人の時代から、࠸・ဳ޺実のඅಭを͜つ߃代企

業を中૤とする時代͒と֊行̱た。̭のよ̠に、౷֖資本৽義を୶導̱たのは、

中世に͙られた、ཙࡏ・ཕ၌・ൎܥをඅಭと̱た中世のஜܢ的੸人と։なり、「隣

人愛」の実践のୈ神を̻͜、޺ 実をඅಭと̱たάνーリΗンであ̽た。「中࠸ဳ・

世およ͍߃代におけるξΘμ教の経済ႃ理͜、άνーリΗニΒθにచ๤すると

̧、資本৽義的΀ートスの発ജにおける両者のպ౾̿けに決定的なփྙを͜つ

੨අಭについて͙ると、両者は׿くかけၗれた͜のであ̽た。ξΘμ教はଽ治

あるいはൎܥを志࢜するȸཙࡏ੸人ȹ的資本৽義の௰にၛつ͜のであ̽て、̷
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の΀ートスは、一࡞に̱てい̢͊、ᮃྦྷ ) Ωーリア * 的資本৽義の̷れだ̽た

のにచ̱て、άνーリΗニΒθの౜̠΀ートスは、合理的・市ྦྷ的な経営と、

労働の合理的ழ૕の̷れだ̽た )13*」

　;ェーΨーは、中世ոஜに͜、資本৽義は存ह̱たと̱ている。資本৽義 ) 営

၌৽義 * は、中世ոஜに͜存ह̱たが、߃代資本৽義は、؎ༀのίロテスΗン

テͻΒθとྟ୪な関߸を̻͜、「隣人愛」の実践のୈ神との関Ⴒ଻をခする。

「άνーリΗニΒθは、࡛世において、神の࢕וをあ̬、「隣人愛」を実࡛する

手౲と̱ての営၌ڰ൲をଵ෇̱た͊かりではなく、̷の࿒的に合౿するか̨り

では、か̢̽て̷れにࣞいႃ理的なث౵をあた̢、̷れをঀྵと̱てଛ行する

̭とをྵ̲た )14*」

　;ェーΨーにと̽ては、߃代資本৽義のୈ神とは、၌੕の೏ݥではなく、「隣

人愛」の実践をփྙ̱た。資本৽義は、ஜܢ的੸人とは։なり、「隣人愛」の

実践のୈ神をޑくခする߃代企業が、社会の中で中૤的な࿨ڬを౜̠よ̠に

な̽た。߃代企業は、࠸実で、合理的経営を行̠。企業は、存続するた͛に၌

੕がຈါであるが、ࣽ日、ౙなる၌੕ڕංを࿒的とするஜ߃代的な଻ڒを঵つ

企業は、長ܢ的に、存続・発ജする̭とはࣾඳである。߃代企業は、「隣人愛」

の実践を࿒的と̱、ى໸を存続のた͛の手౲と見な̱ている。

　資本৽義の発ജのႤঃは、企業ܰ࿅ڐ大のႤঃで͜あ̽た。とりͩけ、「஠

社員のခ限ୣහ制 )15*」をঐດとするڼ৆会社制ഽの一๊اは、ਹါであ̽た。

資本৽義の発ജとと͜に、大企業が成長̱、「合法的঑配 )16*」が一๊的に行ͩ

れるよ̠になり、分اࡀがૺജ )17* ̱た。̱か̱、企業の大ܰ࿅は、ۗၯ制の

問題を୆͙੄̱た。;ェーΨーは、߃代の大経営の中にۗၯ制を典߿的に見い

だ̵ると̱た。「೒常、ݴ大な߃代資本৽義的੨企業は、̷れু૸がڒࡕなۗ

ၯ制的ழ૕のྫ๤の見本である。̷の੸৾֨は、ै業の的ږさ、ݛࢭ଻、とく

に )ै業 *௸ഽの௩大とい̠原௱によ̽てつら͆かれ、̭の̭とはまた߃代的

交೒手౲のඅৗによる͜のである )18*」ۗၯ制においては、୺࿝人の࿨ڬがࣞ

まり、୺࿝人は、୺࿝的知েによ̽て、社会に࣓ࡃする。資本৽義の成ၛとと
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͜に౪୆̱た߃代企業は、୺࿝人が、̷れ̸れの୺࿝分野において、ুڎの૖

ྩをଛ行する。

　̱か̱、労働者は、ழ૕のভ৬と̱てպ౾ັけられるよ̠にな̽た。本ြ、

࿒的ో成のた͛の手౲であるழ૕が࿒的̱ا、労働者は、ழ૕の一手౲にഢ၂

する。ۗၯ制の͜とでは、労働者は、୆ڰのհ定と̧֨換̢に、ু৽・ඊၛの

ୈ神を、大企業にોりളす。ۗၯ制は、非合理的なழ૕であり、஠ఘの୆産଻

はࣞまるが、労働者の৽ఘ଻・ু৽・ඊၛ଻はဲգされ、社会࣓ࡃのփে͞同

ۜを୆͙੄す力は৻まる。ழ૕஠ఘのイΦαーΏοンは減పする。企業は、大

ܰ࿅̱اたが、ഐୃܰ࿅ո上の大ܰ࿅اは、非効率଻を͜たら̱、同時に、ۗ

ၯ制 ) ழ૕のࣁೄ଻、ஜ႕৽義、Γ·Ώο΢リΒθ、໲੥৽義 *な̓の問題と

ೄ࿂する̭とにな̽た。̭̠̱て、企業ܰ࿅が、ຈ̴̱͜競争力の࡙ஂとなり

ංない̭とが、ষ第に、ྶږとな̽た。

ˏȅއ௔͂ࠐफ͈س୸ا

　中世において、ܿ੅革૧と୆産力の٨஝は、۱ྕであ̽た。ാ౷をܖயとす

る࡛໤経済が中૤であり、੸品（ى໸）経済は、ޫ所的であ̽た。社会の঑配

成さࠁにと̽ては、੸品経済は、ဲգのచયであ̽た。̱か̱、ޫ所的にݭٴ

れた੸品経済は、ষ第に、中世໑࠺ఘ制のࢹ造をٜఘするにঢ̽た。資本৽義

の成ၛとと͜に、社会の変اがݢ௸にૺജ̱、分業がૺജ̱、ܿ੅革૧によ̽

て、企業の୆産力は、ݢ௸に࢜上̱た。アΘθ・スηスのȸ国ີ論ȹは、最੝に、

分業論の၌ףを୰いた。)19* リ΃ーΡはȸ経済学およ͍୕هの原理ȹにおいて、

。になるとするףする̭とが、す͓ての国の၌ا国は、ංփな分野に୆産をඅڎ

๤ڛ࿹պ論を੹̢た。「ͩれͩれは੸品を製造̱、̷の੸品でٸ٬の़ىをࣔ

ฃ̱ている。な̶なら、̷の͕̠が、国ඤで୆産で̧るより͜ఉၾの़ىを৾

ංで̧るからである。ͩれͩれから̭のཟօを్̢͊、ͩれͩれは再͍ೄ̻に

ু分ু૸で製造する̭とになる )20*」分業のૺജܿ͞੅革૧によ̽て、企業の



ғ58ғ

୆産力は、ݢ௸に࢜上̱た。ఈ༷、਑ါは、̷れ͕̓の௩حをাさなか̽た。

̭のࠫ果、੸品の઼ًݯރのેޙが常ఠ̱ا、઼ً୆産 )ًઁક๯ *によるະ

̱̠̭。的なম႕である߿は、̷の典ࢮޔが̱̱͊͊発୆̱た。1929年の大ޙ

て、企業にと̽て、੸品の୆産ո上に、販売がਹါなه題とな̽た。P.F. ΡρΛ

΃ーは、ম業の࿒的を「ࡺ客の創造 )21*」であると੆͓た。また、マル·スは、

販売を、「ྵがけの๲࿬ )22*」であると̱た。̭̠̱て、市場に存हする਑ါを

੘̽て、企業ۼのᛥႧな競争がജٳされる̭とにな̽た。

　第ඵষ世ٮ大୽ࢃの資本৽義੨国は、「໛ছ国ز」ଽॐをਹণ̱た。国زが、

経済にୟޭ的に介入するよ̠になり、社会༗વがਹণされ、ਘୃ資本৽義とࡤ

͊れた。̱か̱、大̧な୕߄は、企業を๦໺さ̵た。1970年代をޏに、୶ૺ資

本৽義のܖ本理ැは、૧ুဇ৽義に̿ܖく市場経済͒とഢ̲た。̭れは、市場

におけるুဇな競争が、企業のڰ発なイΦαーΏοンを創੄̱、企業のڰ力を

୆͙੄すとい̠͜のである。̭のڰ力̷̭、企業の「発ജ」にと̽て、最͜ਹ

ါなါ֦である。̭のࠫ果、「઀さなଽຸ」と市場における競争が、ਹণされ

る̭とにな̽た。F.A. Χイ΀·は、ষのよ̠に੆͓ている。「競争社会におけ

る஖఼のুဇとは、ある人がါݥをྖた̱てくれない場合ఈの人に͛ݥる̭と

がで̧る、とい̠̭とに依存̱ている。と̭ͧが、୆産者が一人なら、ͩれͩ

れは、̷の者の࡞いなりになら̰るを̢ない。஠経済Ώステθをൡ制する൚ޫ

は、考̢̠る最ޑのඊ୸୆産者である。ږかに൚ޫは、ྦྷۼのඊ୸ఘなら͞り

か͇ないࠁで、̷のࡀ力を՛ဥする૤配はないか̱͜れない̱、ਓףを最大限

͚さ͖る̭とを࿒的と̱ていないと̢࡞るか̱͜れないが、̷れで͜、ةが̓

のよ̠なૄ࠯でဓ̢られるかを決定するۖ஠なࡀ力を঵つ̭とは֑ۼいない。

つまり、൚ޫは、̓ͭな़͞΍ービスが、̓ͭなၾで入手で̧るよ̠になる͓

̧かを決定するの͙なら̴、̷れらが౷༷͞集౬のۼで̓のよ̠に分配される

かをൡ制で̧るだ̠̱ͧ、さらに、̱よ̠とএ̢͊、ࡢ༆の人̷ۼれ̸れを好

̧なだけओ༆的にե̠̭と͜で̧るだ̠ͧ。計ْاがな̶ఉくの人șによ̽て

঑঵されているかをএい੄すなら͊、̭のよ̠なࡀ力が、൚ޫがယ෇する࿒的
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は実࡛さ̵、ယ෇̱ない࿒的の೏ݥは̴޺るた͛にঀͩれるよ̠になるだ̠ͧ

̭とに、݃いのဒ౷があるだ̠ͧか。୆産とڒثにచするൡ制によ̽てංられ

るࡀ力は、͕とͭ̓ྫ制限の͜のである )23*」̭の̭とについて、フリーΡマ

ンは、ষのよ̠に੆͓ている。「第一の原௱は、ଽຸの࿨ڬに制限を୭けなけ

れ͊いけないとい̠̭とである。ଽຸのॽমは、ࡢ人のুဇを国ٸのഌ͞同国

ྦྷによる૟ٺから৿る̭とに限る̧͓だ。̷のた͛に、法とಉ੬を֋঵̱、ࡢ

人のࠀ࿩がږ実に၎行される۪ޏをା̢、競争市場を֗成する。…第ඵの原௱

は、ଽຸのࡀ力は分८されなけれ͊ならない̭とである )24*」૧ুဇ৽義は、「໛

ছ国ز」から「઀さなଽຸ」͒のഢ換を଎るとと͜に、߄ဏଽॐをਹণ̱、ࠊ

発行ၾの಺ାによ̽て、చ؊̱よ̠とする。૧ুဇ৽ى変൲にచ̱ては、೒ܨ

義は、੝ܢ資本৽義の時代の原തに࿗り、ুဇ競争が経済の಺和的発ജを͜た

らすとする。市場 ) 再資本৽義 * 経済اのಲၠの中で、経済は、ఉအな市場に

おける競争を৊に、ജٳされるよ̠にな̽た。̱か̱、1970年代ոࣛの૧ুဇ

৽義は、「見̢ない手 )25*」͒のٝܦであり、競争原理を৽৊と̱た͜のに変ا

̱た。̱か̱、競争はඵਹ଻を̻͜、社会にచ̱て、໅のޣגを̱͖ݞている。

　M.E. εーΗーは、「૧̱い競争力のΩρΘイθは、ഛட資࡙、労働コスト、

資本コストにܖயをおくのではなく、国͞企業のイΦαーΏοンとΈτーΡ

アΛίのෝ力にܖயをおく。イΦαーΏοンが̭ܳるのは、ু国ඤにࠃまれた

があるからではなくて、ίτΛΏλーとಯ୽のた͛であるޏ۪ )26*」、「会社が

成ࢗするか৐෴するかを決͛るのが、競争である。会社のڰ൲がୃ̱く行ͩれ

て、イΦαーΏοン、ࡥޑな企業໲ا、࿹れた୽ၞ実行を୆͙੄̱て、業ୡを

上さ̵てくれるのは、競争のおか̬である࢜ )27*」、「ࣽ日企業がೄ࿂̱ている

ఉくの問題のなかで͜、国ष競争がඅにਹ大である。…̭の変اは、૧̱い国

ष競争者、たと̢͊日本、܀国、రსな̓から、広いํսの業ਅにͩた̽て国

ष競争に੄る企業が੄࡛̱た̭ͧでさらにฏ৬がかかり、ࣞഽ୶ૺ国だけが国

ष競争の৽導ࡀを͜つとされた̷れまでの国ष競争理論に݃問がൎ̬かけられ

るよ̠にな̽た )28*」εーΗーにと̽ては、競争が、企業の競争力の࡙ஂの࿨
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。を౜̠ڬ

　企業は、競争の中で存続するた͛に、ၛ౷の֊൲͞さま̰まなࢥ夫ܿ͞੅革

૧、ڒثの̧֨下̬をদ͙る。競争が、ڰ発なイΦαーΏοンを創੄する฽࿂、

競争に෴ཤ̱た企業は、市場からのప੄をทられる。අに、経営資࡙のႦる中

઀企業のఉくは、資߄の豊ີな大企業と๤̱ڛて、Ⴆպにあり、̷のఉくの存

続がࣾඳとなる。̭のよ̠に、૧ুဇ৽義によ̽て、市場における競争が௯ૺ

され、࿹ੳႦ෴とൕఋがૺജ̱、経済のس୸اがૺജ̱た。1970年代ոࣛ、資

本৽義国においては、市場経済のਹণにଽॐを֊行̱、「઀さなଽຸ」͒のٝ

߄によ̽て、企業に、競争のた͛の資ܦ ໸ى( *を௩大さ̵、大企業にచする

ܰ制をക෱̱、市場におけるুဇな競争をယօに̱よ̠と̱た。ଽຸの༗͞ࢌ

大企業͒の依存から、ু੩഼力・ুၛが͛ݥられるよ̠にな̽た。̭れは、市

場におけるুဇな競争が、ڰ発なイΦαーΏοンを୆͙੄すとする͜のである。

市場におけるᛥႧな競争のࠫ果、企業が೏いつ͛られて行̠イΦαーΏοンが、

革૧創੄のါ֦となると͙なされる。

　ఈ༷、競争は、ඊ୸を୆͙੄す。)29* 大部分の中઀企業は、大企業との競争

に෴れ、ൕఋされる。19世ࢃܮ฼には、国زを ) 再 * ൡ一̱たアιリ΃とΡイ

Μにおいて、ඊ୸がࠁ成された。競争は、ඊ୸͒のഢاのါ֦である。੝ܢの

資本৽義においては、企業の୆産力は਱分に発ో̱ておら̴、企業ܰ࿅の大̧

な大企業が、ࣞ い୆産力を̻͜、市場において、中઀企業にచ̱てခ၌であ̽た。

੝ܢ資本৽義においては、ఉくのࡢ人企業が、市場において、ুဇ競争をജٳ

̱た。ඊ୸企業は、市場を঑配̱、ඊ୸ ) ಼ً * ၌੕をಇୟする。20世͒ܮの

ഢ換ܢにアιリ΃でࠁ成されたの GE)1891*、US スΙール )1901* ͞、インΗー

΢Ώο΢ル・ΧーαスΗー )1892* な̓が代表であり、G.P. κル΄ン੸会な̓

のൎ資߆行がਹါな࿨ڬを౜̽た。)30* ඊ୸は、̷の੕ాなඊ୸၌੕によ̽て、

。行資本の঑配から౎するにঢ̽た߆

　̱か̱、ඊ୸は、̷れুఘが、ఉくの問題をඤ༫する。ඊ୸は、一ഽږၛす

ると、イΦαーΏοンより͜資߄ ) ໸ى * をဥいた市場঑配に関૤が࢜くよ̠
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になる。ඊ୸企業は、̷のခ၌な౷պを၌ဥ̱て、競争企業をฃਓ̱、঑配を

̱。に̱よ̠とするࡥޑ か̱、঑配からは、ਲ௺̱か୆まれない。ڰ発なイΦαー

Ώοン͞߃代資本৽義のୈ神 )「隣人愛」の実践 * を৐い、̷のୈ神は、ඤ࢜

̧となり、࡛ે֋঵を࿒的اするよ̠になる。̭のࠫ果、イΦαーΏοンは೪

త̱、企業の発ജは、ဲ制される。また、ඊ୸は、一ഽࠁ成されると、ඊ୸၌

੕の֋঵を࿒的اするよ̠になり、競争を制限̱、߃代資本৽義のୈ神は、減

పする߹࢜がある。ఈ༷、୶৾のୈ神を͜つ一部の革૧的な中઀企業が市場に

おいて、ࡺ客の঑঵をංて、ݢ成長する。̭のよ̠なેޙにచ̱て、ࣽ日の୶

ૺ資本৽義国では、ඊ୸はٜఘされ、一部のس୸企業がܖ৊とな̽て市場にお

いて競争するس୸経済が੄࡛̱た。競争は、存続するた͛に、さま̰まなࢥ夫

を଎̠ͧとする。̱か̱、企業の大ܰףの̧֨下̬をদ͙、ક๯者の၌ڒث͞

࿅اとس୸اは、さま̰まな問題を୆͙੄す。ඊ୸が、「ྖ௷の໲ا )31*」を୆

͙੄̱、୶৾のୈ神がଚప̱、経済の発ജ͞ક๯者の၌ףにと̽てマイ΢スに

ैဥする。߃年は、経済のس୸اがૺജ̱、経済は、س୸企業ۼの競争を৊に

ജ̱ٳている。

ːȅȶႋ૽Քȷ͈৘க͂އ௔ႁ

　J.A. ΏνンペーΗーは、資本৽義経済は൲ఠ )32* であり、企業۪ޏは、ݢ௸

に変اすると̱た。「୆໤学のဥࢊをৰりるなら、産業上のඏட変։で経済ࢹ

造が୲̴̢ඤ部から革ྵが̧ܳ、古いࢹ造が୲̴̢෫ٟされ、૧̱いࢹ造が୲

̴̢୆͙੄されている。̭のȸ創造的෫ٟȹのً೾̷̭資本৽義の本ৗをাす

ম実だ。̭れが資本৽義のউであり、す͓ての資本৽義企業は̭の中で୆̧て

いかなけれ͊ならない )33*」εーΗーによれ͊、市場ඤの競争は、։な̽たث

౵Ⴒङ )34* を͜つ企業ۼの争いであり、コスト・リーΘーΏΛί、ओ༆ا、集

中をܖ本୽ၞ )35* とする、さま̰まな୽ၞを߫り੄す。企業ۼの୆̧ॼりをか

けた競争が、ఉအなイΦαーΏοンを୆͙੄̱、経済の発ജをૺജさ̵る。
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　競争は、経済において、ඵਹ଻を͜つ。ڰ発なܿ੅革૧によ̽て経済ࢹ造が

変革され、社会ࢹ造͜変革に࢜か̠。ఈ༷、競争は、ੳ者と෴者を୆͙੄̱、

ΐλΛ·・;ェルΙの GE に͙られたよ̠な人員削減 )36*、所ංڒओをは̲͛

とするఉအな社会問題を̧̭֨ܳす。̭̭で、社会の分౯をٝ๰̱、հ定اさ

̵るた͛にຈါなのが、同ۜである。アΘθ・スηスはȸൽඃۜૂ論ȹで同ۜ

について੆͓ている。「人ۼが̓ͭなに၌ࡨ的な͜のと想定され̠るに̱て͜、

あ̧らかにかれの本଻のなかには、いくつかの原理があ̽て、̷れらは、かれ

にఈの人͍との׋ະ׋に関૤を͜た̵、かれらの幸໛を、̷れを見るとい̠١

の͕かにはなに͜、かれは̷れから̧͌ださないのに、かれにと̽てຈါなڢ

͜のとするのである。̭のਅ႒に௺するのは、Փれ͙または同ૂであ̽て、̷

れはͩれͩれがఈの人͍との๟६を見たり、たい͒ͭい̧い̧と૤に̢がか̵

られたりすると̧に、̷れにచ̱て̲ۜるૂ൲である )37*」̭のよ̠な同ۜが、

ࣽ日の企業社会にຈါである。野中֘ষ჊は、人、κΦ、߄、知ে、ૂ༭にح

を、ਹါな経営資࡙と̱てঐഊۜވ、̢ )38* ̱ている。ۜވは、暗࿑知 )39* の

ํᝲに௺する。企業ඤにおいて、ۜވをつくり੄すた͛には、ఉくのه題が存

हする。

　スηスは、ີ（ث౵）の࡙ஂを、労働に͛ݥた。「国ྦྷの年șの労働は、̷

の国ྦྷが年șક๯する୆ڰのຈ਑品と༒ף品のす͓てを本ြ的にݯރする࡙で

あ̽て、̭のຈ਑品と༒ף品は、つ͇に、労働のೄ୪の୆産໤であるか、また

は̷の୆産໤によ̽てఈの国ྦྷからࣔ入̱た͜のである )40*」また、マル·ス

は、労働は「人ۼの本ৗ )41*」であると̱た。人႒の౪୆ոြ、人ۼの労働に

よ̽て、人႒は存続̱、社会が֋঵され、発ജ̱た。ࡢ人は労働によ̽て、成

長する̭とがخෝである。労働者は、労働によ̽て、労働の͍ܔを̲ۜ、ুࡨ

をࣞ͛るた͛る̭とがで̧る。人ۼは、労働の৽ఘであるຈါがある。本ြ、

人ۼは労働によ̽て、ুらを存続さ̵るだけではなく、ুࡨのෝ力をࣞ͛、ু

、場労働者においてはࢥ、をۖ成̱よ̠とする。̱か̱、資本৽義の発ജはࡨ

੃Ⴏ労働のٜఘのႤঃであ̽た。資本৽義発ജとވに、ࢥ場においては、୆産
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଻の࢜上を࿒的と̱て、分業がૺജ̱、૖ྩがळ分̱ا、労働の非人اۼがૺ

ജ̱た。ήτイό͹マンは、「すな̻ͩ、労働はஞষळ分اされ઀ै業となり、

̭れらの઀ै業は、労働͒の関૤を৐̵ͩ、࡛हのよ̠な教֗କ੔を̽͜た人

のෝ力をະຈါと̱ている。̭れらの઀ै業は、ܿෝと߱Ⴏをますますະຈۼ

ါな͜のと̱ている。̷のȸ非知଻的଻ڒȹ͞ȸۗၯاȹによ̽て労働人࢛の

ますます大̧な部分をȸமٸȹ̱ている )42*」資本৽義においては、労働力は、

労働市場において੸品と̱て売ฃされ、労働者は、೹̱ރた労働力と̧֨換̢

にೈ߄を਋け৾り、୆産໤は、企業の͜のとなる。資本৽義においては、労働

者は୆ڰするた͛に労働力を売り、ೈ߄を਋け৾り、୆産໤は、企業の͜のと

なる。「大ၾ୆産の原理の͜とにおける୆産は、ࡢșの労働者による୆産では

なく、ࡢșの労働者はౙなる൲ैない̱ै業をなすにす̴̨、̷れらがൡ合̵

られては̲͛て୆産໤がで̧るのである。ࡢș人はだれ͜୆産໤をつくらない。

。人はু分がつく̽て、は̲͛て̷の୆産໤はু分の͜のとなり̠るのであるࡢ

୆産໤は͜は͞ࡢ人の͜のではない )43*」労働者はமۜٸを̲ۜ、労働をߎ೑

と̲ۜるよ̠になる。)労働மٸ *̭のࠫ果、資本の௰と労働者とのۼのచၛ・

分౯が୆̲る。労働が੸品اされて、労働力と̱て売ฃのచયとなり、労働者

は、労働力と交換でೈ߄を਋け৾るが、୆産໤は、資本زの͜のとなり、労働

者にと̽ては、労働୆産໤は、ഌచ的な͜のとなる。ळ分ا・マニνアルاさ

れたै業の߫り༐̱によ̽て、労働者のဳݥをਰ௷する̭とはࣾඳである。

　F.W. テイρーは、4つのܖ本原理を実ঔするた͛のૄ࠯と̱て、計ْ部の୭

ၛと「ࢹ想と৏行の分ၗ」を੹̢た。「計ْ部を૧୭するとい̽て̷͜れは計

ْするॽমを一か所に集͛るだけの̭とである。ࣽまで頭ෞをါする計ْする

ॽমはたいていೈ߄のࣞいࢥ٫ܥに͞ら̵ていたのであるが、̭̠い̠人は͚

٫についてॽমをするのにഐ̱ている人で、いͧͭな記჏的なॽমにはܥ̱ͧ

ະ̧࢜である。だから̭̠い̠ॽমをい̱̽͡に集͛て、̷のॽমになれたഐ

හ者に͞ら̵るだけの̭とである )44*」̭のよ̠に、計ْ部がॐ定̱たマニν

アル̱اたै業を労働者が行̢͊、୆産଻のޭ大اがخෝであるとする。̱か
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̱、̭の૖ྩのマニνアルاは、労働者の本ৗである労働の৽ఘ଻を్̠͜の

であ̽た。) 労働の非人اۼ * ̭の̭とについて、ΡρΛ΃ーは、知ে労働者

においては、「1つのॽমが計ْと実行に分႒で̧るからとい̽て͜、計ْする

者と実行する者が̷れ̸れ༆人でなけれ͊ならないとい̠理ဇは̭̓に͜ない

のであ̽て、1つの૖ྩが̷れ̸れ計ْと実行の両者を̽͜ていなけれ͊なら

ないのだ )45*」と̱ている。マニνアル̱اた労働においては、労働୆産଻の

、夫͞創造଻を్いࢥがհ定̱て͜、労働者の労働にచするڰ上によ̽て、୆࢜

労働者は、労働にచ̱て、ྖ௷を̲ۜる̭とはࣾඳである。労働者がুࡨ実࡛

のփেを͜つた͛には、૖ྩにおける৽ఘ଻を֋঵するຈါがある。労働の非

人اۼは、人ۼの本ৗに฽する͜のであり、̭̠̱て、労働の人اۼがه題と

な̽た。

　企業にと̽て、労働者の͜つ労働力のڰဥいかͭが、企業の競争力に、大̧

なޣגを͖ݞす。̭̭では、経営者とਲ業員のۼにおける同ۜがຈါとなる。

労働者は、ೈ߄だけでなく、૖場͒の所௺փে͞૖場ඤでのບث、労働による

る。̱か̱、資本৽義の成͛ݥ上、さらに労働の社会的փ義を࢜のෝ力のࡨু

ၛと労働の੸品اによ̽て、本ြ、労働の৽ఘである̧͓労働者の手౲اがૺ

ജ̱た。̭れを、ഢുさ̵、労働者を労働の৽ఘのպ౾に࿗すຈါがある。「労

働の究ޭの͍ܔは人ۼと社会にと̽ての成果を୆͙੄す̭とにある。̱か̱、

大ၾ୆産とळ分اされた分業Ώステθの͜とでは、ఉくのै業労働はুらの成

果から切りၗされ、とくに̷の成果をށ਋̱、၌ဥするࡺ客とのೄ୪的な関߸

を౯たれ、̷のࠫ果、̷の成果が̓のよ̠に࿨ၛ̻、͊ܔれているかな̓、労

働の成果にచする社会的ບثをೄ୪に਋ける̭とは͕とͭ̓ない )46*」

　૧ুဇ৽義は、ুဇ競争による効率的社会のࠁ成を࿒的とするが、競争が͜

たらす࿹ੳႦ෴とڒओのڐ大、ఈ༷において「໛ছ国ز」からのഢ換は、社会

༗વのੀ઀とい̽た੨問題をࡐहاさ̵る。競争によるίτΛΏλーは、૧̱

い知েを୆͙੄すܳบसとなり̠るが、ఈ༷において、社会の分౯によ̽て、

知ে・ૂ༭のࠫ合をஷগするါ֦と͜なり̠る。行ً̧̨た競争は、社会のະ
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հ定اを͜たら̱、長ܢ的には、企業社会の発ജにと̽て、マイ΢スにैဥす

る。イΦαーΏοンは、競争によ̽て୆͙੄されるが、社会のհ定にと̽ては、

同ۜがຈါである。市場経済が૫൫̱、市場 )੸品・߄ဏ・΍ービス * におけ

る競争がڐ大̱ている。本ြ、市場競争にはഐさないと͙なされて̧た分野)労

働・໛ছ・෠業 *に͜競争原理が導入されるよ̠にな̽た。̭̭では、効率଻

とވ࢖଻のΨρンスが問題となる。経済͞企業の発ജには、同ۜをฺ̽た競争

がຈါとなる。同ۜが企業ඤ社会の一ఘاを実࡛̱、イΦαーΏοンをخෝに

̱、企業の競争力を࢜上さ̵るါ֦となる。同ۜが、知ে・ૂ༭の交換をڰ発

。イΦαーΏοンの創੄を௯ૺするါ֦となり̠る、̱ا

ˑȅ͚̳͍

　資本৽義において、社会は常に変اする。ࣽ日、૧ুဇ৽義が、資本৽義国

において、一๊̱اている。૧ুဇ৽義は、「໛ছ国ز」͒の฽જから、「઀さ

なଽຸ」とুဇ競争によ̽て、効率的な経済ࢹ造͒のഢ換を଎る。̱か̱、競

争はඵਹ଻を͜つ。行ً̧̨た競争は、社会の一ఘ͞ا、企業の存続・発ജに

と̽て、マイ΢スにैဥする。市場競争の中で、企業の存続は、ယօではない。

資本৽義発ജの原൲力は、ুဇなজ的ڰ൲であり、市場における企業ۼ競争で

あ̽た。競争のࠫ果と̱てのڰ発なイΦαーΏοンが創੄され、企業の୆産଻

をࣞ͛た。企業は、୆̧ॼりをかけた競争の中で、さま̰まなイΦαーΏοン

を఑̻੄す。企業は、୆̧ॼるた͛に、ၛ౷͞੸品͞΍ービスを٨஝̱、ڒث

を̧֨下̬、૧̱いܿ੅革૧をは̲͛とする革૧をଛ行するຈါがある。ඊ୸

の໺ٺが෇েされ、国ခ企業がྦྷ営اされ、ඊ୸޺গ法によ̽て、ඊ୸企業が

ٜఘされ、઀数のس୸企業ۼの競争をܖ৊とするس୸経済がࠁ成されている。

　̱か̱、競争は、ඵਹ଻を͜つ。一༷において、イΦαーΏοンをڰ଻̱ا、

一部の୶৾のୈ神を̽͜た革૧的な企業が成長̱、非効率的な企業がෳੰされ

るが、ఈ༷において、社会の分౯とະհ定اを͜たらす。市場における競争の
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௯ૺの問題തは、社会のڒओ・分౯をઉ̧、社会の一ఘاをஷٺする̭とであ

る。大企業͞ີဉ者が࿹ߚされ、ఈ༷、社会༗વ๯が削減され、経済的৻者と

のڒओがڐ大̱ている。૧ুဇ৽義は、経済社会のߛșにまで競争を঵̻ࣺ͙、

社会༗વ๯の削減によ̽て、੫଻、ࣞႢ者、વٺ者、ٸ国人労働者な̓の経済

的৻者のࣾݫを͜たら̱、さま̰まなڒओを୆͙੄̱ている。̭̭では、社会

の中に同ۜがຈါになる。

　ࣽ日の社会は、分業がૺജ̱、̷れ̸れの分野における୺࿝人が、୺࿝知ে

をဥいて、経済社会の発ജに࣓̱ࡃよ̠とする。企業ඤにおいて、知েと知ে

がࠫ合 )૧ࠫ合 * ̱て、૧たな知েが୆͙੄される。̭̭では、知েのࠫ合を

ଔૺするါ֦と̱ての人と人との同ۜが、ࠫ合を௯ૺする大̧なါ֦となり̠

る。企業の発ജのた͛にຈါとなるのは、企業の一ఘاである。ࣽ日の企業に

と̽てਹါなه題は、最ഐなၛ౷と、企業が社会とさま̰まなταルで、一ఘ

ۜを͜つ̭とである。経営者の資ৗ͞経営理ැ、ήρンΡな̓が̭れに࿨ၛつ。

企業のඤ部と社会との関߸において、いかに、同ۜを୆͙੄すかが、企業の存

続と競争力にと̽て、ਹါなه題である。企業は、同ۜによる社会との一ఘا

がຈါである。企業が、୆̧ॼりのた͛のイΦαーΏοンがڰ発اする฽࿂、

競争の͜たらす໅の௰࿂である社会の分౯は、人の知ে・ૂ ༭のࠫ合をཐ̬る。

市場における競争によるイΦαーΏοンのڰ଻اだけでは、企業の競争力の࢜

上にと̽てະ਱分で、社会が分౯され、ະհ定اするよ̠であれ͊、փྙがない。

企業の発ജのた͛には、社会の一ఘاと同ۜをฺ̠競争がຈါである。競争は

神ではなく、企業ۼのފ಺がຈါな場࿂͜ఉく、経済社会の஠ての問題をٜ決

する̭とはで̧ない。とりͩけ、さま̰まなταルでの社会の分౯が問題であ

り、చၛから発ജは୆まれない。競争は、社会 )౷֖社会、ステイ·γルΘー、

国ඤٸ市場*における同ۜをฺ̠͜のでなけれ͊ならない。社会の中の同ۜが、

社会の一ఘاを͜たら̱、企業の存続・発ജに࿨ၛつと考̢られる。行ً̧̨

た競争は、社会のະհ定اをઉ̧、企業発ജのܖ๕をߡり༲す。労働者の৽ఘ

଻とুဇをٝ໘するた͛に͜、社会࣓ࡃփেと同ۜをฺ̽た企業経営が、ຈါ
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と考̢られる。
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〔論　説〕

ζΞςͺσέロȜコスΠ会計の൵වض࢘に̳۾る֚考ख़

若　原　憲　男

　　　　　　　　　　　　࿒　ষ

１　は̲͛に

２　ͩが国におけるマテリアルフローコスト会計の୆成発ജً೾

３　マテリアルフローコスト会計の導入効果について

　3-1　マテリアルフローコスト会計の࿒的と計算手法について

　3-2　企業によるഐဥম႕－日൐ഩڼࢥ৆会社のম႕－

ː　マテリアルフローコスト会計のജབとه題

ˑ　おͩりに

 ४考໲ࡃ

ˍ　͉̲͛ͅ

　࡛ह、ͩが国では、౷أݩ౰اచॐの一۪と̱て、2050年までの΃ーδン

ニνートρルの実࡛͞、2030年ഽまでのأ৒効果΄スの46ɓ削減（చ2013年ഽ

๤）を表ྶ̱、۪ޏ会計͒の関૤が非常にࣞま̽ている。また、2022年10月に

୰では、成長のた͛׵総理大૳所૞表ྶڝटされた第210ٝ国会におけるඤٳ

のൎ資と٨革のచયとなる一分野に、GX（Έリーン・トρンスフ΁ーιーΏο
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ン1）͒のൎ資 2を表ྶ̱ている̭とから、۪ޏ༗஠効果の数౵اをخෝとする

。は、ますますਹါになる͜のと考̢るڬ会計が果たす࿨ޏ۪

　̷̭で、本ࣂでは、۪ޏါ֦からޣגを਋ける経営փএ決定ίロΓスにచ̱

てૂ༭を೹̱ރ、঑׳するܥෝを発ܞする۪ۯޏ理会計に಍࿒̱、̷の中で͜

経営者௄に資࡙୆産଻の࢜上を൲ັܥけ、コスト削減と۪ޏ໅ك೩減を同時

に実࡛する̭とがخෝとなるマテリアルフローコスト会計（Material Flow Cost 

AccountingȇMFCA）の୆成発ജからの࡛ે෤՜と、導入効果に関するࣽࢃの

ജབとه題について考察̱たい。

　本ࣂのࢹ成は、ո下のとおりである。ま̴੝͛に、ͩが国におけるマテリア

ルフローコスト会計の୆成発ജً೾について෤՜する。ষに、マテリアルフロー

コスト会計の導入効果について、ഥൡ的な原ث計算との相֑തを୰ྶするとと

͜に、ͩが国のマテリアルフローコスト会計導入κΟル企業第１号と̱て成ࢗ

ম႕を世にা̱た日൐ഩڼࢥ৆会社のম႕3に͜૘れながら୰ྶする。最ࢃに、

。題について考察するهのജབとࢃࣽ

ˎ　̦࣭̤̫ͩͥͅζΞςͺσέυー΋Αト͈ٛࠗ୆଼อജً೾

に配ၪ̱た経営を行̠̭とは、൚டの̭とと̱て௴̢られޏ年、企業が۪߃　

るよ̠にな̽て̧た。実षに、۪ޏજ（ޏ۪ݰ಩）による企業（上場企業ȼ非

上場企業）をచયと̱たൡ計಺औ 4のΟーΗをږ෇̱て͙たい。

　ո下の଎ 1-1は、۪ޏ配ၪ経営を実践̱ている企業ڬ合の経年ଔ֊をা̱て

1　産業革ྵոြのا୞ී料中૤の経済・社会、産業ࢹ造を·リーン΀ΥルΆー中૤に֊行

さ̵、経済社会Ώステθ஠ఘを変革する̭とをい̠。（۪ޏજ HP） 　https://ondankataisaku.
env.go.jp/carbon_neutral/topics/20221018-topic-34.html、2022年11月21日ר။。

2　GX（Έリーン・トρンスフ΁ーιーΏοン）の実行にຈါなঔॐを検討するた͛、2022
年7月に、「GX 実行会݈」をۗഅに୭౾̱ている。

3　経済産業જ（2011）pp.10-11。
（年ഽࡓ႓和）を1991年ഽ（平成3年ഽ）から2019年ഽ「に͞さ̱い企業行൲಺औޏ۪」　4

にかけて実ঔ̱ていた。
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マテリアルフローコスト会計の導入効果に関する一考察

いる。

　଎1-1によれ͊、۪ޏ配ၪ経営を実践̱ている企業は、஠ఘで˕ڬを಼̢て

おり、上場企業の͙なら̴非上場企業において͜、ًݲから˕ڬを಼̢るକ੔

でଔ֊̱ている。つまり、ఉくの企業は、ةらかのࠁにより۪ޏ配ၪ経営をպ

౾ັけている̭とが分かる 5。

からਹݲً、と経済の両ၛを଎る̢̠でޏに配ၪ̱た経営、͌いては۪ޏ۪　

ါな࿨ڬを౜̽て̧た分野と̱て発ో̱て̧たのが۪ޏ会計である 6。

れるよ̠にな̽た࡙ܳは、1987年͊ލと経済の両ၛがޏ۪、̷̷͜͜　

の国Ⴒήルントρントտ員会で೹੹された「঵続خෝな発ജ（sustainable 

development）」とい̠コンΓίトにまでஸる。̭のٽැは1992年にリ΂Οΐλ

Υイロでٳटされた౷ݩ΍ηΛトでन఼され、国ष社会のވ೒理ැとな̽

5　平成30年ഽでは、「企業の社会的ୣහの一つである」とպ౾ັけている企業が58.2ɓと最

͜ఉく、ষに「ਹါなビΐΥス୽ၞの一つである」が19.8ɓとな̽ている。۪ޏજ（2020a）p.5。
6　५上ో人・࢜५ක夫・ኈ部࣪຃編ಠ（2005）p.2を४ચされたい。

2 

２ わが国におけるマテリアルフローコスト会計の生成発展過程 

  

 近年、企業が環境に配慮した経営を行うことは、当然のこととして捉えられ

るようになってきた。実際に、環境省（旧環境庁）による企業（上場企業＋非

上場企業）を対象とした統計調査3のデータを確認してみたい。 

以下の図 1－1 は、環境配慮経営を実践している企業割合の経年推移を示し

ている。 

 

出所：環境省（2006）,（2007）,（2008）,（2009）,（2010）,（2012）,（2013）,（2014a）, 

（2015）,（2016a）,（2017a）,（2018a）,（2019a）,（2020a）を基に筆者作成 

 

図 1-1 によれば、環境配慮経営を実践している企業は、全体で９割を超えて

おり、上場企業のみならず非上場企業においても、過去から９割を超える水準

 
3 「環境にやさしい企業行動調査」を 1991 年度（平成 3 年度）から 2019 年度（令和元年度）にかけ

て実施している。 

੄所ȇ۪ ,જ（2006）,（2007）,（2008）,（2009）,（2010）,（2012）,（2013）,（2014a）,（2015）,（2016a）ޏ
（2017a）,（2018a）,（2019a）,（2020a）をܖにຊ者ै成

଎1Į1　۪ޏ෻ၪͬאࠐ৘கܑ̱̞̀ͥުࠐ͈ࣣڬාଔ֊Ȫා号̴͉̞ͦ͜໹଼ȫ
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た 7。本΍ηΛトոြ、社会一๊の۪ޏ༗஠に関する関૤がࣞまり、۪ޏ問題

͒చ؊̱ない企業は、ࣽࢃの存続が͐ܓまれるとの෇েがかなり広ํսに行̧

ള̽た 8。̷̱て、「঵続خෝな経済発ജ」の実࡛に࢜けた手法の一つと̱て、

ম業者の۪ޏマΥΐιント͒の関૤がࣞまり、国षດ੔ࢹܥا（International 

Organization for StandardizationȇISO）は1993年から۪ޏマΥΐιントΏステθ

のܰڒの検討をٳই̱た。̭れが、ࢃの ISO14000ΏリーΒになるのである。

また、1995年より、国Ⴒの࢓ܨ変൲იழૄ࿩೿࿩国会݈ 9（COP 10）が毎年ٳट

されるよ̠になり、1997年にނസでٳटされた第3ٝ会݈（COP3）では、2008

年から2012年までのڎ国の CO2ෳ੄ၾ削減࿒ດを୭定̱たނസ݈定੥が࢖াさ

れた 11。

　ո上の൲̧により、ͩが国における۪ޏマΥΐιント（۪ޏに関する経営༷

ૻのॐ定）に৾りழ͚上場企業のڬ合͜、1991年ഽは3ڬ೾ഽのକ੔であ̽た

が、1999年ഽには6ڬを上ٝるକ੔にまで௩̱حた 12。ޏ۪ݰ಩は、産業ٮにお

ける۪ޏ会計͒の関૤のࣞまりを਋けて、1996年に「۪ޏ༗஠コストの෤՜に

関する検討会」を୭౾̱ 13、同検討会による成果をまと͛、1999年3月には「۪

けて࢜ၛにږ会計のޏ表に関する΄イΡρインȡ۪࢖͍ݞ༗஠コストの෤՜ޏ

ȡ（中ۼとりまと͛）」（ո下「۪ޏ会計΄イΡρインմ」とい̠）を࢖表̱た。

会計に関する企業実ྩ検ޏ۪」಩はޏ۪ݰ、ࢃ表࢖会計΄イΡρインմをޏ۪

7　ኈ部࣪຃編（2011）p.1。
8　河野ୃ男（2001）p.9。
9　一๊的に࢓ܨ変൲იழૄ࿩と͊ࡤれる。౷أݩ౰اచॐに関する৾ழを国ष的にފ಺̱

て行̽ていくた͛1992年5月にन఼され、1994年3月に発効̱た。本ૄ࿩は、ࠏ࢓ܨにచ̱

てࡏܓな人ܺ的ޣגを͖ݞす̭ととならないକ੔において、大ܨ中のأ৒効果΄スෛഽを

հ定اする̭とを̷の究ޭ的な࿒的と̱、೿࿩国にأ৒効果΄スのෳ੄・ݟਓ࿒჏のै成、

౷أݩ౰اచॐのた͛の国ز計ْのॐ定と̷の実ঔ൝のڎਅの義ྩを̱هている。۪ޏજ

（2014b）p.448。
10　Conference of the Parties（ૄ࿩の೿࿩国会݈）をփྙする。࢓ܨ変൲იழૄ࿩͞୆໤ఉအ

଻ૄ࿩な̓でঀͩれる̭とがఉい。۪ޏજ（2014b）p.462。
11　૒田ක（2008）ܮp.3。
。જ（2002）p.2ޏ۪　12
13　河野ୃ男（2001）p.88。
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討会」を発௷さ̵、۪ޏ会計΄イΡρインմにచする実ྩزからのփ見をಶ৾

するとと͜に、日本࢖෇会計আ・୺࿝部会とのވ同研究会を೒̲てփ見交換を

行̽た。̷̱て、1999年11月には「۪ޏ会計Ώステθのږၛに関する検討会」

を発௷さ̵、2000年5月には「۪ޏ会計΄イΡρインմ」の成մとなる「۪ޏ

会計Ώステθのږၛに࢜けて（2000年༭࣬）」（ո下「2000年ๅ΄イΡρイン」

とい̠）を࢖表̱たのである 14。

　2000年ๅ΄イΡρインでは、۪ޏ会計にܢఞ̱ているܥෝと̱て、ո下の２

つを̬ݷている 15。

　)1* ඤ部ܥෝ

　　企業൝のඤ部ۯ理ૂ༭のΏステθと̱て、年ș໅౜の௩大する۪ޏ༗஠コ

ストのۯ理۪͞ޏ༗஠చॐの๯ဥచ効果分析をخෝに̱、ഐ切な経営฻౯を

೒̲て効率的かつ効果的な۪ޏൎ資を௯すܥෝを果たす。

　)2* ෝܥ部ٸ

　　企業൝の۪ޏ༗஠͒の৾ழેޙを定ၾ的に࢖表するΏステθと̱て、၌ٺ

関߸者のփএ決定にޣגをဓ̢るܥෝを果たす。

　2000年ๅ΄イΡρインは、ඤ部ܥෝのਹါ଻を෇͛ながら、̷れは企業な̓

のু৽଻͞ඊু଻が発ܞされる分野であるた͛૬く૘れ̴、ٸ部ܥෝに๤ਹを

౾いた記੆にな̽ている 16。ٸ部͒のૂ༭೹ރにあたり、၌ဥ者͒のୃږなૂ

༭ഥోを଎るた͛、೹ރされるૂ༭のൡ一଻、ވ೒଻のຈါ଻を੆͓、̭の΄

イΡρインの࿨ၛ̻を୰ྶ̱ている 17, 18。

　̭のよ̠に、൚時のͩが国の۪ޏ会計は、ٸ部ܥෝに๤ਹを౾いたٸ部۪ޏ

14　同上 p.89。
。಩（2000）p.8ޏ۪　15
16　河野ୃ男（2001）p.93。
。಩（2000）pp.8-9ޏ۪　17
18　河野ୃ男（2001）p.93。
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会計を中૤に発ജ̱た経֌がある。̱か̱、ഥൡ的な会計学のႀ֖において、

़ྩ会計（ૂ༭ٳাをਹণするٸ部会計）とۯ理会計（経営ۯ理をਹণするඤ

部会計）のႲࠈが企業経営においてຈါະࠧخであるよ̠に、۪ޏ会計のႀ֖

において͜、ٸ部۪ޏ会計と۪ۯޏ理会計（ඤ部۪ޏ会計）の಺和のとれた発

ജがޑく͛ݥられる 19。企業は、၌ףを೏ݥするழ૕ఘであり、経済ڰ൲とڞ

ၗされた۪ޏマΥΐιントΜールだけでは঵続的な۪ޏ༗஠ڰ൲を実ঔする̭

とはࣾඳであるた͛、۪ޏ༗஠と経済ڰ൲を͍ࠫつける手౲がຈါとなり、̷

の手౲を೹ރする͜のが۪ۯޏ理会計なのである 20。

理会計ۯޏ۪。について͜૘れてお̧たい࢜理会計を͛ぐる国ष൲ۯޏ۪　

に最͜古くから৾りழͭで̧た国はアιリ΃であり、ߓఘ的な৾りழ͙ম႕

と̱ては、アιリ΃۪ޏ༗ࢌ಩（United States Environmental Protection Agencyȇ

USEPA）による「۪ޏ会計ίロΐェ·ト」が̬ݷられる 21。アιリ΃۪ޏ༗ࢌ

಩は、「企業にచ̱て、۪ޏコストの஠ఘ௨を理ٜ̱、փএ決定にൡ合する̭

とを੻႗̱、൲̿ܥける̭と」をঀྵと̱て、1992年から2002年まで「۪ޏ会

計ίロΐェ·ト」を実ঔ̱、数ఉくの手法をٳ発̱て̧た 22。「۪ޏ会計ίロΐェ

·ト」をٳই̱た時തでは、まだ۪ۯޏ理会計とい̠࡞ဩは୆まれていなか̽

たが、̭れはまさ̱く۪ۯޏ理会計と̱てのίロΐェ·トであ̽た 23。

　πーロΛΩでの۪ۯޏ理会計の୶ૺ国はΡイΜである 24。1990年代฼̮͊ͧ

より、ى໸αースの۪ޏ会計に͜関૤が̵ܙられるになり、ΡイΜ۪ޏજおよ

͍同۪ޏ಩は۪ޏ原ث計算のਹါ଻にಕ࿒̱、۪ޏ原ث計算۪͞ޏ原ۯث理に

関するΧンΡήΛ·͞΄イΡήΛ·を̱ۏ࢖ている 25。

　また、国Ⴒの国Ⴒ঵続خෝٳ発部（United Nations Division for Sustainable 

19　経済産業જ（2002）p.2。
20　同上 pp.2-3。
21　中፜೒࿭・ኈ部࣪຃（2002）p.26。
22　ኈ部࣪຃・չೠඃࢤ・କ（2007）࢛࣠p.24。
23　同上。

24　中፜೒࿭・ኈ部࣪຃（2002）p.27。
25　ኈ部࣪຃・չೠඃࢤ・କ（2007）࢛࣠p.25。
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DevelopmentȇUNDSD）では、1999年から۪ۯޏ理会計に関する୺࿝ز会合を

定ܢ的にٳट̱ており、۪ۯޏ理会計の手法ٳ発とຽݞに഼力̱ている 26。̷

̱て、̷の成果は２つのχー·ήΛ·と̱てまと͛られている 27。χー·ήΛ

·の一つとなる第１ے「۪ۯޏ理会計ȇ手続̧と原௱」の༭࣬੥は、۪ۯޏ理

会計の手法をఘࠏ的にまと͛た͜のであり、マテリアルフローコスト会計は「一

༜ૺͭだ」۪ۯޏ理会計と̱てમ̱くٜ୰されている 28。

ၛ͜ૺ͙、̷のږ理会計のۯޏ۪、問題͒の৾りழ͙のなかでޏ۪、年߃　

なかでಕ࿒されているのがマテリアルフローコスト会計である 29。ͩ が国では、

1999年より、経済産業જ（ݰ೒੸産業જ）が۪ۯޏ理会計の手法ٳ発にಕ力

̱ており、2002年に同જが̱ۏ࢖たȸ۪ۯޏ理会計手法χー·ήΛ·ȹでは、

マテリアルフローコスト会計が۪ۯޏ理会計のခ力手法と̱てٜ୰されてい

る30。

　マテリアルフローコスト会計は、ΡイΜのア;ΈスήルΈ（Augsburg）にあ

るྦྷۼの۪ޏ経営研究所（Institut für Management and Umweltȇո下「IMU」と

する）がٳ発̱た۪ۯޏ理会計手法である 31。̭の IMU は、ア;ΈスήルΈ大

学教授のχΈ΢ー（B.Wagner）と同大学੄૸であるストローαル（M.Strobel）

によ̽て、۪ޏ経営ܿ法のٳ発とコン΍ルテͻンΈを৽な࿒的と̱て、1992年

に୭ၛされた研究所である。

　ͩが国では、۪ޏ経営͒のփেのࣞまりを਋け、1999年に、経済産業જ（ݰ

೒੸産業જ）が社౬法人産業۪ޏ会にտు̱たίロΐェ·ト「۪ޏビΐΥス発

ജ௯ૺ൝಺औ研究ȇඤ部ۯ理のた͛の۪ޏ会計手法のࢹಃ」（1999ȡ2001年ഽ）

26　同上。

27　χー·ήΛ·については、中፜೒࿭・ኈ部࣪຃（2002）pp.28-29を४ચされたい。

28　中፜೒࿭・ኈ部࣪຃（2002）pp.28。
29　木村៍実（2015）p.1。
30　ኈ部࣪຃・չೠඃࢤ・କ（2007）࢛࣠p.57。
31　中፜೒࿭・ኈ部࣪຃（2002）p.52。
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がૺ͛られ 32、̷の中で2000年10月には「マテリアルフローコスト会計検討઀

տ員会」が୭けられた。発௷の෸ࠊには、2000年5月に、同ίロΐェ·トのտ

員会տ員長であ̽たኈ部࣪຃教授（神࡫大学大学֭）が、国Ⴒのտ員会੄୘の

た͛にπーロΛΩをངれたष、ஜ੆のχΈ΢ー教授と同୘̱、̷の୘で「マテ

リアルフローコスト会計」とい̠名を໳̧、ໝ数のΡイΜ企業における導入実

されてٳマΥΐιントコン΍ルテͻンΈと̱て͜ജޏが行ͩれ、企業͒の۪ࡑ

いるૂ༭をංた̭とによる͜のである 33。2000年10月、χー΅ンΈΈルーίの

տ員長であ̽たକ࢛࣠੩教授（ࣞॄ経済大学、൚時）と中፜೒࿭੩教授（関ୌ

大学、൚時）が IMU をངれ、マテリアルフローコスト会計理論から実ྩ導入

͒のΦ;Χ;の理ٜ・ݟਓに഼͛るとと͜に、IMU とのࠑ続的なコηνニΉー

Ώοンを଎りながらͩが国でのίロΐェ·トをૺ͛た。̷̱て、2000年11月に

は、日本で੝͛て日൐ഩڼࢥ৆会社にてマテリアルフローコストの導入がদ行

され、̷の͜ࢃ田༏製࿪ڼ৆会社（࡛हは田༏三຅製࿪ڼ৆会社）、Η΅ロン

৆会社に͜দ行導入された。̷のদ行導入の成果を͏まڼ৆会社、΅λΦンڼ

̢て、経済産業જは2002年にȸ۪ۯޏ理会計手法χー·ήΛ·ȹを̱ۏ࢖たの

である。

　̷のࢃとなる2005年ഽには、「マテリアルフローコスト会計導入ވ同研究κ

Οルম業」をٳই̱、̷の͜ࢃ「જ資࡙」、「೩ౢள」を΅ーχーΡに、̭れら

を実࡛するた͛のΜールと̱てマテリアルフローコスト会計のຽݞを௯ૺ̱

た。

　2007年には、日本からマテリアルフローコスト会計の国षດ੔اを ISO ȟ

TC207（国षດ੔ࢹܥاȟܿ੅տ員会「۪ޏマΥΐιント」）に೹մ̱、̷の

ࠫ果、2008年に TC207ȟ WG8（MFCA） 34が創୭された 35。̷̱て、2011年に、

32　౷ޏ۪ݩ୽ၞ研究ܥ関（˥ˣˡ˯）関ୌ研究ΓンΗー編（2003）p.44。
33　同上。

34　ISO ȟ TC207（国षດ੔ࢹܥاȟܿ੅տ員会「۪ޏマΥΐιント」）においてマテリアル

フローコスト会計のܰڒを検討するχー΅ンΈΈルーίの̭とである。

35　経済産業જ（2010）は̲͛に。



ғ77ғ

マテリアルフローコスト会計の導入効果に関する一考察

マテリアルフローコスト会計の一๊的なიழ͙を定͛た ISO14051が発行され、

2012年に JIS された 36。2014年にはマテリアルフローコスト（JIS Q 14051）ا

会計の΍ίρイΙェーンにおける実践的導入に関する国षດ੔اの೹մがなさ

れ 37、2017年に ISO14052と̱て発行された。ࢵに2021年2月には、マテリアル

フローコスト会計を੝͛て導入する企業࢜けに、「MFCA Ψρンス集計表」を

αースに̱たマテリアルフローコスト会計の౲ٴ的な৾りழ͙をخෝにする

ISO14053が発行され、࡛ह͜マテリアルフローコスト会計をယօに導入で̧

る手法を೏̱ݥている。

ˏ　ζΞςͺσέυー΋Αト͈ٛࠗ൵ව̞̀̾ͅض࢘

ĴĮ1　ζΞςͺσέυー΋Αト͈ٛࠗ࿒എ͂ࠗॳ਀༹̞̾̀ͅ

　マテリアルフローコスト会計とは、企業の୆産ίロΓスにおいて、原ऺ料な

̓のマテリアルフローとストΛ·を数ၾとڣ߄で௶定する̭とで「ロスの見̢

るا」をخෝにするΏステθであり、୆産଻の࢜上によるコスト削減と۪ޏ໅

。೩減を同時に実࡛する̭とがで̧る 38ك

　̭̭では、೒常の原ث計算（ഥൡ的な原ث計算）とマテリアルフローコスト

会計の֑いについて୰ྶする。

　マテリアルフローコスト会計のܖ本࿒的は、一๊にষのˑつである 39。

　ӱマテリアルフローࢹ造をخণاする̭と。

　ӲマテリアルフローとストΛ·を໤ၾとコストૂ༭で෤՜する̭と。

　ӳഥൡ的原ث計算をୈᣰاする̭と。

　Ӵあら͠る経営ٴ௄にခဥでഐ時なփএ決定ૂ༭を೹ރする̭と。

36　ኈ部࣪຃・中፜೒࿭編（2018）p.6。
37　৚原Ւ（2015）ܮp.2。
。જ（2014b）p.460ޏ۪　38
39　中፜೒࿭・ኈ部࣪຃（2002）pp.66-67。
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　ӵ۪ޏ໅ك೩減とコスト削減を同時にో成するよ̠なܖ੔を導入する̭と。

　ո下の୭႕を͏ま̢て、೒常の原ث計算（ഥൡ的な原ث計算）とマテリアル

フローコスト会計の֑いについて、୰ྶを̱たい。

Ⱥ୭႕Ȼ

　ۖ成品を製造するまでのࢥ೾は、第１ࢥ೾と第２ࢥ೾からなる。第１ࢥ೾の

ইതで原ऺ料をൎ入̱、ࢥحする。第１ࢥ೾ۖၭ品は̷のまま第２ࢥ೾͒送ら

れ、第２ࢥ೾ではஜࢥ೾ۖၭ品を̱ࢥح、ۖ成品となる。

ȴ୆産ΟーΗに関する資料（ॽڥ品हࡩ、製品हࡩは存ह̱ない͜のとする）ȵ

　　൚月ൎ入ऺ料　　　  1,000kg　　　第１ࢥ೾ୃ常ॽఅ品　200kg

　　第２ࢥ೾ୃ常ॽఅ品　 120kg　　　൚月ۖ成品　　　　　720kg

　

ȴ原ثΟーΗȵ

　　原ऺ料๯　　　　 100,000円　　　 第１ࢥ೾ࢥح๯　80,000円

　　第２ࢥ೾ࢥح๯　   60,000円

　ഥൡ的な原ث計算の৽࿒的は、売ثにచする原ثを計算するた͛、ୃ常なํ

սのະၻ͞ॽఅな̓はၻ品が໅౜する̭とになる 40。

　̱たが̽て、ഥൡ的な原ث計算のၠれは、ո下の଎3-1の೒りになる。

40　ড়田英ਏ・ၐؖ英ၖঊ（2014）p.79。



ғ79ғ

マテリアルフローコスト会計の導入効果に関する一考察

଎ĴĮ1　ഥൡഎ̈́ࠗثࡔॳȪഽٸণ༹ ĵ1ȫ

10 

 ࠔ（るࡍ௙᥃ရᅾᗜ、〇ရᅾᗜはᏑᅾしないものと）る㈨ᩱࡍ生⏘データに㛵ࠓ

  当᭶ᢞධᮦᩱ     1,000kg   ➨㸯ᕤ程ṇᖖ௙ᦆရ 200kg 

  ➨２ᕤ程ṇᖖ௙ᦆရ   120kg   当᭶᏶成ရ     720kg 

  

 ࠔཎ౯データࠓ

  ཎᮦᩱ㈝     100,000 ෇   ➨㸯ᕤ程ຍᕤ㈝ 80,000 ෇ 

  ➨２ᕤ程ຍᕤ㈝   60,000 ෇ 

 

 ఏ統ⓗなཎ౯計⟬の୺┠ⓗは、኎౯に対ࡍるཎ౯を計⟬ࡍるたࡵ、ṇᖖな⠊

ᅖの୙Ⰻや௙ᦆな࡝はⰋရが㈇ᢸࡍることになる39。 

 したがって、ఏ統ⓗなཎ౯計⟬のὶれは、以下の図 3-1 の㏻りになる。 

 

図 3-1 ఏ統ⓗなཎ౯計⟬（度እどἲ40） 

 

 
39 ᰘ⏣ⱥᶞ࣭᲍ᒸⱥ㔛Ꮚ（2014）p.79。 
40 ṇᖖ௙ᦆのฎ⌮᪉ἲは、「ཎ౯計⟬基準」27 に基࡙き、ཎ๎ⓗなฎ⌮᪉ἲとなる度እどἲを᥇⏝し

ている。ᮃ᭶ᜏ⏨࣭⣽ᾏ୍ᫀᮁ（2021）p.103。 

　企業経営の۷തからすれ͊、෱ܤ໤とな̽た原ऺ料͒ൎ下̱た๯ဥ͜、製品

の売上からٝਓ̱なけれ͊ならないので、̷のڣを分ၗする̭となく、最終製

品原ثにু൲的に͛܄るഥൡ的原ث計算の手法は、̷ のփྙで合理଻がある 42。

　̱か̱、製造ࢥ೾からෳ੄される෱ܤ໤は、ষࢥ೾につながる͜のではない

限り、原ث計算のచયからٸす̭とがخෝになり、෱ܤ໤をخෝな限り減ら̷

̠とするインΓンテͻήをဓ̢る̭とはඳ̱い。

　ষに、マテリアルフローコスト会計の計算を͙て͙る。

　マテリアルフローコスト会計では、マテリアルのၠれに؊̲てث౵計算をす

る༷法であり、෱ܤ໤のث౵͜製品と同အに計算する 43。̱たが̽て、マテリ

アルフローコスト会計の原ثのၠれについては、ո下の଎3-2の೒りになる。

41　ୃ常ॽఅの処理༷法は、「原ث計算ܖ੔」27に̧̿ܖ、原௱的な処理༷法となるഽٸণ

法をनဥ̱ている。བ月ࢭ男・ळ٬ઍ一Ⴟ（2021）p.103。
42　中፜೒࿭・ኈ部࣪຃（2002）p.72。
43　同上 p.73。
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41 ୰ᔲ㏻㟹࣭ᅧ㒊ඞᙪ（2002）p.72。 
42 ྠ上 p.73。 

            
        

       
       

                                

        
          

       
       

       

         
       

          
       

       
           

      

        
          

       
       

          

         
          

      

      

          
       

       
       

       
       

          
       

       
       

       
      

      

               

              

             

（ɦ1）第１ࢥ೾ࢥح๯60,000円ɀ൚月ൎ入原ऺ料1,000kgȿ第１ࢥ೾ୃ常ॽఅ品200kg Ɂ 12,000円
（ɦ2）第２ࢥ೾ஜࢥ೾ࢥح๯（第１ࢥ೾ࢥح๯）48,000円 ɀ 第２ࢥ೾ஜࢥ೾ۖၭ品ൎ入分800kgȿ 第

೾ୃ常ॽఅ品120kg Ɂ 7,200円ࢥ２
（ɦ3）第２ࢥ೾ࢥح๯40,000円ɀ第２ࢥ೾ஜࢥ೾ۖၭ品ൎ入分800kg ȿ 第２ࢥ೾ୃ常ॽఅ品120kg Ɂ 

6,000円

　マテリアルフローコスト会計では、ഥൡ的な原ث計算と։なり、໅の製品

57,200円を෤՜̱ているതがਹါとなる。マテリアルフローコスト会計の۷ത

から͙れ͊、製品は販売される͜のだけではなく、෱ܤ໤͜୆産ࢥ೾から産੄

されるո上、໅の製品と͙なす̧͓と考̢るのである 44。企業と̱ては、ઁな

くと͜໅の製品57,200円とい̠経済的ث౵を෱̱ܤている̭とが分かるた͛、

̭の෱ܤ໤をخෝな限り減ら̱てい̭̠とするインΓンテͻήが働くのであ

る。

　̷̱て、෱ܤ໤を減ઁさ̵れ͊、̷の分のコストを削減で̧、͌いては၌ף

の࢜上につな̬る̭とがخෝになるのである。ࢵには、ࢥڎ೾の෱ܤ໤にか

かる経済的ث౵͜෤՜で̧るた͛ 45、୆産ࢥ೾̮との非効率଻͜ྶらかに̱て、

44　同上。

45　଎3-2による第１ࢥ೾෱ܤ໤の経済的ث౵は32,000円（Ɂ原ऺ料20,000円ȼ第１ࢥ೾ࢥح

๯12,000円）、第２ࢥ೾෱ܤ໤の経済的ث౵は25,200円（Ɂ原ऺ料12,000円ȼ第１ࢥ೾ࢥح

๯7,200円ȼ第２ࢥ೾ࢥح๯6,000円）である̭とが分かる。
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41 ୰ᔲ㏻㟹࣭ᅧ㒊ඞᙪ（2002）p.72。 
42 ྠ上 p.73。 
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٨஝を଎るた͛の༷ॐを講̲͞すくなるであ̠ͧ。

　また、అף計算੥の表াについて͜૘れてお̧たい 46。

　ո下の଎3-3を४ચ̱ていただ̧たい。

଎ĴĮĴ　ഥൡഎ̈́ࠗثࡔॳͥ͢ͅఅࠗףॳ੥͂ ŎŇńł ͥ͢ͅఅࠗףॳ੥
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図 3-3 ఏ統ⓗなཎ౯計⟬によるᦆ┈計⟬᭩と MFCA によるᦆ┈計⟬᭩ 

 

 出所：ྂᕝⰾ㑥࣭❧ᕝ༤ᕭ࣭ྂᕝᰤ₶（2014）p.226 ⾲ 10 に基࡙き筆者作成 

 

ఏ統ⓗなཎ౯計⟬によるᦆ┈計⟬᭩౛では、኎上ཎ౯は 200,000 ෇となり、㈇

の〇ရཎ౯（ᗫᲠ≀ཎ౯）を⾲示ࡍることは出᮶ない。୍ ᪉、マテリアルフロー

コスト会計によるᦆ┈計⟬᭩では、ṇの〇ရཎ౯が 142,800 ෇、㈇の〇ရ（ᗫ

Რ≀ཎ౯）が 57,200 ෇と᫂示され、企業ഃに㈇の〇ရを作らないたࡵのࢭࣥ࢖

ࣥテࣈ࢕を୚え、㈨※生⏘ᛶのྥ上にᐤ୚ࡍることもྍ⬟になる。 

 

 以上のように、マテリアルフローコスト会計は、ఏ統ⓗなཎ౯計⟬ではᵓ㐀

ⓗにぢⴠとされがࡕで࠶った㈇の〇ရ（ᗫᲠ≀ཎ౯）を㔠㢠でホ౯ࡍることに

より、経営者ᒙに㈨※生⏘ᛶのྥ上を動ᶵ௜け、コスト๐ῶと環境㈇Ⲵపῶを

ྠ᫬に実⌧ࡍることがྍ⬟となる⟶⌮会計ᡭἲで࠶るといえる。 

 

 

 

　　　　　 　੄所ȇ古୼༿ཆ・ၛ୼ฎྜ・古୼ו੕（2014）p.226表10に̧̿ܖຊ者ै成

　ഥൡ的な原ث計算によるఅף計算੥႕では、売上原ثは200,000円となり、

໅の製品原ث（෱ܤ໤原ث）を表াする̭とは੄ြない。一༷、マテリアルフ

ローコスト会計によるఅף計算੥では、ୃ の製品原ثが142,800円、໅の製品（෱

が57,200円とྶাされ、企業௰に໅の製品をैらないた͛のインΓ（ث໤原ܤ

ンテͻήをဓ̢、資࡙୆産଻の࢜上にܙဓする̭と͜خෝになる。

　ո上のよ̠に、マテリアルフローコスト会計は、ഥൡ的な原ث計算ではࢹ造

的に見၂とされが̻であ̽た໅の製品（෱ܤ໤原ث）をڣ߄でບثする̭とに

より、経営者௄に資࡙୆産଻の࢜上を൲ັܥけ、コスト削減と۪ޏ໅ك೩減を

同時に実࡛する̭とがخෝとなるۯ理会計手法であるとい̢る。

46　古୼༿ཆ・ၛ୼ฎྜ・古୼ו੕（2014）pp.225-226を४ચされたい。
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　日൐ഩڼࢥ৆会社は、大ि市に本社があり、「ු಍ܿ੅」、「ഭܿࢥ੅」、「ࣞ

分ঊܥෝ制ܿࢄ੅」、「ࣞ分ঊ分析・ບܿث੅」をαースに、အșなܿ੅をழ͙

合̵ͩ、ු಍テーίな̓の༫௡ऺ料、סએဥ࢕学フͻルθ͞ু൲৬ဥ部品な̓

を製造するڼ৆会社である。

　ஜ੆の೒り、日൐ഩڼࢥ৆会社は、マテリアルフローコスト会計導入κΟル

企業第１号（2000年11月）であり、マテリアルフローコスト会計手法のခ効଻

を実બ̱、成ࢗম႕と̱て世にা̱た。

　Ⱥ日൐ഩڼࢥ৆会社（2022年4月1日࡛ह）47Ȼ

　　・ਲ業員数　Ⴒࠫ28,438名　ౙఘȇ6,501名

　　・売上ࣞ（2022年3月ܢ）　   Ⴒࠫȇ8,534ؙ円　ౙఘȇ5,174ؙ円

　　・資本߄ȇ267ؙ円

　マテリアルフローコスト会計導入の製品・ࢥ೾と̷のඅ଻、マテリアルフロー

コストの集計ࠫ果については、ո下の೒りであ̽た 48。

　)1* చય製品とࢥ೾ํս

　　　΀τ·トロニ·スဥු಍テーίをచય製品と̱、製造ρインにマテリア

ルフローコスト会計を導入̱た。

　)2* 製造ࢥ೾と໤ၾΓンΗー

　　・̭の製品は、ऺܕ、ු಍स、ΓΩτーΗの３௄ࢹ造でで̧ている。

　　・ 下଎（ষペーΐ଎3-4）のよ̠に、ဣٜ、ΨΛΙ配合、ഭࢥȼأح、切౯、

検品・༫௡の5ࢥ೾で製造する。

　　・日൐ഩڼࢥ৆会社では、਋ಕから੄كにいたる໤とૂ༭をトーΗルにۯ

47　日൐ഩڼࢥ৆会社 HP「会社ٽါ」https://www.nitto.com./jp/ja/about_us/corporate/outline/。
48　経済産業જ（2011）pp.10-11。
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理する「日ș൲ఠۯ理Ώステθ」をඊুにٳ発̱、୆産ۯ理およ͍月ষ

決算にڰဥ̱ている。̭のΏステθの৽ါな୆産・ۯ理ࢥ೾ౙպに、ऺ

料のフロー（イン、ア;ト、༜ၣまり൝）をۯ理̱ているので、̷のࢃ

のΟーΗਓ集の۷തより、̷のΏステθのۯ理ࢥ೾を໤ၾౙպと̱た。

଎ĴĮĵ　໤ၾΓϋΗーྀ͈ͼϋίΛトȟͺ;トίΛト

15 

  ࣭᪥ᮾ㟁ᕤᰴᘧ会♫では、ཷὀから出Ⲵにいたる≀と᝟ሗをトータルに⟶

᭶ḟࡧを⊂⮬に㛤発し、生⏘⟶⌮およ「࣒ステࢩ⌮⟶動ែࠎ᪥」るࡍ⌮

Ỵ⟬にά⏝している。このࢩステ࣒の୺せな生⏘࣭⟶⌮ᕤ程༢఩に、ᮦ

ᩱのフロー（ࣥ࢖、ア࢘ト、Ṍ␃ࡲり➼）を⟶⌮しているので、ࡑのᚋ

のデータ཰㞟のほⅬより、ࡑのࢩステ࣒の⟶⌮ᕤ程を≀㔞༢఩とした。 

 

図 3-4 ≀㔞ࣥࢭターẖのࢵࣉࣥ࢖ト㸭ア࢘トࢵࣉト 

 
出所：経῭⏘業省（2011）p.10 図 1.1 

  

 図 3-4 より、ࢡ࢚ࣞトロࢡࢽス⏝⢓╔テーࣉの〇㐀ᕤ程をᢕᥱࡍることが出

᮶、≀㔞ࣥࢭターは、「⁐ゎ」、「ࢳࢵࣂ配合」、「ሬᕤ＋ຍ 」、「ษ᩿」、「᳨ရ࣭

ໟ⿦」、「〇ရ಴ᗜ」の㸴ࡘで࠶ることがศかる。ࡑして、ྛ≀㔞ࣥࢭターにᢞ

ධされるマテリアル（ᮦᩱ）と〇ရにならないもの（マテリアルロス）のᴫἣ

をᢕᥱࡍることができる47。 

 

 
47 ྂᕝⰾ㑥࣭❧ᕝ༤ᕭ࣭ྂᕝᰤ₶（2014）pp.213-216。 

੄所ȇ経済産業જ（2011）p.10 ଎1.1

　଎3-4より、΀τ·トロニ·スဥු಍テーίの製造ࢥ೾を෤՜する̭とが੄

ြ、໤ၾΓンΗーは、「ဣٜ」、「ΨΛΙ配合」、「ഭࢥȼأح」、「切౯」、「検品・

༫௡」、「製品ாࡩ」の˒つである̭とが分かる。̷̱て、ڎ໤ၾΓンΗーにൎ

入されるマテリアル（ऺ料）と製品にならない͜の（マテリアルロス）のޙٽ

を෤՜する̭とがで̧る 49。

　)3* マテリアルフローコスト集計ࠫ果

　　ӱマテリアルフローコストບث（஠行೾）

　　　マテリアルフローコストマトリΛ·スは、マテリアルフローコスト会計

の計算ࠫ果を表す଎表と̱て、最͜一๊的な͜のであり、マテリアルフロー

49　古୼༿ཆ・ၛ୼ฎྜ・古୼ו੕（2014）pp.213-216。
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コスト会計のచય製品あるいはρイン஠ఘの୆産効率をঐດと̱て見る̭

とがで̧る 50。

　　　ո下の表3-1は、マテリアルフローコストマトリΛ·スをা̱ており、

ːつのコスト分႒（マテリアルコスト、΀ΥルΆーコスト、Ώステθコス

ト、෱ܤ໤処理コスト）の合計をা̱ている。̭̭で、΀ΥルΆーコスト

とΏステθコストについて、「製品͒のフローと෱ܤ໤͒のフローにڬり

൚てる༷法」が݈論になるが、日൐ഩࢥのম業ఘৗ͞κΟル製品である「΀

τ·トロニ·スဥු಍テーί」の製造ίロΓス൝を総合的にېմ̱たࠫ果、

マテリアルコストの配分ࠫ果（ୃの製品ȇ68.29ɓ、໅の製品ȇ31.71ɓ）

に̧̿ܖ配分̱ている 51。

ນĴĮ1　ζΞςͺσέυー΋ΑトζトςΛ·Α
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(3) マテリアルフローコスト㞟計⤖ᯝ 

ձマテリアルフローコストホ౯（全行程） 

 マテリアルフローコストマトリࢡࢵスは、マテリアルフローコスト会計の

計⟬⤖ᯝを⾲ࡍ図⾲として、᭱ も୍⯡ⓗなもので࠶り、マテリアルフローコ

スト会計の対象〇ရ࠶るいはࣛࣥ࢖全体の生⏘ຠ⋡をᣦᶆとしてぢること

ができる48。 

以下の⾲ 3-1 は、マテリアルフローコストマトリࢡࢵスを示しており、㸲

、コスト࣒ステࢩ、ーコストࢠルࢿ࢚、のコストศ㢮（マテリアルコストࡘ

ᗫᲠ≀ฎ⌮コスト）の合計を示している。ここで、ࢿ࢚ルࢠーコストとࢩス

テ࣒コストにࡘいて、「〇ရ࡬のフローとᗫᲠ≀࡬のフローに割り当てる᪉

ἲ」が㆟ㄽになるが、᪥ᮾ㟁ᕤの஦業体㉁やࣔデル〇ရで࠶る「ࢡ࢚ࣞトロ

ス➼を⥲合ⓗに຺᱌した⤖ᯝ、マテリアࢭロࣉの〇㐀「ࣉス⏝⢓╔テーࢡࢽ

ルコストの配ศ⤖ᯝ（ṇの〇ရ：68.29㸣、㈇の〇ရ：31.71㸣）に基࡙き配

ศしている49。 

 

⾲ 3-1 マテリアルフローコストマトリࢡࢵス 

 
出所：経῭⏘業省（2011）p.11 ⾲ 1.1 

 

 
48 ᰴᘧ会♫᪥ᮏ⬟⋡༠会コࣥࢧルテ（2006）ࢢࣥ࢕p.113。 
49 ྂᕝⰾ㑥࣭❧ᕝ༤ᕭ࣭ྂᕝᰤ₶（2014）pp.222-223。 

੄所ȇ経済産業જ（2011）p.11表1.1

　　Ӳഥൡ的原ث計算によるఅף計算੥とマテリアルフローコスト会計αース

によるఅף計算੥の๤ڛ

　　　ո下の表3-2は、ഥൡ的原ث計算によるఅף計算੥（ո下、「ഥൡ的 P/L」

記す）と、マテリアルフローコスト会計αースによるఅף計算੥（ո下、

「MFCA αースの P/L」と記す）をা̱ている。ഥൡ的 P/L では、売上原

。会コン΍ルテͻンΈ（2006）p.113ފ৆会社日本ෝ率ڼ　50
51　古୼༿ཆ・ၛ୼ฎྜ・古୼ו੕（2014）pp.222-223。
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48 ᰴᘧ会♫᪥ᮏ⬟⋡༠会コࣥࢧルテ（2006）ࢢࣥ࢕p.113。 
49 ྂᕝⰾ㑥࣭❧ᕝ༤ᕭ࣭ྂᕝᰤ₶（2014）pp.222-223。 
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て一本で表া（4,521,968円）される。一༷、MFCAαー͛܄͜ث໤原ܤは෱ث

スでの P/L では、ୃの製品原ث（3,037,498円）と໅の製品原1,484,470）ث

円）の両࠺てで表াされるた͛、企業は໅の製品原ثを減ら̱、営業၌ף

を࢜上さ̵る഼力をする̭とになる 52。

ນĴĮĳ　ഥൡഎ őİō ͂ ŎŇńł αーΑ͈ őİō ͈๤ڛ
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ղఏ統ⓗཎ౯計⟬によるᦆ┈計⟬᭩とマテリアルフローコスト会計࣋ース

によるᦆ┈計⟬᭩のẚ㍑ 

   以下の⾲ 3-2 は、ఏ統ⓗཎ౯計⟬によるᦆ┈計⟬᭩（以下、「ఏ統ⓗ P/L」

グࡍ）と、マテリアルフローコスト会計࣋ースによるᦆ┈計⟬᭩（以下、

「MFCA ースの࣋ P/L」とグࡍ）を示している。ఏ統ⓗ P/L では、኎上ཎ

౯はᗫᲠ≀ཎ౯もྵࡵて୍ᮏで⾲示（4,521,968 ෇）される。୍᪉、MFCA

ースでの࣋ P/L では、ṇの〇ရཎ౯（3,037,498 ෇）と㈇の〇ရཎ౯

（1,484,470 ෇）の୧ᘓてで⾲示されるたࡵ、企業は㈇の〇ရཎ౯をῶら

し、営業฼┈をྥ上さࡏるດຊをࡍることになる50。 

 

 ⾲ 3-2 ఏ統ⓗ P/L と MFCA ースの࣋ P/L のẚ㍑ 

 
出所：経῭⏘業省（2011）p.11 ⾲ 1.2 

 

 (4) マテリアルフローコスト会計ᑟධ⤖ᯝからのᨵၿ実⦼ 

   ḟ࣌ーࢪの⾲ 3-3 は、マテリアルフローコスト会計ᑟධ⤖ᯝからのᨵၿ

実⦼を示している。 

 

 
50 ྠ上 p.226。 

੄所ȇ経済産業જ（2011）p.11表1.2

　)4* マテリアルフローコスト会計導入ࠫ果からの٨஝実ୡ

　　　ষペーΐの表3-3は、マテリアルフローコスト会計導入ࠫ果からの٨஝

実ୡをা̱ている。

ນĴĮĴ　ζΞςͺσέυー΋Αトٛࠗ൵වࠫ٨͈̥ͣض஝৘ୡ
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⾲ 3-3 マテリアルフローコスト会計ᑟධ⤖ᯝからのᨵၿ実⦼ 

 

 出所：経῭⏘業省（2011）p.11 ⾲ 1.2、ྂᕝⰾ㑥࣭❧ᕝ༤ᕭ࣭ྂᕝᰤ₶（2014） 

p.231 ⾲ 11 に基࡙き筆者作成 

 

 ⾲ 3-3 より、2001 年度から 2004 年度ࡲでの㛫に、ᕤ程から出るᗫᲠ≀が⣙

10%ᨵၿされ、2004 年度から 2012 年度では、᭦に 15㸣のᨵၿが㐩成された。こ

のことから、マテリアルフローコスト会計ᑟධによる୍ᐃのᨵၿຠᯝをᚓてい

ることがศかった。 

たࡔし、ᗫᲠ≀発生㔞をᕤ程ࡈとにཝᐦに ᐃしていたたࡵ、〇㐀⌧場に  

とっては㈇ᢸになり、⥅⥆ⓗな㐠⏝が㞴しࡃなっていた᫬ᮇが࠶った。ࡑこで、

2014 年に、マテリアルフローコスト会計のᑟධを෌᳨ウࡍるࢳーࡲ」࣒てࢁࡩ

ᑓ㛛ጤဨ会」をタ❧し、マテリアルフローコスト会計で⏝いる計⟬ᘧを⡆␎໬

さࡏ、᪥ᮾ㟁ᕤෆでのᑟධを㐍ࡵやࡃࡍしたᕤኵを行っている51。⌧場ࣞ࣋ルで

は、「ロス」や「コスト」の๐ῶのぢえる໬により、ᮏ業の཰┈ᛶを㧗ࡵるうえ

で⣡ᚓがᚓられやࡃࡍ、環境にも配慮ࡍることもྍ⬟となる。ࡲࡘり、᪥ᮾ㟁

ᕤでのマテリアルフローコスト会計は、ᮏ業の཰┈ᛶを㧗ࡵることと、環境配

慮とをศかりやࡘࡃࡍなࡆるᙺ割をᢸい、「経῭と環境」の୧❧を実⌧ࡍるマࢿ

 。る࠶ールとして᰿௜いているのでࢶト࣓ࣥࢪ

 

 

 

 
51 ᪥ᮾ㟁ᕤᰴᘧ会♫（2016）をཧ↷されたい。 

   ศ㢮     ᖺᗘ     ᖺᗘ     ᖺᗘ

    67% 78% 93%

    33% 22% 7%

ྜ 100% 100% 100%

　　　　　 ੄所ȇ経済産業જ（2011）p.11表1.2、古୼༿ཆ・ၛ୼ฎྜ・古୼ו੕（2014）
　　　　　　　　p.231表11に̧̿ܖຊ者ै成

　表3-3より、2001年ഽから2004年ഽまでのۼに、ࢥ೾から੄る෱ܤ໤が࿩

52　同上 p.226。
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10% ٨஝され、2004年ഽから2012年ഽでは、ࢵに15ɓの٨஝がో成された。

̭の̭とから、マテリアルフローコスト会計導入による一定の٨஝効果をංて

いる̭とが分か̽た。

　ただ̱、෱ܤ໤発୆ၾをࢥ೾̮とにྟࡕに௶定̱ていたた͛、製造࡛場に

と̽ては໅౜になり、ࠑ続的な׋ဥがඳ̱くな̽ていた時ܢがあ̽た。̷̭で、

2014年に、マテリアルフローコスト会計の導入を再検討するΙーθ「まて͏ͧ

୺࿝տ員会」を୭ၛ̱、マテリアルフローコスト会計でဥいる計算৆を۰ၞا

さ̵、日൐ഩࢥඤでの導入をૺ͛͞すく̱たࢥ夫を行̽ている 53。࡛場ταル

では、「ロス」͞「コスト」の削減の見̢るاにより、本業のਓף଻をࣞ͛る

̢̠でොංがංられ͞すく、۪ޏに͜配ၪする̭と͜خෝとなる。つまり、日

൐ഩࢥでのマテリアルフローコスト会計は、本業のਓף଻をࣞ͛る̭とと、۪

の両ၛを実࡛す「ޏ経済と۪」、を౜いڬ配ၪとを分かり͞すくつな̬る࿨ޏ

るマΥΐιントΜールと̱てआັいているのである。

ː　ζΞςͺσέυー΋Αト͈ٛࠗജབ͂هఴ

　࡛हの社会経済Ώステθについて、۪͒ޏの໅كがઁない঵続خෝな͜のに

するた͛には、経済ڰ൲のਹါな৽ఘである企業൝による۪ޏ༗஠の৾ழがਹ

ါであり 54、̷のた͛には企業の経営マΥΐιントに਱分にڰဥされるຈါが

あると考̢る。

　̭̭で、マテリアルフローコスト会計は、ਲြのΏステθ۪͞ޏ下では見൪

されて̧たロスの大̧さが「見̢るا」され、ロスの೩減による၌ף業ୡにဓ

̢るޣגが経営ۯ理者にഥͩるた͛、ޑ力なマΥΐιントΏステθと̱てܥෝ

するخෝ଻を๩͛ている 55。

53　日൐ഩڼࢥ৆会社（2016）を४ચされたい。

。જ（2020b）p.1ޏ۪　54
55　չ藤دฎ、࿒時ீ（2018）ࢼp.314。
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　日൐ഩڼࢥ৆会社のম႕では、導入൚੝から原ث削減によるਓ٨ף஝効果を

成ࢗさ̵ている。マテリアルフローコスト会計の導入のषには、計算の๏ॠさ

がฺ̠と̠い̠ࠧതがある͜のの、日൐ഩࢥではマテリアルフローコスト会計

でဥいる計算৆を۰ၞاさ̵、社ඤでの導入をૺ͛͞すくするとい̽たඊুの

。夫͜見られたࢥ

、けて࢜৒効果΄スの削減にأଽຸは、΃ーδンニνートρルの実࡛͞、ࢃࣽ　

成長のた͛のൎ資と٨革のచયとなる一分野に、GX ͒のൎ資を表ྶ̱ている。

ଽຸの൲̧に合̵ͩて、႕̢͊、マテリアルフローコスト会計と΃ーδンフΛ

トίリント 56のお互いの限ٮを༞い合̠̭とにより、΍ίρイΙェーンの೩ౢ

ளاに࣓ࡃするخෝ଻が大̧い̭と͜াされており 57、ࢵなるম႕研究͜ૺ͚

͜のと考̢る。

　また、߃年では、MFCA によるアΐアでのຽݞがૺͭでおり、۪ޏ༗஠の

た͛に経営資࡙をڬく̭とので̧ないアΐアにおいて͜導入効果が大̧い̭と

が、研究಺औからাされている 58。ΈローΨル市場がૺ͙、ࢵには SDGs 経

営 59͛͜ݥられるよ̠になる中、マテリアルフローコスト会計のഐဥخෝ଻は

大̧くཛྷら͚̭とであ̠ͧ。マテリアルフローコスト会計は、κΦ̿くりにお

ける۪ޏ配ၪとコストΘ;ンを同時に೏ݥするマΥΐιントΜールと̱て、ࢵ

なるခဥ଻のࣞまりがܢఞされる。

̤ͩͤͅ

　本ࣂでは、۪ޏါ֦からޣגを਋けるփএ決定ίロΓスにచ̱てૂ༭を೹ރ

56　੸品・΍ービスの原ऺ料಺ోから෱ܤ・リ΍イ·ルにいたるρイフ΍イ·ル஠ఘにおけ

るأ৒効果΄スෳ੄ၾを CO2ၾに換算̱表াするॽழ͙をい̠。۪ޏજ（2014b）p.445。
57　ኈ部࣪຃・չೠඃࢤ・中፜೒࿭・५田ഓ夫編（2015）p.170。
58　ኈ部࣪຃・中፜೒࿭編（2018）pp.253-320を४ચされたい。

59　SDGs（Sustainable Development Goalsȇ঵続خෝなٳ発࿒ດ）をু社のম業に৾りࣺ͙、

長ܢ的ণതで社会ه題ٜ決に৾りழ͙、経済合理଻を創り੄す経営の̭とをい̠。મळは、

経済産業જ（2019）を४ચされたい。



ғ88ғ

̱、঑׳するܥෝを発ܞする۪ۯޏ理会計に಍࿒̱、̷の中で͜経営者௄に資

࡙୆産଻の࢜上を൲ັܥけ、コスト削減と۪ޏ໅ك೩減を同時に実࡛する̭と

がخෝとなるマテリアルフローコスト会計の୆成発ജから࡛ેを෤՜̱、導入

効果に関するࣽࢃのജབとه題について考察̱た。

　マテリアルフローコスト会計は、ਲြのΏステθ۪͞ޏ下では見൪されて̧

たロスの大̧さが「見̢るا」され、ロスの೩減による၌ף業ୡにဓ̢るޣג

が経営ۯ理者にഥͩるた͛、ޑ力なマΥΐιントΏステθと̱てܥෝするخෝ

଻を๩͛ている。ͩが国のマテリアルフローコスト会計導入κΟル企業第１号

と̱て成ࢗম႕を世にা̱た日൐ഩڼࢥ৆会社をは̲͛、マテリアルフローコ

スト会計をڰဥする̭とにより、ਲြのΏステθ۪͞ޏ下では見൪されて̧た

ロスコストの見̢るاが଎られ、ロスコストのۯ理による۪ޏ໅ك೩減・၌ף

٨஝がܢఞで̧、ޑ力なマΥΐιントΏステθと̱てܥෝさ̵ているম႕͜௩

̢続けているેޙにある。

、けて࢜৒効果΄スの削減にأଽຸは、΃ーδンニνートρルの実࡛͞、ࢃࣽ　

成長のた͛のൎ資と٨革のచયとなる一分野に、GX ͒のൎ資を表ྶ̱ている

̭とから、マテリアルフローコスト会計と΃ーδンフΛトίリントのお互いの

限ٮを༞い合̠̭とにより、΍ίρイΙェーンの೩ౢளاに࣓ࡃで̧るよ̠な

マΥΐιントΏステθのম႕͜௩̢る͜のと考̢るΈローΨル市場がૺ͙、ࢵ

には SDGs 経営͛͜ݥられるよ̠になる中、マテリアルフローコスト会計をڰ

ဥ̱た۪ޏマΥΐιント手法が、企業を৾りےく大̧なম業変͒اの঑׳Μー

ルと̱てࢵなる発ജを̱ていくのか、ࣽ͜ࢃಕ࿒̱てい̧たい。
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ဥ合理ޏ۪ا経営ۯ理Ώステθのࢹಃম業ȸ大企業࢜け MFCA 導入ވ同研究κΟルম業಺

औ༭࣬੥ȹȹ。

河野ୃ男（2001）ȸ۪ޏ会計ȇ理論と実践ȹ中؇経済社。

河野ୃ男編ಠ（2006）ȸ۪ޏ会計のࢹಃと国ष的ജٳȹ૩५੥店。

ၛにږ会計のޏ表に関する΄イΡρインȡ۪࢖͍ݞ༗஠コストの෤՜ޏ಩（1999）ȸ۪ޏ۪

。ȹ（とりまと͛ۼ中）けて࢜

。けて（2000年༭࣬）ȹ࢜ၛにږ会計Ώステθのޏ಩（2000）ȸ۪ޏ۪

。ါๅȻȹٽに͞さ̱い企業行൲಺औࠫ果Ⱥޏ۪ જ（2002）ȸ平成13年ഽޏ۪

。題ȹه会計の࡛ેとޏજ（2004）ȸ۪ޏ۪

。会計΄イΡρイン2005年ๅȹޏજ（2005）ȸ۪ޏ۪

。に͞さ̱い企業行൲಺औࠫ果（平成17年ഽ಺औࠫ果）ȺમळๅȻȹޏજ（2006）ȸ۪ޏ۪

に͞さ̱い企業行൲಺औࠫ果（平成18年ഽにおける৾ழに関する಺औޏજ（2007）ȸ۪ޏ۪

ࠫ果）ȺમळๅȻȹ。

に͞さ̱い企業行൲಺औࠫ果（平成19年ഽにおける৾ழに関する಺औޏજ（2008）ȸ۪ޏ۪

ࠫ果）ȺમळๅȻȹ。

に͞さ̱い企業行൲಺औࠫ果（平成20年ഽにおける৾ழに関する಺औޏજ（2009）ȸ۪ޏ۪

ࠫ果）ȺમळๅȻȹ。

に͞さ̱い企業行൲಺औࠫ果（平成21年ഽにおける৾ழに関する಺औޏજ（2010）ȸ۪ޏ۪

ࠫ果）ȺમळๅȻȹ。

に͞さ̱い企業行൲಺औࠫ果（平成22年ഽにおける৾ழに関する಺औޏજ（2012）ȸ۪ޏ۪

ࠫ果）ȺમळๅȻȹ。

に͞さ̱い企業行൲಺औࠫ果（平成23年ഽにおける৾ழに関する಺औޏજ（2013）ȸ۪ޏ۪

ࠫ果）ȺમळๅȻȹ。

に͞さ̱い企業行൲಺औࠫ果（平成24年ഽにおける৾ழに関する಺औޏજ（2014a）ȸ۪ޏ۪

ࠫ果）ȺમळๅȻȹ。

。社会ฒ੥・୆໤ఉအ଻ฒ੥ȹ߿ฒ੥・੏۪ޏ۪ જ（2014b）ȸ平成26年ഽޏ۪

に͞さ̱い企業行൲಺औࠫ果（平成25年ഽにおける৾ழに関する಺औޏજ（2015）ȸ۪ޏ۪

ࠫ果）ȺમळๅȻȹ。

に͞さ̱い企業行൲಺औࠫ果（平成26年ഽにおける৾ழに関する಺औޏજ（2016a）ȸ۪ޏ۪

ࠫ果）ȺમळๅȻȹ。

ু・会計ޏ۪ જ（2016b）ȸ「平成27年ഽޏ۪ ட資本会計のあり༷に関するه題൝಺औ検討業ྩ」

にచするࠫ果༭࣬੥ȹ。

に͞さ̱い企業行൲಺औ（平成27年ഽにおける৾ழに関すޏજ（2017a）ȸ平成28年ഽ۪ޏ۪

る಺औࠫ果）業ྩȹ。

。けた論തା理ȹ࢜会計΄イΡρイン٨ഁにޏ༭࣬΄イΡρインおよ͍۪ޏજ（2017b）ȸ۪ޏ۪
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に͞さ̱い企業行൲಺औࠫ果（平成28年ഽにおける৾ழに関する಺औޏજ（2018a）ȸ۪ޏ۪

ࠫ果ȺમळๅȻȹ。

。༭࣬΄イΡρイン2018年ๅȹޏજ（2018b）ȸ۪ޏ۪

に͞さ̱い企業行൲಺औ（平成29年ഽにおける৾ழに関すޏ۪ જ（2019a）ȸ平成30年ഽޏ۪

る಺औ）಺औࠫ果ȺમळๅȻȹ。

。༭࣬΄イΡρイン2018年ๅచ؊ȡȹޏ༭࣬のた͛のٜ୰੥ȡ۪ޏજ（2019b）ȸ۪ޏ۪
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に͞さ̱い企業行൲಺औ（平成30年ഽにおける৾ழに関すޏ۪ 年ഽࡓજ（2020b）ȸ႓和ޏ۪

る಺औ）಺औࠫ果ȺٽါๅȻȹ。

。社会ฒ੥・୆໤ఉအ଻ฒ੥ȹ߿ฒ੥・੏۪ޏ۪ જ（2022）ȸ႓和4年ഽޏ۪

木村៍実（2015）ȸ୓ྤ産業とマテリアルフローコスト会計ȹฒ൑੥པ。
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pp.205-250。
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ኈ部࣪຃・中፜೒࿭編（2018）ȸマテリアルフローコスト会計の理論と実践ȹ　同໲܂੄ๅ。
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ড়田英ਏ・ၐؖ英ၖঊ（2014）ȸૺاする۪ޏ・CSR 会計－マテリアルフローコスト会計か
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〔論　説〕

ಎଲのನ༹ࣣとྡ
―໌௬࣭ᾃජع品عၰྡとನ༹ࣣに̾いて―

田　中　孝　治

ˍ　͉　̲　͛　ͅ

　̭れまで帳合法のႤঃを研究する中で、中世に؃いては௝׬の会計͞、঳֭

の会計について考察を行̽て̧た。̱か̱ながら、考̢て͙れ͊、ِ国は四༷

を٬にսまれ、ఊ古のଡ଼より大ၘとの؉ြはେͭに行ͩれて̧た。平ୄେは日

௃ཟօによりཛྷ大なີをಃ̧上̬、̷ の़力でఊଽ大૳まで上り͛ݑたとい̠。

かつてຊ者は୩ಠ（田中孝2014，149）において、չସ大湊のഛୃඵ年（1574）

の「஑ș৾日記」と、זჍส年（1565）の「஑șᥞ஘帳」について૘れた̭と

があ̽た。ވに湊でಭਓされる入ೋ料・入ࢽ஑について記श̱た帳༧である。

̷れոٸに͜、中世の湊を͛ぐ̽ては武蔵国神奈河品河両湊に߸ͩるܲਹなঃ

料（੨帳）がॼ存する。̷れらは、Ⴄঃ学の分野で研究がなされて̧た。ຊ者は、

୶ోの研究を਱分にᓪ৶̱た上で、会計学の研究者と̱て̭れらの「帳」のٜ

৷をদ͙たいと考̢る。

　いつ͜੆͓ている̭とであるが、Ⴄঃ学の分野では、中世ոஜの૧たなঃ料

が発見された場合には、̷れをત介するだけで͜ث౵があるとい̠。̱たが̽

て、たと̢̭のদ͙が৐෴̱たと̱て͜、中世の湊の帳合法について考察̱、

経営総合科学ধ上にࠇश̱た̭とは、̷れなりにփ義があるのではないかと考

̢る。
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ˎ　ඵ͈̾ ȶ໌௬࣭ᾃජع຦عၰྡ฿༆ᱲොನȷ

　ま̴本ࣂで৾り上̬る「帳」႒については、ஜ੆̱

たよ̠にႤঃ学の研究にष̱て४ચされて̧た͜ので

ある。ただ、̷の中で、「帳」にઙതを൚てୃ࿂から

৾り上̬たのは࿀۹࿻ঊであり、本͜ࣂ࿀۹の研究に

໅̠と̭ͧఉい̭とを最੝に౯ͩ̽ておく。

　さて؍ຩ市にあるઠ名঳にഥͩり、࡛ह神奈୼ࡇၛ

されているඵਅ႒ۯに༗（ࡩ໲ా߄、ո下）ࡩ໲ా߄

の 「฿༆ᱲො帳」（଎表ː・଎表˒）がある。̭れら

の「帳」について考察するஜに、۴૤なমと̱て「฿

༆ᱲ」とはةかとい̠̭とについて૘れておくຈါが

あるとএ̠。

　࿀۹は、「฿༆ᱲ」の名ઠは、ࢫႣࡓ年（1397）਱ඵ月ල্日ັの「武ᩒ৿

。上଩憲༷ਖ਼行狀」（଎表１）に੝͛て࡛れると੆͓ている（࿀۹2006，284）ࢌ

̭の੥ેは、関൐ۯႀ上଩憲༷、すな̻ͩہாຸのԲ２が੄̱た͜のであり、「ኊ

ᬌ঳のᄵ日ձを造ባするた͛の๯ဥ（ါݗ）をෑ੄するた͛に、神奈河・品河

ո下׆ș੄入஑から฿༆ᱲ
4 4 4

をಭਓする」とい̠̭とである。࿀۹によると、̷

のٽါは、ஜ年のז和四年（1378）ส月三日に੄された「武ᩒ৿ࢌ上଩憲੉ঔ

行狀」（଎表２）にすでにাされている。̭れが実ৗ上「฿༆ᱲ」に関する੝

੄ঃ料とい̢、神奈河・品河ո下武蔵国׆șに੄入する஑をచયと̱て฿一฽
4 4 4

につ̧三ຐ໲
4 4 4 4 4 4

の஘がໆهされ、ז和四年から̠࢜三年ۼのܢ限ັ̧でہா円ژ

঳േ頭໣日ձ造営๯と̱てہாຸからૺܙされている̭と、̷のಭਓにあた̽

たのが঳زॠઊ
4 4 4 4

であ̽た（ཌྷത֨ဥ者、࿀۹2006，284）、とٜ୰̱ている。さ

らに࿀۹は、ہாຸは؊հ্年（1374）༶غによるغबでت၉の大฼をક৐̱

た円ژ঳໘ޟのた͛ז和ඵ年（1376）ࣼから関൐สか国の൓༆஘・関஘・ࢃק

国ح౷௝な̓を造営料と̱て̱ૺܙており、฿༆ᱲのಭਓ̷͜の一۪で行ͩれ

 1

出典：神奈川県1975，601-602

図表１  武藏守護上杉憲方遵行狀
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中世の帳合法と湊 

―武蔵国神奈河品河両湊と帳合法について― 

 

１ は じ め に 

 これまで帳合法の歴史を研究する中で、中世に於いては荘園の会計や、寺院の会計について考察を行ってきた。

しかしながら、考えてみれば、我国は四方を海に囲まれ、太古の昔より大陸との往来は盛んに行われてきた。平

清盛は日宋貿易により膨大な富を築き上げ、その財力で太政大臣まで上り詰めたという。かつて筆者は拙著（田

中孝 2014，149）において、伊勢大湊の天正二年（1574）の「船々取日記」と、永禄八年（1565）の「船々聚銭

帳」について触れたことがあった。共に湊で徴収される入津料・入港船について記載した帳簿である。それ以外

にも、中世の湊をめぐっては武蔵国神奈河品河両湊に係わる貴重な史料（諸帳）が残存する。それらは、歴史学

の分野で研究がなされてきた。筆者は、先達の研究を十分に斟酌した上で、会計学の研究者としてこれらの

「帳」の解釈を試みたいと考える。 

いつも述べていることであるが、歴史学の分野では、中世以前の新たな史料が発見された場合には、それを紹

介するだけでも価値があるという。したがって、たとえこの試みが失敗したとしても、中世の湊の帳合法につい

て考察し、経営総合科学誌上に掲載したことは、それなりに意義があるのではないかと考える。 

 

２ 二つの 「武蔵国神奈河品河両湊帆別錢納帳」 

 まず本稿で取り上げる「帳」類については、前述したように歴史学の研究

に際して参照されてきたものである。ただ、その中で、「帳」に焦点を当て

正面から取り上げたのは綿貫友子であり、本稿も綿貫の研究に負うところ多

いことを最初に断わっておく。 

さて横浜市にある称名寺に伝わり、現在神奈川県立金沢文庫（以下、金沢

文庫）に保管されている二種類の 「帆別錢納帳」（図表４・図表６）があ

る。これらの「帳」について考察する前に、肝心な事として「帆別錢」とは

何かということについて触れておく必要があると思う。 

綿貫は、「帆別錢」の名称は、康暦元年（1397）十二月廿七日付の「武

藏守護上杉憲方遵行狀」（図表１）に初めて現れると述べている（綿貫

2006，284）。この書状は、関東管領上杉憲方、すなわち鎌倉府の№２が出

したものであり、「圓覺寺の佛日庵を造營するための費用（要脚）を捻出するために、神奈河・品河以下浦々出

入船から帆別錢
・ ・ ・

を徴収する」ということである。綿貫によると、その概要は、前年の永和四年（1378）八月三日

に出された「武藏守護上杉憲春施行狀」（図表２）にすでに示されている。これが実質上「帆別錢」に関する初

出史料といえ、神奈河・品河以下武蔵国浦々に出入する船を対象として帆
・

一反
・ ・

に
・

つき
・ ・

三百文
・ ・ ・

の銭が賦課され、永
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たႉ時のಭ୕であ̽た。̭の໣日ձ造営料と̱ての฿༆ᱲは、三年ۼの年ܢに

（଎表３）ྵࡕඃ四年（1384）ඵ月に̷͜のಭਓがז年ဒを経たࡼ、ら̴ࢰ͜

されているが、ۯ見で߇೒ある฿༆ᱲ関Ⴒঃ料の̠̻三೒には̭の造営がྶ

াされ、ఈの჋೒にはా߄ઠ名঳߄൴ਘ造に関Ⴒする帳༧႒である̭とから、

，൴ਘ造͒と造営料のഢဥが行ͩれたと考̢られる（࿀۹2006߄にઠ名঳ࢃ

284）、と୰ྶを೏̱حている。̷れに̱て͜、଎表３にঢ̽ては、ہா༷࢖の

ೄșのࢄ教੥である１。

　࿀۹は、̭̭で̬ݷてい

るઠ名঳߄൴ਘ造と「฿༆

ᱲො帳」が関߸̱ている

とい̠。̷の̭とについ

てはਢࢫקዎ（ਢ1952ק，

146）͞、ࣞോႂဎ（品୼

区1973，334）が்い時ܢ

からঐഊ̱ており、̷れら

を͍ࠫつける͜のが、「߄

ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造

料௷日記」（଎表

˔）とい̠͜ので

あるとい̠。࿀۹

は、ඊুの計算で

̷の̭とをબྶ

̱ている（࿀۹

2006，285-286）。

̭のതは、第3ડ

でজ見͜交̢੆͓

たいとএ̠。
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和四年からྥう三年㛫のᮇ㝈付きで鎌倉෇ぬ寺ሪ㢌௖日庵造営費として鎌倉府からᐤ㐍されていること、その徴

収にあたったのが寺ᐙ
・ ・

㞧
・

ᤸ
・

であった（ഐ点ᘬ用者、綿貫 2006，284）、と解ㄝしている。さらに綿貫は、鎌倉府

はᛂᏳ七年（1374）ᨺⅆによるⅆ⅏でఞ⸛の大༙をᾘ失した෇ぬ寺᚟⯆のため永和二年（1376）㡭から関東八か

国のᲷ別銭・関銭・㉺ᚋ国ຍᆅ荘な࡝を造営料としてᐤ㐍しており、帆別錢の徴収もその一⎔で行われた⮫᫬の

徴⛯であった。この௖日庵造営料としての帆別錢は、三年㛫の年ᮇにもᣊらず、஬年వを経た永ᚨ四年（1384）

二月にもその徴収がཝ࿨（図表㸱）

されているが、管見で஑㏻ある帆別

錢関㐃史料のうち三㏻にはこの造営

が᫂示され、௚のභ㏻には金沢称名

寺金ᇽಟ造に関㐃する帳簿類である

ことから、ᚋに称名寺金ᇽಟ造࡬と

造営料の㌿用が行われたと考えられ

る（2006，284）、とㄝ᫂を㏣ຍし

ている。それにしても、図表㸱に⮳

っては、鎌倉බ方の┤々のᚚᩍ書で

ある１。 

綿貫は、ここでᣲげている称名寺

金ᇽಟ造と「帆別錢納帳」が関係しているという。そのことについては⯚㉺康ኖ（⯚㉺ 1952，146）や、㧗ᓥ⥳

㞝（品川༊ 1973，334）が᪩い᫬ᮇからᣦ᦬しており、それらを⤖ࡧつけるものが、「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊

日記」（図表㸶）というものであるという。綿貫は、⊂⮬の計⟬でそのことをド᫂している（綿貫 2006，285-

286）。この点は、

➨ 3 ❶で⚾見も஺

え述べたいと思う。 

そこでいよいよ

本❶の本㢟である

「帆別錢納帳」の

考察に⛣ることと

する。 

二種類の 「帆

別錢納帳」のうち、

図表４の方を「帆

別錢納帳（１）」とする。᫂ᚨ三年（1392）分から、᠕永三年分（1396）まで一年ẖの納入㢠とその総計が書か

れた表である。ただし、᫂ᚨ三年分と᫂ᚨ四年分は、神奈河・品河の別に表示され、それ以ᚋは「ඳ津分」な࡝
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和四年からྥう三年㛫のᮇ㝈付きで鎌倉෇ぬ寺ሪ㢌௖日庵造営費として鎌倉府からᐤ㐍されていること、その徴

収にあたったのが寺ᐙ
・ ・

㞧
・

ᤸ
・

であった（ഐ点ᘬ用者、綿貫 2006，284）、と解ㄝしている。さらに綿貫は、鎌倉府

はᛂᏳ七年（1374）ᨺⅆによるⅆ⅏でఞ⸛の大༙をᾘ失した෇ぬ寺᚟⯆のため永和二年（1376）㡭から関東八か
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徴⛯であった。この௖日庵造営料としての帆別錢は、三年㛫の年ᮇにもᣊらず、஬年వを経た永ᚨ四年（1384）

二月にもその徴収がཝ࿨（図表㸱）

されているが、管見で஑㏻ある帆別
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寺金ᇽಟ造に関㐃する帳簿類である

ことから、ᚋに称名寺金ᇽಟ造࡬と

造営料の㌿用が行われたと考えられ

る（2006，284）、とㄝ᫂を㏣ຍし

ている。それにしても、図表㸱に⮳

っては、鎌倉බ方の┤々のᚚᩍ書で

ある１。 

綿貫は、ここでᣲげている称名寺

金ᇽಟ造と「帆別錢納帳」が関係しているという。そのことについては⯚㉺康ኖ（⯚㉺ 1952，146）や、㧗ᓥ⥳

㞝（品川༊ 1973，334）が᪩い᫬ᮇからᣦ᦬しており、それらを⤖ࡧつけるものが、「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊

日記」（図表㸶）というものであるという。綿貫は、⊂⮬の計⟬でそのことをド᫂している（綿貫 2006，285-

286）。この点は、

➨ 3 ❶で⚾見も஺

え述べたいと思う。 

そこでいよいよ

本❶の本㢟である

「帆別錢納帳」の

考察に⛣ることと

する。 

二種類の 「帆

別錢納帳」のうち、

図表４の方を「帆

別錢納帳（１）」とする。᫂ᚨ三年（1392）分から、᠕永三年分（1396）まで一年ẖの納入㢠とその総計が書か

れた表である。ただし、᫂ᚨ三年分と᫂ᚨ四年分は、神奈河・品河の別に表示され、それ以ᚋは「ඳ津分」な࡝
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　̷̭でいよいよ本ડの本題である「฿༆ᱲො帳」の考察に֊る̭ととする。

　ඵਅ႒の 「฿༆ᱲො帳」の̠̻、଎表ːの༷を「฿༆ᱲො帳（１）」とする。

ྶඃ三年（1392）分から、ᑄז三年分（1396）まで一年毎のො入ڣと̷の総計

が੥かれた表である。ただ̱、ྶඃ三年分とྶඃ四年分は、神奈河・品河の༆

に表াされ、̷れոࢃは「ᆌೋ分」な̓と̱てട͛て記されている。ै成者、

ै成年月日は੥かれていない。ै成されたのは、最ࢃのො入分のࢃと考̢ると

。四年（1397）ࣼではなか̠ͧかז؊

　̠͜ઁ̱分かり͞すくするた͛に、表計算Εフトをঀい計算̱ೄ̱؍੥̧に

̱て͙た（଎表ˑ）。計算は͎̽たり合̽ている。いつ͜ながら、中世人の計

算力のࣞさにޥかされる。

　ਜ਼に見ていく̭ととする。ま̴ྶඃ三年の神奈河分、20۹໲のඤ、12۹໲

は঳زの代ۗが集͛、ॼり8۹໲はൽՒᎽなる人໤が集̱߄ො入̱ている。品

河分は、18۹໲を঳ز代ۗが、8۹໲はൽՒᎽがො入̱ている。ො入合計は

ӳ46۹໲である。ྶඃ四年の神奈河分53۹のඤ、8۹をൽՒᎽ、ॼり45۹໲

は֔田ദとい̠人໤がො͛ている。品୼分の6۹໲（3Ή月分）はൽՒᎽがො

入̱ている。̭の̭とは、「฿༆ᱲො帳（２）」に͜関߸̱てくるのでࢃ੆す

 3

として⧳めて記されている。సᡂ者、సᡂ年月日は書かれていない。సᡂされたのは、最ᚋの納入分のᚋと考え

るとᛂ永四年（1397）㡭ではなかろうか。 

もうᑡし分かりやすくするために、表計⟬ࢺࣇࢯを౑い計⟬し┤しで横書きにしてみた（図表㸳）。計⟬はࡨ

ったり合っている。いつもながら、中世ேの計⟬力の㧗さに㦫かされる。 
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䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷୕㈏ᩥ䚸᠕Ọ஬ᖺ஑᭶༑୍᪥

୍䚷ྠ୕ᖺศ

䐧 䚷䚷䚷䚷䚷୐༑୕㈏୕ⓒᩥ 7㻟㻚㻟

䐨 䚷䚷䚷䚷䚷㒔ྜ୕ⓒ୕༑஑㈏୕ⓒᩥ 㻟㻟9㻚㻟 䚷表ィ⟬䝋䝣䝖䛾್

図表䠑䚷武藏ᅧ㷊奈ἙရἙඳ‖ᕹู㘆⣡ᖒ䠄１䠅

䚷䚷䚷䚷䚷ᕬ上ᅄ༑භ㈏ᩥ
㻠6䐡

 
㡰に見ていくこととする。まず᫂ᚨ三年の神奈河文、20 貫文のෆ、12 貫文は寺ᐙの௦ᐁが㞟め、残り 8 貫文

は㐨㜿ᙗなるே≀が㞟金し納入している。品河分は、18 貫文を寺ᐙ௦ᐁが、8 貫文は㐨㜿ᙗが納入している。納

入合計はճ46 貫文である。᫂ᚨ四年の神奈川分 53 貫のෆ、8 貫を㐨㜿ᙗ、残り 45 貫文は஭田Ẋというே≀が納

めている。品川分の 6 貫文は㐨㜿ᙗが納入している。このことは、「帆別錢納帳（２）」にも関係してくるので

ᚋ述する。合計はն59 貫文である。ᛂ永元年分は、ඳ津分として、շ132 貫文。ただし、ᛂ永二年分は、29 貫文

のෆ、11 貫文はᛂ永四年に➃㞼庵୺が出し、3 貫文はᛂ永஬年஑月十一日に納入したと記されている。ここら㎶

りㄝ᫂が必要かと思われるが、とりあえず最ᚋまで行く。ᛂ永三年分は 73 貫 300 文であり、ᮎᑿに総合計とし

て、պ㒔合 339.6 貫文と記されている。この図表㸳ではゞ正したᩘᏐでసᡂした。しかしながら、ཎ文書（図表

４）ではᛂ永二年分ոは、26 貫文であり、総合計պも 336.9 貫文と記されていたが、「見ࡏᾘち」、つまり元の

文Ꮠが分かるようにոの 26 貫文の 6 の横に 9 が、またպも 336.9 貫文の 6 の横に 9 が書かれゞ正されている。

つまり、「見ࡏᾘち」は 3 貫文が納入された᠕永஬年஑月十一日に入れられたものである。したがって、సᡂ日

はそれ以前ではなかろうか。なお、ᛂ永二年分のෆ、ᛂ永四年に➃㞼庵୺が出した 11 貫文は、「見ࡏᾘち」でゞ

正されていないのでసᡂ前の納入と考えられる。 

以上、⡆༢ではあるが「帆別錢納帳（２）」の᳨ウに⛣ることにしたい。両者をẚ㍑することによってより多

くのことが分かってくると思われる。 

ḟの図表６を「帆別錢納帳（２）」とする。こちらも最初に「帆別錢納帳」という表㢟が書かれ、その下にᑠ

Ꮠで᫂ᚨ三年（1392）二月からጞまる᪨が書かれている。᫂ᚨ三年の神奈川分はභ月分までであり、そのᚋに断

⿣がありḞᦆ㒊分があるある。ᮎᑿにᛂ永二年（1395）分と記されている。ᮎᑿから 2 行┠を見ても分かるよう
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る。合計はӶ59۹໲である。؊ࡓז年分は、ᆌೋ分と̱て、ӷ132۹໲。؊ז

ඵ年分は、29۹໲のඤ、11۹໲は؊ז四年に౤׌ձ৽が੄̱、3۹໲は؊ࡼז

年߇月਱一日にො入̱たと記されている。̭̭ら༏り୰ྶがຈါかとএͩれ

るが、とりあ̴̢最ࢃまで行く。؊ז三年分は73۹300໲であり、末๶に総合

計と̱て、Ӻസ合339.6۹໲と記されている。̭の଎表ˑではഁୃ̱た数লで

ै成̱た。̱か̱ながら、原໲੥（଎表ː）では؊זඵ年分Ӹは、26۹໲であ

り、総合計Ӻ͜336.9۹໲と記されていたが、「見̵ક̻」、つまりࡓの໲লが

分かるよ̠にӸの26۹໲の6の؍に9が、またӺ͜336.9۹໲の6の؍に9が੥か

れഁୃされている。つまり、「見̵ક̻」は3۹໲がො入されたᑄࡼז年߇月

਱一日に入れられた͜のである。̱たが̽て、ै成日は̷れոஜではなか̠ͧ

か。なお、؊זඵ年分のඤ、؊ז四年に౤׌ձ৽が੄̱た11۹໲は、「見̵ક

 4

に、最ᚋの納入分はᛂ永二年の二月分であるので、୸三年と一࢝月分の「帆別錢」の納入を記した一ぴ表という

ことになる。సᡂ者、సᡂ年月日は書かれていない。ただし、最ᚋの納入が「十二月十二日」とあるので、సᡂ

されたのは、ᛂ永三年（1396）の初᪪㡭ではなかろうか。納入に関しては、ẖ月ではないが月ࡈとの納入であり、

一年ẖに納入の合計金㢠が記されている。一見したところ、この図表６は図表４の᫂⣽とも取れる。しかしなが

ら、ᯝたしてその解釈でⰋいのであろうか。ጞまりの᫂ᚨ三年分はよしとしても、⤊わりがᛂ永三年分まである。 

出典：㔠⃝ᩥᗜ1955，29㻠-295

図表䠒䚷武藏ᅧ㷊奈ἙရἙඳ‖ᕹู㘆⣡ᖒ䠄䠎䠅
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 この図表６も表計⟬ࢺࣇࢯを౑い計⟬し┤しで横書きにしてみた（図表㸵）。こちらも計⟬はࡨったり合って

いる。図表㸵を見ながら、二つの「帆別錢納帳」のẚ㍑を試みたい。まず᫂ᚨ三年分の品河分・神奈河分からで

ある。記載されている品河分 16 貫文・神奈河分 28 貫文は「寺納」と記載されている。寺に納めたということで

あろうが、徴収者の記載がない。図表２に書かれていた「寺ᐙ㞧ᤸ」ではなかろうか。神奈河分の合計のᚋに

「⮬Ṉ月㐨㜿ᙗᢎஅ」と書かれている。神奈河分のභ月を徴収したᚋは㐨㜿ᙗがᢸ当したということである。そ

の㒊分がḞᦆしている。この「帆別錢納帳（２）」（図表６・図表㸵）の品河分・神奈河分の合計は、16㸩12 で

28 貫文である。しかしながら、「帆別錢納帳（１）」（図表４・図表㸳）の方は、46 貫文である。したがって、 
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̻」でഁୃされていないのでै成ஜのො入と考̢られる。

　ո上、۰ౙではあるが「฿༆ᱲො帳（２）」の検討に֊る̭とに̱たい。両

者を๤ڛする̭とによ̽てよりఉくの̭とが分か̽てくるとএͩれる。

　ষの଎表˒を「฿༆ᱲො帳（２）」とする。̭̻ら͜最੝に「฿༆ᱲො帳」

とい̠表題が੥かれ、̷の下に઀লでྶඃ三年（1392）ඵ月からইまるকが੥

かれている。ྶඃ三年の神奈河分は჋月分までであり、̷のࢃに౯Ⴈがありࠧ

అ部分がある。末๶に؊זඵ年（1395）分と記されている。末๶から2行࿒を

見て͜分かるよ̠に、最ࢃのො入分は؊זඵ年のඵ月分であるので、܃三年と

一΃月分の「฿༆ᱲ」のො入を記̱た一။表とい̠̭とになる。ै成者、ै成

年月日は੥かれていない。ただ̱、最ࢃのො入が「਱ඵ月਱ඵ日」とあるので、

ै成されたのは、؊ז三年（1396）の੝੐ࣼではなか̠ͧか。ො入に関̱ては、

毎月ではないが月̮とのො入であり、一年毎にො入の合計ڣ߄が記されている。

一見̱たと̭ͧ、̭ の฿༆ᱲො帳（２）は฿༆ᱲො帳（１）のྶळと৾͜れる。

̱か̱ながら、果た̱て̷のٜ৷でၻいのであ̠ͧか。ইまりのྶඃ三年分は

よ̱と̱て͜、฿༆ᱲො帳（１）の終ͩりが؊ז三年分まであり、ۼܢが֑̠。

　̭の଎表˒͜表計算Εフトをঀい計算̱ೄ̱؍੥̧に̱て͙た（଎表˓）。

̭̻ら͜計算は͎̽たり合̽ている。଎表˓を見ながら、ඵつの「฿༆ᱲො帳」

の๤ڛをদ͙たい。ま̴ྶඃ三年分の品河分・神奈河分からである。記शされ

ている品河分16۹໲・神奈河分28۹໲は「঳ො」と記शされている。঳にො͛

たとい̠̭とであ̠ͧが、ಭਓ者の記शがない。଎表２に੥かれていた「঳ز

ॠઊ」ではなか̠ͧか。神奈河分の合計のࢃに「ুࣻ月ൽՒᎽઇ෗」と੥かれ

ている。神奈河分の჋月をಭਓ̱たࢃはൽՒᎽが౜൚̱たとい̠̭とである。

̷の部分がࠧఅ̱ている。̭の「฿༆ᱲො帳（２）」（଎表 ・˒଎表˓）の品河分・

神奈河分の合計は、16ȼ12で28۹໲である。̱ か̱ながら、「฿༆ᱲො帳（１）」（଎

表 ・ː଎表ˑ）の༷は、46۹໲である。̱たが̽て、ओڣの18۹໲（଎表˓ɚ印）

が৐ͩれた部分であり、ൽՒᎽがಭਓ̱ො入̱たڣ߄とい̠̭とになる。品河

分の「สຐ໲ࣻٸ෯代」のփྙは分からない。ಭਓのた͛に෯代800໲を໡̽
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たとい̠̭とであ̠ͧか。

　ࠧఅ部分のষはୃ月からইま̽ているので、̭̭からྶඃ四年分である。ඵ

月分の下に、「ࣻ月マテൽՒᎽ所ྩ」とあるので、ୃ月分とඵ月分を合̵ͩて8

۹໲はൽՒᎽがಭਓ̱たとい̠̭とである。ږかに「฿༆ᱲො帳（１）」の神

奈河分に「ส۹໲Χ、ൽ

ՒᎽො෗」とある。ষに

四月の下に、「ࣻ月πリ

֔田ദ;·」とある。「;

·」とい̠のはփྙະྶ

であるが、とにかく̭の

月から֔田ദが౜൚̱、

ޭ月（12月）までの45۹

໲をಭਓ̱ている。ஜ੆

̱たよ̠に、「฿༆ᱲො

帳（１）」に「四਱۹ࡼ

໲、֔田ദ」とい̠表記

があ̽た。また、̭の年

の最ࢃに「ু਱月ঢޭ

月、品河分ඵ۹ΜȓൽՒ

Ꮍ੄෗」とある。つまり

਱月から਱ඵ月の品河の

3Ή月分、1Ή月2۹໲で6

۹໲をൽՒᎽがၛてఢ̢

໡い̱たとい̠̭とであ

る。「฿༆ᱲො帳（１）」

に「品河分　჋۹໲　三Ή月分、ൽՒᎽො෗」記されている̭ととເ合する。

̭の6۹໲を入れてྶඃ四年分の合計、59۹໲の計算は合̽ている。

 5

表ィ⟬䝋䝣䝖್
㻺㻻   䚷䚷䚷ᕹู㘆⣡ᖒ 䚷䚷䚷䚷䚷᫂ᚨ୕ᖺ஧᭶ጞஅ䚸

1 ရἙศ䚷䚷䚷䚷䚷ඵⓒᩥṈእ㤿௦
2 ༑㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷஧᭶ศ 10
㻟 ୕㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ᅄ᭶ศ 㻟
㻠 ஧㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷୐᭶ศ 2
5 ኒ㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷༑᭶ศ 1
6 䚷䚷䚷௨上༑භ㈏ᩥ ᑎ⣡ 16

7 㷊奈Ἑศ䚷
㻤 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷஧᭶ศ 5 16䠇12䠙 2㻤
9 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ᅄ᭶ศ 5

10 ஧㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷භ᭶ศ 2
11 䚷䚷䚷௨上༑஧㈏ᩥ ᑎ⣡䚷䚷䚷⮬Ṉ᭶㐨㜿ᙗᢎஅ䚸 12

Ḟᦆ㒊ศ 䠄㻠6-2㻤䠙䐰䚷䖩ᘬ⏝⪅㻕

12 ᅄ㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ṇ᭶ศ 㻠
1㻟 ᅄ㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷஧᭶ศ䚷䚷䚷Ṉ᭶䝬䝔㐨㜿ᙗᡤົ䚸 㻠
1㻠 ༑㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ᅄ᭶ศ䚷䚷䚷Ṉ᭶䝶䝸஭⏣Ẋ䜴䜽䚸 10
15 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷භ᭶ศ 5
16 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷୐᭶ศ 5
17 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ඵ᭶ศ 5
1㻤 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷஑᭶ศ 5
19 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷༑᭶ศ 5
20 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷㟖᭶ศ 5
21 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ᴟ᭶ศ 5

22
භ㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷⮬༑᭶⮳ᴟ᭶䚸ရἙศ஧㈏䝒䞋㐨㜿ᙗ出அ䚸
䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷 Ⅽᚋᖺᢎஓ䚸

6

2㻟 䚷䚷䚷௨上஬༑஑㈏ᩥ ᫂ᚨᅄᖺศ␌䚸 59

2㻠 ༑㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ṇ᭶ศ䚷Ṉ᭶䝶䝸㐨㜿ᙗ୍ᅭ䝙ᢎஅ䚸 10
25 ༑㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷஧᭶ศ 10
26 ༑㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷୕᭶ศ 10
27 ༑㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ᅄ᭶ศ 10
2㻤 ༑㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷஬᭶ศ 10
29 ༑㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷භ᭶ศ 10
㻟0 ༑㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷୐᭶ศ䠄⿬᭩䠅䚷䛂ⓒ஬༑୐㈏ᩥ䝁䝺䝬䝔䛃 10
㻟1 ༑㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ඵ᭶ศ䚷༑஧᭶༑஧᪥⣡அ䚸 10
㻟2 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷஑᭶ศ䚷༑஧᭶ᘘ஑᪥ୟ⣡அ䚸 5
㻟㻟 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷஑᭶ศ䚷᠕Ọ஧䚷஧᭶༑஧᪥ 5
㻟㻠 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷༑᭶ศ䚷᠕Ọ஧䚷஧䚷༔᪥ 5
㻟5 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷༑᭶ศ䚷ᅄ᭶༑ᅄ᪥⣡அ䚸 5
㻟6 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷㟖᭶ศ䚷஬᭶୍᪥⣡அ䚸 5
㻟7 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷㟖᭶ศ䚷༑୍᪥⣡அ䚸Ṉෆ୕㈏஬ⓒᩥ䝝㚩ஓ䚸 5
㻟㻤 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷༑஧᭶ศ䚷භ᭶ᅄ᪥⣡அ䚸 5
㻟9 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷༑஧᭶ศ䚷ྠ༑஑᪥⣡அ䚸 5
㻠0 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷᠕Ọඖᖺᮍ㐍ศ䚷୐᭶༑ᅄ᪥⣡அ䚸 5
㻠1 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ྠᮍ㐍ศ⣡அ䚸኉୐᭶஬᪥䚸 5
㻠2 ஧㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ྠᮍ㐍ศ ኉୐᭶༑ᅄ᪥⣡அ䚸 2
㻠㻟 䚷䚷䚷䚷 ᕬ上᠕Ọඖᖺศ 1㻟2

㻠㻠 ஧㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ṇ᭶ศ ඵ᭶ᘘ஑᪥⣡அ䚸 2
㻠5 ୕㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ṇ᭶ศ ஑᭶ᘘ୍᪥ 㻟
㻠6 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷ṇ᭶ศ ༑୍᭶༑භ᪥ 5
㻠7 ஬㈏ᩥ䚷䚷䚷䚷䚷䚷஧᭶ศ ༑஧᭶༑஧᪥ 5
㻠㻤 䚷䚷䚷䚷 ᕬ上᠕Ọ஧ᖺศ 15

ᕹู㘆⣡ᖒ䠄2䠅ྜィ䠄㻺㻻䠊6䚸11䚸2㻟䚸㻠㻟䚸㻠㻤䠅 2㻟㻠
䠇 1㻤 Ḟᦆ㒊ศ䖩
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ᕪ㢠の 18 貫文（図表㸵ۻ༳）が失われた㒊分であり、㐨㜿ᙗが徴収し納入した金㢠ということになる。品河分の

「八百文Ṉ外㤿௦」の意࿡は分からない。徴収のために㤿௦ 800 文をᡶったということであろうか。 

 Ḟᦆ㒊分のḟは正月からጞまっているので、ここから᫂ᚨ四年分である。二月分の下に、「Ṉ月ࢸ࣐㐨㜿ᙗᡤ

ົ」とあるので、正月分

と二月分を合わࡏて 8 貫

文は㐨㜿ᙗが徴収したと

いうことである。☜かに

「帆別錢納帳（１）」の

神奈川分に「八貫文ࣁ、

㐨㜿ᙗ納அ」とある。ḟ

に四月の下に、「Ṉ月ࣚ

ࣜ஭田Ẋࢡ࢘」とある。

というのは意࿡「ࢡ࢘」

୙᫂であるが、とにかく

この月から஭田Ẋがᢸ当

し、ᴟ月（12 月）までの

45 貫文を徴収している。

前述したように、「帆別

錢納帳（１）」に「四十

஬貫文、஭田Ẋ」という

表記があった。また、こ

の年の最ᚋに「⮬十月⮳

ᴟ月、品河分二貫࣯ࢶ㐨

㜿ᙗ出அ」とある。つま

り十月から十二月の品河

の 3 月分、1ࢣ 月ࢣ 2 貫

文で 6 貫文を㐨㜿ᙗが立

て᭰えᡶいしたというこ

とである。「帆別錢納帳（１）」に「品河分 භ貫文 三ࢣ月分、㐨㜿ᙗ納அ」記されていることと➢合する。

この 6 貫文を入れて᫂ᚨ四年分の合計、59 貫文の計⟬は合っている。 

 ḟの年、ᛂ永元年の正月分に「Ṉ月ࣚࣜ㐨㜿ᙗ一圓ࢽᢎஅ」と記載され、㐨㜿ᙗがᢸ当になったことが分かる。

「一圓」というのは、品河・神奈河の両津ということであろう。七月分のᮍ㐍を三ᅇにΏってᚋ納しているが、

この年の合計 132 貫文も、「帆別錢納帳（１）」と一⮴する。この㡭になると、納付の㐜れが┠立ってきている。
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　ষの年、؊ࡓז年のୃ月分に「ࣻ月πリൽՒᎽ一ኊニઇ෗」と記शされ、ൽ

ՒᎽが౜൚にな̽た̭とが分かる。「一ኊ」とい̠のは、品河・神奈河の両ೋ

とい̠̭とであ̠ͧ。্月分のྚૺを三ٝにള̽てࢃො̱ているが、̭の年の

合計132۹໲͜、「฿༆ᱲො帳（１）」と一౿する。̭のࣼになると、ොັのಁ

れが࿒ၛ̽て̧ている。ံ 年͜ୃ月分をส月、߇月、਱一月とಁれてො͛ている。

最終的にはඵ月分を਱ඵ月਱ඵ日にਓ͛、15۹໲で؊זඵ年が終ͩ̽ているが、

「฿༆ᱲො帳（１）」で、؊זඵ年分は29۹໲ොັにな̽ていた。̭の౲ٴで14

۹໲のྚૺがあるとい̠̭とになる。ஜ੆̱たよ̠に、੝͛は26۹໲と੥かれ

ていたが、「見̵ક̻」で6の؍に9とഁୃされていた。つまりࢃから3۹໲をί

ρス̱たとい̠̭とである。ྚૺ14۹ڣ໲のඤ、11۹໲は؊ז四年に౤׌ձ৽

がොັ̱ており、ॼり3۹໲は؊ࡼז年の߇月਱一日にො入されている。つまり、

「฿༆ᱲො帳（１）」ै成された౲ٴで、すでに11۹໲はො入されていたのであ

り、3۹໲はۼに合ͩなか̽たので「見̵ક̻」で೏̱ୃഁحたとい̠࿫である。

̱たが̽て、「฿༆ᱲො帳（１）」がै成されたのは、؊ז四年に౤׌ձ৽がྚ

ૺをොັ̱たࢃであるとい̢る。

ൽに֝れたので、დを「฿༆ᱲො帳（２）」に࿗̷̠。ま̴、฿༆஘؍̱ઁ　

のಭਓを౜൚̱た「֔田ദ」と、「ൽՒᎽ」がܨになると̭ͧであるが、̭の

ඵ人は帳のै成に߸ͩ̽ているか̱͜れないのでࢃ੆する。̷れでは、「฿

༆ᱲො帳（２）」ै成されたのはいつか。؊זඵ年分の最ࢃのො入は、਱ඵ月

਱ඵ日なので、ံ年にな̽てからのै成ではなか̠ͧか。

　̭̭で、ࠧఅ部分がྫか̽たとい̠ஜ೹で、「฿༆ᱲො帳（２）」の஠ො入ڣ

を計算̱て͙たい。

　「฿༆ᱲො帳（２）」から、ྶඃ三年分は、16ȼ12Ɂ28۹໲、ྶඃ四年分59۹

໲、؊ࡓז年分132۹໲、؊ז分ඵ年15۹໲である。さらにྶඃ三年のࠧఅ部

分18۹໲を̢حると152۹໲となる。

　また、「฿༆ᱲො帳（１）」で؊ז分ඵ年分までの合計（ྶඃ三年分46۹໲、

ྶඃ四年分59۹໲、؊ࡓז年分132۹໲、؊זඵ年分29۹໲）から、؊ז分ඵ
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中世の帳合法と湊

年分でࢃ日ො入された14۹໲（ࣻඤ11۹໲Χᑄז四年ু౤׌ձ৽༕෗、3۹໲、

ᑄࡼז年߇月਱一日）をঐ̱֨いて͜、同̲よ̠に152۹໲が導̧੄̵る。

　̭の152۹໲が「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」の฿༆ᱲと一౿する。ஜ੆

̱たが、̭の一౿ڣをඊুの計算表から੝͛て導いたのが࿀۹࿻ঊである（࿀

۹2006，285-286）とএͩれる。

　̷れでは、ষડでは、̭の「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」について見てい

̧たい。

ˏ　ȶ߄ᚧᠲྴ঳߄൴ਘ௮ၳ௷඾ܱȷ͂ನ༧ΏΑΞθ̞̾̀ͅ

　଎表˔が「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」である。最੝に、「ᑄזඵ年჋月

三日ই෗」とある。̭の日からਘ造のࢥমがٳইされたとい̠̭とではないか

とএ̠。̭ のതはࢃ੆する。　ষに、ڥか̽た๯ဥが記शされている。すな̻ͩ、

イ「५৾ऺ木ম」（৽ऺ木๯）、ロ「๔ੴ༷料௷ম」（大ࢥ手ۼ・ਿ ・ܻਈू料൝）、

Χ「౫࿠༷ম」（ऺ料๯・ਿܻ൝）、ニ「ळșऺ木൝ম」（ॠऺ木๯）、γ「ਘ造

෗ۼ人ॽ᳦ဥ」（ॠ人࠯๯）である。なお、（　）ඤの୰ྶはࣞോႂဎ（品୼区

1973，334）からの֨ဥである。

　ո上、イからγまでの合計が、ə印の「സ合᭾ᄿ柒ਚᥪᄿࡾ໲」である。̷

̱て、ਓ入のඤ࿫が˝「ඵຐࡼ਱ඵ۹໲者、฿༆ᱲ」と˞「ලඵ۹四ຐࡼ໲者、

঳ز年࣓ᱲ」とい̠ਜ਼੬の記शである。すな̻ͩ、߄൴ਘ造に߸̽た๯ဥ（イ

 7
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の横にὀ記されている。ཎጞ簿に当たるものを☜ㄆしないと分からない。それにしても、中世のேの計⟬力は大

したものである。 
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 以上、見たところ「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊日

記」は、称名寺金ᇽಟ造のỴ⟬書であるといえる。

そして、「帆別錢納帳（２）」は「金⃝✃名寺金ᇽ

ಟ造料㊊日記」の㸿「二百஬十二貫文者、帆別錢」

の᫂⣽といえる。「帆別錢納帳（２）」の最初に書

かれていたように、帆別錢の納入は᫂ᚨ三年（1392）二月からጞまっている。「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊日記」

はᛂ永二年分（1395）භ月三日に㛤ጞされている。おそらく、帆別錢の納入㢠がある⛬ᗘ㈓まってから金ᇽのಟ

造の費用が㈥われるようになってᕤ事が㛤ጞされたのではないか。そして、帆別錢は、ᛂ永二年分の最ᚋの納入

は十二月十二日分であり、それをྵめた㢠が「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊日記」に㌿記されている。つまりᛂ永二

年の⤊わりまでに納入された帆別銭が金ᇽಟ造ᕤ事にᢞ入されたということであり、Ḟᦆ㒊分が↓かったとした

ら「帆別錢納帳（２）」から分かることである。ここで見えてくることは、「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊日記」と

「帆別錢納帳（２）」はྠ᫬ᮇにసられたということである。「帆別錢納帳（２）」は「帆別錢納帳（１）」の

᫂⣽ように見えるが、ᯝたしてそれでいいのかと前述した。「帆別錢納帳（２）」は「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊

日記」とࢺࢵࢭであると考えるべきである。「帆別錢納帳（２）」は、Ỵ⟬書である「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊

日記」の᫂⣽書としてసられたものである。☜かに二つの「帆別錢納帳」は、ྠ種類の帳簿である。しかしなが

ら、二つは㐪う┠ⓗで、㐪う᫬ᮇにసられたものといえる。ただ「帆別錢納帳」は両方とも᫂⣽書であることは

㛫㐪いないと思う。この点は、ᚋ述する。 

 それともう一つᛀれてはならないことは、これらの「帆別錢納帳」をసᡂするためのྎ帳（ཎጞ簿）があった

はずであるということである。౛えば、「はࡌめに」でも触れた伊勢大湊の「船々取日記」や、「船々聚銭帳」

のような帳簿は、現場
・ ・

で日ḟ記（ࡦなみき）として日々付けられていたと思われる。その日ḟ記（ཎጞ簿）があ

ったればこそ、それを㞟計➼することによって᫂⣽帳である「帆別錢納帳」もసᡂできるのである。先࡝࡯「金

⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊日記」࡬の㌿記は、「帆別錢納帳（２）」からと述べたが、正☜にはཎጞ簿から┤᥋㌿記

が行われたというのが正解であろう。 
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ȡγ）をვ̽たのが 「̋฿༆ᱲ」と 「˞঳

߄」年࣓ᱲ」とい̠̭とである。̭のز

ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」をې定ࠁ৆

にೄ̱た͜のが଎表˕である。見て分か

るよ̠に、ਓ入と঑੄に1໲のओがある。֑算だとএͩれる。ȸ神奈୼ࡇঃȹ（଎

表˔のə印Ⴅ）には、ྶかに֑ۼいとͩか̽ていて͜、̷のママ
4 4

に̱たとい̠

「マȓ」が「ࡾ」の؍にಕ記されている。原ই༧に൚たる͜のをږ෇̱ないと

分からない。̷れに̱て͜、中世の人の計算力は大̱た͜のである。

　ո上、見たと̭ͧ「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」は、ઠ名঳߄൴ਘ造の決

算੥であるとい̢る。̷̱て、「฿༆ᱲො帳（２）」は「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料

௷日記」の 「̋ඵຐࡼ਱ඵ۹໲者、฿༆ᱲ」のྶळとい̢る。「฿༆ᱲො帳（２）」

の最੝に੥かれていたよ̠に、฿༆ᱲのො入はྶඃ三年（1392）ඵ月からইま̽

ている。「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」は؊זඵ年分（1395）჋月三日にٳ

ইされている。お̷らく、฿༆ᱲのො入ڣがある೾ഽಡま̽てから߄൴のਘ造

の๯ဥがვͩれるよ̠にな̽てࢥমがٳইされたのではないか。̷̱て、฿༆

ᱲは、؊זඵ年分の最ࢃのො入は਱ඵ月਱ඵ日分であり、̷ れを͛܄たڣが「߄

ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」にഢ記されている。つまり؊זඵ年の終ͩりまで

にො入された฿༆஘が߄൴ਘ造ࢥমにൎ入されたとい̠̭とであり、ࠧఅ部分

がྫか̽たと̱たら「฿༆ᱲො帳（２）」から分かる̭とである。̭̭で見̢

てくる̭とは、「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」と「฿༆ᱲො帳（２）」は同時

にैられたとい̠̭とである。「฿༆ᱲො帳（２）」は「฿༆ᱲො帳（１）」ܢ

のྶळよ̠に見̢るが、果た̱て̷れでいいのかとஜ੆̱た。「฿༆ᱲො帳（２）」

は「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」とΓΛトであると考̢る̧͓である。「฿

༆ᱲො帳（２）」は、決算੥である「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」のྶळ੥

と̱てैられた͜のである。ږかにඵつの「฿༆ᱲො帳」は、同ਅ႒の帳༧で

ある。̱か̱ながら、ඵつは֑̠࿒的で、֑̠時ܢにैられた͜のとい̢る。

ただ「฿༆ᱲො帳」は両༷と͜ྶळ੥である̭とは֑ۼいないとএ̠。̭のത

 7
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 以上、見たところ「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊日

記」は、称名寺金ᇽಟ造のỴ⟬書であるといえる。

そして、「帆別錢納帳（２）」は「金⃝✃名寺金ᇽ

ಟ造料㊊日記」の㸿「二百஬十二貫文者、帆別錢」

の᫂⣽といえる。「帆別錢納帳（２）」の最初に書

かれていたように、帆別錢の納入は᫂ᚨ三年（1392）二月からጞまっている。「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊日記」

はᛂ永二年分（1395）භ月三日に㛤ጞされている。おそらく、帆別錢の納入㢠がある⛬ᗘ㈓まってから金ᇽのಟ

造の費用が㈥われるようになってᕤ事が㛤ጞされたのではないか。そして、帆別錢は、ᛂ永二年分の最ᚋの納入

は十二月十二日分であり、それをྵめた㢠が「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊日記」に㌿記されている。つまりᛂ永二

年の⤊わりまでに納入された帆別銭が金ᇽಟ造ᕤ事にᢞ入されたということであり、Ḟᦆ㒊分が↓かったとした

ら「帆別錢納帳（２）」から分かることである。ここで見えてくることは、「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊日記」と

「帆別錢納帳（２）」はྠ᫬ᮇにసられたということである。「帆別錢納帳（２）」は「帆別錢納帳（１）」の

᫂⣽ように見えるが、ᯝたしてそれでいいのかと前述した。「帆別錢納帳（２）」は「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊

日記」とࢺࢵࢭであると考えるべきである。「帆別錢納帳（２）」は、Ỵ⟬書である「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊

日記」の᫂⣽書としてసられたものである。☜かに二つの「帆別錢納帳」は、ྠ種類の帳簿である。しかしなが

ら、二つは㐪う┠ⓗで、㐪う᫬ᮇにసられたものといえる。ただ「帆別錢納帳」は両方とも᫂⣽書であることは

㛫㐪いないと思う。この点は、ᚋ述する。 

 それともう一つᛀれてはならないことは、これらの「帆別錢納帳」をసᡂするためのྎ帳（ཎጞ簿）があった

はずであるということである。౛えば、「はࡌめに」でも触れた伊勢大湊の「船々取日記」や、「船々聚銭帳」

のような帳簿は、現場
・ ・

で日ḟ記（ࡦなみき）として日々付けられていたと思われる。その日ḟ記（ཎጞ簿）があ

ったればこそ、それを㞟計➼することによって᫂⣽帳である「帆別錢納帳」もసᡂできるのである。先࡝࡯「金

⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊日記」࡬の㌿記は、「帆別錢納帳（２）」からと述べたが、正☜にはཎጞ簿から┤᥋㌿記

が行われたというのが正解であろう。 
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中世の帳合法と湊

は、ࢃ੆する。

　̷れと̠͜一つདྷれてはならない̭とは、̭れらの「฿༆ᱲො帳」をै成す

るた͛のర帳（原ই༧）があ̽たは̴であるとい̠̭とである。႕̢͊、「は

̲͛に」で͜૘れたչସ大湊の「஑ș৾日記」͞、「஑șᥞ஘帳」のよ̠な帳

༧は、࡛場
4 4

で日ষ記（͌な̧͙）と̱て日șັけられていたとএͩれる。̷の

日ষ記（原ই༧）があ̽たれ̷̭͊、̷れを集計൝する̭とによ̽てྶळ帳で

ある「฿༆ᱲො帳」͜ै成で̧るのである。୶͕̓「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷

日記」͒のഢ記は、「฿༆ᱲො帳（２）」からと੆͓たが、ୃږには原ই༧から

ೄ୪ഢ記が行ͩれたとい̠のがୃٜであ̠ͧ。

　დを「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」に࿗すと、「˞　ලඵ۹四ຐࡼ໲者、

঳ز年࣓ᱲ」に̱て͜、ઠ名঳はఉくの௝׬を঵̽ていたとএͩれるので、「ɛ

ɛ௝׬からはいくら、ɛɛ௝׬はらはいくら、・・・」とい̠よ̠に、ݶ੄さ

れた年࣓の੄所を̱͛すྶळ帳がັけられていたのではなか̠ͧか。̷̱て̭

のྶळ੥をै成するた͛に、ڎ௝׬から೹੄された年࣓ො入の決算༭࣬੥であ

る「ٜࠫે」とか、「ې定ે」が၌ဥされたと考̢られる。

　また、঑੄の௰で͜、႕̢͊イ「५৾ऺ木ম」は、「५৾ऺ木帳」、ロの「๔

ੴ༷料௷ম」には「๔ੴ༷料௷帳」、ո下、Χ「౫࿠༷帳」、ニ「ळșऺ木൝帳」、

γ「ਘ造෗ۼ人ॽ᳦ဥ帳」な̓が存ह̱たは̴である。̭れらの帳はྶळ੥で

あると͜考̢られる̱、ྶळがຈါないと考̢られる場合は、̷れুఘが原ই

༧（ర帳）であ̽たは̴である。

　い̴れに̱て͜、決算੥である「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」は฿༆஘を

た原ই༧႒から੥̧上̬られた。すな̻ͩೄ୪ഢ記されै成された。ຈါ͛܄

な場合にはྶळ੥͜ैられたのであ̠ͧ

とい̠͜のが数ത所蔵されている（神「൴༷人ॽਈೄম߄」、にはࡩ໲ా߄　

奈୼1975，730-731ࡇ）。̭れは߄൴造営の手ഥ人にచ̱て੄されたਈのྶळ帳

で、日毎に人数と̷の౵౲が੥かれ、最ࢃに月༆に集計された͜のである。̷

の日ັが「ᑄזඵ年჋月」、「ᑄזඵ年ଁ্月」、「ᑄזඵ年ส月三日」とあるの
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で߄൴造営の͜のであると分かる。ఈに͜「߄൴໔ᖪ」であるとか、߄൴造営

のた͛か̠̓か分からないが「̭てͭの̻̠ͭ͜のম」とか「േ༷日記」（神

奈୼1975，732-734ࡇ）な̓の帳がॼ存する。̭れら͜す͓てྶळ帳であると

考̢られる。すな̻ͩ「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」が分かり͞すいよ̠に

ັされている表とい̠̭とである。会計学のဥࢊをঀ̠なら「ྶၸ଻の原௱」

である。

　さらに̠͜一つਹါな̭とは、「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」は、ౙなる

決算੥である͊かりでなく決算༭࣬
4 4

੥と̱てܥෝ̱ていたのではないかとい̠

̭とである。ຊ者͜かつて୩ಠにおいて、中世のٜࠫ८ဥે（年࣓の८ဥે）

に「日記」とັけられている͜のがあり、原ই༧͊かりでなく、決算༭࣬੥ま

で͜が「日記」と関߸がある（田中孝2014，177）と੆͓た２。だから、「߄ᚧ

ᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」͜決算༭࣬੥であ̽たとい̠論理は成りၛつ。̷

れがબݶに、ȸ神奈୼ࡇঃȹが「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」に「߄ᚧᠲ名

঳߄൴ਘ造料௷ಕ໲
4 4

」と「ಕ໲」とい̠Ηイトルをັ̱ているのを੝͛と̱て

と̱て、「߄൴༷人ॽਈೄম」は「ᠲ名঳߄൴造ባ人ॽਈೄಕ໲」、「߄൴໔ᖪ」

は「ᠲ名঳߄൴造ባ໔ᖪಕ໲」、「̭てͭの̻̠ͭ͜のম」は、「ᠲ名঳߄造ባ

料ऺ料௷ಕ໲」、「േ༷日記」には「േ༷料௷ಕ໲」とい̠名ઠがັされている。「ಕ

໲」とは上૭໲੥である。ా߄໲ࡩに所蔵されているとい̠̭とは、ઠ名঳に

上૭（೹੄）された͜のである。中で͜「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」が఩

ৰచચ表͞అף計算੥のよ̠なܖ本़ྩ੨表である。̷れ͜製造関߸の決算༭

࣬੥である。ࢥমにいくらかか̽たとか、ऺ 料はةをঀ̽たとか、人はة人̽ࡹ

たとか、̷のた͛のお߄が̭̓から੄たとかとい̽たが分かる。࡛代໓に̢࡞

͊、੸業༧記ではなくࢥ業༧記（ə印が製造原ث）の႒いとい̢よ̠。ຊ者は

̭のよ̠な製造関߸の決算༭࣬੥を見たのは੝͛てであり、ܲਹなঃ料である

とএͩれる。ఈのࢥমにおいて͜、̭のよ̠なঃ料がॼ̽ていれ͊、ࢥমのܰ

࿅͞ඤယの๤ڛがで̧るは̴である。

　ఈに͜、ࢥমを୏໅̽た者にచする༭ਫに関߸̱た༭࣬੥͜൚டあ̽たは̴
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である。い̴れに̱て͜、̭のよ̠な੨帳によ̽て、ࢥমの஠ཞが見̢るは̴

である。̱ڀ、中世の神奈河品河両湊には、࿹れた帳合法のΏステθが੄ြ上

が̽ていたとࠫ論ັけられるのではなか̠ͧか。

　̷れからདྷれてはならない̭とは、̭れらの帳を౗がै成̱たのかとい̠̭

とである。お̷らく฿༆ᱲのಭਓから߄൴の造営までを୏໅̽た͜のが、ઠ名

঳に୰ྶୣහ（会計ୣහ）を果たすた͛にै成̱た͜のであると考̢られるが、

̷れが౗であるかについては第5ડで٨͛て考̢たいとএ̠。

　最ࢃに、「฿༆ᱲො帳（１）」についてັけ̢حたい。̭ れは、造営が総て終ͩり、

ઠ名঳のた͛にঀͩれた฿༆ᱲ一切に関するྶळの༭࣬੥ではないかとএͩれ

る。ా߄໲ࡩには、「฿༆ᱲ下行帳」とい̠͜のの౯۰
4 4

が所蔵されている（神

奈୼1975，764ࡇ）。「ᑄז三年三月」からইま̽ているので、୶の「߄ᚧᠲ名

঳߄൴ਘ造料௷日記」ࢃである。̭の下行帳から฿༆ᱲがᖪ、߭、ア΍ϊ（ཻ

ಟȉɁ֨ဥ者）な̓の঑໡いにঀͩれていた̭とが分かる。「฿༆ᱲො帳（１）」

から、฿༆ᱲは「ᑄז三年分」まで、ઠ名঳にො入されていたのがͩかる。お

̷らく、「฿༆ᱲ下行帳」は「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」のষのܢか、խは、

মのた͛に฿༆ᱲがঀͩれた̭とをাすࢥ൴のਘ造がい̽たͭ終ͩり、༆の߄

ྶळ੥ではなか̠ͧか。̱たが̽て、୶の「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」の

˝「฿༆ᱲ」のྶळをাす͜のと̱て、「฿༆ᱲො帳（２）」のఈに、「฿༆ᱲ

下行帳」の存हは൚ட想定で̧る。

　଎表１０は、ຊ者が考̢た「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」を中૤と̱た帳

༧ழ૕のである。̭れは、あくまで࡛代の༧記会計を知̽ている者の࿒から見

ての想定଎である。

　最ࢃに「฿༆ᱲො帳（１）」について考̢たい。̭れは、ઠ名঳にො入された「஠

ての฿༆ᱲの༭࣬੥」ではなか̠ͧか。ஜ੆̱たよ̠に、߄൴ਘ造の第ඵܢの

߄ᚧᠲ名঳߄」মがあ̽て、̷のた͛に༆のࢥমがあ̽たとか、ఈに͜造営ࢥ

൴ਘ造料௷日記」൝͜ै成され決算༭࣬͜なされていた。̷のࢥমを͛܄た஠

ఘの決算༭࣬がなされ、̷のた͛にै成された฿༆஘のྶळ੥とい̠考̢は成
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りၛつ。

　̷れでは、ষにခ名な「武蔵国品河湊஑帳」について考察をদ͙る。

ːȶ໌௬ኈ຦ྡع஑ನȷ

　「武蔵国品河湊஑帳」（଎ນˍˍ）は、中世のႤঃ研究のܲਹなঃ料と̱て၌

ဥされて̧た。̭れ͜ୃ࿂から৾り上̬たのは࿀۹࿻ঊが最੝であるとএͩれ

るが、̷のࢃ、ֳऎ๼ၦ෗とのۼで大論争にな̽た。ຊ者のよ̠な࿝ۧٸが̓

、るၛ場ではなく、૘れ̴にお̧たいと̭ͧである。̱か̱ながら̢࡞̠̭̠

本ࣂは中世の神奈河品河両湊の帳合法について検討を̱て̧たͩけであるの

で、༧記会計の研究者と̱ての見ٜをাさなけれ͊ならないと考̢る。
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 最ᚋに「帆別錢納帳（１）」について考えたい。これは、称名寺に納入された「඲ての帆別錢のሗ࿌書」では

なかろうか。前述したように、金ᇽಟ造の➨二ᮇのᕤ事があったとか、௚にも造営ᕤ事があって、そのために別

の「金⃝✃名寺金ᇽಟ造料㊊日記」➼もసᡂされỴ⟬ሗ࿌もなされていた。そのᕤ事をྵめた඲యのỴ⟬ሗ࿌が

なされ、そのためにసᡂされた帆別銭の᫂⣽書という考えはᡂり立つ。 

 それでは、ḟに᭷名な「武蔵国品河湊船帳」について考察を試みる。 

 

㸲「武蔵ᅧ品河湊⯪帳」 

「武蔵国品河湊船帳」（ᅗ⾲１１）は、中世の歴史研究の貴重な史料として฼用されてきた。これも正面から

取り上げたのは綿貫友子が最初であると思われるが、そのᚋ、Ᏹబ⨾㝯அとの㛫で大ㄽதになった。筆者のよう

な㛛外₎が࡝うこうゝえる立場ではなく、触れずにおきたいところである。しかしながら、本稿は中世の神奈河

品河両湊の帳合法について᳨ウをしてきたわけであるので、簿記会計の研究者の➃くれとしての見解を示さなけ

ればならないと考える。 

まずこの「武蔵国品河湊船帳」について、綿貫も先行研究としてᣲげている（綿貫 1998，130）ものの中から、
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　ま̴̭の「武蔵国品河湊஑帳」について、࿀۹͜୶行研究と̱て̬ݷている（࿀

۹1998，130）͜のの中から、ਢࢫקዎと、ࣞോႂဎの見ٜを見て͙たい。ਢ

する関୕であつて、ྶඃ三هに੄入する஑にࢽは「̭れは品୼、神奈୼の両ק

年ඵ月 )一三߇ඵ * からইまつた͜ののよ̠である。ྶඃ三年には品河に಍い

た஑がୃ月からส月までに三਱ᦻあつた」（下஌֨ဥ者、ਢ1952，145ק）と੆

͓ている。またࣞോは、઎和48年（1973）にȸ品୼区ঃȹ೒ঃ編　上ےにおいて、

̭のঃ料は、「ྶඃ三年 )1392* のୃ月からส月にいたるส΃月ۼに、品୼湊に

た஑の੥̧上̬で、஑名と஑৽名と問̱ࢽܙ ) とい * の名が̢͙る。̭のۼܢ

に三țᦻの஑が̱ࢽܙた̭と、ى໤の࿶送・༗ۯ、੸品のտు販売を業とする

三ࡌの問が品୼湊にあ̽た̭とが分かる」（下஌֨ဥ者、品୼区1973，333）と

̱ている。

　ஜ記ඵ人の見ٜで大༷のと̭ͧが分かるとএ̠が、଎表１１にഞ̽て見て͙

ていくと、ঐഊ೒り A と B から、ྶඃ三年ୃ月からส月までのۼに品河湊に

ັいた஑の̭とが੥かれている̭とが分かる。̷ の数は๔号の೒り30ᦻである。

੥̧༷は、஑名・஑৽・問名のਜ਼で੥かれている。ӻを႕に৾ると、஑名は「ষ

 11

⯚㉺康ኖと、㧗ᓥ⥳㞝の見解を見てみたい。⯚㉺は「これは品川、神奈川の両港に出入する船に課する関⛯であ

つて、᫂ᚨ三年二月(一三஑二)からጞまつたもののようである。᫂ᚨ三年には品河に╔いた船が正月から八月まで

に三十⯺あつた」（下⥺ᘬ用者、⯚㉺ 1952，145）と述べている。また㧗ᓥは、᫛和 48 年（1973）にࠗ品川༊

史࠘㏻史⦅ 上ᕳにおいて、この史料は、「᫂ᚨ三年(1392)の正月から八月にいたる八࢝月㛫に、品川湊にᐤ港

した船の書き上げで、船名と船୺名とၥ(とい)の名がみえる。このᮇ㛫に三ࠐ⯺の船がᐤ港したこと、㈌≀の㍺

㏦・保管、ၟ品のጤク㈍኎をᴗとする三㌺のၥが品川湊にあったことが分かる」（下⥺ᘬ用者、品川༊ 1973，

333）としている。 

 䐟䡚䞪䚸 㻭䞉㻮䚸䛒䞉䛔䚸䜲䡚䝝䛿ᘬ⏝⪅䚷䚷出典：㔠⃝ᩥᗜ1955，2㻤㻠-2㻤5
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前記二ேの見解で大方のところが分かると思うが、図表１１にῧって見てみていくと、ᣦ᦬㏻り A と B から、

᫂ᚨ三年正月から八月までの㛫に品河湊に付いた船のことが書かれていることが分かる。そのᩘは␒ྕの㏻り 30

⯺である。書き方は、船名・船୺・ၥ名の㡰で書かれている。ջを౛に取ると、船名は「ḟ㑻୸」、船୺は「භ

㑻大㑻」、そしてၥ名は「行本」（ࣁ）である。ၥは௚にも（࢖）の「正㷾」と、（ࣟ）の「ᅧ㜿ᙗ㸽」がおり、

合わࡏて三㌺であることもㄞみ取れる。なお、ձの鎌倉新造の「新造」は、「新たにᘓ造した船」を意࿡する

（綿貫 2006，287）とのことである。 

さて、この図表１１を綿貫は帆別錢の「徴⛯ྎ帳」と఩⨨付けているのに対して、Ᏹబ⨾の方は「ච⛯ྎ帳」

であると⤖ㄽ付けている。それでは、上ᡭく⧳めることが出来るか࡝うか分からないが綿貫・Ᏹబ⨾ㄽதについ

て見ていくこととする。 

(1)綿貫友子の「武蔵国品河湊船帳」の見解 

綿貫は、「武蔵国品河湊船帳」について、永和からᛂ永ᮇにかけて、神奈河・品河湊以下、武蔵国の浦々出入

の船を対象に賦課された津料の一種「帆別銭」徴収に際しసᡂされた徴⛯ྎ帳と考えられる（下⥺ᘬ用者、綿貫

2006，282）とᐃ義している㸱。また、「武蔵国品河湊船帳」は、先述の二㏻の納帳に先立って出入船をᢕᥱする
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჊܃」、஑৽は「჋჊大჊」、̷ ̱て問名は「行本」（Χ）である。問はఈに （͜イ）

の「ୃ祐」と、（ロ）の「ኈՒᎽȉ」がおり、合̵ͩて三ࡌである̭と͜උ͙

৾れる。なお、ӱのہா૧造の「૧造」は、「૧たに࠺造̱た஑」をփྙする（࿀

۹2006，287）との̭とである。

　さて、̭の଎表１１を࿀۹は฿༆ᱲの「ಭ୕ర帳」とպ౾ັけているのにచ

̱て、ֳऎ๼の༷は「྾୕ర帳」であるとࠫ論ັけている。̷れでは、上手く

ട͛る̭とが੄ြるか̠̓か分からないが࿀۹・ֳऎ๼論争について見ていく

̭ととする。

)1* ࿀۹࿻ঊの「武蔵国品河湊஑帳」の見ٜ

　࿀۹は、「武蔵国品河湊஑帳」について、ז和から؊ܢזにかけて、神奈河・

品河湊ո下、武蔵国の׆ș੄入の஑をచયにໆهされたೋ料の一ਅ「฿༆஘」

ಭਓにष̱ै成されたಭ୕ర帳と考̢られる（下஌֨ဥ者、࿀۹2006，282）

と定義̱ている３。また、「武蔵国品河湊஑帳」は、୶੆のඵ೒のො帳に୶ၛ̽

て੄入஑を෤՜する࿒的でै成されたと考̢られ、ࣽ日はഥြ̱ていないが、

ྶඃ三年߇月ոࣛから؊ז三年までの品河分、同時ܢの神奈୼分について͜同

အの湊஑帳がै成されたخෝ଻がࣞい（下஌֨ဥ者、࿀۹2006，285）、と͜੆

͓ている。

　࿀۹が̭の୰をജ̱ٳたआݶは、୶学の୰を൩ਥ̱、「武蔵国品河湊஑帳」

の湊஑を、「品河に಍いた஑・̱ࢽܙた஑」と理ٜ̱ている̭と。さらに̷の

୶学ోが、「武蔵国品河湊஑帳」と「฿༆ᱲො帳」を関߸̿けている̭とː。

両帳の記शඤယが同時ܢからইま̽ている̭と、両帳と͜ઠ名঳にഥြ̱た̭

と、さらに湊஑が฿༆ᱲの୕هచયになる品をୟͭでいた̭とˑ、な̓に͛ݥ

ていると考̢られる。なお、上記のఈに͜、઀ڦ原長和（઀ڦ原1985，8）、ז

原ࠄඵ（ז原1991，411）、Ւ部଺ۘ（Ւ部1990，117-118）な̓͜฿༆஘のಭ

ਓに関ͩる帳であるとい̠考̢である。

)2* ֳऎ๼ၦ෗の「湊஑帳」の見ٜ

　ֳऎ๼ু૸が੆͓ているよ̠に、論໲（ֳऎ๼1997）˒の৽কは、「神஑Ɂ湊஑」
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であり、「湊஑帳」は「྾୕ర帳」である（֞本・ֳऎ๼・೙૒・༰܅・࿀۹

1998，27）とい̠തにある。̷れと̠͜一つ、ֳऎ๼はঃ料（଎表１１）の೒

り、「湊஑帳」とい̠名ઠを̷のままঀ̽ているതがಕփである。

　ま̴ֳऎ๼は、࿀۹が൩ਥ̱ている「湊஑」を「品୼湊に̱ࢽܙた஑」と理

ٜする୰（̭れをֳऎ๼はȲࢽܙ஑୰ȳと名ັけている）に݃問を೮するז原

原は、「武蔵国品河湊஑帳」זඵの୰を̧֨合いに੄す（ֳऎ๼1997，67）。̷のࠄ

（଎表１１）の㉗ہா܃のڬಕ（あ）に「ুྚ年ࡓ჋׆　成湊஑」にಕ࿒する。

̭れは、「ہா܃はஜ年まで჋׆のȸ湊஑ȹであ̽たが、ࣽ ٝ品୼湊所௺のȸ湊

஑ȹとな̽た̭とをাす͜ので͜のではないか」（ז原1991，411）と੆͓てい

る。ֳऎ๼は、̭れをȲ஑ୠ౷୰ȳと名ັけている（ֳऎ๼1997，67）。̷̱

てֳऎ๼は、両୰と͜に「湊஑Ɂ品୼湊஑」と考̢、「湊Ɂ品୼」と̱ているが、

̭の考̢にၛつ限り、㉘ᩒ܃のڬಕの୰ྶはつかない。すな̻ͩ「ু૭年ࡓ品

河　成湊஑」（い）をೄ࿫すれ͊、「૭の年から、ࡓは品୼の஑だ̽たのが湊஑

にな̽たとなる。ڎ୰のよ̠に「湊஑Ɂ品୼湊஑」と考̢る限り、̭の記शは

୰ྶະخෝである」（ֳऎ๼1997，67）と੆͓ている。̷̱て、ཙ頭と౤ၔ੥

に記されている表題はȸ湊஑帳ȹであり、ȸ品河湊஑帳ȹとい̠ࢊは̭̓をౝ

̱て͜記されていない。౤ၔ੥には、表題にഞ̢られるよ̠にȸ品河ັ分ȹと

あり、末๶にはȸ品河ັ湊஑ȹとい̠ࢊがあるがȸ品河湊஑ȹのࢊは見൚たら

ない。記शの限りではȸ品୼につく湊஑ȹであり、ȸ湊஑Ɂ品୼湊஑ȹとする

आݶはঃ料中には見੄̵ない（ֳऎ๼1997，67）、とい̠݃問を೮̱ている。

　̭の݃問をٜくた͛にֳऎ๼が考̢た΅ーχーΡは、一つは「湊」とい̠ࢊ

であり、͜ ̠一つは「神஑」である。̮く۰ౙに̠࡞と、品୼は「ೋ」であり、

「湊」ではない。「ೋ」は大̧な஑が入ࢽで̧ない。大̧な஑が入ࢽで̧るのは、

չସの大湊である。̱たが̽て、ঃ料の「湊஑」は「大湊の஑」とい̠փྙで

ဥいられている。大湊の஑ならչସ神ݠの神஑勤࿨をྩ͛ている「神஑」である。

「神஑」なら関஘な̓のො入྾ੰのඅࡀをչସ神ݠから༞ੲされていた。大湊

̷̭神஑の஑ୠ౷である。̷の上で、㉘ᩒ܃のڬಕは「品河の஑が神஑とな̽
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た」とい̠記शはなͭらの問題はない。㉗のہா܃の場合͜お̷らく同အに჋

所௺の஑から神஑にな̽たとのであ̠ͧ。ո上の̭とから、「神஑」Ɂ「湊஑」׆

であり、「湊஑帳」は「฿༆஘྾ੰのర帳」であ̽たと考̢られる。理ဇと̱

ては、฿༆஘ڣの記शがない̭とと、関஘྾ੰである神஑が入̱ࢽたष、品୼

࡛౷の฿༆஘ಭਓの౜൚者がො入୶のઠ名঳にచ̱て、̓れだけの஑が神஑で

ಭਓ੄ြなか̽たかをাすた͛に「湊஑帳」はैられたのである（下஌֨ဥ者、

ֳऎ๼1997，68-76）、とֳऎ๼は੆͓ている。かなり၄ཕなട༷͛を̱て̱ま̽

てֳऎ๼のփ଎が਱分にഥͩ̽たか̠̓かは分からないが、ֳऎ๼は̭れらの

মについてౘැにঃ料を̬ݷ੆͓ている。

)3* ࿀۹のచ؊と、̷のࢃの論争

　࿀۹は、̷のࢃにಠ̱たಠ੥（࿀۹1998）の中で、「ັ論ȸ湊஑帳ȹ༞考」

（105-138༁）とい̠ડを୭け、ু୰のاޑに഼͛ている。ただ̱、ֳऎ๼の๡

฻にী͜߹け、ঃ料の再検討を行̽たࠫ果、名ઠを౤ၔ੥೒り「湊஑帳」とഁ

ୃ̱ている。̭れについては、ঃ料のཱུ࣫を行̽たȸ߄ᚧ໲ࡩ古໲੥ȹ੢ྩ໲

੥།͞ȸ神奈୼ࡇঃȹ資料編が「武蔵国品河湊஑帳」とい̠表題をັ̱ており、

̭の名ઠをྫ๡฻に൩ਥ̱ဥいたࠚ率は฽જ̱なくてはならない（࿀۹1998，

111-112）と੆͓ている。ొ̱、ຊ者は論໲のା合଻を༗つた͛に、「武蔵国品

河湊஑帳」とい̠名ઠを本ࣂではঀい続ける。

　̭̭で࿀۹は、ֳ ऎ๼のঐഊを߹ಶ̱、̷ のخෝ଻を考ၪ̱つつ͜「湊஑帳」

にい̠「湊஑」とչସのঃ料中に記された「湊ਢ」をౣ၁的に͍ࠫັける̭と

には૥ਹになりたいと考̢ている。̷の上で、࿀۹は「湊」を一๊名তと̱て

とら̢、「品河ັ湊ਢ」は「品河に້௺する湊（の）ਢとな̽た」とٜ৷する

のがুடであり、㉗は「ࡓは჋׆のਢであ̽たが、ࣽは湊（の）ਢである」と

̱ている。一༷㉘は、「ࡓは品河（湊）に௺̱たਢが、一時ܢ品河をၗれて༆

の湊に௺̱、再͍品河に࿗̽て湊のਢな̽た」とい̠փྙであるが݃問͜ॼる

（࿀۹1998，123）と੆͓ている。

　さらに、ֳऎ๼の๡฻にచ̱て࿀۹がഁୃ̱たのは、「武蔵国品河湊஑帳」
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をಭ୕実ྩの࡛場でဥいた͜のではなく、品河͒の入ࢽ஑をઠ名঳が෤՜する

た͛のഴ჏原༧的な੥上であると考̢たതである。฿༆஘との関ͩりでは、品

୼湊͒೪ฑ̱たۼに同湊でො୕を行̠஑が「湊஑」なのであり、「湊஑帳」は

ಭ୕ర帳であると同時に、̷れらの஑が同湊ոٸの武蔵国の׆ș͒のࢽܙを̱

たと̱て͜、̷̭では୕をො͛るຈါがないとい̠ො୕બྶのഴ჏༧と̱ての

ෝをခ̱たのではないだ̠ͧか（下஌֨ဥ者、࿀۹1998，127-128）と੆͓ܥ

ている。̷̱て、࡛౲ٴにおいて෤՜̱ංたঃ料数と̷のඤယからは、೹াで

̧るだけのࠫ果をංる̭とが੄ြ̴にいる。ࣽ͜ࢃਹါなه題と̱て೏̱ݥて

̧͠たい（࿀۹1998，128）とࠫͭでいる。

　̷のࢃ、ඵ人の論争は、ধ上から品୼Ⴄঃ܁のज౴会にໍరを֊̱てೄ୪చ

決となる。ঞ࿂のസ合上જၞ̵̰るをංない。ただ̷の記჏を見るとং会の༰

。˓ているが決಍がつかなか̽た̽ͩح઎͜討論にܮ੗夫͞、֞本܅

　ո上、࿀۹とֳऎ๼の৽ಫを਱分く͙৾り୰ྶで̧たか̠̓か分からない。

ඵ人の୰は、̷れ̸れොංするआݶをা̱ている̭とはږかである。

　̷のࢃ、ඵ人の論争に関ͩ̽て、ࣱൌຮがষのよ̠なྙޟ૬いٜ৷を੆͓て

いる˔。ま̴ࣱൌは、（જၞするが༆のঃ料を̬ݷ）「੸ਢ」Ɂ「؉ြਢ」であ

ると̱、౷֖に၌੕を၂とす「੸ਢ」は、͞はりݻ׿ၗをࠫͭでいる٠஑と見

る̧͓だ̠ͧ。̭の̭とから「؉ြ஑（ਢ）」とは、ؗを࣎行する٠஑である

̭とがͩかる。̽͜と͜、湊に「੄入」̵̴、ただ೒ً̱て̱ま̽ては「ه࿨」

のಭਓは実࡛̱ない。「湊஑」とは、湊に「੄入」̱て「ه࿨」చયとな̽た

「؉ြ஑」とする̭とが੄ြよ̠。̭のম႕に学͓͊、（い）の「ু૭年ࡓ品河

　成湊஑」とは、͜とは品୼の஑だ̽たが、̭の時にはه࿨చયの「湊஑」に

な̽ていた、とい̠փにならないか（ࣱൌ2012，239）。̱たが̽て、଎表１１は、

࿨໅౜が発୆する「湊஑」を੥̧上̬た͜のとպ౾̿けられる̭とがで̧よه

̠（ࣱൌ2012，241）と੆͓ている。৾り͜ೄさ̴、̭のࣱൌの見ٜは、࿀۹

のࠢৣࢌ׳になるとএͩれる。ただ、ࣱൌは、ྟࡕに̢͊࡞、࿀۹の̠࡞「品

୼にࢽܙ・೪ฑ̱ている஑」から武蔵国ඤの஑（౷஑）をੰいたリストなので

ある（ࣱൌ2012，241）、とັけ̢حているが。い̴れに̱て͜、ࣱൌのփ見は
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論争൚ম者の৽ಫにႦら̴ྙޟ૬いとい̢よ̠。

　̷れとຊ者には、̠͜一つܨになる論ࣂがある。̷れは、࿀۹が「武蔵国品

河湊஑帳」について論̲たቭ࿦であるとત介するష஝成の論ࣂである。̷̭で

షは、「ি̱て๞൝がटಭにᝰつては୶にလ̬た品河湊ັのਢșは、ਢ名はྶ

らかでないが神奈河湊ັのਢșと同ᗁޔらく免୕されたমとএ̧̱࡬―̷れで

なけれ͊湊ັਢ੥上༭࣬のփྙがถくなる―」（下஌֨ဥ者、ష1936，80）と

੆͓ている。ஜの༷の下஌部、「免୕されたমとএ̧̱」とい̠のは̠̓い̠

理ဇから྾୕とএ̠のだ̠ͧか。̱か͜、「ਢ名はྶらかでないが神奈河湊ັ

のਢșと同ᗁ」とい̠̭とは、「神奈河湊ັのਢș」は྾୕されているのか。

さらに、̷ れを「੥上༭࣬」するとい̠が、షは̷の理ဇを஠く੥いていない。

࡛हでは知られていないঃ料が存हするとい̠̭とであ̠ͧか。あるいはഥઇ

があ̽て、షは̷れを౗かから໳いていたのであ̠ͧか。̷れが฻れ͊、ֳऎ

๼୰にခ၌に働くとএͩれる。షは、̭の論໲発表の一年ஜに「᳀所の研究」

（ష1935）とい̠論໲を発表̱ている。̷の中で、ہா׍໻社のഛ໲਱年 )1541*

に୭けられた᳀の᳀料のಭਓ区分で、「஺ၩ͍ݞၖ೒者の྾୕」（ష1935，68）

を̬ݷているが、྾୕ర帳の೹੄についてのݞ࡞はない˕。੥かれていないか

らとい̽てྫいとはい̢ない。฿༆஘の྾ੰは̷̭から̧ているのか。̷れで

は、༭࣬の༷は̠̓であ̠ͧか。関所に྾୕とい̠制ഽがあり、̷の྾୕者の

一။表をႀ৽に೹੄̱ていたとい̠ম႕で͜あり、షは̷の̭とを知̽ていて

「武蔵国品河湊஑帳」に൚ては͛ているのであ̠ͧか。

とにかく「武蔵国品河湊஑帳」を見ളす限り、฿༆஘の「฿」のল͜੥かれて

いないのだから、૧̱いঃ料が見つからない限り決಍はつかないとএͩれる。

　ただ༧記会計を研究̱て̧た者のၛ場から̱ͩ࡞て͜ら̢͊、「̻̓らで͜

ၻい」。̷ͭな̭とを̠࡞と、「͏̰けるなȊ̠̓で͜ၻい̭とを、なͭで̭ͭ

な長șと੥いて̧たのかȊ」とࢄৎりの࡞ဩがಶ̢̭て̷̧̠である。ຊ者と

̱ては、ඵつのփ見̷れ̸れにၛ෩な論ݶがあり、ඵつの୰をা̱てくれた̭

と̷̭փ義૬い̭とであると考̢る。中૤のな̽たおඵ人の研究者を੝͛論争
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に関ͩられた中世ঃの研究者の༷șにࠉփを表̱たい。ඵつと͜「ခり」とい

̠̭とである。つまりඵつと͜ઠ名঳に೹੄するਹါな「ྶळ੥」と̱て考̢

られるとい̠̭とである。႕̢͊、「武蔵国品河湊஑帳」を「ಭ୕ర帳」とす

れ͊、฿༆஘を঑໡̽た஑が̠̓い̠஑であるかが分かる̭とはઠ名঳にと̽

てਹါな̭とである。̱か̱ながら、྾୕された஑があれ͊、̷れ͜知りたい

とএ̠だ̠ͧ。「྾୕ర帳」͜൚டै成されていたは̴である。฽చに「武蔵

国品河湊஑帳」が「྾୕ర帳」なら、「ಭ୕ర帳」͜൚டैられているは̴で

ある。つまり、̻̓らのၛ場にၛつに̱て͜、৐ͩれているだけで、̠͜一༷

の帳͜ै成されていたは̴である。ඵ帳と͜ઠ名঳に೹੄するਹါなྶळ帳と

なるからである。̷̱て、̭のඵ帳をஜ੆̱た帳༧ழ૕଎（଎表１０）の中に

պ౾ັけるなら、「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」の「˝฿༆஘」とい̠ࣜ࿒

から૝͍た஌とࠫ͊れ、「฿༆ᱲ下行帳」の؍༏りにြるのではなか̠ͧか。

̷̱て、̭のඵ帳をै成するた͛に͜、「஑ș৾日記」͞、「஑șᥞ஘帳」のよ

̠な原ই༧が൚ட記帳されていたと考̢られる。

　̷れでは、いよいよ神奈河品河੨帳のै成者について考̢て͙たいとএ̠。

ˑ　૰ජع຦ع੨ನ͈ै଼৪͂࿚̞̾̀ͅ

　ֳऎ๼は、論໲の終ͩりの༷でै成者についてྙޟ૬い̭とを੆͓ている。

「ȸ湊஑帳ȹの஑が入ࢽਜ਼ではなく、問毎に記されているのはಕ࿒す̧͓തであ

る。・・・問名の記されていない㉒のঊ঵܃ո下の஑͜、ౙに̷のஜのȸ問行本ȹ

がજၞされているのではなく、̭の帳のै成者ু૸の問にັいた஑であるから

̷̭、記すຈါがなか̽たとい̠ب୰͜成りၛつのではなか̠ͧか。㉗・㉘の

問名の記されていない஑の中にの͙મ̱いಕ記がつけられている̭と͜、̭の

୰のཌྷબに௷りංるだ̠ͧ。̷̱て、ȸ湊஑帳ȹのै成者を̢۠てଔ定するب

ならは、・・・「฿༆ᱲො帳」で「঳ز代ۗ」とވに฿༆஘をො͛る࿨ڬと̱て

ഴ場するȨൽՒ࿥ȩなる人໤のخෝ଻がࣞい。ୃဈ、国Ւ、行本の三つの問よ
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り೹੄された湊஑の੥上̬は、問の代表者であるൽՒ࿥の下でまと͛られ、฿

༆஘のಭਓࡀ者ઠ名঳に೹੄されたのである」（ֳऎ๼1997，76）。

　実は、ຊ者͜神奈河品河の੨帳を一။̱て、ै成者はൽՒᎽでないかとೄۜ

̱た。࿀۹͜੨帳のै成者についてのは̧̽りと̱たݞ࡞はないがൽՒᎽを神

奈河・品河のਹါ人໤と見ている。

　さて、̷れでは神奈河品河の੨帳をै成̱たのは౗であ̠ͧか。̭̭では੨

帳஠部をै成̱たのを一人とب定̱て͙たい。ঃ料から考̢られるのは、「武

蔵国品河湊஑帳」に੄てくる「ୃ祐」、「ኈՒᎽȉ」、「行本」の三問と、「฿༆

ᱲො帳」に見̢る「঳ز代ۗ」、「֔田ദ」、「ൽՒᎽ」である。

　࿀۹の見ٜはࢃにત介すると̱て、̷のஜに中世の「問（܃）」とは̠̓い

̠存हであ̽たかについて見てお̧たい。問܃については、豊田武の研究（豊

田1936ab、ࢃにحຊされ豊田1991にਓ჏）がఉく֨ဥされており、代表的な͜

のではないかとএ̠。

　豊田によると、問が໲ࡃ上の最੝に࡛れるのは、長ྶ記༗ࡓװ年 )1135* ส

月਱四日の୞ୄକสฦݠの༶୆ᅠにおいて஑の世დを̱た「ݳ࡫男」なる者で

ある。ޔらくᒬ᳀زの᧵׬にਯ͙、৽と̱てକ上׋࿶の業をᑻᝰ̱た͜のであ

̠ͧ（豊田1936a，29-30）と̱ている。̷̱て豊田は、̭のよ̠に問܃が、最

੝は௝׬に႞௺̱ていたが、時代とと͜にඊၛ̱、発ജ̱てい̽たさまをষの

よ̠にട͛ている。ઃ׬制下の問܃は、ઃ׬ႀ৽に႞௺する一ઃۗと̱て、̷

の交೒ॠ࿨に໚するとވに、୺らႀ৽にਓڗ໤の׋送・ாࡩ༗ۯ・տు販売൝

に͜ਲ̽ていた。ட̱̭れはઃ׬ඤのࢽსがޭ͛てෳఈ的に一༷のႀ৽によ̽

てඊ୸されていた場合の̭とであ̽て、ہா末、٬上の交೒がອ้となり、ࢽ

სがますますٳ༶的となる͞、交೒のါႹにݳを̢ࢹている問܃は、̷のࢽს

を所ခするඅ定ႀ৽に႞௺̱て̷のဥを௷す͊かりではྖ௷̵̴、̷のࢽსを

၌ဥするఈのઃ׬ႀ৽のါݥに؊̲て、ਓڗༀの࿶送ۯ理を̧֨਋け、͞がて

一༷的な႞௺関߸を౎̱て、୺࿝のى໤ಏ介業者෕ঢはى໤׋送業者と̱てඊ

ၛする（豊田1991，208-209）。また、କ上交೒のါ౷にਯ͚問܃は、年࣓の࿶送・
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໸੸品ىոࣛ一๊ܢா中ہ、たのであるが̱ރ送人夫の਽所͜೹׋理はてはۯ

経済のૺജにฺい、問܃の定ਯするࢽსはষ第に้لな੸業സ市となり、市場

け、੸業৾֨͜日௩̱にେͭとな̽てい̽た（豊田1991，214）。豊田によٳ͜

ると、中世のࢽს中、໲ࡃ上に問܃の存हをྶらかにঐഊ̱ංる͜のは、36ࢽ

に͐ݞとい̠。̷の中には、本ࣂで৾上̬た品୼͞჋׆、また ) չସ * 大湊、

໶ࡩな̓は、̻ͧͭ͜܄まれる（豊田1991，238）。さらに、豊田は問܃が資本

をಇୟ̱、ඊ力でാ一ᒠのਥࠢをཡ̱ݾංる͜のが੄て̧た̭と、઀売੸人を

ൡ制するよ̠にな̽てい̽た̭と、ઃ׬の年࣓のಭਓを୏໅̽た̭と、߄ဏの

༷࿂で͜ևఢをե̽た႕がྫ数に見੄される̭とな̓について͜႕を̬ݷ੆͓

ている。またࢽとの関߸において、関୕ಭਓの༞੩を̱、代ۗ૖に༞හされた

者͞、ࢽに੄入りする஑ตの৾೿まり֨͜਋けるよ̠な႕͜া̱ている（豊田

1991，265-267）。

　「武蔵国品河湊஑帳」について͜、品୼湊のあつた湊஑三਱ᦻは、ڎጷፆの

問܃をခ̱て、ى໤のၘလ̬・༗ۯ・տు販ᮄにᏏ̵ͩてͪたら̱い（豊田

1936b，32）と੆͓ている。

　ո上の̭とから、「問（܃）」とい̠͜のが、中世ܢࢃには相൚いͧいͧな業

ྩを̭な̱、力を঵̽てြた̭とがॿ̢る。

　と̭ͧで、࿀۹は「武蔵国品河湊஑帳」に੄てくる問のඤ、「行本」にಕ࿒

̱ている。࿀۹は、同時代のઠ名঳ႀ上総国ऎ۹ޡ年࣓済໤ٜࠫે（߄ᚧ໲ࡩ

1955，298-299）に「行本」とい̠記शを見つけている。̷の行本が「武蔵国

品河湊஑帳」記शの「行本」と同一人໤であるخෝ଻がࣞい̭と、̷̱てޡඤ

において代ۗにষぐࡀ限を঵つၛ場にあり、௝׬のۯ理・׋営に൚る௝ۗの一

つである定ঀ的存ह１０であ̽たのではないか。交೒のါ઩品河をݶതにၠ೒

に໙広く関ဓ̱たခඃ人１１の一人が行本であ̽たと考̢られる。̷̱て๞は

問・定ঀ஼༷のܥෝを೒̲て、ઠ名঳の୏໅を行̽ていたに͜かかͩら̴、同

঳に߃୪する჋׆にではなく、品河に問を営͙、同঳の঳ႀ経営とはྫ関߸な

չସの٠஑な̓の਋け入れを͜ਹါなܥෝと̱ていた̭とはಕ࿒される（下஌
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֨ဥ者、࿀۹1998，272-278）と੆͓ている。

　̷れでは「฿༆ᱲො帳（２）」に੄てくる「֔田ദ」、「ൽՒᎽ」は̠̓か。

࿀۹は両者が三ࡌの問と̓のよ̠な関߸にあ̽たかはະྶであるが、̷れらの

問と̧ͩ͛て߃র̱た存हと考̢てၻいのではなか̠ͧか（࿀۹1998，282）、

と੆͓ている。̷̱て同時ܢのခඃ人的存हで、武蔵国ݐਏߴ長๶村の長๶५

ր࢕঳のခ力ࢌٸ者であ̽たとい̠֔田ঙを̬ݷ、̭の一ఝは神奈河湊を঑配

̱た武蔵野৿上଩ঙのزथ長๶ঙの঑配ႀ֖であり、֔田ദは、̷̭にݶ所を

͜つ長๶ঙの๭ۗ的存हであ̽たと考̢られる。֔田ദが神奈河湊の͙で฿༆

஘のಭਓを୏໅̽ている̭とと、฿༆஘の੝੄ঃ料（଎表２Ɂ֨ဥ者）で、ಭ

ਓが武蔵৿ࢌの上଩ෝ憲から長๶ః四჊にྵ̲られている̭とは、֔田ദのݳ

所とྫ関߸ではないよ̠にএͩれる（࿀۹1998，282-283）と̱ている。

　५田ཆྶは、೧ؖสฦݠと日࢕५の所ႀ঑配は、「ଽ所」（代ۗ）によ̽て౜

ͩれ、代ۗにはఉくの場合「র௄」がහဥされ、๞らのཱི௢によりຐହからの

年࣓ਓ్が成りၛ̽ていた、代ۗは一定のݯ分をဓ̢られ、所ႀۯ理の͕͖一

切を਋け঵̻、ຐହにೄ୪చ̱ていたのである。̭のよ̠な代ۗをړとする所

ႀ঑配は、ઁなくと͜ہா঳֭͞ೄ૳௄の所ႀでは̮く一๊的な̭とであ̽た

とএͩれる。ઠ名঳な̓のၙ঳ではၙ஺が代ۗと̱て所ႀのۯ理にあたる̭と

がఉか̽たよ̠であるが、ہா঳֭஠ఘで͙れ͊、「র௄」が代ۗをつと͛る

̭とがよりఉか̽たと͙てよか̠ͧ（下஌֨ဥ者、५田1995，415）と੆͓て

いる。࿀۹のփ見にਲ̠と、֔田ദは「র௄」でる。̱たが̽て、฿༆஘のಭ

ਓ͜੝͛はઠ名঳の঳஺͜行̽ていたが、͞がて֔田ദにఢͩ̽たとい̠のは

ᴥけると̭ͧである。

　ষに、「ൽՒᎽ」は̠̓い̠人໤であ̠ͧか。࿀۹は、ऎٖޡの༯ඃࡓ年)1449*

のٜࠫે（神奈୼1979，30-31ࡇɁ֨ဥ者）にൽՒᎽの名が̢͙る。؊ࡓז年

と55年のڞたりがあるが、品河・神奈河で฿༆஘ಭਓを୏໅̽たൽՒᎽと同一

人໤であるخෝ଻が想定され、୶に͙た品河の問行本と同အ、ऎٖޡにおいて

定ঀ的なڰ൲を行̽ていた̭とが考̢られるのではないだ̠ͧか。またൽՒᎽ
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とい̠ՒᎽ号をઠする̭とから、൚時、品河に存ह̱た時ਕのݳ࣏ൽ場との関

ͩりがঐഊで̧るか̱͜れない（下஌֨ဥ者、࿀۹1998，283）と̱ている。

　̷̱て࿀۹は、「行本」、「֔田ദ」、「ൽՒᎽ」はઠ名঳のಭ୕୏໅とい̠ത

でވ೒തを঵つが、ةれ͜同঳のٸ湊჋׆とはڞた̽た品河͞神奈河をݶത

に、̷れ̸れに同঳に௴ͩれない౷֖、ସ力との交ၠがۭ৾される者た̻であ

り、අ定の঳֭経済にܙ୆するのではなく、̷̭からুၛ̱た問の成長がֺͩ

れるよ̠にএ̠。߃年の研究でঐഊされて̧た15世ܮ中ܢ、൐国ڎ౷の湊ೋの

ခඃ人（ີȲခȳဉ人）は、成長̱た問のউではなか̽た̠ͧか（下஌֨ဥ者、

࿀۹1998，283-284）とい̠見ٜをা̱ている。̷の႕と̱て、ةれ͜ܮչ国

を͜とにಇ़を̱たとい̠ഥઇを঵つခ׋٬͚܄で、問経営を֫ࢃ野の人のߧ

ඃ人、ႝ木ൽ֫１２とש本ൽႈを̬ݷている。̭のඵ人はၠ೒の中からర頭̱、

ྥ国঳͞٬ᔁ঳な̓の大౱ඣと̱て঳֭࠺ၛをは̲͛とする品河のസ市ࠁ成の

原൲力とな̽たと୰ྶ̱ている（࿀۹1998，284）。̷̱て、̭のඵ人の̠̻、

ൽႈが、׋٬と関ͩりをܖ๕と̱た湊のခඃ人とい̠ത、また௝׬の年࣓の୏

໅を行な̽ていたのではないかとい̠̭とで、行本͞、ൽՒᎽと同အの存हと

考̢られる（࿀۹1998，284-285）と̱ている。̻な͙に、ݞ୼େဎ͜ȸ؍ຩ

市ঃȹの中で、ൽՒᎽは問܃で͜あ̽た̠ͧか（ݞ୼1958，326）とい̠ঐഊ

を̱ている。

　࿀۹の৽ಫはまだ続くが、̷の̭とについては「おͩりに」で૘れる。̭̭

でდを࿗̱て、ஜ੆̱たよ̠に神奈河品河੨帳のै成者を一人とب定̱た場合、

౗になるか。͞はりֳऎ๼の̬ݷた「ൽՒᎽ」であ̠ͧ。੨帳をै成で̧るの

はࢥমに̽ͩࠈた͜のだけである。「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」からࢥম

は؊זඵ年分（1395）჋月三日にইま̽ている。「฿༆ᱲො帳（２）」を見て͜

分かるよ̠に、ࢥমがইまるまでには、฿༆஘のಭਓࡀは「ൽՒ࿥」がઊ՜̱

ている。お̷らくൽՒ࿥は、࿀۹が੆͓るよ̠な人໤であり、ઠ名঳߄൴のਘ

造を୏໅̠だけの力を̽͜ていた湊ೋのခඃ人なのだ̠ͧ。ո上のよ̠に考̢

るなら、ֳऎ๼のঐഊ̱た「武蔵国品河湊஑帳」のঊ঵܃ո下の஑の問の記श
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がないのは、ౙに̷のஜのȸ問行本ȹがજၞされているのではなく、̷の帳の

ै成者であり、ઠ名঳͒の೹੄者がൽՒ࿥ু૸であ̽たならᴥけると̭ͧであ

る。

˒　̤ͩͤͅ

　ո上、中世ঃの研究者の業ୡをᓪ৶̱ながら「武蔵国神奈河品河両湊と帳合

法について」の考察をদ͙て̧た。̷̭で帳合法̷の͜のについて੆͓てい̧

たいͩけであるが、̠͜ઁ̱࿀۹の৽ಫを見て͙たい。

　࿀۹は、ႝ木කঊの見ٜ１３͜४考に̱ながら、問とാாがޭ͛て႒য̱た

șに׆ෝをခ̱ていた。湊ೋにおける蔵、蔵本、ാாが問であ̽た、問はܥ

おけるാாであ̽たとい̽てよいのではなか̠ͧかと考̢たい（࿀۹1998，

286）。๞らは問Ɂ湊ೋにおける蔵（ാா）と̱て߄ဏに͜関ͩり、௝׬におけ

る定ঀ的存हと̱てႀ৽とह౷のۼの経済を෾介̱、৒町ຸྃがാாからのਓ

入を़࡙と̱ていたよ̠に、ہா़ຸଽ（経済঑配）͜๞らの存हに大̧く依

存̱ていたと考̢られると̱ている（࿀۹1998，287-289）と੆͓ている。

　߫り༐̱になるが、行本͞ൽՒᎽな̓の問は湊ೋにおいて大̧な力を঵̽て

いたとい̠̭とである。̷̠でないと、঳֭の造営͞ਘ造な̓の大ॽমは୏け

໅̢ないは̴である。さらにい̢る̭とは、̷のよ̠な大ॽমを「ൽՒᎽ」一

人でで̧るは̴はない。資߄の಺ో（̭の場合は฿༆஘のಭਓになる）から、

資ऺのࣔ入、人夫の手配൝ș、とて͜一人ではで̧ないॽমである。お̷らく

「ൽՒᎽ」は「一ز」を成̱、̠̓い̠名ஜで͐ࡤのか分からないが、「手下」

と͐ࡤのか、「زြ」とい̠のか、ࣽでい̠ਲ業員をఉく༴̢ていたのであͧ

̠。̱たが̽て湊での฿༆஘のಭਓは౗བྷ、木ऺの手配は౗བྷ、人の手配は౗

བྷ、とい̠͏̠にॽমを૦り分けて̽͞ていたのだとএ̠。̷の中に൚ட「帳

༧ັけ」の౜൚͜いたのであ̠ͧ。

　さらにい̠なら、࿀۹の発࡞で、ऎٖޡの༯ඃࡓ年 )1449* のٜࠫેにൽՒ
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Ꮍの名が̢͙、55年のڞたりがあるが同一人໤ではないかとい̠のがあ̽た。

̭れは൚時の਍ྵから考̢て਋け入れにくい࿂͜ある。ষのよ̠なম͜考̢ら

れるのではないか。ஜ੆̱たよ̠に「ൽՒᎽ」が「一ز」をࠁ成̱ていたと̱て、

̷のழ૕を存続さ̵るた͛に頭である「ൽՒᎽ」の名をࠑࢃ者にો̽たのでは

ないか。ຊ者は、「ਥ名」とい̠̭とがة時から行ͩれていたかは分からなが、

࡛代໓に̠࡞なら「ൽՒᎽ」が੸号̱اていた。̷̠考̢れ͊、࿀۹のൽՒᎽ

同一人໤୰͜ྫ理なく਋け入れられるとএ̠。

　ষに「ൽՒᎽ」のՒᎽ号についてである。࿌野஝຃は、ૺۑ上人が関所を࠺

てて関料を৾り、൓༆஘のໆهをࡀ࢖力によ̽て෇͛さ̵るな̱̓て資߄を಺

ో̷̱のお߄で「െ஑」を࠺造̱、さらに資߄をݴ大に̱た̢̠で、঳社を造

営̱たり、橋をطけたり、ࢽსをਘಃするな̓のാ木ম業を୏໅̽た̭とな̓

を̬ݷ、਱四、਱ࡼ世ܮにかけてのཟօ、੸業は、̭̠い̠஺ၩ
4 4

、あるいは

஺ࠁ
4 4

の人șによ̽て౜ͩれていたとい̧̠͓で（ཌྷത֨ဥ者、࿌野2009，315-

316）と੆͓ている。

　「ൽՒᎽ」は、時ਕかၙਕかةਕか分からないが஺ࠁ
4 4

の名であり、࿌野の৽

ಫと一౿する。ຊ者は、いͧいͧなと̭ͧにةഽ͜੥いて̧た̭とであるが、

帳合法の発ోは「ਕ教」、අに「໣教」と関߸଻があるとい̠のが঵論である（田

中孝2014，177-178）。お߄の集まると̭ͧで帳合法は発ోする。

　また、࿀۹は、問がാாに限りなく̿߃いたと੆͓ているが、̭のത͜帳合

法と関߸する。ނസには५࿝ࠏのാாがあ̽たり、஡஺とാாの関߸があ̽た

り、ਕ教とാாの関߸଻はঐഊされていると̭ͧである。ِ国で記჏上最古の

੸業帳༧は「ാா帳」（ৗ屋のర帳）であるとい̠୰をނസೱ国大学の大૩研

造が೹੹̱、̷れを大૩のࢃ෺で、୽ࢃ、日本経済ঃの大زとなるݠ本ྌষが

定୰とな̽ていた（田中孝2014，10）。̷れ͕̓ാாは帳合法にۼઇ̱長いࠑ

長けていたと考̢られて̧た。

　問が成長̱て湊ೋのခඃ人となり、問はാாに限りなく߃いとい̠࿀۹の৽

ಫから、武蔵国神奈河品河両湊で「帳合法」が発ో̱ていたと考̢て͜ະএ݈



ғ120ғ

ではないであ̠ͧ。

　̷のࠫ果、଎表１０で見たよ̠な「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」を中૤と

̱た帳༧Ώステθがږၛ̱ていた。̻ͧͭ͜、̭のমは࡛代の़ྩ੨表制ഽを

知̽ている者から見た見ٜである。̱か̱ながら、̭の帳合法によ̽てઠ名঳

の߄൴ਘ造に関する஠ཞが分かる̭とはږかである。ஜ੆̱たよ̠に「߄ᚧᠲ

名঳߄൴ਘ造料௷日記」はܖ本़ྩ੨表である。࡛代で͜఩ৰచચ表͞అף計

算੥のਹါࣜ࿒には້௺ྶळ表がैられるのと同̲よ̠に、「฿༆ᱲො帳」͞「武

蔵国品河湊஑帳」は、「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」のྶळ表とպ౾ັけて

ၻいとএ̠。「ྶၸ଻の原௱」である。さらに、ո上のよ̠な੨帳をै成する

には、࡛場でັけられたܖ本的な記჏༧である原ই༧があ̽たは̴である。չ

ସ大湊の「஑ș৾日記」͞ 、「஑șᥞ஘帳」のよ̠な帳༧が̷れに൚るであ̠ͧ。

「໶ࡩཤ関入ᦵො帳」͜原ই༧であ̽たと考̢られる。「໶ࡩཤ関入ᦵො帳」に

ついては、༆ࣂで考察̱たい。

　ຊ者は、ِ国に͜古ြより਋ుୣහ（会計ୣහ）があると考̢て̧た１ː。

̱たが̽て、߄൴のਘ造を୏໅̽た者は、会計ୣහをٜੰ̱て͜ら̠た͛に、「߄

ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」͞「฿༆ᱲො帳」൝をઠ名঳に೹੄̱たは̴であり、

̷の೹੄者は「ൽՒᎽ」とい̠̭とになるであ̠ͧ。ただ、「武蔵国品河湊஑帳」

については、ྶඃ三年ୃ月からส月まで8΃月分なので、̷れո͜ࢃ同̲よ̠

に一定̮ۼܢとにै成̱、̷のസഽ೹੄されていたと͜考̢られる。̷̱͜͜

̠なら、஠て「ൽՒᎽ」が߸ͩ̽たかについては݃問͜ॼる。つまり、ൽՒᎽ

が฿༆஘のಭਓに関ͩ̽てない時ܢは̠̓かとい̠̭とである。႕̢͊、̭の

時は「֔田ദ」がै成̱たとい̠خෝ଻͜考̢られるのではないか。̽͜とい

̠なら、฿༆஘のಭਓする͜のが൚ட、原ই༧͜ັけるͩけであり、̷ の者が「武

蔵国品河湊஑帳」をै成̱、ઠ名঳に฿༆஘と一੣に೹੄̱たとい̠考̢͜成

りၛつ。

　と̭ͧで、࿀۹は「武蔵国品河湊஑帳」を「༗ۯဥմ໲、ژ੥的な໲੥」（࿀

۹1998，105）であると̱ている。ږかに̷の஌͜๛定で̧ないが、̷̠考̢
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るとઠ名঳が৽ఘとなり、঳がै成̱たとい̠ニνーアンスに໳̢̭る。あく

までਘ造を୏໅̽た者が、ু分のॽমのબと̱てै成̱ઠ名঳に೹੄̱た͜の

ではなか̠ͧか。̷れをઠ名঳が̢ژと̱てৢ̱をとるとい̠̭とはあ̽たと

এ̠。ただ、զ名であるとか、日ັ（ै成日）、ै成者の記शがない̭とがܨ

になる。঳֭のො下帳͞௝׬のٜࠫ८ဥેには۬औ人の੤名のある͜の͜ある。

同̲ઠ名঳に೹੄された͜ので͜、ࠫ 、定ેには入̽ている。႕̢͊ې、͞ેٜ

ऎٖޡの༯ඃࡓ年 )1449* の年࣓ༀې定 （ે神奈୼1979，30-31ࡇ）を見ると、「ಕ

ૺ」では̲り、最ࢃから2行࿒の下に「ଽ所ւ憲（؋ـ）」、最ࢃの行の上から「ጳ

ἂࡓ年ྜଁࡨ਱月　日」と੥かれている。ઠ名঳に೹੄された͜のは、ఈの໤

̭͜れと同အのအ৆を৾̽ている。だから「ৢ̱」であるخෝ଻͜ある。ࣽで

は৐ͩれて̱ま̽たが、զ名੥̧͜あり、「ಕૺ」の໲ল͞、日ັ、ै成者の

記名͜あり、ࢥমにかか̽た๯ဥの஠ڣが੥かれたୃ৆な上૭੥があ̽たので

はないか。̷のಕૺેが中૤にあり、「߄ᚧᠲ名঳߄൴ਘ造料௷日記」、「฿༆

ᱲො帳」な̓は、ྶळと̱て同̲నに入れられてઠ名঳に೹੄されたとい̠ଔ

定は成りၛつ。

　い̴れに̱て͜、ઠ名঳の߄൴ਘ造に関ͩる一߲の੥႒は、ਘ造を୏໅̽た

者がઠ名঳にచ̱て会計ୣහ（一๊的には୰ྶୣහ）を果たすた͛にै成̱た

͜のであ̠。

　հ藤英義は、「༧記はၛ෩な੸業ܿ੅であるが、一つのب୰と̱て、̷のܿ

੅は໲ا
4 4

と関Ⴒ̱て発ో̱たと考̢られないか。・・・̷れ̸れ։なる໲ا
4 4

を

෸ࠊにࠁ成されたのではないか」（ཌྷത֨ဥ者、հ藤1990、17）と੆͓ている。

武蔵国神奈河品河両湊の帳合法（༧記）͜、決算༭࣬੥がैられ、帳༧に日記

とい̠名ઠがဥいられている̭と、またਕ教͞ാா（̭̭ではɁ問）の関߸が

ある̭とな̓、ຊ者がࣽまで研究̱て̧たِ国の帳合法とのވ೒଻が͙られる。

̭の̭とは、帳合法の世ٮで൐ୌ໲اのओがྫか̽た̭との࡛れではなか̠ͧ

か。̷れはまた、品河が٬を೒̲てୌ国とࠒが̽ていたબ̱と͜い̢る１ˑ。

　一༷、「ɛɛ日ই෗、」と会計ۼܢのܢਉに൚るとএͩれるٳই日が記शされ
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ている̭と͞、ྶळ帳がఉくैられる̭とな̓、ୌ国では見られない。̭れは

൐国とୌ国の໲ا的な相֑いからြている͜のか、̷̭ら༏りは、ࣽࢃの研究

。題とい̢よ̠ه

　い̴れに̱て͜、中世の൐国、「ा൐」と͊ࡤれた౷に͜、സを中૤と̱た

ୌ国にੳると͜Ⴆらない「帳合法」が成ၛ̱ていた̭とはږかである。また、

̭の̭とは、߃世に࡫ࢺの町で「算ဥ帳制ഽ」がـٳする下౷があ̽たとい̠

̭とをփྙするであ̠ͧ１˒。

　̷̱て、神奈河品河੨帳をൽՒᎽに限ら 「̴問」とい̠͜のがै成̱、̷ の「問」

を「੸人」と考̢たなら、̱ڀ、࡛存する最古の੸業帳༧はչସີ५زの「௷

၌帳」であり、記჏上で最古の͜のは「ാா帳」あるとい̠定୰はۖ஠にໞる

のではなか̠ͧか１˓。

ಕ

１　「฿༆ᱲ」のಭਓの経֌については、࿀۹࿻ঊঙࣂ（࿀۹2006）の284༁を४ચされた̱。

２　̭の時ܢ、会計帳༧の名ઠと̱て、「ɛɛ帳」とい̠のと、「ɛɛ日記」とい̠のがईह

̱ていたよ̠にএͩれる。႕̢͊、չସ大湊のഛୃඵ年（1574）の「஑ș৾日記
4 4

」と、ז

Ⴭส年（1565）の「஑șᥞ஘帳
4

」は両༷と͜ॗঊેで、࿀۹࿻ঊঙが੆͓ているよ̠に、

͕͖同အの੥৆である（࿀۹1998，168）。ޱか9年̱か֑ͩないに͜かかͩら̴、一༷の

Ηイトルは、「ɛɛ日記」であり、͜ ̠一༷は「ɛɛ帳」とັされている。ຊ者の考̢では、

古代ၙ႓制の時代のୃ୕帳͞੄ݷ帳が会計帳༧のࡓரであるが、ၙ႓制のଚ̢とと͜に̭

れらの帳༧はક̢てい̽た。̱か̱、会計帳༧は、日常୆ڰを記჏する日記と同̲よ̠に、

ࡀ஘の੄̱入れに関する͜の͜「日記」とい̠名ઠでັけられてい̽た。「日記」はञ߄

༧であるとか、௝׬の年࣓८ဥેのర帳な̓と̱てॼ̽た。̱か̱、「ɛɛ帳」とい̠名

ઠۖ͜஠にはક̴̢ॼ̽た。また、本໲で੆͓たよ̠に、中世には「日記」とい̠名ઠで

年࣓८ဥે、つまり決算༭࣬੥にな̽ている႕͜見られた。第3ડで৾り上̬る「߄ᚧᠲ

名঳߄൴ਘ造料௷日記」͜ 同အであると考̢られる。会計帳༧がいͧいͧなܥෝを঵ 「̻ɛ

ɛ帳」とい̠名ઠになるのは、࡫ࢺ時代にな̽てからである。日記がܥෝ分̱اたとຊ者

は考̢ている（田中孝2014，174）。̽͜と͜会計帳༧のழ૕の中で最੝に৾֨を੥いてい

く帳༧と̱て、「日記帳」とい̠のはॼ̽た。

３　࿀۹ঙの੝੄論໲は、1989年のȸঃᧇȹ30号にࠇशされているが、̷の論ࣂが̷のまま
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再჏されているݛၣോ・ש原編ಠの（࿀۹2006）をဥいる。コロ΢ؼのた͛論໲一つ入手

するのに͜手ۼと経๯がかかり、ոஜの研究でݛၣോ・ש原編ಠを入手̱手ࡓにह̽たた

͛である。̭の੝੄論໲をحຊ・ਘୃ̱、࿀۹ಠ（࿀۹1998）にਓ჏̱ておられる。̱か

̱ながら、ֳऎ๼ၦ෗ঙとの論争について੆͓る۷തから、ֳऎ๼ঙが๡฻̱た੝੄論໲

からの֨ဥがၻいとএい再჏である（࿀۹2006）をဥいた。

ː　࿀۹ঙは、࿀۹ಠの中で「൚ڂঃ料に関する研究ঃ」（࿀۹1998，106-110）と̱て୶学

の考̢をત介されているので、̷̻らを̮४ચいただ̧たい。

ˑ　最ࢃのതだけઁ̱༞௷̱ておく。࿀۹ঙは஑名の౷名がັけられた͜のがໝ数܄まれて

いる̭と、さらに、஑৽名にఉくັいている「大夫」号にಕ࿒̱ている。ຊ者はչସで୆

まれ֗̽たので਱分ઇ知̱ているが、「大夫（だい̠͠）」は「ࢄ師（お̱ͭ）」のઠ号である。

、神ۗ（神人）である。࿀۹ঙはݭ෉ܽの̭とであり、いͩ͊下ࡀのݠとは、չସ神「師ࢄ」

࿌野஝຃ঙの୰を֨ဥ̱ながら、「ࢄ師」を੸人であるとպ౾̿ける（ຊ者̷̠͜এ̠）（࿀

۹2006，288-292）。̷̱て࿀۹ঙはষのよ̠に考̢る。̱͜、品河に入̱ࢽた஑がչସ神

の࣓ො໤࿶送஑（神஑）であるなら、関料・ೋ料は減྾されるのが一๊的である（࿀͒ݠ

۹2006， 288）。฿༆ᱲは「品河ո下׆ș੄入஑」にهされるが、չସ܅״の஑について考

̢た場合、品河͒のȨ入ȩࢽがಭਓのܥࠀとなる。̷の時、入ࢽがౙにࢄଏからչସ͒の

࣓ො໤࿶送のた͛と見ᅤされなか̽たと̭ͧにಭ୕のआݶを͛ݥる̧͓であ̠ͧ。つまり、

品河からչସ͒の໘஑は࣓ො໤࿶送஑だ̽たに̵よ、չସから品河͒の؉஑は୕هచયと

なるܥෝ、੸品࿶送஑と̱て෇েされた̭とが想定される。さらにい̠なら、؉஑には੸

品が、໘஑には࣓ො໤・؉஑の੸品を販売̱た代߄と̱ての஘、̷れを資本にࣔ入̱た੸

品がईशされていたと考̢られる（࿀۹2006，292-293）と̱ている。つまり、湊஑が฿

༆ᱲの୕هచયになる品をୟͭでいたとい̠̭とを論理的に୰ྶ̱ている。࿀۹ঙは論໲

の「は̲͛に」において、「武蔵国品河湊஑帳」について、̭れまでは入ࢽ஑ต・੸業ڰ

൲の実ఠについての਱分な分析が行ͩれ̴、ٜྶ͜されていないのが࡛ેであるので、୶

学の業ୡに導かれつつ、չସと関൐ۼにജٳされたڞ౷֨৾ۼのߓఘ௨をౝる̭とが研究

の࿒的である（下஌֨ဥ者、࿀۹2006，283）と̱ている。̷の࿒的はో̵られたかとএ̠。

ֳऎ๼ঙ͜、（࿀۹ঙは）品୼にչସの஑がြ̱࣎ている̭とをબྶされた。̭れにより、

ಕ࿒されながら͜実બがະخෝとএͩれていた中世の関൐・չସۼの࣎Ⴙの存हがྶらか

にな̽た（ֳऎ๼1997，62）、とરॷされておられる。

˒　ֳऎ๼ঙの̮論ࣂはحຊ・ਘୃされ、̷のࢃ発ۏされたֳऎ๼ಠ（ֳऎ๼1999）にਓ჏

されている。

˓　ज౴会の記჏は、ȸ品୼Ⴄঃܮ܁ါȹ第13号 ) ֞本・ֳ ऎ๼・೙૒・༰܅・࿀۹1998* に「Ȳज

౴会ȳ中世ఊ平ဢ׋٬と品୼」と̱てࠇशされているので、̮ 関૤のある༷は४ચされた̱。

˔　ただ、ࣱൌঙの研究చયは「฿༆஘̷の͜の」であり、̭̻ら͜ਹါな問題であるএͩ

れるが、ঞ࿂のസ合上જၞさ̵ていただく。̮ྙޟのある༷はࣱൌಠ（ࣱൌ2012）を̮။
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下いただ̧たい。

˕　ష論໲と同時ܢにಠされた͜のに相田ඵ჊ঙのȸ中世の᳀所ȹ) 相田1943* とい̠੥໤

がある。̷の中で相田ঙは関所の྾୕について੆͓ている。相田ঙは、ೋ料は関所料と

৞よ͊れている ) 相田1943，51* と̱ているので฿༆ᱲ͜同အであ̠ͧ。相田ঙがま̴᳀

料の႕と̱て̬ࠇている೭؊ࡓ年（1222）の჋෨္ౝ題の下知ેには、สฦݠ঳५ॄ神人

のະ෫関の関料を྾ੰする̭とがཤૄణ時、ཤૄ時པのႲ名で੄されている ) 相田1943，
65*。また、「ີআൽ者の᳀࿨免ੰ」とい̠୯をၛて、ີআ५中ࢄ৒のࢄރༀを׋送するك

෯の関࿨྾ੰ͞ີআ४࠘ൽ者の関஘྾ੰについて੆͓ている)相田1943，246-258*。さらに、

૸װ५のࢄ会৆の४࠘人の関所྾ੰについて͜૘れている ) 相田1943，259-266*。̱か̱

ながら、྾୕者の༭࣬とか名༧の೹੄については੥かれていない。এ̠に、関料を関所の

場合は೒ً者がఉく、「帳༧」には̢ࢱるだ̠ͧが、̷れুఘをႀ৽に೹੄する̭とྫか̽

たのではないか。೹੄されるのは日șの೒ً者の人数であ̽たり、ොັする関料のڣであ̽

たりするのではなか̠ͧか。႕̢͊、ֳऎ๼ঙは༆ࣂにおいてȸֹദ関஘ො日記ȹ（౴५

神社1929，511-548）をમ̱く分析をされておられる（ֳऎ๼1999，29-32）。̭の日記はႀ

৽であるఉ武༱঳に೹੄された関஘のਓ঑༭࣬੥であると考̢られる。関の೒ً者を̢ࢱ

る関帳とい̠よ̠な帳༧（原ই༧）は൚ட࡛౷でັけられていたとএ̠が、̷れをႀ৽に

೹੄する̭とはྫいのではなか̠ͧか。原ই༧は、あくまで༭࣬੥をैるర帳にな̽たり、

۬औ時に༭࣬੥のୃ๛をږ෇するた͛のચ合にဥいられたり̱たとএ̠。̱たが̽て、名

༧の႒いが೹੄されると̱たら、関料྾ੰ者の名༧であるとか一။表になるのではなかͧ

̠か。̷のփྙではֳऎ๼ঙが「武蔵国品河湊஑帳」を「྾୕ర帳」であるとい̠୰には

一理ある。̱か̱ながら、൚時の人࢛は、࡛हに๤͓たら̠ͭとઁないであ̠̱ͧ、ୌ国

から൐国まで٬を̢קてြるよ̠な大̧な஑の数は̷ͭなにఉくはなか̽たのではないか

と͜考̢られる。̷れに̢ح஑の಍܅が一ഽとは限らないか̱͜れないと考̢るなら、「武

蔵国品河湊஑帳」ࠇशのส΃月で30ᦻとい̠数লはఏ൚と৾͜れる。すると「ಭ୕ర帳」

とする࿀۹ঙの୰͜൚ட「あり」であ̠ͧ。

10　࿀۹ঙু૸̭͜のതに関̱て、田中࣪行ঙからষのよ̠な๡฻がなされている̭とに૘

れられている。田中ঙは、「ઠ名঳ႀでは、࿀۹ঙがಕ࿒̱たȸ行本ȹոٸの問は、௝׬経営・

年࣓ಭਓには̽ͩࠈておら̴、また年࣓׋เさ̢͜୏け໅̽ていないのである。̭̠なる

と、࿀۹ঙが人名の一౿の͙から導̧੄̱たȸ品୼の問が௝׬の定ঀをྩ͛るȹとい̠ଔ

論͜、̠ܓい͜のとな̠ͧ。ਲြの研究はȸ問܃は௝׬年࣓を׋เする͜のȹとい̠予౯

を̽͜てঃ料のٜ৷を̱ている̧࢜がある。௝׬年࣓が௝׬ႀ৽の͜とに͊׋れる͜ので

あるո上、௝׬年࣓の׋เの問題は、ႀ৽௰から෩ࡍされている代 ・ۗྌ代 ・ۗ上ঀの൲̧、

࡛౷のઃྦྷの൲̧を൩ま̢た上で、問がいかなるܥෝを୸͛るかを考̢るຈါがある」（下

஌֨ဥ者、田中࣪1995，181）と੆͓おられる。

11　ခඃ人（̠とくにͭ）とは、ີဉ者のփ。ခං人と͜੥̧、ခඃの人・ඃ人・ං人な̓
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と͜い̠。中世から߃世までဥいられたࢊであるが、໲ࡃに数ఉく̢͙るよ̠になるのは

からである。͏つ̠ခඃ人といͩれたのは非෠業的・非ႀ৽的なີဉ者であܢࢃா時代ہ

り、૸分̷͜の̭ͧྲྀ下といͩれた੸人・ৰ上・ാா・५஺・ਈ屋な̓であ̽た。いͩ͊

௝׬の代ۗ、౷৽的名৽、੸人、߄ဏ業者、ཟօ業者な̓、൚時௝׬制社会のなかによ̠

͞くڰ発̱اて̧たى໸経済とと͜に࡛れたٴ௄である（ࣱ田1980，138）。
12　ႝ木ൽ֫についてのࣞോႂဎঙの୰ྶでਹါとএͩれる部分を一部าଘするとষのよ̠

になる。ྥ国঳のࡼਹേを࠺て、ᕨ઴を̱ૺܙ、̷のခඃ͐りをഥ̢られるႝ木ൽ֫とは、

௷၌成ঙから蔵࿨を྾ੰされたࣞ၌఩߄ဏ業者である。ൽ֫はୌ国の٠஑業者によく知ら

れた問ではあ̽たのではなか̠ͧか。問の経営でಇୟ̱た़をࡓにৗ屋の経営に͜のりだ

ז、な़産をैり上̬たのであ̠ͧ（下஌֨ဥ者、品୼区1973，341-342）。またڣݴ、̱

原ࠄඵঙは、ނസの਱ਯ૤֭の஺でႲظ師の૤ࠉがൽ֫をှ̽て品୼に下り、̷̭にߙب

̱たম実な̓から、ൽ֫とい̠人໤は、経済ঃの͙なら̴໲اঃ的に͜ಕ࿒す̧͓存हで

ある（ז原1988，295）と੆͓られている。さらに、ऎ藤ฎ૞ঙは、৒町ܢのଽ治的・経済的・

ਕ教的な஠׋൲を集࿩するႤঃ的৽ఘと̱てခඃ人が存ह̱、̷のࠦ੄̱た一人がႝ木ൽ

֫であ̽た（ऎ藤1995，124）とされている。

13　ႝ木කঊঙの৽ಫを「͚す͍に」からาଘすると、ാாは本ြのࣞ၌఩̱ڰ൲を಼̢て、

఩߄の༐済をږ実な͜のとするた͛に、௝׬経営を୏け໅い、̷のਓ入で఩߄の֨൚と̱

たのである。問͜܃௝׬ႀ৽の年࣓໤の販売・送߄を୏け໅̠̭とから、௝׬ႀ৽の依ှ

によ̽てാாと同အの経ًをた̓りつつ、ࣞ၌఩ڰ൲を行̠̭とになるのであ̠ͧ。つま

り、問܃の経営ࠁఠがാாに限りなく̿߃いているのである（ႝ木2000，272）と੆͓て

おられる。

14　ِ国古ြの会計ୣහに関する考̢༷は、୩ࣂ（田中2018）を̮४ચܐいたい。

15　「日記」とい̠ࢊは、೭ࠄඵ年（1223）三月の஑法ܻ（٠஑৆࿒）に「ୟ日記」と̱て

੄ている。「一　ୟ日記
4 4 4

஑頭にളす時は、ᄙਤةれ͜ح฻خခ࿟、ଵには̿るȕ͜のはᥚ

配ᝰ
4 4

に入͜ົۼの࿟、ొ̱、஑ඤᯯ
マȓ

ᗓ෗上をո、ॼりたる͜のはୟ日記
4 4 4

にະ入とい͏と͜、

入ニ配ᝰخ
4 4

になり、捨てたる͜のはᅠてະخ入ম、」（下஌֨ဥ者、竹ඤ理1973，166）と

い̠ܰ定がある。「ୟ日記」とい̠͜のが、̓ ̠い̠͜のか分からない。̱か̱ながら、「配

ᝰ」とい̠ࢊが੄ている̭とから「࿏け」か「੸売」な̓との繫がりを想定で̧る。また、

帳ັけがで̧る人ۼが઺஑̱ている̭と͜あ̠ͧ。とにかく、൐ୌの࣎Ⴙを೒̲て帳合法

がഥ෥̱たخෝ଻͜ঐഊで̧るのではなか̠ͧか。

੸人のૺ੄をఞた͇ࢺ߃、の町で帳合法が発ోするた͛には、大ा੸人͞չସ੸人࡫ࢺ　16

͊ならないだ̠ͧ。

17　ຊ者は୩ಠにおいて、「ഛ平ੳ༯ඵ年ৰဥ஘჏帳」が最古の੸業帳༧とい̠̭とになれ͊、

定୰をໞ̢す̭とになるのではなか̠ͧか（田中孝2014，123）、と੆͓た̭とがあ̽が、

̷れはۖ஠には࡞い̧れない̭とであ̽た。な̶なら࢖会計の分野に௺すと͜考̢られる
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からである。ຊ者は、̷れոٸに͜数ఉくの௝׬の年࣓の༭࣬੥͞঳֭のො下帳な̓の考

察を行̽て̧た。̱か̱、̷れらは帳合法の࡙ܳではあ̽て͜੸業帳༧ではない。̷れに

๤̱、問 ܃( * は、੸人とい̢る存हではなか̠ͧか。

֨ဥ໲ࡃ

相田ඵ჊ȅ1943ȅȸ中世の᳀所ȹ଴ཌྷ੥པȅ
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ঃ学会）ȇ72-82ȅ
竹ඤ理三ȅ1973ȅȸہா֒໲ȹ古໲੥編第ےࡼ　൐ނ൴੄ๅȅ

田中࣪行ȅ1995ȅ「௝׬年࣓のਓො・׋เと問܃」༰܅੗夫・村֔ડ介編ȸ中世൐国の໤ၠとസ市ȹ

५୼੄ๅ社ȇ172-202ȅ
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Ȭ論　୰ȭ

るၑაഎ分ଢ଼̳۾ջంにࡽफ଼ಿၚとႻ൱分෻ၚの௖ࠐ

藤　原　秀　夫

ˍȅ੬

　日本経済の೩経済成長率と೩労働分配率の໵存の原֦が実ৗೈ߄率の೩କ੔

にある̭とがঐഊされて̧た。̷̱て̭れまで、೩実ৗೈ߄率である究ޭ的原

֦は、日本経済の೩労働୆産଻にあると͙なされて̧た。̭̠̱た࡛ેを఑ٳ

̱、日本経済の再୆のた͛には、成長と分配の好੏۪を実࡛するຈါがあり、

̷のた͛のଽॐഢ換がຈଌであると̠࡞ঐഊは、ୃࣰをৣたঐഊだとຊ者は考

̢ていた。

　だが、̷のࢃ（2022年12月）、インフτ率が൚੝の߄ဏଽॐ࿒ດの2% を಼

̢て上ઌする中で、ઙതはいつのまにか名࿒ೈ߄（率）の֨上̬に֊̽た。̷

̱て、ଽॐ࿒ດである成長と分配の好੏۪は、໤ث上ઌと名࿒ೈ߄の上ઌの好

੏۪に౾̧換̢られるにいた̽た。ࢃ者の好੏۪はຈ̴̱͜実ৗೈ߄率͞労働

分配率の上ઌにࠫܦするとは一๊的には̢࡞ない。̷̭で、本ࣂでは、ࢃ者の

໤ثと名࿒ೈ߄率の上ઌの好੏۪が、本ြのଽॐ࿒ດであ̽た、成長と分配の

好੏۪に̓のよ̠にࠒがるのかを分析する。̷のष、૧古典෩κΟルをঀ̽て

分析する。1

1　本ࣂは̭の問題のຊ者の理ٜによる૧古典෩的分析である̭とにಕփされたい。
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ˎȅ૧ࡣങ෩ၑ論ུ͈༷ܖ೾৆

　成長と分配に関する૧古典෩のܖ本༷೾৆から、݈論をই͛る̭とにする。

ຊ者が分析のൽߓとする૧古典෩のܖ本༷೾৆とは、ո下のよ̠に導੄される。

。てお̭̠̱اのた͛にඅ定ا΍イΡのマ·ロ୆産関数をౙ੗ݯރ　

（１）　˵Ɂ̊˪ exp（Ё̐），　˵ɁϺ˧

　˵ȇັثح౵୆産ၾ（実ৗ所ං），˪ȇࡹဥ労働力、̊ȇ効率ౙպで௶̽た

労働୆産଻、 ȇ˧資本ストΛ·、Ёȇܿ ੅ૺ༜率、とする。資本߸数（１ȟ Ϻ）

は一定で、労働力௩大ܿ߿੅ૺ༜をب定する。

（２）　（˵ȟ（˪ exp（Ё̐）））ȟ（˧ȟ（˪ ext（Ё̐）））

　　　　  Ɂ˵ȟ˧ɁϺɁ const.,　2

　効率ౙպで௶̽た労働力１ౙպ൚たりの୆産ၾ（労働୆産଻）が効率ౙպで

௶̽た資本集࿩ഽ（資本ȟ労働・๤率、Ѐ）の๤႕関数となる。̷の๤႕定数

が資本߸数のݙ数である。

　さて、ક๯関数を実ৗೈ߄率の௩ح関数とب定̱て、़市場の࠯ૄ࣑޳をষ

のよ̠に表̱てお̭̠。

（ː）　˵Ɂ˿ˮ˪ȼ˥ȼˣ

　૧たな変数を定義̱てお̭̠。ˮȇ実ৗೈ߄率、˥ȇ実ৗൎ資、ˣȇ実ৗଽ

ຸ঑੄、˿ȇક๯ȟࡹဥ所ං・๤率、とする。

2　̭れは、୆産関数をষのよ̠にඅ定̱اている̭とと同̲である。

 （３）　̊ɁϺЀ，　ЀɁ˧ȟ（˪ exp（Ё̐））
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経済成長率と労働分配率の相互依存に関する理論的分析

　૧古典෩κΟルではΓイ法௱がب定されるので、常に࣑޳が成ၛ̱、マ·ロ

ಡಇがൎ資すな̻ͩ資本ಇୟを決定する。̭れが૧古典෩理論の本ৗである。

両༏を୆産ၾ˵で಺ାすれ͊、ষの৆をංる。

（ː）Ɍ１Ɂ˿Ȱˮȟ（˵ȟ˪）ȱȼ̃ȟϺȼϮ，

（ˑ）　ϷɁˮȟ（˵ȟ˪）Ɂˮȟ（̊ exp（Ё̐）），　

　　　ˣɁϮ˵，０ɃϮɃ１

　̱たが̽て、૧古典෩ܖ本༷೾৆は、ষのよ̠に変ࠁする̭とがで̧る。

（ː）ɍ（１－˿Ϸ）－ϮɁ（１ȟϺ）̃

　ଽຸ঑੄ȟ所ං・๤率（Ϯ）がଽॐ変数でဓ̢られているとすれ͊、マ·ロ

ಡಇ率が資本ಇୟ率を決定する。̷のݙではない。ક๯率はࢹ造的ૄ࠯である

ので、マ·ロಡಇ率は、労働分配率により決定される。̭のܖ本༷೾৆の本ৗ

的փྙは、労働分配率（Ϸ）と資本ಇୟ率はトτーΡ΂フ関߸にあるとい̠̭

とである。マ·ロಡಇ率を決定̱ているのは、ક๯率と労働分配率なので、̭

れらの変数はい̴れ͜資本ಇୟ率とトτーΡ΂フ関߸にある。ଽຸ঑੄ȟ所ං・

๤率について͜同အである。

（˒）　（－˿̀Ϸ－̀Ϯ）ϺɁ̀̃

　̱たが̽て、൚ڂ変数ۼのトτーΡ΂フ関߸をංる。ただ̱、資本ಇୟ率ݞ

͍経済成長率はਲ௺変数であり、労働分配率とଽຸ঑੄ / 所ං・๤率はඊၛ変

数である。

（˓）　ʝ̃ȟʝϷɁ－Ϻ˿Ƀ０，　ʝ̃ȟʝϮɁ－Ϻ Ƀ０，
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ˏȅ଼ಿ͂໦෻͈൲ڠκΟσ

　資本߸数はະ変であるので、資本ಇୟ率と経済成長率（୆産ၾ成長率）は常

に一౿する。

（˔）　̕Ɂ̃，（̀˵ȟ̀̐）ȟ˵Ɂ̕，（̀˧ȟ̀̐）ȟ˧Ɂ̃

　労働分配率は、時ۼの経ًとと͜に変൲する̭のκΟルの൲学変数である。

（˕）　（̀ˮȟ̀̐）ȟˮɁ（̀̓ȟ̀̐）ȟ̓－（̀ˬȟ̀̐）ȟˬ，

　　　（̀Ϸȟ̀̐）ȟϷɁ（̀ˮȟ̀̐）ȟˮ－Ȱ（（̀̊ȟ̀̐）ȟ̊）ȼЁȱ

　̭̭で、̓ȇ名࿒ೈ߄率、ˬȇ໤ث、とする。

　インフτ率と名࿒ೈ߄率のඤ୆اをب定̱よ̠。インフτ率と経済成長率は

同༷࢜に変اする。つまり、経済成長率がࣞい͕̓インフτ率ࣞ͜いとب定̱

よ̠。̷の೾ഽは、経済ࢹ造が։なる୶ૺ国͞૧ࢥޟ業国では։なる。名࿒ೈ

率の上ઌ率が̓の೾ഽになるかは、৐業率のよ̠な労働市場のેఠに͜依存߄

̱ているが、企業の̷の上ઌ率にచするݺယഽが大̧けれ͊、上ઌ率͜大̧く

なる。企業は名࿒ೈ߄率の上ઌ率をऒֲする相చ的に大̧いΩχーがある。͜

̻ͧͭ、労働者௰͜上ઌ率にޣגを͖ݞすΩχーがあるが、企業のΩχーより

͜、一๊的にはୖ৻であると考̢られる。企業が名࿒ೈ߄率上ઌ率をࣞ͛に୭

定するܖ੔は、͞はり労働୆産଻の૝͍率である。̭のよ̠なب定から、労働

୆産଻の૝͍率が大̧い͕̓、名࿒ೈ߄率上ઌ率ࣞ͜いとب定する̭とがで̧

る。

（１０）　（̀ˬȟ̀̐）ȟˬɁϫ（̕），ϫɌɄ０，

　　　　（̀̓ȟ̀̐）ȟ̓ɁЈ（（̀̊ȟ̀̐）ȟ̊），ЈɌɄ０
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　̭のκΟルのࡎを՜る変数は、労働୆産଻の૝͍率である。資本ಇୟのす͓

てが労働୆産଻の૝͍率をࣞ͛る効果があるとは限らないが、資本ಇୟの相చ

的に大̧な部分が労働୆産଻の૝͍率をࣞ͛る̭とに関ͩ̽ているとب定̱よ

̠。3

（１１）　（̀̊ȟ̀̐）ȟ̊Ɂϭ（̃），ϭɌɄ０

　̭̭で、ຊ者の考̢るౙ੗な૧古典෩κΟルの஠ఘをྶらかに̱てお̭̠。

૧古典෩κΟルの本ৗはΓイ法௱にある。

（１２）　Ȱ（１－˿Ϸ）－ϮȱϺɁ̃Ɂ̕，

　　　　̀Ϸȟ̀̐ɁϷȮЈ（ϭ（̃））－ϫ（̕）－Ȱϭ（̃）ȼЁȱȯ

　̭のκΟルの定常࣑޳では、ষのૄ࠯が成ၛする。

（１３）　Ȱ（１－˿Ϸȱ－ϮȱϺɁ̕Ɂ̃

　　　　Ј（ϭ（̕））－ϫ（̕）－Ȱϭ（̕）ȼЁȱɁ０

　定常࣑޳では、実ৗೈ߄率の変ا率が労働୆産଻の上ઌ率ίρスܿ੅ૺ༜率

に一౿する。̱たが̽て。労働分配率は定常౵にਓ௵する。

（１ː）　（̀ˮȟ̀̐）ȟˮɁ（（̀̊ȟ̀̐）ȟ̊）ȼ Ё

　定常߃࣑޳ཌྷでの定常࣑޳のհ定଻は、ষのૄ࠯によ̽てో成される。

3　୆産労働人࢛の૝͍率ܿ͞੅ૺ༜率が一定でٸ୆変数である̭と͜、૧古典෩理論のஜ

೹である。̭のب定の下では、資本ಇୟ率がࣞい͕̓効率ౙպ労働୆産଻ࣞ͜いと考̢ら

れるआݶがある
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（１ˑ）　（̀Ϸȟ̀̐）ȟ̀ϷɁȮ（ЈɌ－１）ϭɌ（ʝ̕ȟʝ Ϸ）

　　　　　　　　　　　　　　　－ϫɌϭɌ（ʝ̕ȟʝ Ϸ）ȯɄ
Ƀ０

　定常࣑޳のհ定଻は、一๊的には༗બされない。ʝ̕ȟʝϷɃ０であるから、

ষのૄ࠯がհ定ૄ࠯と̱て導੄される。

（１˒）　（ЈɌ－１）ɄϫɌ

　経済成長率が上ઌ̱た場合、労働୆産଻の૝͍率より͜名࿒ೈ߄率の上ઌ率

がࣞくかつインフτ率の上ઌを上ٝらなけれ͊ならない̭とをփྙ̱ている。

ːȅ઀گ

　経済成長率が上ઌ̱た時に、労働୆産଻の૝͍率を上ٝる実ৗೈ߄率の૝͍

率が実࡛するのでなけれ͊、൚ڂ経済は定常࣑޳にൢో̵̴にະհ定になる̭

とをփྙ̱ている。̭のૄ࠯は、経済成長率が上ઌ̱た時に労働分配率が上ઌ

̱なけれ͊定常࣑޳はհ定とはならない̭とをփྙ̱ている。つまり、૧古典

෩κΟルでは、成長と分配の՛੏۪はະհ定である̭とをփྙ̱ている。

ˑȅٳ༶ࠐफ͈͒ڐಫ͈փ݅

　成長と分配の問題をマ·ロ経済成長理論をঀ̽て分析する場合、໾ङ経済を

ஜ೹とする場合がఉい。૧古典෩、ΉインΒ෩、を問̴ͩ、අに古典理論にお

いては、とりͩけ̷̠であ̽た。ຊ者の̭の一Ⴒの研究で͜、大部分は̷れを

൩ਥ̱たܖ本的分析であ̽た。だが、2022年を೒̱て、名࿒、実ৗ、を問̴ͩ

Ⴄঃ的な円հޫ࿂にある。̷れ͊かりか、アαΦη·ス第一2013）ܢ年から

2016年੝頭）͜、։ষࡓၾ的ৗ的۱和の߄ဏଽॐのޣגはま̴ևఢ相場のু国
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೒ىհとな̽て࡛ͩれていた。名࿒͍ݞ実ৗষࡓでևఢ相場の൲࢜の成長と分

配に͖ݞすޣגの分析なく̱て、̷れをࢊれない̱、またଽॐ的分析͜で̧な

い。本ࣂでは、ま̴経済学のඵ大ಲၠの一つである૧古典෩理論を৾り上̬て

（̠͜一つのಲၠはΉインΒ෩理論である）、ٳ༶経済をஜ೹に、成長と分配問

題のܖய的な理論的分析を行いたい。ٳ༶経済で૧たに೏حされるਹါな論ത

は、ևఢ相場変൲によるඤڒثٸ಺ାのインフτ（率）͒のޣגである。̭の

ג定ষ第で、૧古典෩理論における成長と分配の好੏۪にဓ̢るևఢ相場のب

。は։なるޣ

˒ȅ૧ࡣങ෩͈ٳ༶ࠐफκΟσ

　マ·ロ୆産関数は、̭れまでと同အに、ب定̱てお̭̠。

（１）　˵ɁϺ˧，　˵Ɂ̊˪ exp（Ё̐）

　̭̭で、˧ȇ資本ストΛ·、˵ȇ୆産ၾ（実ৗ所ං）、˪ȇ労働力、Ёȇܿ

੅ૺ༜率、とする。資本߸数が一定となるよ̠にܿ੅஖఼が常に行ͩれるとب

定する。

。は、ষの೒りである࠯ૄ࣑޳༶経済の़市場のٳ　

（１˓）　˵Ɂ˿ˮ˪ȼ˥ȼˣȼˡ˴－˥˩

　̭̭で、ˡ˴ȇ実ৗ࿶੄、˥˩ȇ実ৗ࿶入、Ϲȇ実ৗևఢ相場、とする。࿶

੄࿶入関数を、ষのよ̠にඅ定اする。

（１˔）　 ˡ˴ȟ˵Ɂ̔，ˡ˴Ɂ̔（Ϲ）˵，　　０Ƀ̔Ƀ１，̔ɌɃ０

　　　　˥˩ȟ˵Ɂ̉（Ϲ），˥˩Ɂ̉（Ϲ）˵，０Ƀ̉Ƀ１，　̉ɌɄ０
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　　　　̉Ʉ̔

　実ৗևఢ相場が変ͩらなけれ͊、実ৗ࿶੄ȟ୆産ၾ・๤率が変ͩらないとい

̠̭とは、୆産ၾの௩حと࿶੄の௩حのペースが同̲である̭とをփྙする。4

　実ৗևఢ相場とଽຸ঑੄ȟ所ං・๤率は、ষのよ̠に定義される

（１˕）　ϹɁˬȟ（Іˬɖ）

（２０）　ˣȟ˵ɁϮ，　１ɄϮɄ０

　ˬȇ໤ث、Іȇু国೒࠺ىて名࿒ևఢ相場、ɖັは、ٸ国の変数、である。

実ৗևఢ相場は、ٸ国़のু国೒࠺ىてڒثにచするু国़ڒثをփྙする。

　़市場の࠯ૄ࣑޳で決定されるのは、૧古典෩κΟルでは、実ৗևఢ相場と

労働分配率がဓ̢られれ͊、ଽຸ঑੄のచ所ංΏェア（Ϯ）がٸ୆変数である

ので、資本ಇୟ率である。̷̭で、（17）৆をచ所ං๤率で表̱、（１9），（20）

৆を考ၪすれ͊、下記のよ̠になる。

 （２１）　１Ɂ˿ˮȟ（̊ exp（Ё̐））ȼ（１ȟ Ϻ）̃ ȼ Ϯȼ （̔Ϲ）－ （̉Ϲ），

　　　　　　 ϷɁˮȟ（̊ exp（Ё̐））

　Ϸȇ労働分配率、とする。

　さらに、ା理すると、ո下の৆となり、̭れを、労働分配率、実ৗևఢ相場

ܖ本༷೾৆とする。૧古典෩κΟルでは、̭のܖ資本ಇୟ率の関߸を表す͍ݞ

本༷೾৆は、ষのよ̠な経済的փྙを঵̽ている。実ৗևఢ相場と労働分配率

がဓ̢られれ͊、マ·ロಡಇ率が、資本ȟ୆産ၾ・๤率がဓ̢られた下で、資

4　࿶੄࿶入関数は長いۼ、ΉインΒ経済学の਑ါ決定理論の下にあ̽たが、࡛実の΍ίρ

イΙェーンな̓をැ頭に౾け͊、ু国の࿶੄がু国の୆産ၾに依存するとい̠̭と、つま

りু国のݯރෝ力に依存する̭とは経ࡑ知であると考̢ている（ু国とٸ国で世ٮはࢹ成

され、࿶入と࿶੄はచઠ的であると2̠࡞国ۼκΟルのب定が༶ܤされている）。
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本ಇୟ率を決定する。ଽຸ঑੄のచ所ංΏェアは़ଽଽॐで決定されるので、

実ৗ経済成長率はトτーΡ΂フ͍ݞ୆変数である。労働分配率と資本ಇୟ率ٸ

関߸にある。

　実ৗևఢ相場が上ઌすれ͊、ু国೒ࣞىであり、੗࿶੄ȟ所ං・๤率は՛ا

するとب定されている。労働分配率と実ৗևఢ相場はු಍的な଻ৗを঵̻、一

時的࣑޳ではဓ̢られている。ଽॐ的に決定されるଽຸ঑੄のచ所ංΏェアが

相చ的にࣞけれ͊、資本ಇୟ率は相చ的に೩କ੔である。資本୆産଻が一定で

あるので、実ৗ経済成長率͜相చ的に೩କ੔である。ڐಫ的़ଽଽॐ、Ϯ の

上ઌは、ఈのૄ࠯が同̲であれ͊、経済成長にマイ΢スの効果をဓ̢ている。

（２２）　（１－˿Ϸ）Ɂ（１ȟϺ）̃ȼϮȼ̔（Ϲ）－̉（Ϲ）

　実ৗևఢ相場、Ϲ、が上ઌすれ͊、ু国೒ࣞىであり、࿶入ȟ所ං・๤率を

考ၪ̱たマ·ロಡಇ率は上ઌする。ଽຸ঑੄ȟ所ං・๤率は、ଽॐ変数ဓ̢ら

れているので、資本ಇୟ率は、上ઌする。

　資本୆産଻が一定であるので、資本ಇୟ率と経済成長率は一౿̱ている。̱

たが̽て、ܖ本༷೾৆は、実ৗևఢ相場と実ৗ経済成長率の関߸を͜表̱てい

る。̷れは、労働分配率と資本ಇୟ率͍ݞ実ৗ経済成長率のトτーΡ΂フ関߸

を۱和̱たり̱ࡕく̱たりする。

（２２）Ɍ̃Ɂ̕ɁϺȮȰ̉（Ϲ）－̔（Ϲ）ȱ－Ϯ ȼ１－˿Ϸȯ，

　　　　　　   1－Ϯȼ̉－̔Ʉ０
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଎1Ļ　ࠐफ଼ಿၚȆ঩ུಇୟၚ͂Ⴛ൱໦෻ၚ

　଎１は、労働分配率と資本ಇୟ率͍ݞ実ৗ経済成長率のトτーΡ΂フ関߸を

表̱ている。実ৗևఢ相場はౣܢ的には、ࣁೄ的であるが、時ۼの経ًとと͜

に変൲する。実ৗևఢ相場が上ઌ̱ু国೒ࣞىになれ͊、̭のトτーΡ΂フެ

஌は上༷にΏフトする。̷れは、੗࿶入ȟ実ৗ所ං・๤率が上ઌするからであ

る。੗࿶入の௩حは、ٸ٬からのু国͒のΥΛトのಡಇの֊ഢである。つまり、

トτーΡ΂フは۱和され、労働分配率に変اがなくて͜資本ಇୟ率、̱たが̽

て実ৗ経済成長率を̧֨上̬る。実ৗևఢ相場が下၂する場合、すな̻ͩু国

೒ىհの場合は、トτーΡ΂フެ஌は下༷にΏフト̱、̷れらのトτーΡ΂フ

関߸を相చ的に̱ࡕく̱、労働分配率に変ͩりがなくて͜資本ಇୟ率͍ݞ実ৗ

経済成長率は̧֨下̬られる。



ғ139ғ

経済成長率と労働分配率の相互依存に関する理論的分析

˓ȅٳ༶ࠐफ͈൲ڠκΟσ

　実ৗևఢ相場の൲学༷೾৆は、̷の定義৆をచ数で表া̱時ۼで๷分する̭

とにより、ষのよ̠に導੄する̭とがで̧る。

（２３）　（̀Ϲȟ̀̐）ȟϹɁ（̀ˬȟ̀̐）ȟˬ－（̀ Іȟ̀̐）ȟ І

　　　　　　　　　　　　　　－（̀ˬɖȟ̀̐）ȟˬɖ

　インフτ率と実ৗ経済成長率の関߸は、経済ࢹ造をဓ̢れ͊、͇ٽո下の関

߸があると考̢られる。̭れはあくまで経ࡑ知であり、̷の経済理論的બྶが

ຈါである̭とは̠࡞まで͜ない。インフτ率にޣגဓ̢る変数は̷れだけで

はない̭と͜またྶらかである。̭̭では、実ৗևఢ相場の変اによるඤثٸ

すث実ৗևఢ相場が௩̱（appreciation）ث಺ାを考̢る。名࿒ևఢ相場が௩ڒ

る̭とは（ু国೒ࣞىをփྙする）、ু国़ڒثが相చ的にࣞڬになる̭とを

փྙ̱、ඤڒثٸ಺ାが働̧ু国़ڒثのインフτ率は೩下するとب定する。

ু国೒ىհの場合はݙにインフτ率は上ઌする。ٸ国のインフτ率（͜同အに

定৆اで̧るが）はٸ୆変数とする。インフτ率にޣגをဓ̢るマ·ロ経済ڰ

൲変数の中で、਑ါ変数の代表ڒが経済成長率であ̠ͧ。インフτ率をܰ定す

る、΍ίρイ΍イΡの変数に関̱ては̭̭ではྫণする。

（２ː）　（̀ˬȟ̀̐）ȟˬɁϫɁϫ（̕，Ϲ），ϫ1Ʉ０，ϫ2Ƀ０

　　　　（̀ˬȟ̀̐）ȟˬɖ = ϫɖɁ const.

　実ৗևఢ相場をඤ୆的に変اさ̵る名࿒ևఢ相場の変اは、ඤٸ၌ঊ率ڒओ

に依存̱ているとب定する。ևఢ相場予想はྫণする。

（２ˑ）　（̀Іȟ̀̐）ȟІɁϸ（̅ɖ－̅），ϸ Ʉ０
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　ඤٸ၌ঊ率ڒओは、究ޭ的には、ඤٸインフτ率ڒओに依存̱ている。̷̭

でା合଻を༗঵するた͛、၌ঊ率のඤ୆اについてはテイρー・ルールを׳ဥ

する。၌ঊ率決定のテイρー・ルールはষのよ̠に定৆اされる（̭̭での၌

ঊ率は名࿒၌ঊ率の̭とをփྙする）。

（２˒）　̅Ɂ̅f ȼ h1（ϫ（̕，Ϲ）－ϫ f）+h2（̕－̕f）,

　　　　　　　　　h1, h2Ʉ０

　̭̭で、ϫfȇ࿒ດインフτ率、̕fȇஆह成長率、̅fȇܖ੔၌ঊ率、とする。

ஆह成長率はٸ୆的にဓ̢られるࡹဥ労働力の成長率とܿ੅ૺ༜率によ̽て決

定される。࡛実の経済成長率がஆह成長率に一౿する一๊的な༗બは存ह̱な

い。インフτ࿒ດが実࡛̱、ஆह成長率が࡛実成長率に一౿すると予想する̭

とがで̧る၌ঊ率がܖ੔၌ঊ率であり、̷れはٸ୆的にဓ̢られているとب定

する。5

（２˒）৆をষのよ̠に変ࠁする。

（２˒）Ɍ̅Ɂϭ（̕ , Ϲ），　ϭ1Ʉ０, ϭ2Ƀ０

　̭のඅ定اにより、実ৗևఢ相場の൲学κΟルは、ষのよ̠にౙ੗اする̭

とがで̧る。

（２˓）　̀Ϲȟ̀̐ɁϹȮϫ（̕，Ϲ）－ϸ（̅ɖ－ ϭ（̕ ,Ϲ））－ϫɖȯ

　ষに、労働分配率の൲学༷೾৆を、定義৆をచ数表া̱、時ۼで๷分する̭

ဏଽॐ変数となる。၌߄ओがڒ၌ঊ率ٸ国၌ঊ率の場合͜あり̠る。̷の場合は、ඤٸ　5

ঊ率決定ルールփྙするテイρー・ルールを、ˬȅ·ルーΈマンに༩̽て、۰ၞاする。
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とにより導੄̱てお̭̠。

（２˔）　ˮɁ̓ȟˬ，　ϷɁˮȟ（̊ exp（Ё ̐））

（２˕）　̀Ϸȟ̀̐ɁϷȮ（̀̓ȟ̀̐）ȟ̓－（̀ˬȟ̀̐）ȟˬ

　　　　　　　　　－Ȱ（（̀̊ȟ̀̐）ȟ̊）ȼ Ёȱȯ

　̭̭で、̓ȇ名࿒ೈ߄率、とする。

　名࿒ೈ߄率の上ઌ率と労働୆産଻の上ઌ率はষのよ̠にب定される。ٳ༶経

済の場合、実ৗևఢ相場が名࿒ೈ߄率にةらかのޣגをဓ̢る̭とはږ実であ

るが、̷の༷࢜଻は一義的ではないと考̢られる。

（３０）　（̀̓ȟ̀̐）ȟ̓ɁЈ（（̀̊ȟ̀̐）ȟ̊ ,  Ϲ），　Ј1Ʉ０， Ј2　Ӝ　０

　　　　（̀̊ȟ̀̐）ȟ̊ɁЄ（̃），ЄɌɄ０

　資本ಇୟ率と実ৗ経済成長率は常に一౿する̭とを考ၪ̱て、（３０）৆を

（２˕）৆に代入̱て、労働分配率の൲学༷೾৆を変̱ࠁてお̭̠。

（２˕）Ɍ̀Ϸȟ̀̐ɁϷȮЈ（Є（̕），Ϲ）－ϫ（̕ , Ϲ）－ȰЄ（̕）ȼЁȱȯ，

　実ৗևఢ相場が定常౵にਓ௵する定常࣑޳は、下記の৆によ̽てဓ̢られる。

（３１）ϫ（̕，Ϲ）－ϸ（̅ɖ－ϭ（̕，Ϲ））－ ϫɖɁ０，

　　　  Ј（Є（̕），Ϲ）－ϫ（̕，Ϲ）－ȰЄ（̕）ȼ ЁȱɁ０

　（２２）Ɍ৆のܖ本༷೾৆、（２˓），（２˕）Ɍ৆のႲၛ๷分༷೾৆が、本ࣂの

૧古典෩κΟルを集࿩的に表̱たఘࠏである。再̱ࠇておく。
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（２˓）　̀Ϲȟ̀̐ɁϹȮϫ（̕，Ϲ）－ϸ（̅ * －ϭ（̕ ,Ϲ））－ ϫ*ȯ

（２˕）Ɍ̀Ϸȟ̀̐ɁϷȮЈ（Є（̕），Ϲ）－ϫ（̕ , Ϲ）

　　　　　　　　　　－ȰЄ（̕）ȼЁȱȯ，

（２２）Ɍ̕ɁϺȮȰ̉（Ϲ）－̔（Ϲ）ȱ－Ϯȼ１－˿Ϸȯ，

　　　　　　　　1－Ϯȼ̉－˴Ʉ０　

˔ȅհ೰଻͈໦ଢ଼

　上記の定常߃࣑޳ཌྷで、̭のႲၛ๷分༷೾৆を一ষ߃য̱、߸数行Ⴅ˦を導

੄する。̷れは、２行２Ⴅの行Ⴅで表す̭とがで̧る。

（３２）Ȯ˝ i,jȯ, i=1,2, j=1,2

（３３）　A1,1= ̀（̀Ϲȟ̀̐）ȟ̀ϹɁϹȮ（ϫ１ȼ ϸϭ１）Ϻ（̉Ɍ－̔Ɍ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　  ȼ（ϫ２ȼ ϸϭ２）ȯ
Ʉ
Ƀ０

　　　　A1,2= ̀（̀Ϲȟ̀̐）ȟ̀ϷɁϹȮ（ϫ１ȼϸϭ１）（－˿Ϻ）ȯɃ０

　　　　A2,1= ̀（̀Ϸȟ̀̐）ȟ̀ϹɁϷȮȰ（Ј１－１）ЄɌ－ ϫ１ȱ

　　　・Ϻ（̉Ɍ－̔Ɍ）ȼЈ２－ϫ２ȯɄ０

　　　　A2,2= ̀（̀Ϸȟ̀̐）ȟ̀ϷɁϷȮȰ（Ј１－１）ЄɌ－ ϫ１ȱ

　　　・（－˿Ϻ）ȯɃ０

　定常࣑޳のޫ所的հ定଻のຈါ਱分ૄ࠯は、一๊的にষのૄ࠯である。

（３ː）　˝1,1ȼ˝2,2Ƀ０，  ˝1,1˝2,2－˝1,2˝2,1Ʉ０

　̭のૄ࠯がਰたされるた͛には、ո下の経済的にਹါなփྙを঵つૄ࠯が

分析されなけれ͊ならない。
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経済成長率と労働分配率の相互依存に関する理論的分析

（３ˑ）　（ϫ１ȼϸϭ１）Ϻ（̉Ɍ－̔Ɍ）Ƀ－（ϫ２ȼ ϸϭ２）

（３˒）　Ȱ（Ј１－１）ЄɌ－ϫ１ȱɄ０，　Ј２－ ϫ２ ０

　̭れまでのب定により、ষのૄ࠯が成ၛ̱ている。

（３˓）　ϫ１Ʉ０，ϭ１Ʉ０

　̭のب定は、ষのよ̠なփྙを঵̽ていた。経済成長率（Ɂ資本ಇୟ率）が

上ઌすれ͊、インフτ率は上ઌする。下၂の場合はݙである。̭のࢹ造的ب定

を考ၪすれ͊、၌ঊ率決定のテイρー・ルールから、インフτ率が上ઌすれ͊

၌ঊ率が上ઌする。下၂の場合はݙが成ၛする。

　̠͜一つのਹါなب定は、ষのૄ࠯であ̽た。

（３˔）　ϫ２Ƀ０，ϭ２Ƀ０

　̭のب定は、ষの଻ৗをփྙ̱ている。実ৗևఢ相場が上ઌ̱てু国೒ࣞى

になる̭とは、ඤڒثٸओがڐ大する̭とをփྙするので、インフτ率が೩下

する。̷れは、ඤڒثٸ಺ାがैဥ̱、ඤڒثٸओはੀ઀するとい̠଻ৗであ

る。̷̱̠͜であるなら͊、テイρー・ルールにより、̭の場合は、၌ঊ率が

下၂する。ু国೒ىհとなる場合はݙのࠫ果となる。

　ஜ者の効果にచ̱て、ඤڒثٸ಺ାの効果が਱分に大̧けれ͊、੗࿶入のث

が成ၛす࠯಺ା効果（̉Ɍ－̔Ɍ）が相చ的に઀さけれ͊、（３ˑ）৆のૄڒ

るخෝ଻がある。

　（３˒）৆の最੝のૄ࠯は、経済成長率が上ઌ̱た時に効率ౙպで௶̽た୆

産଻が上ઌ̱実ৗೈ߄率を上ઌさ̵るૄ࠯である。̷のた͛には、名࿒ೈ߄率

が上ઌするだけではなく、インフτ率の上ઌを上ٝらなけれ͊ならない。̭れ

は、໾ङ経済で૧古典෩κΟルの定常࣑޳がհ定であるた͛のૄ࠯である。ٳ
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༶経済に̱た場合、ু国೒ࣞىが実ৗೈ߄率を͜上ઌさ̵るかޣגを঵たない

かの̻̓らかである。

　（３ˑ）（３˒）৆のૄ࠯が成ၛすれ͊、（３ː）৆のޫ所的հ定଻のຈါ਱

分ૄ࠯は成ၛする。̱たが̽て、ஜ者はࢃ者の਱分ૄ࠯とな̽ている。̭の਱

分ૄ࠯は、ਹါな経済的଻ৗをփྙ̱ている。

˕ȅ೰ુ़࣑͂޳ଽଽॐ

　հ定ૄ࠯が成ၛする経済ࢹ造にあると̱て、定常࣑޳の଻ৗを分析する。̭

̭では、़ଽଽॐの効果を৾り上̬る。

（３１）　ϫ（̕，Ϲ）－ϸ（̅ɖ－ϭ（̕，Ϲ））－ϫɖɁ０，

　　　　　　Ј（Є（̕），Ϲ）－ϫ（̕，Ϲ）－ȰЄ（̕）ȼ ЁȱɁ０

（２２）Ɍ̕ɁϺȮȰ̉（Ϲ）－̔（Ϲ）ȱ－Ϯȼ１－˿ Ϸȯ，

　　　　　　　　1－Ϯȼ̉－˴Ʉ０　　

　上৆の࠯ૄ࣑޳を஠๷分する。

（３˕）　（１ȟϹ）˝1,1̀Ϲȼ（１ȟϹ）˝1,2̀ Ϸ

　　　　  　Ɂ（ϫ１ȼϸϭ１）Ϻ̀Ϯ

　　　　（１ȟϷ）˝2,1ȼ（１ȟϷ）˝2,2

　　　　  　ɁȰ（Ј１－１）ЄɌ－ϫ１ȱϺ̀Ϯ

（ː０）　ՉɁ（１ȟ（ϷϹ））（˝1,1˝2,2－˝1,2˝2,1）Ʉ０

　　　　̀Ϲȟ̀ϮɁȮ（ϫ１ȼϸϭ１）Ϻ（１ȟ Ϸ）˝2,2

　　　　　　　－Ȱ（Ј１－１）ЄɌ－ϫ１ȱϺ（１ȟϹ）˝1,2ȯȟՉɄ
Ƀ０

　　　　̀Ϸȟ̀ϮɁȮ（１ȟϹ）˝1,1Ȱ（Ј １－１）Єȧ－ϫ１ȱϺ
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経済成長率と労働分配率の相互依存に関する理論的分析

　　　　　　　－（ϫ１ȼϸϭ１）（１ȟϷ）˝2,1ȯȟՉɃ０

　૧古典෩のܖ本༷೾৆を෇͛る限り、़ଽڐಫଽॐは、労働分配率を̧֨下

̬るが実ৗևఢ相場͒の効果はະ定である。労働分配率を֨上̬るた͛には़

ଽܰ࿅をੀ઀̱なけれ͊ならない。労働分配率̧֨上̬と両ၛする़ଽଽॐは

़ଽ࠲஠اଽॐである。

。本༷೾৆を஠๷分̱てお̭̠ܖ　

（２ː）　̀ y ɁϺȮ（̉Ɍ－̔Ɍ）̀Ϲ－̀Ϯ－˿̀ Ϸȯ

　̱たが̽て、ষの関߸が成ၛする。

（２ː）Ɍ̀̕ȟ̀ϮɁϺȮ（̉Ɍ－̔Ɍ）（̀Ϲȟ̀Ϯ）－１－ （˿̀Ϸȟ̀Ϯ）ȯ

　़ଽੀ઀ଽॐは઀さなଽຸをփྙする。઀さなଽຸを௯ૺ̱て労働分配率を

̧֨上̬て͜、経済成長率が၂̻ない場合は、ઁなくと͜、実ৗևఢ相場がু

国೒ࣞىになり、੗࿶入๤率が上ઌする場合である。

ˍˌȅࠫࢊ

　Γイ法௱を本ৗ的අಭと考̢る૧古典෩理論では、ٳ༶経済、໾ङ経済を問

̴ͩ、マ·ロಡಇに໅の効果を঵つ労働分配率の上ઌおよ़͍ଽڐಫଽॐは、

経済成長率͍ݞ資本ಇୟ率を೩下さ̵る。つまり、̭れがຊ者の̠࡞૧古典෩

のトτーΡ΂フ関߸である。

　̭の関߸が成ၛするので、最終࣑޳（定常࣑޳）を労働分配率が定常౵をと

るેఠとする限り、̭の࣑޳をհ定にするた͛には、経済成長率が上ઌ̱労働

୆産଻が上ઌ̱た場合、実ৗೈ߄率の̷れを上ٝる上ઌが実࡛するのでなけれ
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͊、労働分配率は定常౵にਓ௵̱ない。つまり、労働分配率が上ઌするなら͊

経済成長率が೩下するとい̠՛੏۪が൲学的に͜成ၛするなら͊、最終࣑޳は

ະհ定である。

は国ඤのマ·ロح国のಡಇの֊ഢであり、̷の௩ٸ༶経済では、੗࿶入はٳ　

ಡಇが減ઁする場合、̭の໅の効果を相फ़するخෝ଻がある̭とをփྙ̱てい

る。ٳ༶経済ではু国೒ࣞىが実࡛̱、੗࿶入が௩حすれ͊、̭のトτーΡ΂

フ関߸を۱和̱、ݙഢさ̵て、労働分配率と経済成長率の好੏۪を実࡛するخ

ෝ଻がある。̭の場合、૧古典෩の最終࣑޳である労働分配率と実ৗևఢ相場

が定常౵にਓ௵̱࣑޳がհ定となるخෝ଻がある。

　実ৗおよ͍名࿒αースのু国೒ࣞىが経済成長と労働分配率の好੏۪の実࡛

にຈ̴໅の効果を͜たら̱最終的にはຈ̴ະհ定になると৽ಫする̭とは、本

ু、の૧古典෩κΟルではఏ൚଻を঵たない。̷れはࣂ 国೒ىհの場合であり、

̭れは૧古典෩的トτーΡ΂フ関߸をより̱ࡕい͜のとする。૧古典෩理論で

は、ু 国೒ࣞىは成長と分配の好੏۪と૶和଻があるとͩ࡞なけれ͊ならない。

ΉインΒ෩理論においては、̭のݙで、好੏۪のた͛には、ু国೒ىհが૶和

଻があるとͩ࡞なけれ͊ならないであ̠ͧ。̭のതは、ܥ会があれ͊ষٝにબ

ྶする̭とに̱たい。
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〔論　説〕

ŏŶųŵŶųŪůŨ ŔŵųŦůŨŵũ Űŧ ņŹŵŦůťŦť ŇŢŮŪŭźĻ 
ŕŰŸŢųť ŭŰůŨŵŦųŮŪŴŮ ŢŴ ŨŰŰť ŢůŤŦŴŵŰųŴĲ

Yosuke Takeda
2

November 1, 2022

ˍȅŊůŵųŰťŶŤŵŪŰů

　Every 5 years there has been a reunion meeting for worldwide Uchinanchu at Naha, 

Okinawa at October 30th called ȦWorld Uchinanchu Day.ȧ The day is considered 

as quite significant in that Uchinanchu looks back at oneȧs past for the future. For 

immigrants and their descendants on one hand, it is a day when they imagine the 

Okinawan future, in view point of Ȧgood ancestors3.ȧ On the other hand, the day is 

when the Okinawans track back the past experience of their precedents as immigrants, 

connecting the past and their present. On this occasion, the Uchinanchu confirms 

strength of nurturing ties with each other, through activities organized by WUB 

)Worldwide Uchinanchu Business Network* contributing to forming an Ȧextended 

1　This is an English transcript of my keynote speech delivered at the 25th year anniversary meeting of 
WUB )Worldwide Uchinanchu Business Network* held on November 1st, 2022 at Naha, Okinawa, 
Japan. I am so honoured to join such a celebrated reunion for Uchinanchu community gathering 
from worldwide regions. I am also amazed with seeing Mr. Nolan Higa as a participant here, a son of 
Mr. Thomas Taro Higa who was a hero in a real story ȨPigs from the Seaȩ mentioned below. I own 
financial support to the Science Research Promotion Fund, Promotion and Mutual Aid Corporation 
for Private Schools of Japan. 

2　Department of Economics, Sophia University, Japan. y-takeda@sophia.ac.jp
3　The term Ȧgood ancestorȧ is quoted from Roman Krznaric, The Good Ancestor-How to Think Long 

Term in a Short-Term World. Ebury Publishing, 2020. 
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family.ȧ I would like to celebrate WUB for the 25th year anniversary meeting today. 

ˎȅŕŢŬŦ Ţ ōŰůŨĮŕŦųŮ ŗŪŦŸĢ

　Today, I present a keynote with the bottom lineȨtake a long-term view!ȩat bottom 

line. As a science aiming toward long-term socio-economic prosperity, economics 

has analysed some Ȧrole modelsȧ of long-term prosperity, concerning those aspects 

of institutions including property rights or democracy; social norms which attain 

cooperation with sanctions against free-riders; and organizations which efficiently 

function with social or corporate identities. Those role models have been thoroughly 

analysed in economics. 

　Among what economics achieved, I would emphasize what Frank Ramsey did, a 

British economist known as the pioneer of economic growth theory. He considered a 

role of Ȧdiscountingȧ in economic growth, saying 

　 Ȩit is assumed that we do not discount later enjoyments in comparison with 

earlier ones, a practice which is ethically indefensible and arises merely from 

the weakness of the imagination” (“A Mathematical Theory of Saving,” The 

Economic Journal, 38(152), pp. 543-559, 1928). 

　In recent years, the behavioural economics has developed to incorporate some 

insights from psychology or cognitive sciences4, different from a premise of the 

conventional economics that we are rational Ȧhomo economicus.ȧ Our humans have a 

tendency to behave themselves in some irrational fashions. The most typical case of the 

4　A representative manifestation of the behavioural economics is Daniel Kahneman, Thinking, Fast 
and Slow. Penguin, 2012. 
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irrationality is subject to Ȧpresent bias,ȧ which means we have not only Ȧacorn brainȧ 

requiring our self-command, but also Ȧmarshmallow brainȧ leading to presentism. One 

of the critical examples of marshmallow brain is the phenomenon of global warming 

which results from both excessive emissions of carbon dioxides from fossil fuel and 

deforestation in myopic and mass production uses. 

　We live our lives in the critical era when we search for the new capitalism instead 

of the mass production and consumption taken for granted since the 18th century 

Industrial Revolution5. The older version of capitalism which has increased such 

social complexities as the global warming, is now going to be replaced with the new 

one which will require a long-term view immune to present bias, a clue of the change 

which is currently visible, for instance in a popularity of ESG )environmental, social 

and governance* investing in the financial markets. 

ˏȅńŶŭŵŶųŦ ŅŰŦŴ ŎŢŵŵŦų ŧŰų ōŰůŨŵŦųŮŪŴŮ

　How can we transform our society into the new capitalism? Will the transformation 

even if possible, leave any problems associated with intra- and inter-generational 

conflicts or violence in societies? How could be the violence avoided toward 

cooperation among social members? 

　My answer is a role of culture in the new capitalism where the longtermism could  

lead to socio-economic prosperity in societies as a whole. Opposite to Ȧalgorithm,ȧ 

culture is a Ȧheuristicȧ in the economics literature6, meaning a collection of wisdoms 

5　In this sense, I agree with Rebecca Henderson, Reimagining Capitalism in a World on Fire. Public 
Affairs, 2020. 

6　I draw on Nathan Nunn, ȨOn the Causes and Consequences of Cross-Cultural Differences: An 
Economic Perspective,ȩ in Gelfand M, Chiu C-Yue, Hong Y-Yi eds. Advances in Culture and 
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acquired from gradual try-and-error changes for better states in a similar way to 

genealogical evolutionary processes. Culture is also intergenerational inheritance for a 

safeguard against such cognitive biases as present bias. A biological representation of 

culture is visible in Ȧnarrativesȧ as human s niche construction7. 

　Such an interpretation of culture reminds us of a role of tacit knowledge in 

organizational development, a concept of philosopher Michael Polanyi8. For instance, 

in a case of business succession, a reason for long-term business operations is an 

intergenerational transmission of tacit knowledge called Ȧdinner table human capital9ȧ 

in some cases. Imitating unwritten principles even without scientific knowledge, 

another economic agent like entrepreneurs than concerned ones can also achieve 

better outcomes than otherwise, ultimately leading to social contagion of beneficiary 

outcomes. 

　In reality, however we observe unfortunate clashes from cultural diversities in 

ethnicity or religion. The history of violence has been the case with our humanity 

instead of continuing cooperation. How can we overcome the lapse of time in cultural 

clashes?

ːȅŏŶųŵŶųŪůŨ ŔŰŤŪŢŭ ńŢűŪŵŢŭ

　Social science has considered the problem of cooperation in human society for a 

Psychology. New York: Oxford University Press, forthcoming.
7　The description is quoted from Paul Collier, ȨThe Cultural Foundations of Economic Failure: A 

Conceptual Toolkit.ȩJournal of Economic Behavior and Organization, 2016, 126, pp. 5-24. 
8　Michael Polanyi, The Tacit Dimension. the book title in italics Peter Smith, 1966. 
9　Hvide, H K and P Oyer )2018*, "Dinner Table Human Capital and Entrepreneurship", NBER 

Working Paper 24198.
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long period. Sociology as the forerunner, addressed trust as social capital which is 

defined as a mechanism of reducing social complexity )Niklas Luhmann, Trust and 

Power. Wiley, Chichester, 1979*. In economics as another strand of social science, a 

concept of empathy, a role of which Adam Smith emphasized in a well-functioning of 

market mechanism in 1759 The Theory of Moral Sentiment, has been reinterpreted as 

social capital which has conflicts with incentives. 

　Let me mention in brief two examples of the conflicts between empathy )intrinsic 

motivation* vs. incentives. One is an example in Israel where a problem of delays in 

parentsȧ picking up children were once raised at day-care centres10. The authorities 

were then concerned about teachersȧ complaints about their extra hours for meeting 

coming parents. A decision of fine was made up to incentivize parents against a delay 

in their picking up the children. After the fine scheme was implemented, the day-

care centres turned out to observe more frequent delays than before, since the fine 

scheme resulted in legitimating a right Ȧpriceȧ for parents to come back late. The other 

example is concerning NIMBY )not-in-my-back-yard* problems11. Two repositories to 

store nuclear waste would be planned to locate at a region in Swiss. The government 

asked residents to agree on whether they hold a briefing for explanation. Residents who 

understood social significance of nuclear waste repository first agreed. However, in 

face with pecuniary negotiations after the briefing, most of residents turned down their 

empathy in favour of social significance of the energy source, against their economic 

incentives for pecuniary compensations. 

　Those examples of the conflicts between empathy and incentives imply that we 

10　Uri Gneezy and Aldo Rustichini, ȨA Fine is a Price.ȩ The Journal of Legal Studies, 29)1*, 2000, 
pp. 1-17.

11　Bruno S. Frey and Felix Oberholzer-Gee, ȨThe Cost of Price Incentives: An Empirical Analysis of 
Motivation Crowding-Out.ȩ American Economic Review, 87)4*, 1997, pp. 746-755. 



ғ152ғ

should face with a problem of where social prosperity lies between markets for self-

help and government interventions for public help. However, we have an alternative 

to the polar institutions: markets vs. government, that is civil society for mutual 

assistance. As a sociologist Mark Granovetter showed in a case of job searching in 

unemployment12, the strength of Ȧweak tiesȧ would contribute to mutual assistance in a 

civil society where Ȧfairnessȧ must be put more emphasis on than on efficiency. 

ˑȅœŦŮŦŮţŦųŪůŨ Ţ ŏŢųųŢŵŪŷŦ ȨőŪŨŴ ŧųŰŮ ŵũŦ ŔŦŢȩ

　Before closing this keynote speech, a narrative ȨPigs from the Seaȩ on past 

experience of the Okinawans is mentioned for learning Ȧlongtermismȧ I have addressed 

for nurturing strength of social prosperity in Okinawan future. The narratives are a real 

story on pigs imported from former immigrants in Hawaii, US to Okinawa just after 

the end of the WWII13. Hawaii was where numerous former-Okinawan immigrants 

engaged a pork raising industry, while Okinawa was then heavily ruined by the US 

military force in a food crisis for the Okinawans who held pigs with the heads 120,000 

in the pre-war period but merely 2,000 heads in the post-war period. 

　Guided by voice of an Uchinan journalist Thomas Taro Higa, 7 Hawaiian immigrants 

managed to send 550 pigs delivered from the US, taking into account pedigree 

information based on their own pig farming. They raised a fund of $47,196 during 

a half year with an aid of the Hawaii United Okinawan Association. The pedigree 

was not Okinawan indigenous Agu pigs, but Chester White which was full of fatty 

12　Mark S. Granovetter, ȨThe Strength of Weak Ties.ȩ American Journal of Sociology, 78)6*, 1973, 
pp. 1360-1380.

13　The source of the narrative is Noriko Shimada, ȨThe Emergence of Okinawan Ethnic Identity in 
Hawaiȧi: Wartime and Postwar Experiences.ȩ The Japanese Journal of American Studies, No. 23 
)2012*.
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ingredient that the Okinawan then ran short of. They purchased 550 pigs at Portland, 

US, sent them on board Vessel Robert Owen, and remaining 536 pigs arrived at White 

Beach at Uruma, Okinawa on shore September 27, 1948. The day is now the Pigs-

from-the-Sea Day at Uruma City, Okinawa. 

　The imported pigs were equitably apportioned to regions per capita. The use was 

neither specified for direct food nor breeding. The number of pig heads in Okinawa 

was more than 100,000 in 1950, and 140,000 in 1956. 

　What a great success the gift was in nurturing longtermism in Okinawa! I would like 

to visit any monuments and concerned figures in Hawaii soon. 

˒ȅńŰůŤŭŶťŪůŨ œŦŮŢųŬ

　Learning how the Uchinanchu has embodied longtermism on a basis of the cultural 

tradition, we are able to construct a narrative on the new capitalism, where a long-term 

prosperous society could be achieved with rationality as a safeguard against humanȧs 

cognitive biases. 

　Thank you for inviting me and listening to my presentation. 
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ତと૗̪ͬ̾̈́βͼンΠၑა
―έͿσζȜのडਞ೰ၑȂঅ૗問題ȂłŃń ထேȽ

神　頭　広　好

Hiroyoshi Kozu )Aichi University*

Nagoya Campus 4-60-6 Hiraike-cho, Nakamura-ku, Nagoya Aichi, JAPAN 453-8771

Email: kozu@aichi-u.ac.jp

　ুઠペイント理論とは、数と色をつなぐ理論である。̭̭では、̭の理論に

͜と̧̿ペイントঀဥၾと色のඅಭから数学のඳ問とͩ࡞れるフェルマーの最

終定理、四色問題、ABC 予想にಯ୽する。

βͼンΠၑაに͜と̿くέͿσζȜのडਞ೰ၑ
ŇŦųŮŢŵĨŴ ŭŢŴŵ ŵũŦŰųŦŮ ţŢŴŦť Űů űŢŪůŵ ŵũŦŰųź

łţŴŵųŢŤŵ

　In this paper, based on the paint theory, applying the binomial theorem to the nth-

order equation for the amount of three different paint colors used, we found that there 

were many mixed colors in the world of colors. Next, to maintain the world of three 

different colors, we needed only quadratic equation by the conversion between the 
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amount of paint used and the brightness of the color. Finally, Fermat's last theorem 

was proved by repeating the conversion for the brightness and the mount of the mixed 

color.

͉̲͛ͅ

　17世ܮにά΀ール・Ρ・フェルマーによ̽て予想された定理とは、「xn + yn = 

zn をྖたす３ո上のুட数 n にచ̱てুட数のழ（x, y, z）は存ह̱ない」と

い̠͜のである。̭れは、フェルマーの最終定理と͊ࡤれ、1995年にイΆリス

の数学者、アンΡリνー・χイルΒによ̽てબྶされた1。

　̭̭では、ඊুで考մ̱たペイント理論2に͜と̿いて、フェルマーの最終

定理を導੄する。

έͿσζー͈डਞ೰ၑ͈൵੄

　̭̭では、色と数とがވ存する世ٮを考̢、ペイント理論と̱てո下のب定

が୭定される。

)1* 3つの։なる色のペイントが存ह̱、ペイントのঀဥၾはুட数で表され

る。またڎペイントによ̽てई合された色 ) ई合色 * は̷れにঀͩれたౙ

色3のୟと̱て表される。̭ ̭では、ペイントはౙ色がݑま̽た͜のである。

)2* 色のވ೒の৲ഽはྶഽ4であり、̷れはুட数で表される。

1　̭のબྶのႤঃ的経֌については、Amir)1996*、Simon)1997*、ح藤 )2009、第11ડ *、ニνー

トン༆ॗ )2022、˓*൝で平օに୰ྶされている。

2　̭れは、ペイントのঀဥၾと色の଻ৗから数と̱ての和と色のڥけ合̵ͩと̱てのୟを

ဏ合さ̵た理論である。̭の考̢༷は、kozu)2022、pp.1-9* に͜と̿いている。

3　̭れについては、つ̨の２つの୰ྶがなされている。1. 1色だけでఈの色のま̲̽ていな

い色。2. ίリΒθによ̽てఊ陽࢕஌を分̱࢕たと̧の্原色の一つ一つの色。（ౙ色（た

̱ͭ͡く）のփྙ - goo 国ৃࢊ੥）̭̭では、ౙ੗اのた͛に１をनဥする。

4　̭れは、「̓のくらいྶるいか」を表̱ており、ྶるい色はฒに߃く、暗い色はࣱに߃い
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)3* 同色に同色をڥけ合̵ͩて͜、また同色に数౵をڥけ合̵ͩて̷͜のྶഽ

は変ͩらない。

　上記のب定に͜と̿いて、フェルマーの最終定理を導੄する。

　ま̴、̭の定理にഴ場する৆は、

 n n nx y z+ =  )1*

である。ただ̱、։なる色をခするペイント x、y およ͍ z はঀဥၾをাす。

)1* に、 1n = を代入すると、

 x y z+ =  )2*

で表される。

　さらに、)2* の両༏をඵ઺すると、

 2 2( )x y z+ =  )3*

で表される。

　と̭ͧで、)1* をඵࣜ定理の一๊৆でജٳすると、

 1 2 2 2 2 1
1 2 2 1( )n n n n n n n n

n n n n n nx y x C x y C x y C x y C xy y z� � � �
� �+ = + + + + + + =  )4*

で表される。

　また、)3* のऒ༏をജٳすると、

 2 2 2 2( ) 2x y x xy y z+ = + + =  )5*

である。)5* において、3色ではなくː色が存हするた͛、３色にするた͛には、

色の世ٮにおいて、ई合色はౙ色のୟで表される̭とから、ई合色 xyは同色)同

̭とをা̱ている。ྶഽは色相に௺さ̴、੗色の中ではニνートρルなؕ色が最͜ྶഽが

ࣞく、ニνートρルな୒が最͜ྶഽが೩いとされている。)੄所ȇ色 - Wikipedia*



ғ158ғ

ྶഽ *と̱ての z にచ؊̱なけれ͊ならない。一༷、)4* から、 3 nd の場合は、

コンビΥーΏοン C がັされたと̭ͧの։なるई合色はܜつ͜存हするた͛

に、̭れらのई合色と z は1:1のచ؊がで̧ない。̱たが̽て、色のྶഽと̱

ての৆は、 2n = の場合に限り、

 22xy z=  )6*

で表される。ただ̱、ب定 )3* からྶഽにおいて )6* は、

 xy z=  )7*

と੥く̭と͜で̧る。ただ̱、)7* は )2* から͜導かれる。

　さらに、)6* をペイントঀဥၾに変換すると、ऒ༏およֲ͍༏は、

 2 2( ) 2 2xy x y x yo + o +  )8*

 2 2z zo  )9*

で表される。)8* およ͍ )9* から、)6* は、

 2 2 2x y z+ =  )10*

で表される。ただ̱、)10* は )2* に2を઺̲る̭とによ̽て͜導かれる。

　つ̨に、)10* から、ڎペイントのঀဥၾを色のྶഽに変換すると、

 22x xo  )11*

 22y yo  )12*

 22z zo  )13*

で表される。

　)11*、)12*、)13* から、)10* は、
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 2 2 2x y z+ =  )14*

に੥̧換̢られる。ただ̱、)14* はྶഽ̮とに変換されたペイントঀဥၾの

ୟ͙ਹ͇から成る৆である。

　ࠫ果と̱て、)14* は )1* に 2n = を代入̱た͜のである。̭の̭とから、

 2n = にచ̱ての͙ুட数のழ（x, y, z）が存हするとい̠フェルマーの最終定

理が導かれる。

　なお、̭̭ではౙ色とई合色は区༆する̭となく、ई合色͜ྶഽが࿷一とい

̠̭とではౙ色で͜ある̭とをփྙする。

̤ͩͤͅ

　本研究では、ペイント理論に͜と̿いて、։なる３色のペイントのঀဥၾに

చ̱て n ষ৆に2ࣜ定理を؊ဥすると、色の世ٮにおいて、ܜつ͜のई合色が

存हする。̷̭で３色の世ٮを֋঵するた͛には、ペイントのঀဥၾと色のྶ

ഽから、2ষ৆でなけれ͊ならない。̭̭では2つのౙ色から成るई合色とఈの

ౙ色のྶഽが一౿するຈါがあり、̭のྶഽからペイントঀဥၾに変換̱て、

さらに、̷のঀဥၾからྶഽに変換する̭とによ̽て、フェルマーの最終定理

が導かれた5。

　ါ࿩すると、数の世ٮɨ色の世ٮɨ数の世ٮのίロΓスを೒̲て、フェルマー

の最終定理がબྶされた̭とになる。

5　̭の考̢༷は、ΗイΪηνρー理論およ̷͍れを؊ဥ̱たབ月教授による IUT 理論に߃

いよ̠なܨがする。̭れらの理論については、ح藤 )2019* およ͍ Newton ༆ॗ )2022、9 *
を४ચ̵よ。
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βͼンΠၑაによるঅ૗問題のٜ
ŔŰŭŷŪůŨ ŵũŦ ŧŰŶųĮŤŰŭŰų űųŰţŭŦŮ ţź űŢŪůŵ ŵũŦŰųź

łţŴŵųŢŤŵ

　In this paper, by applying the inequality consisting of the arithmetic mean and 

the geometric mean to the paint theory that the weight of the mixed color is the total 

weight of the single colors used, the world consisting of the mixed color with the 

strongest attraction and the three single colors was derived and by adjusting the weight 

of the three paints, we found that the map could be painted with only four colors. 

͉̲͛ͅ

　四色問題は1852年に、F. Guthrie によ̽て೹ܳされた問題である。൚時、̭

れをબྶする̭とはօ̱く見̢たが、΂イρーの࢖৆、トεロΐーの理論、ழ

͙合̵ͩの理論をߐঀ̱て͜౗ٜ͜く̭とが੄ြなか̽た6。1976年にな̽て、

Appel and Haken によ̽て、コンάνーΗをঀ̽て1000時͜ۼかけて計算が行

ͩれ、四色問題をٜ決̱たとされている7。̭れについては、数学的΀τ΄ント

なબྶとい̠փྙにおいてॷ๛両論ある。

　最߃、Kozu)2022* ではペイントۼのਹ力κΟルとペイントの଻ৗをဥいて、

す͓ての౷଎は四色でഭ分けられる̭とを導いている。

　本研究では、算੅平ةܜ・޳平޳のະ൝৆から色のٽැをਹণ̱て、「ई合

色はঀͩれたペイントの色のୟで表され、ई合色のਹၾは̷̭でঀဥされたペ

イントのਹၾの和とする」をペイント理論と̱て、ई合色の最大の֨力をခす

6　̭れについては、Saaty and Kainen )1977*、Willson )2002*、一ઐ )2016* によ̽て୰ྶさ

れている。

7　̭れについては、Appel and Haken )1977*、竹ඤ )1976*、Willson )2002*、一ઐ )2016* を

४ચ̵よ。
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る場合は、それを構成する３つの単色が存在しなければならないことを導く。

その結果、混合色と３つの単色との引力関係から、すべての地図が４色のみで

塗られることを明らかにする。

四色問題の解

　まず、仮定として、色の異なる各ペイントの重量は１単位であり、混合色は

各ペイントの色を掛け合わせたものである。また、その混合色の重量は各ペイ

ントの重量の和である。ただし、混合色と区別する意味において、ペイントの

色は単色8として扱う。

　一般に、算術平均と幾何平均からなる不等式は、

 nn abc z a b c zd + + + +  (1)

で表される。ただし、 a から z はそれぞれ異なる色のペイントの重量を、n は a
から z までの個数をそれぞれ示す。

　また、混合色は n 本のペイントの色を完全に混ぜたもので、上記の仮定か

ら、混合色の重量はペイントの重量の和であることから、

 abc z a b c zo + + + +  (2)

が成立する。(2) は、重量のみならず混合色とそれに使う色の数が等しいこと

を強調している。（以下同様）

さらに、(1) および (2) から、この段階においてペイントの数によっては、

 nn a b c z a b c z+ + + + d + + + +  (3)

8　これについては、1. 1色だけで他の色のまじっていない色。2. プリズムによって太陽光線

を分光したときの七原色の一つ一つの色。（単色（たんしょく）の意味 - goo 国語辞書）と

定義されているが、ここでは、単純に１のみを採用する。
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または、

 nn a b c z a b c z+ + + + t + + + +   )4*

で੥̧換̢られる。ただ̱、上記のب定においてペイントのਹၾは 1a b c= = =

) ౙպ * である̭とから、

 a b c z n+ + + + =  )5*

である。ࠫ果を見̱קて、)5* を )4* ͒代入すると、

 nn n n!  )6*

をංる。さらに、

 1n n !  )7*

をංる。)6* のऒ༏はई合色の஠ペイントにచする֨力の大̧さを、)7* のऒ

༏はई合色のڎペイントにచする֨力の大̧さをা̱ている。ただ̱、ڎ色ۼ

のݻၗは๷șたる͜のと̱て、̷れ̸れ色ۼの֨力にచ̱て̱ޣגない͜のと

する。

　̭̭でਹါな̭とは、色から数͒変換する̭とによ̽て、ະ൝৆のະ൝号が

。ഢする場合がある。̭れはペイント理論のඅಭであるݙ

　)7* から、ई合色のڎペイントにచする֨力と̱ての大̧さ m は、

 nm n=  )8*

で表される。

　さらに、)8* から、m を最大اするペイントの数は、)8* をచ数に変換する

̭とによ̽て、

 1log logm n
n

=  )9*
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で表される。)9* を n で๷分̱てΔロとおくと、

 
2 2

log log 1 0d m n
dn n n

= � + =  )10*

である。̭れをٜくと、 n e= )2.718…* であり、n はুட数である̭とから、 

e に最͜߃いুட数は n e= 3である。̭の時、ई合色が最͜ޑい֨力をခするߗ

であり、１つのई合色と３つのౙ色の計ː色が存हする̭とになる。̭の時ۼ

のڎペイントにచするई合色の֨力は、  3 3 1.442nm n= = | である。̻な͙に、

m のํսは、 1 m ed d である。なお、)8* については、 1 10nd d のํսで଎1が

ຝかれている。

଎1

7 
 

1log logm n
n

=               (9) 

で表される。(9)を n で微分してゼロとおくと、 

2 2

log log 1 0d m n
dn n n

= � + =               (10) 

である。これを解くと、n e= (2.718…)であり、n は⾃然数であることから、eに最も近い
⾃然数は 3n = である。この時、混合⾊が最も強い引⼒を有する空間であり、１つの混合⾊
と３つの単⾊の計４⾊が存在することになる。この時の各ペイントに対する混合⾊の引⼒

は、 3 3 1.442nm n= = | である。ちなみに、mの範囲は、1 m ed d である。なお、(8)に

ついては、1 10nd d の範囲で図 1 が描かれている。 
 

 
図 1 

 
 

使⽤量としての重量の観点から、混合⾊に１⾊のペイントが接することによって、それら
による引⼒がより増⼤して、他の２つの⾊のペイントも順次接していくことになる。ただし、
同重量のペイント同⼠は引⼒が作⽤しないために、お互い接することはないが、混合⾊と同
⾊の引⼒によって同⾊が隣り合ってしまうことがある。その結果、四⾊問題が成⽴しない。 

そこで、上記の仮定の各ペイントの重量が１単位であることを削除して、⾊によって３つ
のペイントの重量がそれぞれ異なるとすれば、または使⽤するペイントの量が異なるとし

　ペイントঀဥၾと̱てのਹၾの۷തから、ई合色に１色のペイントが୪する

̭とによ̽て、̷れらによる֨力がより௩大̱て、ఈの２つの色のペイント͜
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ਜ਼ষ୪̱ていく̭とになる。ただ̱、同ਹၾのペイント同আは֨力がैဥ̱な

いた͛に、お互い୪する̭とはないが、ई合色と同色の֨力によ̽て同色が隣

り合̽て̱ま̠̭とがある。̷のࠫ果、四色問題が成ၛ̱ない。

　̷̭で、上記のب定のڎペイントのਹၾが１ౙպである̭とを削ੰ̱て、色

によ̽て３つのペイントのਹၾが̷れ̸れ։なるとすれ͊、またはঀဥするペ

イントのၾが։なると̱て、

 c b a� �  )11*

で表されるとする9。)11* については、3! = 6 から6೒りのະ൝৆が成ၛする。

　さらに、３ڎつのペイントのঀဥၾが։な̽て̷͜れらの総ਹၾは変ͩらな

いと̱て、

 3a b c+ + =  )12*

をྖたすとすれ͊、)8* ͒ 3n = を代入̱た౵1.442は変ͩら̴、ܖ本ࠁと̱て

の଎2およ͍౷଎と̱ての଎３のよ̠に4色でഭ分けられる̭とになる。

い換̢ると、ई合色は、̷れ̸れ3つのペイントを֨̽ಫり、さらに３つ࡞　

のペイントの։色同আが֨̽ಫられるた͛に四色あれ͊౷଎はഭり分けられ

る。

　また、ペイントのঀဥၾはুட数でなくてͩ͜ࢹないた͛に、)12* をྖた

す3色のঀဥၾのழ͙合̵ͩは、)11* の制࿩の͜とで͕͖͜ྫ数に存हする。

̷れ̢͠ई合色͜ྫ数に存हする̭とになる。

9　̭れは、ペイントのਹၾと色をచ؊さ̵た、一ਅのಉ੬である。̭のよ̠なಉ੬に͜と

̿いて Kozu)2022* では四色問題がٜかれている。
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て、 
F E D� �                     (11) 

で表されるとする9。(11)については、3� �= から � ௪りの෈౵ࣞが成⽴する。 
さらに、各３つのペイントの使⽤量が異なってもそれらの૱重量はรΚらないとして、 

3D E F+ + =                  (12) 
をຮたすとすれば、 (8)΃ 3n = をେ೘した஍ 1.��2 はรΚらͥ、خຌܙとしての図 2 およ
;ஏ図としての図３のように � ⾊で౅分͜られることになる。 
ると、混合⾊は、それぞれ͓׷いݶ � つのペイントを引っ௃り、さらに３つのペイントの異
⾊同⼠が引っ௃られるために四⾊あればஏ図は౅り分͜られる。 
また、ペイントの使⽤ྋは⾃然数でなくてもߑΚないために、(12)をຮたす � ⾊の使⽤ྋの
ૌみ合Κͦは、(11)の੏༁のもとでもΆ·ໃ数に存在する。それΑ͓混合⾊もໃ数存在する
ことになる。 

 
図２                図３ 

  
஭ʥ図２およ;図３にお͜る P は混合⾊をࣖしている。 
 
おΚりに 

ຌ࿨では、ࢋढ़ฑۋʀشՁฑۋから成る෈౵ࣞを混合⾊の重量は使⽤した単⾊の૱重量と
するペイントཀྵ࿨ʤॶҨ、⾊࠾෈౵ࣞʥにԢ⽤することによって、最も強い引⼒を有する混
合⾊とそれをߑ成する � つの単⾊からなる੊ֆが಍かれた。その結果、ΚれΚれは４⾊の
みでஏ図が౅り分͜られることが分かった。ここでも数ָで׈༄している eがౌ৖してくる
のは෈٠ࢧなԓである。 

ຌ࿨において、ັڷ਄いことは � つのペイントの使⽤量が分かり、ペイントの使い๏が

 
9 これは、ペイントの重量と⾊を対Ԣさͦた、Ҳझの஡঄である。このような஡঄にもとͰいて
.R]X(2022)では四⾊問題が解かれている。 

ಕ）଎２およ͍଎３における m はई合色をা̱ている。

̤ͩͤͅ

　本論では、算੅平ةܜ・޳平޳から成るະ൝৆をई合色のਹၾはঀဥ̱たౙ

色の総ਹၾとするペイント理論に؊ဥする̭とによ̽て、最͜ޑい֨力をခす

るई合色と̷れをࢹ成する3つのౙ色からなる世ٮが導かれた。̷のࠫ果、ͩ

れͩれはː色の͙で౷଎がഭり分けられる̭とが分か̽た。̭̭で͜数学でڰ

࿬̱ている e がഴ場̱てくるのはະএ݈な׻である。

　本論において、ྙޟ૬い̭とは3つのペイントのঀဥၾが分かり、ペイント

のঀい༷がজた̻にտ͇られると、ː色だけで౷଎がഭり分けられる̭とを暗

にা̱ている̭とである。

　̭の四色問題を経営ၛ౷に؊ဥすれ͊、։なるඅಭをခする３つのΙェーン

店と̭れら3つのඅಭをဏ合するΙェーン店があれ͊、̭ の4つのΙェーン店で、

す͓ての౷֖において̷れ̸れのΙェーン店が୪߃する̭となくၛ౷する̭と

がخෝとなる。̭れは、経営୽ၞ論およ͍マーΉテͻンΈの۷തから͜ခףと

考̢られる。



ғ167ғ

ペイント理論による四色問題のٜ

४ࣉ໲ࡃ

Appel, K and W. Haken )1977* The Solution of the Four-Map- Problem, SCIENTIFIC AMERICAN, 
October ) ോඤ࣠一࿫「4色問題のٜ決」ȸ༆ॗ　日経΍イ΀ンス172ȹ*

Goldsmith, M. )2019* Inside Mathematics: Understanding shapes and sizes, Shelter Harbor Press Ltd, 
New York, USA ) ႂ૥࿟࿫ȸ૬ໟなる「ةܜ学」の世ٮȹ創ࡓ社、2021年 *

Kozu, H. )2022* Space and Order of Four Colors, Book series Vol.7, Institute of Managerial 
Research, Aichi University. ).\..-PDF.p.pwd )aichi-u.ac.jp**

Saaty,T.L and P.Kainen)1977* The Four Color Problem―Assaults and Conquest, McGraw-Hill.
Willson, R. )2002* Four Colours Suffice, Allen Lane Science. )࿆木࠲一჊࿫ȸ四色問題ȹ૧ಲ໲ࡩ、

2004年 *

一ઐ　૞ȸ四色問題ȹ講౴社、2016年
竹ඤٸঃ「四色問題Ɂついにٜ決Ȋ」ȸ数学Γη΢ーȹ1976年、10月号、pp.2-6



ғ168ғ

βͼンΠၑაに͜と̿く łŃń ထே
łŃń ŤŰůūŦŤŵŶųŦ ţŢŴŦť Űů űŢŪůŵ ŵũŦŰųź

łţŴŵųŢŤŵ

　In this paper, based on the paint theory that the total amount of paint used for 

the colors used is calculated as an addition, and the mixed color composed of those 

colors is calculated as a multiplication, Comparing the brightness of the mixed color 

consisting of three single colors with the brightness of the mixed color multiplied by 

the brightest single color of the three single colors, we derived the formula for the ABC 

conjecture.

͉̲͛ͅ

　ABC 予想 )abc conjecture* は1985年にΐοΓフ・΂ステルスとΟイビΛ

ト・マン΍ーによ̽て೹ܳされた数論のྚٜ決予想である。ABC 予想とは、

「 a b c+ = をྖたす互いにள )1ոٸにވ೒の࿩数を͜たない * なুட数のழ

 ( , , )a b c にచ̱、ୟ abc の互いに։なるள֦数のୟを d と表す。̭のと̧、හ

փの 0 H� )  0 H� * にచ̱て、 1d cH+ � をྖたすழ、)a, b, c* はခ限̱ࡢか存ह̱ない」

とい̠予想である10。すな̻ͩ、 1d cH+ � をྖたす͜のがたかだかခ限̱ࡢか存ह

̱ない̭とをબྶする͜のである11。

　本研究の࿒的は、ুઠペイント理論をဥいて、ABC 予想のٜを導く̭とで

10　最߃では、ABC予想がނസ大学のབ月教授によ̽てબྶされたと̱ている。ĩȨȶłŃń ထேȷ

論໲ࠇश　ނఱ͈བޗ࠮਎બྶȂૣ औĸා฼ȩį ඾ࠐ૧໳ ĩ ඾ུࠐफ૧໳২ Īį ĩĳıĳ1ාĴ࠮ĸ඾ Ī 

11　̭の定৆اについては、ఈに２つの定৆が存हする。̭れについては、ABC 予想 - 
Wikipedia を४ચ̵よ。また、ABC 予想については、ࣱ ୼ )2012、128-131*、ࣱ ୼・઀୼ )2018*、
հ໛ )2016、第˓ડ * ൝によ̽て୰ྶされている。さらに໲̧࢜ࠏには઀५ )2021、第20
დ－第24დ ५؍、* )2022、pp.244-247* によ̽て平օに୰ྶされている。また、ABC 予想

のٝܦについては、Φートと̱て神頭 )2022* がある。
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ペイント理論に͜と̿く ABC 予想

ある。̭̭でのペイント理論は、「ई合色はౙ色12をڥけ合̵ͩた͜のであり、

ౙ色のୟと̱て表され、ई合色のਹၾは、̭れにဥいたڎౙ色のঀဥၾの和で

ある」̭とに͜と̿いている。̭の理論において、ౙ色をள数と同一ণする̭

とによ̽て ABC 予想13を導く。

łŃń ထே͈൵੄

　ABC 予想の導੄にष̱、ո下のب定が୭定される。

)1* ई合色は、2つո上のౙ色のୟで表される。ई合色のਹၾは、̭れにဥい

たڎౙ色のঀဥၾの和である̭とに͜と̿いている。

)2* ई合色およ͍ౙ色のす͓ての色においてൡ一される৲ഽはྶഽ14である。

̭れはুட数で表される。また、同色に同色をڥけ合̵ͩて̷͜のྶഽは

変ͩらない。

)3* ౙ色は࿷一の色である̭とからள数と同一ণされる。̱たが̽て、ई合色

はள数をੰくす͓てのুட数（合成数）をփྙする。

　̭̭で、上記のب定に͜と̿いて、ペイントのঀဥၾから色に౾̧換̢るな

ら͊、

 a b c abc+ + o  )1*

　およ͍

12　ౙ色とは、１色だけの色をা̱、ई合色とはఈの色がई̲̽ている色をাす。̭れにつ

いては、つ̨の２つの୰ྶがなされている。1. 1色だけでఈの色のま̲̽ていない色。2. 
ίリΒθによ̽てఊ陽࢕஌を分̱࢕たと̧の্原色の一つ一つの色。（ౙ色（た̱ͭ͡く）

のփྙ - goo 国ৃࢊ੥）̭̭では、１の͙をनဥする。

13　̭れについては、ABC 予想 - Wikipedia を४ચ̵よ。 
14　̭れは、「̓のくらいྶるいか」を表̱ており、ྶるい色はฒに߃く、暗い色はࣱに߃

い̭とをা̱ている。ྶഽは色相に௺さ̴、੗色の中ではニνートρルなؕ色が最͜ྶഽ

がࣞく、ニνートρルな୒が最͜ྶഽが೩いとされている。) ੄所ȇ色 - Wikipedia*
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 a b ab+ o  )2*

でাされる15。

　ABC 予想におけるૄ࠯৆は。

 c a b= +  )3*

である。̭の৆から、ペイントঀဥၾの大̧さのਜ਼պは、

 a b c� � 　　　)4* または　 b a c� �  )5*

である。

　また、)4* およ͍ )5* にਲい、ౙ色 c がౙ色 a およ͍ౙ色 b よりࣞいྶഽを

ခ̱ているとすると、

 ab c�  )6*

で表される。)6* は、ई合色がౙ色ではない̭とと一౿する。

　̭̭で、)1* に関̱て３つのౙ色 a、b、c の̠̻ౙ色 c だけঀဥၾを௩͞す

̭とによ̽てྶഽのࣞいई合色に変換すると、

 ( )a b c ab cJJ+ + o  )7*

でাされる。ただ̱、 1 J� である。

　また、)1* およ͍ )7* においてྶഽの大̧さを๤ڛすると、

 1( ) ( )abc ab c abc cJ J �� =  )8*

で表される。さらに、)8* の両༏を (1 )H+ で઺̲ると、

15　̭れは、੗色 c のঀဥၾが、ۼ୪的にई合色 ab のྶഽに関ͩ̽ている̭とをփྙ̱て

いる。
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 1 (1 ) ( 1)(1 )( ) ( )abc abc cH H J H+ + � +�  )9*

で表される。̭̭で、)9* のֲ༏において c の઺数  ( 1)(1 )J H� + を௩̱͞てい

くと、すな̻ͩई合色 abc にྶഽの大̧いౙ色 c をڥけ合̵ͩていくと、究ޭ

的には、ई合色 abc はౙ色 c のྶഽに̿߃いていく。̷れ̢͠、)9* のֲ༏は、

 (1 ) ( 1)(1 )( )abc c cH J H+ � + =  )10*

で表される。̱か̱、ई合色はౙ色になれない̭とから、)10* は、

 (1 ) ( 1)(1 )( )abc c cH J H+ � + �  )11*

でなけれ͊ならない。̷のࠫ果、)9* と )11* から、

 1d cH+ �  )12*

が導かれる。ただ̱、ई合色の表াと̱て d abc= である。と̭ͧで )12* は、

ABC 予想の৆をাす。

　)12* は、)10* であ̽て͜成ၛする。また、ྶഽの大̧さが、႕̢͊、

 a c b� � または c a b� � の場合な̓を考ၪすると、  1d cH+ � をྖたすழ )a, b, c*

が存ह̱ない場合がある。̱たが̽て ABC 予想においてྖたされるழはခ限

。る̢࡞か存ह̱ない̭とが̱ࡢ

　ါ࿩すると、ペイントঀဥၾから色のྶഽ͒の変換を೒̲て、ABC 予想の

৆が成ၛする。

̤ͩͤͅ

　本研究では、၌ဥされる色のペイントの総ঀဥၾは௷̱算と̱て計算され、

̷れらの色から成るई合色はかけ算と̱て計算されるとい̠ペイント理論に͜

と̿いて、３つのౙ色からなるई合色のྶഽと̷の3つのౙ色の̠̻最͜ྶഽ
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の大̧いౙ色を઺̲たई合色のྶഽを๤ڛする̭とによ̽て、ABC 予想の৆

が導かれた。

　̷̭では、ౙ色はள数と̱て、ई合色は合成数と̱て、色から数の世͒ٮ࿗

̱て͜ ABC 予想のփྙは変ͩらないと考̢る。

　最ࢃに、ペイントの数と色の଻ৗから成るペイント理論は、まさに IUT 理

論16と同̲̭とを数と色のষࡓで୰ྶ̱ているよ̠なܨがする。

४ࣉ໲ࡃ
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ペイント理論に͜と̿く ABC 予想

　最ࢃに、ペイント理論をဥいて、コールΡΨΛΧ予想およ͍リーマン予想な

ٜ̓͜かれているが、ࣽٝのܮါはペーΐ数に制限があり、ဒฒがઁなす̨て

。शする̭とがで̧なか̽たࠇ

̭、い̠̻に߃　 れらの予想な̓を͛܄て、஽੥にまと͛る̭とを考̢ている。
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